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̍　竪穴住居跡（ம 1）（ୈ 45 ～ 47 ਤ、ୈ 6 ද、1L3）

　竪穴住居跡は、弥生時代中期後半栗林式期の 2 軒のΈで、いͣれも基本土層ᶙ b 層Լ部からᶚ層上面

で検出しͯいる。調査్上で 4#03 とした竪穴ঢ়の遺構は、ށߐ時代後半から近代にか͚ͯの೶地੔උ時

の掘ࠐΈであることがわかったが、番号を෇したままѻった。また、溝跡（4%05）は竪穴住居跡の周溝の

可能性もあるが、柱穴、࿍跡౳の施設がないことから、溝跡としͯ報告した。

ＳＢ０１（ୈ 45・46 ਤ、1L3）

Ґஔɿᶗ 401・02・06・07 άリοド　 ن໛ɿ長࣠ 4.3m ʷ୹࣠ʻ 3.6m ʼ　  ฏ໘ܗɿ円形

ओ࣠ํҐɿ/　　໘ੵɿ14.3㎡

ग़ɿද土、およびᶙݕ b 層掘࡟中、ほ΅東੢ೆ北の方Ґに߹うे字形の平成 22 年౓中野市ڭҭҕһ会に

よるൣғ確認調査トレンチを検出。その周ғで、ほ΅円形のプランを確認したことから、市ڭҕが్中ま

で調査した竪穴住居跡と൑அした。੢壁および北側の一部分はトレンチによりഁյされ、ೆ東側はൣғ確

認調査時にচ面まで調査されͯいる。1iU1 は్中のਂさまで、1iU2（࿍跡）はೆ半分がほ΅ఈ面まで掘࡟

されͯいた。住居の埋土が׬શに残存するのは、東੢トレンチの北壁ࡍとೆ側の 1iU8 ෇近のわͣかな部

分であった。トレンチஅ面で、住居跡のচ面および掘方まで࡯؍できた。北側の埋土残存部分は、அ面を

໨安に掘Լ͛たがݻくしまったషচは明ྎではなかった。চ面をਫ਼査し 1iU2 ～ 8 を検出した。ॏෳのあ

る 1iU8 は 1iU5 の掘௚しと考えられる。また中野市のトレンチでは 1iU9 が検出されͯいる。

ॏෳؔ܎ɿ住居跡北壁が 4,319 をյす形でॏෳする。

約ܘଌするとܭで޲଄ɿ੢側の壁面はࣦわれͯいるが、ೆ北方ߏ 430Dm のほ΅円形となる。壁高は、࠷

ਂ 25Dm をଌる。ほ΅中ԝに࿍跡を1、ͪ࣋iU1 ～ 1iU9 のうͪ主柱穴は 1iU1、3、9 の 3 本と考えられる。

もう 1 本は中野市のトレンチでফࣦした可能性もあり、本དྷは 4 本の主柱穴と考えたい。主柱穴はܘ 23

～ 28Dm で、ਂさ 42、45、66Dm をଌる。そのほかの小柱穴は、棟࣋柱తなもの（1iU4）、ิॿతな柱とな

るものであΖう。1iU2 は、86 ʷ 78Dm の不੔円形でਂさ 20Dm をଌる࿍跡である。北側の壁面がᒵ色にม

色しややߗ化しͯいたが、そのほかの壁面は地山土（ᶚ層）であり、ඃ೤痕跡はない。東੢の壁ࡍにはܘ

16Dm、ਂさ 5、6Dm の小穴がともなう。࿍のิॿతな柱の痕跡であΖうか。埋土は、3 層に分層でき、ೆ

側壁ࡍのΈにϒロοクঢ়に地山をࠞೖする่落土（2 層）がある。షচとਪఆした土は、࿍のೆ側、主柱

穴間が࠷もݻくなっͯいた。চԼの掘方は、中ԝ部分はほ΅平坦であったが、ೆ側、北側の壁ࡍ෇近が周

溝ঢ়にԜΉঢ়گであった。

ग़౔Ҩ෺ɿ調査ࡁΈの部分がଟく、出土遺物が集中するঢ়گではなかった。ਤ化できたものは、ೆ੢の地

区から出土したものがほとんͲで、ほかにୈ 46 ਤにࣔした遺物が出土しͯいる。ᆵ、ᙈ౳、栗林 1 式の

様૬をࣔす土器のほかに、土製円൘、石᭲ 3 ఺、石᭲ະ成品౳の石器が出土した。Ṟ片ྨも安山岩の石ࡐ

を中৺に、࢖用痕跡の残るṞ片 14 ఺の出土がある。また、࿍跡の東側、1iU5・8 の周ลに、୸化ࡐがগྔ

まとまっͯচ面やや上より出土。AM4 ๏による $14 年代ଌఆしたとこΖ 1iU5 北東側の୸化ࡐ 3（)24 分

析 /o.1）、1iU2 － 2 の୸化24(）ࡐ 分析 /o.2）は、それͧれ 2,210 ʶ 30Zr#1、2,290 ʶ 30Zr#1 のଌఆ結果で、

弥生時代中期後半栗林式前半期にໃ६しない਺஋がಘられた。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆظ࣌

ॴݟɿ栗林 1 式土器が遺物の主ମをなし、౰֘期の間にഇઈした住居であΖう。Ṟ片の出土もଟく、石器
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製作が周ลで行なわれͯいた可能性もࣔࠦできる。北੢ 5m に長方形の竪穴住居跡（4#02）が存在し、そ

れͧれの住居埋຅土の୸化物を $14 年代ଌఆした結果、4#01 が 4#02 より古いという஋がಘられたが、

出土遺物の時期に大きな差はない。

ＳＢ０２（ୈ 47 ਤ、1L3）

Ґஔɿᶗ /21、ᶗ 401 άリοド　 ن໛ɿ長࣠ 3.05m ʷ୹࣠ 2.58m　  ฏ໘ܗɿ長方形

ओ࣠ํҐɿ/79°E　　　໘ੵɿ6.0㎡

中に、土器の集中と一ลڈग़ɿද土、およびᶙ層আݕ 2 ～ 3m ほͲの方形プランを確認した。東側は࡟平

により壁面は残存せͣ、চ面が௚઀࿐出しͯおり、埋土は੢側半分が残るのΈであった。ただし、東側の

壁周溝を検出することはできた。中ԝ部からೆ壁にか͚ͯ୸化物、土器の集中があった。土器、୸化物

をऔ上͛、চ面をਫ਼査しͯ࿍跡、1iU1 ～ 3 を検出した。షচを掘Լ͛る్中、੢壁ࡍに 1iU4 を検出した。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

޲ଌすると主࣠の東੢方ܭ଄ɿ東側半分の壁面はࣦわれͯいるが、壁周溝を໨印にߏ 305Dm、単࣠のೆ

北方޲ 258Dm の長方形となる。中ԝに࿍を1、ͪ࣋iU1 ～ 4 のうͪで主柱穴は 1iU2、4 の 2 本と考えられる。

1iU2 がܘ 18 ～ 20Dm、ਂさ 42Dm、1iU4 がܘ 22Dm、ਂさ 48Dm をଌり、௚ܘ 20Dm に近い柱をਂくଧͪࠐ

Έ、棟࣋柱としͯ԰ࠜをࢧえたものであΖうか。1iU1 はܘ 30 ～ 31Dm、ਂさ 14Dm、1iU3 は 55 ʷ 36Dm、

ਂさ 10Dm のପ円形をఄし、அ面形もすりുঢ়となることから、柱穴ではなくஷ蔵穴తな施設の可能性も

考えられる。࿍跡は中ԝにҐஔし、35 ʷ 33Dm、ਂ さ 5Dm のほ΅円形で、ઙいすりുঢ়のஅ面形をఄする。

焼土の残存はほとんͲないが、চ面とはҧいやや黒ͣんでݻくしまっͯいる。北壁、ೆ壁中ԝから東側に

か͚ͯは、周溝がΈられる。෯ 28 ～ 7Dm で、ਂさはচ面からਂ࠷ 8Dm をଌるが平ۉ 4Dm ほͲのਂさで

ある。埋土中に、୸化ࡐ、焼土が集中するՕ所がありഇغ行ҝの痕跡である可能性が高い。掘方がਂく、

চԼには掘方土がްくଯ積しͯいた。

ग़౔Ҩ෺ɿ୸化ࡐとともに、চ面近くから栗林式土器がまとまっͯ出土した。主な遺物は、1iU3 埋土を中

৺に出土したᆵ（6）、ᙈの大形ഁ片（7）、大形の片（8）ുޱである。さらに、੢側埋土中よりਕ器（14）、

Ꮟ石（17）なͲが出土した。また、୸化ࡐがচ面௚上さらには 1iU2 内より出土した。そのうͪの 2 ఺をબ

び AM4 ๏による $14 年代ଌఆしたとこΖ、୸化物集中の୸ 2（ୈ 47 ਤ中の $2）（)24 分析 /o.3）、1iU4 の

୸化物 1（同ਤ中の 1iU4 － $1）（)24 分析 /o.4）は、྆者とも 2,250 ʶ 30Zr#1 のଌఆ結果がࢉ出された。୸

化物集中ঢ়گਤ・遺物出土ঢ়گਤは、それͧれஅ面ਤへݟ௨し౤Өਤを作成した。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆظ࣌

ॴݟɿ本住居跡のೆ東 5m にҐஔする円形の竪穴住居跡（4#01）とൺֱすると、小形で平面形がҟなる。

前ड़したように、$14 年代ଌఆの結果は 4#01 が 4#02 より古いという஋がಘられ、ซせͯ本跡からは栗

林 1 式土器の中では、やや後出తな器種のͻとつと考えられる੺࠼された片ുޱ（ୈ 47・81 ਤ 8）の出土

がある。ただし、そのほかの出土遺物の時期には大きな差はない。2 軒がセοトでほ΅同時期に存在した

と考えると、本跡は 4#01 とは性֨がҟなる作業小԰తな施設౳の可能性がࢦఠできるのか。一方、本跡

のೆ東側にある 4,342、343、ೆ੢側にある 4,337、338 は、2 本ͣつセοトで本跡に઀するҐஔに存在し、

住居の上԰構造に関࿈する柱穴になるかもしれない。

ôçýüçô
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̎　掘立柱建物跡（ୈ 48 ～ 55 ਤ、ୈ 7 ද、1L4 ～ 7）

　今回の調査区では、600 基近い柱穴ঢ়の落ͪࠐΈがある。それらをͻとつͻとつ調査するաఔで、形ঢ়

やن໛、埋土の種ྨ、Ґஔ関܎なͲから掘立柱建物跡を૝ఆし調査した事ྫが 25 棟ある。柱഑ஔは、2

間ʷ 1 間（長࣠ʷ୹࣠）が 9 棟と࠷もଟく、3 間ʷ 1 間が 5 棟とଓく。୹࣠ 1 間で平面形が長方形となる建

物が 7 ׂを઎める。その఺とも関わり、長࣠は 3 ～ 6m、୹࣠は 2 ～ 3m の長さの間に半਺近くの建物跡

がೲまる（ୈ 42 ਤ）。長࣠方޲は、ほ΅北方޲が 5 ׂを઎め、それに௚ަする東੢方޲と北੢方޲が残り

を 2 分する（ୈ 43 ਤ）。縄文時代もしくは弥生時代の掘立柱建物跡としͯ報告されるྫにྨࣅし、いͣれ

かの時期に所ଐする事ྫもあると考えられるが、伴出遺物がほとんͲなく、時期ܾఆはࠔ೉であった。ま

た建物跡としͯෳ਺の഑ྻが૝ఆされる場߹もあり、本書では調査経աをॏࢹし、A Ҋや # ҊなͲと記

ड़した。ただし੔ཧのաఔで、いͣれかଥ౰性の高い഑ྻの૊Έ߹わせをબ୒し、その結࿦を所ݟに記し

た。本અでは結࿦͚ͮられたҊの഑ྻを࣮線でද記し、બ୒しなかった建物跡の࣠線をഁ線でࣔしͯある。

　なお、શମਤにはܾఆした建物跡の࣠線のΈをදࣔし、検討の結果、建物跡ではないと൑அし、ݸ別に

土坑としͯѻった遺構（4T20・21）もある。それらは本書中ではܽ番となる。

ＳＴ０１（ୈ 48 ਤ、1L4）

Ґஔɿᶗ 720・25 άリοド　　ن໛ɿ5 間（5.48m）ʷ 2 間（2.96m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/8°8　　໘ੵɿ（16.2㎡）

Έをෳ਺確認する。平面形が円形ঢ়をఄすることから柱ࠐ後、ᶚ層上面にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

穴を૝ఆし、そのなかで掘立柱建物跡の࣠線がఆめられそうな落ͪࠐΈに 1iU1 ～ 5、8、9、12 をූ号する。

また、建物跡の内側および周ғに近઀する落ͪࠐΈについͯも関࿈する柱穴を༧૝し、1iU6、7、10、11、

13、14 をූ号し調査した。

ॏෳؔ܎ɿ1iU9 が 4,01 とॏෳし、அ面の࡯؍から 4,01 が৽しいと考えられるが、྆遺構からは遺物は

出土せͣ時期は不明である。また 4X03 が࣠線の内側にあるが、柱穴と௚઀ॏෳしないため前後関܎は不

明である。

଄ɿ֤ߏ 柱穴の平面形は、1iU1、3、4、10、11 はପ円形、1iU2、7、12 は۱ؙ方形、1iU6、13、14 は不੔円形、

1iU5、8、9 は不੔形。அ面形は、1iU1 ～ 6、8 ～ 12、14 はࡼঢ়、1iU7 はਂさのあるタラΠঢ়、1iU13 はお

࿶ঢ়である。柱間は長࣠方޲ 80 ～ 160Dm、୹࣠方޲ 140 ～ 170Dm。
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ग़౔Ҩ෺ɿ1iU7 の埋土より、弥生時代中期後半栗林 1 式のᙈ಑部小ഁ片（20）が出土。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ1iU3、6、13、14 は、૝ఆした建物の࣠線から外れるが、本建物跡に関わる柱穴の可能性があるも

のと൑அしਤࣔした。

ＳＴ０２（ୈ 48 ਤ、1L4）

Ґஔɿᶗ 724・25 άリοド　　ن໛ɿ3 間（4.2m）ʷ 2 間（2.2m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/76°E　　໘ੵɿ9.2㎡

Έをෳ਺確認する。平面形が円形ঢ়をఄすることから柱ࠐ後、ᶚ層上面にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

穴を૝ఆし、そのなかで掘立柱建物跡の࣠線がఆめられそうな落ͪࠐΈに 1iU1 ～ 11、15 ～ 19 をූ号する。

૝ఆした建物跡の࣠線は、1iU8、19、18、1 ～ 7 を૊Έ߹わせと考える 3 間ʷ 2 間の建物跡を A Ҋ、1iU9

～ 11、15 ～ 17、3 ～ 8、2、1、18、19 を૊Έ߹わせと考える 4 間ʷ 3 間（1 面ʷ 1 面）のኈ෇側柱建物跡

を # Ҋとした。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU2、19ߏ は円形、1iU6、8、11、15、18 はପ円形、1iU1、4 は۱ؙ方形、1iU5、

16 は不੔ପ円形、1iU3、7、9、10 は不੔形、1iU17 は不明。அ面形は、1iU1、2、4、6、8 ～ 11 はタラΠ

ঢ়、1iU3 はすりുঢ়、1iU15、5、7 ～ 9、17 ～ 19 はࡼঢ়、1iU16 はお࿶ঢ়である。柱間は、A Ҋが長࣠方

޲ 112 ～ 200Dm、୹࣠方޲ 100 ～ 140Dm、# Ҋが長࣠方޲ 92 ～ 200Dm、୹࣠方޲ 100 ～ 140Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿなし。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ柱穴のن໛、഑ྻの֨ن性を考えると、1iU9 ～ 11、15 ～ 17 を࣠線とする # Ҋはややଥ౰性に͚ܽる。

4T01 の柱間౳の֨ن性を考ྀすれば、1iU9 ～ 11、15 ～ 17 をআく 3 間ʷ 2 間の建物跡 A Ҋを࠾用すべき

と考え、૝ఆされる࣠線をਤ化し、ୈ 48 ਤ 4T02 とした。

ＳＴ０３（ୈ 48 ਤ、1L4）

Ґஔɿᶗ 718・19・23・24 άリοド　　ن໛ɿ3 間（5.12m）ʷ 1 間（2.4m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/82°E　ɹ໘ੵɿ12.3㎡

໛から建物跡を૝ఆできる柱ঢ়نΈを確認する。഑ྻやࠐग़ɿ地山᛽層（ᶛ層）上面にͯ、黒色の落ͪݕ

の落ͪࠐΈをまとめ、࣠線のఆめられそうな落ͪࠐΈに 1iU1 ～ 4、6、7、11、14、16 をූ号しͯ 4T03 と

Ծশした。また、࣠線に明ྎにのらないが建物跡に関࿈すると考えられる周ลの落ͪࠐΈに 1iU5、8、9、

12、13、18、19 をූ߹し調査した。૝ఆした建物跡の࣠線は、1iU11、1 ～ 4、6、14、16、20 を૊Έ߹わ

せと考える 3 間ʷ 1 軒の建物跡を A Ҋ、1iU10、11、1 ～ 4、6、7、15、14、16、20 を૊Έ߹わせと考え

る 3 間ʷ 2 間（3 間ʷ 1 面）のኈ෇側柱建物跡を # Ҋとした。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU10、11ߏ は円形、1iU1、2、5、12、16、19、20 はପ円形、1iU3、6、14 は۱ؙ

方形、1iU4、8、9、13 は۱ؙ長方形、1iU7、15、18 は不੔形。அ面形は、ややਂさのあるタラΠঢ়をఄす

る。1iU2、4 は地山の᛽層の᛽をの͚るように掘࡟され、᛽にғまれるように柱穴がઠたれͯいる。1iU8、

13、19 には埋຅土内に小᛽が໨立っͯࠞೖしͯいた。柱間は、A Ҋが長࣠方޲ 140 ～ 240Dm、୹࣠方޲

232 ～ 250Dm、# Ҋが長࣠方޲ 160 ～ 240Dm、୹࣠方޲ 160 ～ 250Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU15 の埋土より栗林̍式段֊のᆵ಑部の小ഁ片が出土。

ôçýþçô

ୈ̎અ　遺　構



。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ柱穴のن໛、埋土のҧい、഑ྻのن則性を考えると、1iU7、10、15 を࣠線とする # Ҋはやや不自

然なฒびとなっͯおり、本跡にؚめない方がଥ౰と考えられる。さらに、1iU5、8、9、12、13、18、19 は、

૝ఆした建物跡の࣠線から外れるため本跡の柱穴にはならない可能性が高い。4T02 の柱間౳の֨ن性を

考ྀすれば、3 間ʷ̍間の建物跡 A Ҋを࠾用すべきと考え、૝ఆされる࣠線をਤ化し、ୈ 48 ਤ 4T03 とした。

ＳＴ０４（ୈ 49 ਤ、1L4）

Ґஔɿᶗ 720・25 άリοド　　ن໛ɿ3 間（5.26m）ʷ 2 間（4.46m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/78°8　　໘ੵɿ23.5㎡

Έの഑ྻから建物跡を૝ఆしࠐΈをෳ਺確認する。落ͪࠐ後、ᶚ層上面にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

調査した。建物跡を૝ఆする中で、4T01 の 1iU とॏෳするҐஔに認められる柱穴が 3 基（4T01 の 1iU1、3、

4）あるが、ほ΅同一のҐஔに設͚られた柱穴と考え、あえͯͲͪらかの 4T のΈを残すことはしなかった。

本跡で࣠線のఆめられそうな落ͪࠐΈに、৽たに 1iU1 ～ 4、7 ～ 10、11 をූ号し、4T01 とॏෳする柱穴

には 1iU3 を本跡の 1iU6、1iU4 を 1iU7、1iU1 を 1iU9 にॆͯͯ調査を行なった。

ॏෳؔ܎ɿ1iU4 が 4,33、1iU5 が 4,32 とॏෳし、அ面の࡯؍から本跡の柱穴の方が৽しいと考えられる

が྆遺構から遺物は出土せͣ、時期は不明である。また 4X01（ୈ 30 ਤ）が࣠線の内側にҐஔするが、柱

穴と௚઀ॏෳしないため前後関܎は不明である。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU1、4ߏ は円形、1iU2、3、6、7、9、11 はପ円形、1iU8、10 は۱ؙ方形、1iU5

は不੔形。அ面形は、1iU1 ～ 5、7 はすりുঢ়、1iU10、11 はタラΠঢ়、1iU6、8、9 はࡼঢ়である。柱間は、

長࣠方޲ 110 ～ 240Dm、୹࣠方޲ 200 ～ 240Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿなし。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ�本跡と 4T01 は、今回の調査で།一ॏෳが૝ఆされた建物跡である。柱穴の഑ྻから൑அすれば、

本跡のほうが、4T01 よりもن則性が高いとΈられる。

ＳＴ０５（ୈ 49 ਤ、1L4）

Ґஔɿᶗ 714・19 άリοド　　ن໛ɿ2 間（3.52m）ʷ 2 間（3.28m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/14°8　　໘ੵɿ11.5㎡

Έの഑ྻから建物跡を૝ఆしࠐΈをෳ਺確認する。落ͪࠐ後、ᶚ層上面にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

4T05 とԾশし調査を行なった。࣠線のఆめられそうな落ͪࠐΈに 1iU1 ～ 6、8、9 をූ号する。建物跡内

側にある 4,80 は、関࿈する柱穴と༧૝しͯ調査したが、本建物跡の柱穴にはならない可能性が高い。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU8ߏ は円形、1iU3 ～ 6、9 はପ円形、1iU2 は۱ؙ方形、1iU1 は۱ؙ長方形。அ

面形は、1iU1、6、9 はਂさのあるタラΠঢ়、1iU3、4、5 はࡼঢ়、1iU2、8 はすりുঢ়である。柱穴のଟく

はඇৗにઙいものがଟく、柱間は長࣠方޲ 136 ～ 230Dm、୹࣠方޲ 100 ～ 260Dm。長࣠方޲の柱間は、

東側 100Dm、੢側 260Dm と東側がগしڱく、片دっͯいる。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU9 の埋土中より弥生土器の小片が 2 ఺出土。

。ɿ弥生時代中期の可能性が高いが、時期ܾఆは೉しいظ࣌

ॴݟɿ୹࣠の東側にある柱間がڱくなっͯおり、ኈ෇の建物跡も૝ఆされる。柱のҐஔが東側およびೆ側

にͣれͯいることから、北あるいはೆの࠺側、੢あるいは東の平側にೖޱが設͚られた建物であΖうか。

ôçýÿçô

ୈ̏ষ　琵琶島遺跡の調査



ＳＴ０６（ୈ 49 ਤ、1L4）

Ґஔɿᶗ 713・14・18・19 άリοド　　ن໛ɿ3 間（5.08m）ʷ 2 間（3.76m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/84°E　　໘ੵɿ19.1㎡

Έの഑ྻから建物跡を૝ఆしࠐΈをෳ਺確認する。落ͪࠐ後、ᶚ層上面にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

4T06 をԾশする。࣠線のఆめられそうな落ͪࠐΈに 1iU1、4、5、6、8、9、10、11 をූ号する。૝ఆし

た࣠線に明ྎにはࡌらないが、࣠線のަ఺෇近にあり柱穴の可能性のある落ͪࠐΈに、それͧれ 1iU2、3、

7、12、13 をූ号し調査した。

ॏෳؔ܎ɿ1iU1 が 4,53 とॏෳする。埋土のଯ積ঢ়گから、本跡の 1iU1 が৽しいとࢥわれる。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU3、11、13ߏ は円形、1iU1、5、7、10、12 はପ円形、1iU2、4、8 は۱ؙ方形、

1iU9 は۱ؙ長方形、1iU6 不੔ପ円形。அ面形は、1iU2、3、4、6、7、10 はઙいタラΠঢ়、1iU5、9 はࡼঢ়、

1iU11、12、13 はすりുঢ়、1iU1 はお࿶ঢ়である。1iU8 は 1iU1 の様に壁がਨ௚に立ͪ上がる形ঢ়だが、ほ

かの柱穴がਂさ 10Dm 前後であるのにରし 50Dm をଌる円౵ঢ়である。柱間は、長࣠方޲ 150 ～ 190Dm、

୹࣠方޲ 128 ～ 240Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿなし。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ本跡は、長࣠方޲に 3 間、୹࣠方޲に 2 間のن໛を࣋つ。長࣠の柱間はほ΅౳間ִであるが、୹࣠

は 240Dm と 128Dm で北半分の方が長い。その఺を考ྀすると、本跡は、ೆ側にኈのある 3 間ʷ 2 間（3

間ʷ 1 面）の中世తなኈ෇側柱建物跡の可能性も高いと૝ఆできるが、ৄࡉは不明である。

ＳＴ０７（ୈ 50 ਤ、1L4）

Ґஔɿᶗ 301・06 άリοド　　ن໛ɿ1 間（2.88m）ʷ 1 間（1.52m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/20°8　　໘ੵɿ4.4㎡

Έの഑ྻから掘立柱建物跡をࠐΈをෳ਺確認する。落ͪࠐ後、ᶚ層上面にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

૝ఆし 4T07 とԾশする。࣠線を૝ఆできるものをまとめͯ、北੢側から時ܭ回りに 1iU1 ～ 4 をූ号した。

また、૝ఆしたܻ行のೆ側への延長線上にもいくつかの柱穴らしき落ͪࠐΈを確認し、5 基を単ಠの土坑

としͯ調査した。૝ఆした建物跡の࣠線は 1iU1 ～ 4 を૊Έ߹わせと考える 1 間ʷ 1 間の建物跡を A Ҋ、

1iU1 ～ 3、4,177、180、175、179、178、1iU4 を૊Έ߹わせと考える 3 間ʷ 1 間の建物跡を # Ҋとした。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU4、4,177、179ߏ はପ円形、1iU2、4,178 は۱ؙ方形、4,175 は۱ؙ長方形、

1iU3は不੔۱ؙ方形、1iU1、4,180は不੔形。அ面形は、いͣれもすりുঢ়であるが、1iU1、3は大形の᛽がೖっ

ͯいͯ࿪な形になっͯいる。柱間は、A Ҋが長࣠方޲ 280 ～ 296Dm、୹࣠方޲ 180Dm、# Ҋが長࣠方޲

120 ～ 280Dm、୹࣠方޲ 160 ～ 180Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ 1iU2 より、୸化物の෇ணしたᙈ಑部ഁ片、1iU3 より、ᙈޱԑ部ഁ片、内外面੺࠼のあるു಑

部ഁ片、ᆵの಑部ഁ片が出土。いͣれも小ഁ片であるが、弥生時代中期後半の栗林 1 式土器である。

。ɿ�弥生時代中期後半の栗林式期の可能性が高いが、時期ܾఆは೉しいظ࣌

ॴݟɿ4T26 と同様に長大な建物跡としͯ 3 間ʷ 1 間を૝ఆし、ೆ側への延長線上にあるいくつかの柱穴

と考えられる遺構も߹わせͯ調査した。഑ྻやҐஔがやや不ن則な఺があり、後ड़する 4T10 の柱穴഑ஔ

も考ྀした結果、1 間ʷ 1 間の建物跡 A Ҋを࠾用すべきと考え、それをબ୒した。

ôçýĀçô

ୈ̎અ　遺　構



ＳＴ０８（ୈ 51 ਤ、1L4）

Ґஔɿᶗ 715 άリοド　　ن໛ɿ3 間（3.68m）ʷ 2 間（2.28m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/1°8　　໘ੵɿ8.4㎡

໛と഑ྻからنΈのࠐΈをෳ਺確認する。落ͪࠐ後、ᶚ層上面～ᶛ層にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

掘立柱建物跡を૝ఆし 4T08 とԾশする。本建物跡の大部分は平成 23 年౓調査時に検出、調査を行なっ

たが、東側の一部は平成 24 年౓に調査した。柱穴と૝ఆされる落ͪࠐΈにそれͧれ 1iU1 ～ 43 をූ号し、

掘Լ͛では૝ఆされる࣠線に߹わせͯ半ፊしஅ面࡯؍を行なった。調査時には 1iU12 ～ 19 を中৺とする

૯柱ঢ়の建物跡も༧૝したため、ෳ਺の柱穴ঢ়の遺構を߹わせͯ調査したが、その結果、1iU14 ～ 18、9

～ 13、19 を࣠線の૊Έ߹わせとする 3 間ʷ 2 間の建物跡と൑அした。

ॏෳؔ܎ɿ֤ 1iU と௚઀ॏෳする遺構は確認されなかった。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、円形、ପ円形の੔った形ঢ়のものが大半を઎め、୹࣠ߏ 30Dm 以上をଌるن໛を

、Έ面にؚまれる᛽により壁面、ఈ面の形ঢ়は安ఆしないが、ਂさのあるタラΠঢ়ࠐつ。அ面形は、掘࣋

お࿶ঢ়をఄする。柱間は、長࣠方޲ 100 ～ 132Dm、୹࣠方޲ 80 ～ 148Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ 1iU14 よりᆵ಑部の小ഁ片 1 片、1iU16 からᆵޱԑ部、ᙈ಑部の小ഁ片が出土。いͣれも小ഁ

片であるが、栗林 1 式土器である。

。ɿ�栗林式期の建物跡と考えたいが、時期の൑அはつかなかったظ࣌

ॴݟɿ本跡は、૯柱式の建物を૝ఆした経աから周ลにෳ਺の柱穴がある。それらの性֨は不明だが、

4T08 ೆ側の柱穴 1iU26 ～ 30、34、40、42 は௚線తにฒび、柵ঢ়の施設になる可能性もあるが、ৄࡉは不

明である。

ＳＴ０９（ୈ 50 ਤ、1L5）

Ґஔɿᶗ 715 άリοド　　ن໛ɿ2 間（1.6m）ʷ 2 間（1.3m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/77°8　　໘ੵɿ2.1㎡

Έの഑ྻから建物跡を૝ఆしࠐΈをෳ਺確認する。落ͪࠐ後、ᶚ層上面にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

4T09 とԾশする。࣠線のఆめられそうな落ͪࠐΈに 1iU1 ～ 9 をූ号する。また、これらの柱穴ྻの内側

にある大形の落ͪࠐΈに 1iU10 をූ号する。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

଄ɿ֤ߏ 柱穴の平面形は、1iU1、7 は円形、1iU2、3、8 はପ円形、1iU4、5、9、10 は۱ؙ長方形、1iU6 は不੔形。

அ面形は、1iU4、5、6 はࡼঢ়、1iU2、7、10 はすりുঢ়、1iU8 はਂさのあるタラΠঢ়、1iU1、3 はお࿶ঢ়で

ある。柱穴のଟくはඇৗにઙいものがଟい。柱間は、長࣠方޲ 60 ～ 80Dm、୹࣠方޲ 50 ～ 90Dm と小ن໛。

ग़౔Ҩ෺ɿなし。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ本遺跡で、ほかにྨྫをΈない小形の建物跡になる。1iU10は、本跡に෇ଐする施設の可能性もあるが、

埋຅土に黒色土、ԫ׊色土がࠞ在しͯଯ積しͯいるঢ়گから、ほかの 1iU と様૬がҟなり、本跡とは別の

土坑と考えた。

ＳＴ１０（ୈ 50 ਤ、1L5）

Ґஔɿᶗ 714 άリοド　　ن໛ɿ1 間（2.64m）ʷ 1 間（1.32m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/3°8　　໘ੵɿ3.5㎡

ôçþ÷çô

ୈ̏ষ　琵琶島遺跡の調査



Έの഑ྻから掘立柱建物跡をࠐΈをෳ਺確認する。落ͪࠐ後、ᶚ層上面にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

૝ఆし 4T10 をԾশする。࣠線を૝ఆできるものをまとめͯ、北੢֯から時ܭ回りに 1iU1 ～ 4 をූ号した。

ॏෳؔ܎ɿ֤ 1iU と௚઀ॏෳする遺構は確認されなかったが、本跡の૝ఆされるൣғが 4,185 の੢側部

分とॏෳする。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU3ߏ はପ円形、1iU1、4 は不੔۱ؙ方形、1iU2 は不੔۱ؙ長方形。அ面形は、

1iU1、4 はઙいタラΠঢ়、1iU2、3 はࡼঢ়である。柱間は、長࣠方޲ 256 ～ 268Dm、୹࣠方޲ 128 ～ 132Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ なし。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ 1 間ʷ 1 間の掘立柱建物跡を૝ఆした。本跡のൣғが 4,185 とॏなり߹うが、時期差ٴび関࿈性

は明確にはできない。

ＳＴ１１（ୈ 50 ਤ、1L5）

Ґஔɿᶗ 724、ᶙ #04 άリοド　　ن໛ɿ2 間（2.36m）ʷ 1 間（2.8m）　　ฏ໘ܗɿُߕ形

௕࣠ํҐɿ/69°8　　面積ɿ6.6㎡

໛と഑ྻから、掘立柱建物跡نΈをෳ਺確認する。そのࠐ後、ᶚ層上面にͯ黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

4T11 を૝ఆし、柱穴と૝ఆされる落ͪࠐΈにそれͧれ 1iU1 ～ 16 をූ号する。1iU1 ～ 3、8 ～ 10 がそれ

ͧれ 2 間、それらに棟࣋柱と考えられる 1iU14、16 をՃえた建物跡を૝ఆした。1iU11、15 は、ิॿతな

柱の可能性もあるが明確ではない。

ॏෳؔ܎ɿ1iU8、9 は不明遺構の 4X05 上で検出された。このことから本跡は 4X05 より৽しい時期の遺

構と考えられる。また、ॏෳはしないが、ೆ側にある掘立柱建物跡 4T13 とはほ΅長࣠方޲を同じくしͯ

ೆ北にฒͿことから、྆者はซ設されͯいた可能性もࢦఠできる。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU2、3、9、10、11、15ߏ は円形、1iU1、14 はପ円形、1iU8 は۱ؙ方形、1iU16

は不੔۱ؙ長方形。அ面形は、ਂさ 10Dm 以Լの 1iU1、11、16 がすりുঢ়、それ以外はਂさ 16 ～ 20Dm

のお࿶ঢ়（1iU15 のΈਂさ 32Dm をଌり円౵ঢ়）である。柱間は長࣠方޲ 108 ～ 132Dm ୹࣠方޲ 280Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU1 の埋土より、弥生時代中期後半栗林̍式段֊のᙈ಑部の小ഁ片が出土。

形の建物跡で、かつ柱穴から栗林式の土器片が出土しͯいることから、弥生中期栗林式期の可ߕɿُظ࣌

能性が高い。

ॴݟɿُߕ形で棟࣋柱をもつ建物跡を૝ఆ（ம 2）。

ＳＴ１２（ୈ 52 ਤ、1L5）

Ґஔɿᶗ 306・11 άリοド　　ن໛ɿ2 間（4.6m）ʷ 1 間（2.28m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/7°8　　໘ੵɿ10.5㎡

Ϳ後ٴΈをෳ਺確認する。検出した地区は、検出面までࠐ後、ᶚ層上面にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

世の࡟平があり、単ಠの土坑の検出もۃめͯগない。その中で、建物跡の柱഑ྻも૝ఆできる柱穴ঢ়の遺

構と考え、4T12 とԾশし調査した。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU2ߏ は円形、1iU4 はପ円形、1iU1 は不੔۱ؙ方形、1iU3 は不੔形。அ面形

は、地山にؚまれる᛽により不ఆ形であるが、֓ねࡼঢ়をఄする、掘ࠐΈはඇৗにઙい。柱間は長࣠方޲
（216Dm）～ 240Dm ୹࣠方޲ 228 ～ 240Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU3 の埋土から、弥生時代中期後半栗林̍式のᙈの಑部ഁ片が出土。

ôçþøçô
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。ɿ弥生時代中期の可能性もあるが、時期についͯは൑அできないظ࣌

ॴݟɿ本跡は柱穴の਺や഑ྻが不ن則だが、4T10 と同様な 2 間ʷ 1 間の掘立柱建物跡を૝ఆしたい。

ＳＴ１３（ୈ 52 ਤ、1L5）

Ґஔɿᶙ #04・05 άリοド　　ن໛ɿ2 間（3.72m）ʷ 1 間（2.32m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/63°8　　໘ੵɿ8.6㎡

໛と഑ྻから、2ن。Έをෳ਺確認するࠐ後、ᶚ層上面にͯ黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ 間ʷ 1 間の掘立柱

建物跡 4T13 を૝ఆし、1iU1 ～ 7 をූ߹し調査した。

ॏෳؔ܎ɿほかとのॏෳはないが、北側にあるُߕ形の掘立柱建物跡 4T11 と長࣠方޲がほ΅同࣠でೆ北

にฒͿ。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU7ߏ は円形、1iU1、2 はପ円形、1iU4、6 は۱ؙ方形、1iU5 は۱ؙ長方形、

1iU3 は不੔円形。அ面形は、1iU1 ～ 4、7 がすりുঢ়、1iU5、6 がお࿶ঢ়である。柱間は長࣠方޲ 110 ～

250Dm、୹࣠方޲ 220 ～ 248Dm。୹࣠੢側の柱間が東側の半分以Լになる。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU6 から弥生時代中期後半のᆵ಑部小ഁ片が出土。

。ɿ弥生時代中期の可能性が高いが、時期ܾఆは೉しいظ࣌

ॴݟɿ北側で検出したُߕ形の建物跡 4T11 とほ΅長࣠方޲を同じくすることから、ซ設された建物跡を

考えたい。2 棟の用్を௥ڀするज़はݟ౰たらないが、今後ྨྫを௥跡しͯΏくべき事ྫである。

ＳＴ１４（ୈ 52 ਤ、1L5）

Ґஔɿᶙ #04 άリοド　　ن໛ɿ2 間（3.28m）ʷ 1 間（2.42m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/40°8　　໘ੵɿ7.9㎡

Έはෳ਺Օ所ࠐΈを確認する。落ͪࠐ໛をもつ黒色の落ͪنग़ɿ地山᛽層上面にͯ、ほ΅円形で柱ঢ়のݕ

に認められ、検出時は土坑（4,）としͯ調査を࢝めたが、ن則తな഑ྻが認められたため、掘立柱建物

跡 4T14 と൑அした。土坑番号 4,152 を 1iU1、4,154 を 1iU2、4,148 を 1iU3、4,147 を 1iU4、4,189 を

1iU5、4,149 を 1iU6 とූ号する。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU1、5ߏ は円形、1iU2、6 はପ円形、1iU4 は۱ؙ方形、1iU3 は۱ؙ長方形。அ面

形は、ややਂさのあるタラΠঢ়をఄするが、1iU2、4 はࡼঢ়となる。柱間は長࣠方޲ 148 ～ 196Dm、୹࣠

方޲ 240 ～ 242Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿなし。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ2 間ʷ 1 間の掘立柱建物を૝ఆした。北東側にฒんでҐஔする 4T11、13 とほ΅長࣠方޲を同じくし、

本跡との同時性、関࿈性をࢦఠできるか。

ＳＴ１５（ୈ 52 ਤ、1L5）

Ґஔɿᶗ L20・25、ᶗ M16・21 άリοド　 ن໛ɿ1 間（1.6m）ʷ 1 間（4.56m）　 ฏ໘ܗɿ長方形

௕Ґํ޲ɿ/8°8　　໘ੵɿ7.3㎡以上

、Έはෳ਺Օ所に認められたがࠐΈをෳ਺確認する。落ͪࠐ後、ᶚ層上面にͯ、黒色の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

その中で柱穴の഑ྻが૊めるとࢥわれるものをまとめ 4T15 とԾশする。検出時、土坑としͯ調査をਐめ

が、調査のաఔで掘立柱建物跡をਪఆした。土坑番号 4,172 を 1iU1、4,170 を 1iU2、4,174 を 1iU3 とූ
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号する。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU1、2ߏ はପ円形、1iU3 は۱ؙ方形、௚ܘ 28 ～ 36Dm である。அ面形は、1iU1、

3 はࡼঢ়、1iU2 はタラΠঢ়でਂさはほかの 1iU よりਂい 14Dm をଌる。柱間は長࣠方޲ 104 ～ 160Dm、୹

࣠方޲ 456Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU3 よりᏏ石（ୈ 69 ਤ 16）が出土。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ本跡は 2 間ʷ 1 間、もしくはそれ以上の長࣠を࣋つ掘立柱建物跡を૝ఆできる。柱穴のଟくは調査

区北側に伸びͯいると考えられるか。ୈ 52 ਤ右Լࣸਅのようにೆ側で検出された穴 72、76 も建物跡に૊

Έೖれͯいたが、明確な掘ࠐΈをࣔすもののΈにݶఆした。

ＳＴ１６（ୈ 53 ਤ、1L5）

Ґஔɿᶗ M14・19 άリοド　　ن໛ɿ1 間（2.96m）ʷ 1 間（1.56m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/17°8　　໘ੵɿ4.6㎡

つことから掘࣋則తな഑ྻをن。Έをෳ਺検出したࠐग़ɿᶚ層上面まで掘Լ͛後、柱穴ঢ়の黒色の落ͪݕ

立柱建物跡を૝ఆし、1iU1 ～ 4 をූ号し調査を行なう。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

はܘ଄ɿ֤柱穴の平面形は、ਖ਼円に近い円形、௚ߏ 20 ～ 24Dm。1iU のਂさは、1iU1 が 15Dm、1iU2 が

20Dm、1iU3 が 17Dm、1iU4 が 5Dm で、1iU4 のΈがઙい。அ面形は、壁がほ΅ਨ௚に立ͪ上がり、円౵ঢ়

となる。柱間は、長࣠方޲ 296Dm、୹࣠方޲ 156Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU3、4 の埋土中より栗林 1 式のᙈ಑部小片が出土。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆしたいが、時期特ఆは೉しいظ࣌

ॴݟɿ本跡は、1 間ʷ 1 間の掘立柱建物を૝ఆした。北੢側に長࣠方޲をほ΅同じくする 4T22 がҐஔし、

本跡との関࿈を௥ڀするඞ要がある。

ＳＴ１７（ୈ 53 ਤ、1L6）

Ґஔɿᶗ /16・21 άリοド　　ن໛ɿ2 間（4.1m）ʷ 1 間（3.4m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/15°8　　໘ੵɿ13.9㎡

໛がほ΅同じであることかن、Έをෳ਺確認する。埋土ࠐ中に、黒色の落ͪڈग़ɿද土、およびᶙ層আݕ

ら、同一遺構の柱穴であると認ఆし、その഑ྻから掘立柱建物跡 4T17 を૝ఆした。

ॏෳؔ܎ɿ֤ 1iU と௚઀ॏෳする遺構は確認されなかった。ただし本跡の૝ఆ࣠線は、北側で 4T18 の࣠

線とॏなることから、྆者の間には時期差があるものと考えられる。

は֓ねܘ଄ɿ֤柱穴の平面形は、ਖ਼円に近い円形、௚ߏ 30Dm 前後である。1iU6 は壁面が่れたためか不

੔形となる。அ面形は、ਂさのあるタラΠঢ়をఄする。੢側の 1iU は上部から࡟平されઙくなっͯおり、

特に 1iU5 がݦ著である。柱穴の土層அ面には上部の柱痕跡が࡯؍でき、柱はܘ 14Dm 前後になるのでは

ないかと考えられる。さらに、1iU3 をআき、2 層ఈ面にはそれͧれ鉄分集積が確認でき、柱が立っͯいた

痕跡とࢥわれる。特に、1iU2 はఈ面中৺部分がม色しͯおり、柱の「౰たり」にあたる部分であΖうか。

また、すべͯの 1iU にはܘ 10Dm ఔ౓の柱痕跡とΈられる埋土（1 層）が認められた。柱間は、長࣠方޲

200 ～ 208Dm、୹࣠方޲ 340Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU2 柱痕跡上層よりᆵ಑部小片、1iU4 柱痕跡上層よりᆵ಑部小片、掘方土中層からᙈ಑部小片、
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1iU5 柱痕跡Լ層からᆵޱԑ部小片が出土。いͣれも栗林 1 式土器である。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆظ࣌

ॴݟɿ本跡は、柱穴内に柱痕跡が残り、本遺跡中ではྑ޷な掘立柱建物跡のͻとつといえる。

ＳＴ１８（ୈ 53 ਤ、1L6）

Ґஔɿᶗ /16 άリοド　　ن໛ɿ1 間以上（2.44m）ʷ―　　　　ฏ໘ܗɿ―

௕࣠ํҐɿ/3°8　　໘ੵɿ― ㎡

໛がほ΅同じであることかن、Έをෳ਺確認する。埋土ࠐ中に、黒色の落ͪڈग़ɿද土、およびᶙ層আݕ

ら、同一遺構の柱穴であると認ఆし、掘立柱建物跡 4T18 を૝ఆした。

ॏෳؔ܎ɿ௚઀ॏෳする遺構は確認されなかったが、૝ఆした建物跡の࣠線は、ೆ側で 4T17 の࣠線とॏ

なる。

はܘ଄ɿ柱穴の平面形は、やや不੔な円形、௚ߏ 40Dm 前後と大きい。அ面形は、タラΠঢ়をఄし、土層

அ面には柱痕跡が࡯؍できる。柱はܘ 14Dm 前後になるのではないかと考えられる。柱穴 2 本のΈの確認

で、ଟくの柱穴が調査区外に存在するとΈられ、શମ構造は不明である。柱間は長࣠方޲ 110 ～ 116Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU2 掘方土中層よりᆵ಑部、ᙈ಑部小片が出土。いͣれも栗林 1 式土器である。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期の可能性が高いが、൑அは೉しいظ࣌

ॴݟɿॏෳ関܎のある 4T17 も出土遺物から弥生時代中期をਪఆしͯおり、本跡との関܎性を௥跡するඞ

要があるか。

ＳＴ１９（ୈ 53 ਤ、1L6）

Ґஔɿᶗ /21・22 άリοド　　ن໛ɿ2 間（2.24m）ʷ 1 間（2.7m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/3°8　　໘ੵɿ6.0㎡

、໛౳がほ΅同じであることن、Έをෳ਺確認する。埋土ࠐ中に、黒色の落ͪڈग़ɿද土、およびᶙ層আݕ

また、その഑ྻから同一遺構の柱穴であると認ఆし、掘立柱建物跡 4T19 を૝ఆした。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

はܘ଄ɿ֤柱穴の平面形は、ਖ਼円に近い円形、௚ߏ 20Dm 前後。1iU2、4 はପ円形。அ面形は、壁がਨ௚

で円౵形をఄする。1iU4 は、ఈ面が平坦ではなくややઑる。柱穴には柱痕跡とΈられる埋土（1 層）が認

められ、ࣼஅ面のため明確ではないが、おそらく柱のଠさはܘ 10Dm 前後とਪఆされる。さらに、1iU3、5、

6 は、2 層ఈ面にそれͧれ鉄分の集積が認められた。柱間は、長࣠方޲ 110 ～ 128Dm、୹࣠方޲ 240 ～

286Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU2 柱痕跡中層よりᆵ಑部小片が出土。そのほか、器種不明の小片も出土しͯいるが、それͧ

れ栗林 1 式土器であΖう。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆظ࣌

ॴݟɿ本跡には 2 間ʷ 1 間の掘立柱建物跡を૝ఆした。栗林式の土器片が 1iU2 柱痕跡（1 層）から出土し

ͯいる。1iU2 Լ部出土୸化24(）ࡐ 分析 /o.5）、1iU6 1 層上面出土୸化物（)24 分析 /o.6）の AM4 ๏によ

る $14 年代ଌఆでは、それͧれ 2,230 ʶ 30Zr#1、2,180 ʶ 30Zr#1 の஋がಘられ、出土土器との૬ର年代

஋にໃ६がない。

ＳＴ２２（ୈ 53 ਤ、1L6）

Ґஔɿᶗ M13・14 άリοド　　ن໛ɿ2 間（3.64m）ʷ 1 間（2.0m）　　ฏ໘ܗɿ長方形
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௕࣠ํҐɿ/5°8　　໘ੵɿ7.3㎡

つ࣋則తな഑ྻをن。Έをෳ਺検出したࠐग़ɿᶚ層上面まで掘Լ͛後、同層上面に柱穴ঢ়の黒色の落ͪݕ

ことから掘立柱建物跡 4T22 を૝ఆし、1iU1 ～ 6 をූ号し調査を行なう。

ॏෳ関܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

ܘ଄ɿ֤柱穴の平面形は、円形かପ円形をఄし、長ߏ 12 ～ 24Dm。柱穴のਂさは、1iU3 をআきいͣれも

10Dm かそれ以Լでඇৗにઙい。அ面ঢ়は、お࿶ঢ়でఈ部はؙく、壁はほ΅ਨ௚に立ͪ上がるか、やや։く。

柱間は、長࣠方޲ 170 ～ 200Dm、୹࣠方޲ 180 ～ 200Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿなし。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ本跡には、2 間ʷ 1 間の掘立柱建物跡を૝ఆした。ೆ東側 2m に長࣠方޲をほ΅同じくする 4T16

がҐஔし、本跡との関࿈を考えͯいくඞ要がある。また、1iU3 埋土 1 層出土୸化物（)24 分析 /o.7）の

AM4 ๏による $14 年代ଌఆでは、3,980 ʶ 30Zr#1 と縄文時代後期の年代஋がࢉ出された。本遺跡の中で

も、縄文時代の掘立柱建物跡の存在も考えͯいく事ྫのͻとつになるか。

ＳＴ２３（ୈ 54 ਤ、1L6）

Ґஔɿᶗ M19・24 άリοド　　ن໛ɿ2 間（4.76m）ʷ 1 間（1.72m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/1°8　　໘ੵɿ8.2㎡

としͯ（,4）ߌΈをෳ਺検出した。土ࠐग़ɿᶚ層上面まで掘Լ͛後、同層上面に柱穴ঢ়の黒色の落ͪݕ

調査を行なったが、調査࠷ऴ段֊にそれらが掘立柱建物跡 4T23 である可能性を૝ఆし、1iU1 ～ 6 とූ号

した。4,232 を 1iU1、4,214 を 1iU2、4,215 を 1iU3、4,245 を 1iU4、4,212 を 1iU5、4,213 を 1iU6 とする。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

ܘ଄ɿ֤柱穴の平面形は、円形か不੔円形で、長ߏ 12 ～ 16Dm。柱穴のਂさは 4 ～ 8Dm で、いͣれもඇ

ৗにઙい。அ面形は、お࿶ঢ়でఈ部はؙい。柱間は、長࣠方޲ 204 ～ 270Dm、୹࣠方޲ 156 ～ 180Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿなし。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ本跡には、2 間ʷ 1 間の掘立柱建物跡を૝ఆした。北੢側 5m に平面形ঢ়や長࣠方޲をほ΅同じく

する 4T22 がҐஔし、本跡と同様な用్をࣔす建物跡であΖうか。

ＳＴ２４（ୈ 54 ਤ、1L6・7）

Ґஔɿᶗ 416・17 άリοド　　ن໛ɿ3 間（3.74m）ʷ 1 間（2.6m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/90°E　　໘ੵɿ9.7㎡

ग़ɿᶚݕ b 層上面まで掘Լ͛後、柱穴ঢ়の黒色の落ͪࠐΈをෳ਺検出した。ن則తな഑ྻから掘立柱建

物跡を૝ఆし、柱穴 1iU1 ～ 8 をූ号しͯ調査した。

ॏෳؔ܎ɿ૝ఆされる柱穴の഑ྻから、4T25 の建物ൣғとॏෳする。ޓいの柱穴には௚઀ॏෳ関܎がな

いことから、前後関܎は不明である（ୈ 54 ਤ）。

଄ɿ֤ߏ 柱穴の平面形は、ਖ਼円に近い円形で、長ܘ 20 ～ 32Dm である。அ面形は、円౵形に近く、ఈ部は平坦、

立ͪ上がりはほ΅ਨ௚である。ただし、1iU2、3、5、7、8 は壁面్中の片側に段を࣋つ。֤柱穴のਂさは、

1iU8 の 12Dm から 1iU2 の 48Dm までόラつきがある。柱間は、長࣠方޲ 100 ～ 140Dm、୹࣠方޲ 260Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU1 ～ 6 埋土より弥生時代中期後半栗林 1 式土器のഁ片（23・24）が出土。1iU2 からṞ片、

1iU5 より੺化した᛽が出土しͯいる。
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。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆظ࣌

ॴݟɿ本建物跡は、֤柱穴出土の土器や、埋土の特௃なͲから、4#01、02、4%01 ～ 03、4T25 と同時期

の弥生時代中期後半栗林式期の遺構とਪఆされる。3 間ʷ 1 間の建物跡を૝ఆしたが、1iU8 はほかの柱穴

にൺべඇৗに掘ࠐΈがઙく、平面上࣠線からগし外れることから、1iU1、1iU8 をআ外した 2 間ʷ 1 間の建

物跡の可能性も考えられる。また本跡の柱穴のن໛、形ঢ়や埋土の特௃が 4T25 とࣅࠅしͯおり、同時代

のൺֱత近い時期に、建ͯସえ౳のཧ༝によりॏෳした可能性がある。

ＳＴ２５（ୈ 54 ਤ、1L7）

Ґஔɿᶗ 417 άリοド　　ن໛ɿ3 間（4.02m）ʷ 1 間（2.64m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/88°E　　໘ੵɿ10.6㎡

ग़ɿᶚݕ b 層上面まで掘Լ͛後、柱穴ঢ়の黒色の落ͪࠐΈをෳ਺検出した。ن則తな഑ྻをもつことか

ら掘立柱建物跡を૝ఆし、柱穴 1iU1 ～ 8 をූ号し調査を行なう。

ॏෳؔ܎ɿ�4T24 の建物ൣғとॏෳする。柱穴が௚઀ॏならないため、前後関܎は不明（ୈ 54 ਤ）。

はܘ଄ɿ֤柱穴の平面形は、ਖ਼円に近い円形で長ߏ 20 ～ 26Dm である。அ面形は、いわΏるタラΠঢ়で

あるが、ఈ部はएؙׯΈをଳびる。֤柱穴のਂさは、1iU2、7 の 8Dm から 1iU1、4 の 16Dm まで෯があり、

ఈ面ඪ高は 1iU4 と 8 で 20Dm の差がある。柱間は、長࣠方޲ 130 ～ 140Dm、୹࣠方޲ 260 ～ 264Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU1 ～ 8 埋土より弥生時代中期後半栗林 1 式土器のᆵ、ᙈの小ഁ片が 15 片出土（29）。1iU8 か

らは੺化した᛽が出土しͯいる。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆظ࣌

ॴݟɿ4T24 の所ݟでもड़べたように、本跡は、埋土の特௃なͲから 4#01、02、4%01 ～ 03 とほ΅同時

期の遺構である可能性が高い。3 間ʷ 1 間の本跡は、4T24 とॏෳ関܎にあり、いͣれかからの建ͯସえ

と考えられる。1iU3、4 埋土出土୸化物（)24 分析 /o.8、9）を AM4 ๏による $14 年代ଌఆした結果、2,180

ʶ 30Zr#1、2,210 ʶ 30Zr#1 の஋をಘた。4T24 では୸化物ࢼྉがಘられなかったため、྆者の৽چ関܎

は明確にできないが、4#01 埋土の $14 年代ଌఆ結果に近ࣅし、本跡が弥生時代中期後半の遺構である可

能性は高いと൑அされる。

ＳＴ２６（ୈ 55 ਤ、1L7）

Ґஔɿᶙ $04 άリοド　　ن໛ɿ4 間（6.64m）ʷ 1 間（2.28m）　　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/1°8　　໘ੵɿ15.1㎡

Έを確認すࠐ໛から柱穴と考えられる黒色の落ͪن、し地山層（ᶛ層）上面にͯ、形ঢ়࡟ग़ɿᶙ層を掘ݕ

る。഑ྻから建物跡を૝ఆし 4T26 とԾশする。柱穴には、౰初 1iU1 ～ 5 をූ号し 3 間ʷ 1 間の掘立柱

建物跡を૝ఆしたが、ೆ側調査区ڥք෇近をਫ਼査した結果、4,536 と 580 が確認され、それらが本跡の

࣠線上にҐஔすることから、4 間ʷ 1 間の建物跡を૝ఆしなおした。柱穴には北੢֯から時ܭ回りに 1iU1

～ 10 とූ߹した。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU2ߏ は円形、1iU1、3、6、10 はପ円形、1iU4、5 は۱ؙ長方形、1iU7 は不੔円

形、1iU8、9 は不੔۱ؙ方形。அ面形は、タラΠঢ়とࡼঢ়に分͚られ、1iU1、4 ～ 9 がタラΠঢ়、1iU2、3、

10 がࡼঢ়になり、ೆ側の柱穴がਂくなる޲܏にある。特に 1iU6 ～ 8 はਂさがある。埋土には地山の᛽が

ࠞೖし、᛽をの͚るように柱穴が掘࡟されたと考えられる。1iU4、5 のఈ面近くにはૅ൫石ঢ়の石がೖっ

ͯいた。柱間は、長࣠方޲ 120 ～ 192Dm、୹࣠方޲ 228 ～ 240Dm。

ôçþýçô

ୈ̏ষ　琵琶島遺跡の調査



ग़౔Ҩ෺ɿ1iU1、5 ～ 9 埋土より栗林 1 式のᆵ、ᙈ小ഁ片が出土。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆしたい、୸素年代஋から൑அすると縄文時代後期の可能性もあるظ࣌

時期ܾఆは೉しく、൑அはつかない。

ॴݟɿ本跡は上Ґ段丘の東側ԑ部分にҐஔし、ほ΅౳高線にԊうように長࣠方޲がਅ北を޲く。ほかのい

くつかの掘立柱建物跡にもڞ௨するが、千曲川によっͯ形成された地形に੍約される形で建物が建ͯられ

たものと考えられる。また、1iU4 埋土出土୸化25(）ࡐ 分析 /o.3）の AM4 ๏による $14 年代ଌఆで、3,730

ʶ 30Zr#1 の縄文時代後期の年代஋がࢉ出された。

ＳＴ２７（ୈ 55 ਤ、1L7）

Ґஔɿᶙ F25、ᶙ (21、ᶙ L01 άリοド　ن໛ɿ3 間（5.68m）ʷ 1 間（2.56m）　ฏ໘ܗɿ長方形

௕࣠ํҐɿ/55°8　　　໘ੵɿ14.5㎡

Έを確認する。౰初、土坑としͯそれࠐし地山層（ᶛ層）上面にͯ、ෳ਺の黒色の落ͪ࡟ग़ɿᶙ層を掘ݕ

ͧれを調査したが、ن໛、഑ྻ౳から建物跡の柱穴と考え、ܻとྊの࣠線を૝ఆし、4T27 とԾশする。

土坑にはそれͧれ、1iU1 ～ 8 をූ߹し調査した。

ॏෳؔ܎ɿଞ遺構とのॏෳはない。

଄ɿ֤柱穴の平面形は、1iU2ߏ は円形、1iU4、5、6 はପ円形、1iU1、7 は۱ؙ方形、1iU8 は۱ؙ長方形、

1iU3 は不੔円形。அ面形は、タラΠঢ়が 1iU3、5 ～ 7、すりുঢ়が 1iU1、2、4 と大半を઎め、1iU8 はઙく

ঢ়となる。特にࡼ 1iU6 は 36Dm とਂい。埋土は、シルトやシルト࣭࠭であり、ϘιϘιするྨࣅした層

となる。柱間は、長࣠方޲ 126 ～ 308Dm、୹࣠方޲ 256Dm。

ग़౔Ҩ෺ɿ1iU4、6 埋土より栗林 1 式のᆵ಑部小片が出土しͯいる。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ本跡は、ೆ 側の཭れた調査区（ೆ区）で検出されͯおり、北側調査区の遺構との関࿈は明確ではない。

̏　溝跡（周溝跡をؚΉ）（ୈ 56 ～ 58 ਤ、ୈ 8 ද、1L7 ～ 9）

　溝跡としͯ、弥生時代中期 4 基、近世以降 1 条を調査した。弥生時代の 4 基は௨ৗの水が流れる溝跡と

はҟなり、平面形ঢ়が円形、馬蹄形となる。これらに平地建物跡౳の周溝を૝ఆしたいが、周溝にともな

う柱穴や࿍跡౳が確認できͣ、ここでは 4%（周溝跡）としͯ報告しͯおく。近世以降と考えられる 4%04 は、

調査区東୺の千曲川ԑにͯ検出された。

ＳＤ０１（ୈ 56 ਤ、1L7・8）

Ґஔɿᶗ 423、ᶗ X03 άリοド　　ن໛ɿʻ 5.84 ʼ（ʻ 6.2 ʼ）m ʷ 5.6（6.4）m　

ฏ໘ܗɿ円形（円؀ঢ়）　　௕࣠ํҐɿ/74°8　　໘ੵɿ25.7㎡　　˞ ʻ　ʼはਪఆ஋、 （　）は外ܘ

平され࡟により࡟Έを確認する。શମが近年の掘ࠐ後ᶛ層上面にͯ、黒色の円؀ঢ়の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

ͯいたものの、落ͪࠐΈが円؀ঢ়であることから、竪穴住居跡、平地建物跡もしくは円形周溝墓の可能性

を૝ఆした。しかしながら落ͪࠐΈの内外に、遺構の性֨をਪఆできる施設が確認できなかったため、周

溝跡（4%）としͯ調査した。本跡は近年の水田造成によるॏ機のΩϟタϐラー痕が遺構検出面にΈられ

るほͲ、遺構上部がかくཚされͯいたが、小ഁ片ではあるが出土遺物も確認された。

ॏෳؔ܎ɿ4,228 が本跡東側の溝とॏෳする。埋土は本跡の 1 層とྨࣅするが、அ面࡯؍から本跡の溝

埋土を 4,228 が掘ࠐΉことが࡯؍された。4,228 の方が৽しい時期と考えられる。また、周溝の内側に

Ґஔする 4,231 は周溝の埋土とྨࣅするが、本跡との৽چ関܎は明確ではない。

ôçþþçô
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Έが円؀ঢ়にめ͙る形ঢ়である。溝の෯はࠐ଄ɿ本跡は、溝ঢ়の落ͪߏ 52Dm。શମにఈ部はԜತがあり

10 ～ 25Dm のਂさとなる。北東部の一部が 60Dm ෯で落ͪࠐΈ、ਂさ 33Dm をଌる（ୈ 56 ਤ 4%01 TpEF）。

また、ೆ東部に周溝の్੾れがあるが、その෯はڱく上部からの࡟平により周溝のઙい部分が్੾れたも

のと考えられる。શମのن໛は周溝の内ܘで 5.6 ～ 5.84m をଌる。本跡周溝の੢半部は、近年のߞ作によっ

࡟に平坦面を造るため大෯にࡍ平、かくཚされͯいる。さらに、本跡とその周ลは近年の水田造成の࡟ͯ

平されͯおり、本跡はᶛ層中で検出した。同時期とΈられるଞ遺構はᶚ層上部で検出可能であり、検出面

のൺ高差は約 20Dm ある。以上のことから本跡の溝はྡ઀する 4%03 と同じく、40Dm 以上のਂさがあっ

たものと考えられる。形ঢ়も円形を૝ఆしͯいるが、4%03 と同じく一部が్੾れる可能性もある。

ग़౔Ҩ෺ɿ埋土 1 層よりᙈ小片、ുఈ部小片が出土。栗林 1 式段֊にൺఆされる。このほかに、Ꮟ石（21）

とṞ片 1 ఺が出土しͯいる。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆظ࣌

ॴݟɿ本跡は、構ங౰初 4%03 と同様に周溝のਂさが 35Dm ～ 50Dm はあったとਪଌされる。周溝のஅ面

ਤをॎׂりに࡯؍したが、柱穴跡は確認できなかった。ただ、周溝ఈ面は部分తにਂくなるՕ所がある（ࣸ

ਅਤ൛ 1L8）。周溝内側には柱穴、࿍跡がなく、遺構の認ఆ条݅に͚ܽるが、上層の࡟平も考ྀし、弥生

時代中期にΈられる平地建物跡౳の周溝跡であるかもしれない。

ＳＤ０２（ୈ 56 ਤ、1L7・8）

Ґஔɿᶗ X02・03・07 άリοド　　ن໛ɿʻ 5.12 ʼ（ʻ 5.6 ʼ）m ʷʻ 4.0 ʼ（ʻ 4.64 ʼ）m

ฏ໘ܗɿ馬蹄形　　௕࣠ํҐɿ/22°E　　　　　໘ੵɿ17.1㎡　　　˞ ʻ　ʼはਪఆ஋、（　）は外ܘ

色׊にͿいԫ～׊҉、Έࠐঢ়の落ͪހ後、ᶛ層上面にͯ黒色の࡟後、東側はද土掘࡟ग़ɿ੢側はᶚ層掘ݕ

の柱穴ঢ়の落ͪࠐΈを確認する。東から北側が近年の水田造成による࡟平、ೆ側が調査区外となる。落ͪ

。Έは、検出された部分から馬蹄形ঢ়であるとਪఆし、竪穴住居跡、平地建物跡の周溝の可能性を考えたࠐ

遺構の性֨をਪఆできる施設が確認できなかったため、周溝跡（4%）としͯූ号し調査を行なう。また、

北側で検出された柱穴ঢ়の落ͪࠐΈは周溝のఈ面の一部と考えられ、1iU1、2 とූ号し調査する。

ॏෳؔ܎ɿ௚઀ॏෳする遺構はないが、周溝の内側に 4,305 がҐஔする。本跡 1iU1 埋土とྨࣅする埋土

を02%4、ͪ࣋ 内の施設とも考えられるが明確ではない。

Έが馬蹄形ঢ়にめ͙る形ঢ়である。溝の෯はࠐ଄ɿ本跡は、溝ঢ়の落ͪߏ 32Dm。શମにఈ部はԜತがあ

り 20 ～ 25Dm のਂさとなる。ೆ୺部が࠷もਂく 38Dm をଌる（ୈ 56 ਤ 4%02 TpEF）。また、北側はかくཚ

により周溝が్੾れるが、ఈ面のਂい部分のΈが柱穴ঢ়に残り、本དྷの周溝は柱穴ঢ়の落ͪࠐΈを結Ϳ形

で調査区外へଓくと考えられる。શମのن໛は、ਪఆ஋で周溝内ܘ 4.0 ～ 5.12m をଌる。

ग़౔Ҩ෺ɿ周溝ೆ側の 3 層よりᆵ಑部ഁ片、同じく周溝ೆ側埋土よりᆵ಑部小片が出土。さらにஅ面

Tp$% 1 層よりᙈ಑部ഁ片（38）が出土。栗林 1 式段֊にൺఆされよう。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期ظ࣌

ॴݟɿ本跡は、4%01、4%03 よりن໛は小さいが、形ঢ়౳から考えると同様の遺構であった可能性が高い。

平地建物跡、円形周溝墓、またそれらとは性֨をҟにする遺構ۭ間が૝ఆできる。北側周溝内にҐஔする

と考えられる 1iU1、2 にՃえ、周溝ఈ面が部分తにਂくなるՕ所もΈられ柱を立ͯた痕跡とも考えられる。

また、周溝内側から検出された 4,305 はஷ蔵穴౳の施設の可能性もある。

ＳＤ０３（ୈ 57 ਤ、1L7・8）

Ґஔɿᶗ 417・22 άリοド　　ن໛ɿʻ 6.96 ʼ（ʻ 8.4 ʼ）m ʷʻ 6.96 ʼ（ʻ 8.48 ʼ）m

ôçþÿçô
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ฏ໘ܗɿ馬蹄形　　௕࣠ํҐɿ/26°E　　　　໘ੵɿ38.9㎡　　　˞ ʻ　ʼはਪఆ஋、（　）は外ܘ

、平されͯいたが࡟により࡟Έを確認する。一部後世の掘ࠐ後、ᶚb層にͯ黒色のଳঢ়の落ͪ࡟ग़ɿද土掘ݕ

ೆ੢側が్੾れる円形（馬蹄形）であることがਪఆでき、4%01 同様に平地建物跡もしくは円形周溝墓の

可能性を૝ఆしたが、࿍跡౳の確認ができなかったことから周溝跡（4%）としͯ調査した。அ面 Tp$% は

溝部分で掘ࠐΈ面Լ部（ᶚ b ～ᶛ D 層）までトレンチ掘࡟を行ない、அ面の࡯؍を行なったが溝の内側に

চ面、ߗ化面なͲは確認できなかった。

ॏෳؔ܎ɿ4,453 とॏෳする。4%03 よりも৽しいが、時期は不明である。また、4,249・362・455 は周

溝内側にҐஔし、4,514 は北側にྡ઀する。

Έが馬蹄形ঢ়にめ͙る形ঢ়である。溝の෯は上୺をଌるとࠐ଄ɿ本跡は、溝ঢ়の落ͪߏ 55Dm ～ 75Dm で、

ೆ੢側։ޱ部の溝ઌ୺はঃʑに෯がࡉくなりਂさもઙくなりᅏঢ়をఄする。ਂさは一ఆではなく、੢～北

੢部෇近（Tp*+）が࠷もਂく 50Dm ～ 55Dm をଌる。北੢～北部（Tp,L）が࠷もઙく約 10Dm をଌる。こ

の部分のఈ面はଞ所にൺべݻくしまっͯおり、一部に鉄分集積が認められた。 それ以外のఈ面も形ঢ়は

平坦ではなく、所ʑにԜತがΈられる。本跡は東側の大部分が近年の造成により࡟平され、શମのن໛は

ਖ਼確には೺Ѳできないが、長࣠（ೆ੢―北東）方޲の内ܘは約 696Dm をଌり、それに௚ަする୹࣠方޲も

ほ΅同一のܭଌ஋が༧૝される。本跡の੢側半分は、ୈ 1 検出面の遺構のԼ層にあること、また周溝がਂ

く残存しͯいることから、遺構上面の࡟平はগないと༧૝されるが、周溝内側に 4,249 以外に、掘ࠐΈ、

ඃ೤、ߗ化面なͲの痕跡は確認できなった。

ग़౔Ҩ෺ɿ北側・ೆ側周溝埋土 1 層より、ᙈ಑部ഁ片が出土（41・42）。埋土 2 層からはᆵ಑部ഁ片が出土、

さらに੢側周溝 1 層よりുのޱԑ～ମ部ഁ片が出土。同一ݸମとࢥわれるഁ片が、同じάリοドの上層の

遺物แؚ層から出土しͯいる。そのほか、ϐΤス・ΤスΩϡーϢ、石֩とࢥわれるഁ片がそれͧれ 1 ఺、

Ṟ片が 3 ఺出土した。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆظ࣌

ॴݟɿ平地建物跡もしくは円形周溝墓のͲͪらかの可能性が高いと考えられるが、周溝以外の施設が確認

できͣ、性֨の൑அはできなかった。4,249 は柱穴の可能性がある。周溝内側にはほかに落ͪࠐΈを検

出しͯいないため、柱穴の掘࡟時期は不明である。4,362・455 は溝が్੾れるՕ所にҐஔし、ೖりޱ施

設である可能性もある。本跡周溝のೆ੢部埋土 2 層から࠾औした୸化物（)24 分析 /o.12）の $14 年代ଌ

ఆ஋は、2,250 ʶ 30Zr#1（弥生時代中期後半૬౰の年代）である。本跡ఈ面のى෬がܹしい఺についͯは、

周溝外側に周అを造るࡍの土औりで、柱穴が࿈なる様なԜತのఈ面になるとのࢦఠがある（ம 3）。なおト

レンチஅ面（Tp*+）の 2、3 層（)24 分析 /o.2、3）および 4,249 埋土（)24 分析 /o.1）のܔ૶分析を行なっ

たとこΖ、ܔ૶化石はશく検出されͣ、周溝内および 4,249 内はৗに୷水しͯいるようなঢ়ଶではなかっ

たと૝ఆされる。

ＳＤ０４（ୈ 58 ਤ、1L8）

Ґஔɿᶗ 420・25、ᶗ X05 άリοド　　ن໛ɿ長さ 15.8m ʷ෯ 0.76m　　　　　ฏ໘ܗɿ௚線

ྲྀ࿏ํҐɿ/

໛形ঢ়から溝跡と認ن。Έを確認するࠐにଳঢ়に延びる黒色の落ͪ޲後、ᶛ層にͯೆ北方࡟ग़ɿද土掘ݕ

ఆし、4%04 をූ߹し調査を行なう。本跡は྆୺が調査区外に延びͯいるため、ೆ・北壁面と検出ൣғの

中ԝ部にαϒトレンチを設ఆしஅ面࡯؍をした。また溝跡のଯ積の૸޲（水流の方޲）を࡯؍するため、

長࣠方޲に߹わせͯ੢側半分をઌに掘Լ͛たが、ଯ積の૸޲なͲは確認できなかった。

ॏෳؔ܎ɿなし。
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଄ɿ溝の෯はߏ 70 ～ 90Dm、ਂさ約 30Dm をଌる。அ面形ঢ়はఈ面が平らなタラΠঢ়をఄし、立ͪ上がり

はほ΅ਨ௚に近い。溝の長さは調査ൣғ内で約 16m をଌり、ほ΅௚線に延びる。શ長は不明。

ग़౔Ҩ෺ɿ埋土から弥生中期後半ᙈ಑部ഁ片、平安時代ᙈޱԑ部ഁ片が出土したが、埋土にࠞೖしたもの

とࢥわれる。また本跡ೆ୺部分で໦ࡐ片が出土したが、埋土がかくཚされͯおり৽しい時期の遺物と൑அ

した。すべͯの出土遺物は、遺構外としͯऔりѻった。

。ɿ近世以降ظ࣌

ॴݟɿ本跡は、千曲川にԊっͯ作られた溝であり、集落Ҭを区ըする溝の可能性を考えたいが、埋土が基

本層序ᶙ a 層であり、そこに上層のᶘ層がࠞೖしͯいることを考えると、本跡は近世以降の可能性が高い。

水田のഉ水路౳に࢖用された溝跡であΖうか。

ＳＤ０５（ୈ 57 ਤ、1L9）

Ґஔɿᶗ 310・14・15 άリοド　　ن໛ɿ2.08（2.40）m ʷ 0.56（0.80）m　　ฏ໘ܗɿ馬蹄形

௕࣠ํҐɿ/6°8　　　　　໘ੵɿ―　　　　　　　　　　　　˞ ʻ　ʼはਪఆ஋、（　）は外ܘ

ग़ɿද土および一部ᶙݕ b 層を掘࡟し、ᶚ b 層中に黒色のやや࿷曲したଳঢ়の落ͪࠐΈを検出。4%01 ～

03 にൺべن໛は小さいが、ೆ北方޲に長く延びる形ঢ়から 4%05 とූ号しͯ調査した。

ॏෳؔ܎ɿ4,426 が本跡北側の埋土を掘ࠐΉ形でॏෳする。また 4,373 はހঢ়の溝跡の東側にҐஔする。

する。ただし東側ࣅ଄ɿೆ北に延びる溝のઌ୺がそれͧれ東側にやや࿷曲し、馬蹄形の片側の形ঢ়にྨߏ

にରとなる溝跡は検出されなかった。溝跡の内側で長࣠方޲に 2.08m、୹࣠方޲に 0.56m をଌる。

ग़౔Ҩ෺ɿなし。

。ɿ不明ظ࣌

ॴݟɿ4%01 ～ 03 にൺべن໛が小さい。ن໛、形ঢ়からΈると、竪穴住居跡の周溝の残存部分の可能性

がある。

पߔ੻ʢฏ஍ݐ෺੻ͷՄೳੑʣʹ͍ͭͯ（ୈ 44 ਤ）

　琵琶島遺跡では、周溝跡を 4 基調査した。形ঢ়は、円形、馬蹄形であり、ن໛は長࣠内ܘで約 5 ～

7m、周溝෯約 30 ～ 75Dm、周溝ਂさ約 30 ～ 55Dm をଌる。これまで長野県内でも、中野市栗林遺跡、長

野市দ原遺跡౳で「平地式建物ᅿ」としͯྨࣅの報告ྫがある（中野市ڭҭҕһ会 1997、長野県埋蔵文化財

センター 2000）。ここでは、本遺跡出土の周溝跡についͯ、遺構所ଐ時期である弥生時代中期の北信地方

および北陸地方の「平地建物跡」のྨྫ（ୈ 44 ਤ）とのൺֱを行ない、౰֘遺構の性֨についͯ考えたい。

　「平地建物跡」は、竪穴を掘ࠐまͣচ面が地ද面と同一の高さとなる建物跡である。建物の周ғに円形、

ପ円形、馬蹄形౳の周溝が掘ࠐまれる特௃をもつ。周溝内側ないしは外側には、周溝掘࡟土を੝り上͛た

周అがめ͙る可能性が考えられͯいる（඿࡚ 1993）。

　「平地建物跡」とݺশされる遺構が࠷初に発掘されたのは、1968 年の෋山県高Ԭ市石௩遺跡の調査であ

る（上ࡔほか 1968）。その後、「建物」としͯ初めͯ認ࣝされたのは、1979 年の৽ׁ県ദ࡚市Լ୩地遺跡の

報告においͯである（高ڮ 1979）。現在、「平地式建物」「周溝をもつ建物」（Ԭ本 2003）なͲとݺশされ、

報告されることも૿えͯいる。

　「平地建物跡」という名শをもつ遺構でも、長野県内（北信地方）と北陸地方では様૬が大きくҟなる。

໛は、北信地方にରしͯ北陸地方の建物跡はن 2 ～ 3 ഒと大形である。周溝の形ঢ়（ம 4）は、北信地方

が周溝式、北陸地方が土坑式となる。෋山・石川県ྫのなかにも、1m 以Լのࡉい溝をもͪ北信地方の遺

構にྨࣅする周溝式の様૬もΈられる。一方、琵琶島遺跡の周溝内にはԜತがあり、土坑式తな様૬もあ
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ඐഀౡҨ੻�4%�� ඐഀౡҨ੻�4%�� ඐഀౡҨ੻�4%��

τϨϯν

0 （1:�00） 10m（෋山ࣹݝਫ市ڭҭҕһձ 2007：33、௕野ݝຒଂ文Խࡒηンλʔ 2000：87
94
95
103 よりൈਮ 、Ұ部վม）

ୈ 44 ਤ　平地建物跡のൺֱ（北৴ͱ北཮）
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る。さらに、内部構造についͯΈると、北陸地方、দ原遺跡で、周溝内側からଟ਺の柱穴がΈつかっͯい

るが、本遺跡と栗林遺跡ྫでは柱穴が検出されͯいない。また、北陸地方の建物跡は、同時代のॏෳ関܎

はほとんͲない。琵琶島遺跡の遺構にॏෳ関܎はないが、栗林遺跡、দ原遺跡ではଟくの建物跡がॏෳし

ͯΈつかっͯいる。

　以上、北信地方と北陸地方の平地建物跡の基ૅతな要素をൺֱしͯΈたが、基本తに、それͧれの地Ҭ

での特௃にまとまりのあることがわかる。そのまとまりが機能తな差をࣔしͯいるのかは明確ではない。

෋山・石川県に、北信తな様૬をもつ遺構が部分తにΈられ、一方で琵琶島遺跡には北陸తな要素がೖり

。んでいる可能性があるࠐ

　「平地建物跡（周溝をもつ建物跡）」の機能面についͯ、৽ׁ県Լ୩地遺跡の報告のなかで「8 本のϐο

トは円形にฒびʜ（中ུ）ʜ中ԝには土坑が存在しͯいるʜ（中ུ）ʜ一般తな竪穴住居跡と同じもの」（高

ڮ 1979ɿ41）と記ड़し、周溝内側のϐοト（柱穴）および土坑をもっͯ「平地建物跡」を住居としͯ認ఆ

するࠜڌをఏࣔしͯいる。北陸地方の平地建物跡についͯは、ଟ਺の柱穴および࿍跡を༗する遺構が大半

を઎めͯいる。北信地方のদ原遺跡も同様である。それにରしͯ、琵琶島遺跡で内部施設と考えられる柱

穴は 1 基にとͲまる。

　4%01 ～ 03 の項でも記ड़したが、周溝跡が検出された時఺から、上部構造を考え周溝内外の検出作業

を೦ೖりに行なった。また、周溝はॎஅ面をऔり、溝内部の࡯؍をした。その結果、ఈ面にݦ著なԜತも

できた。しかしながら、柱穴や࿍なͲ௨ৗの住居跡にΈられる施設はなく、周溝内の遺物もଞ遺構に࡯؍

ൺべͯଟくはなかった。

　上記のことから、本遺跡で「周溝跡」とした遺構は、住居としͯの条݅がそΖわͣ「平地建物跡」とは

認ఆできない。ただ、周溝を掘࡟した土࠭によっͯ柱をݻఆし、建物跡としͯ機能しͯいたかもしれない。

琵琶島遺跡の 3 基の「周溝跡」は、今回、集落内においͯԿらかの໾ׂを果たしͯいた遺構としͯఏࣔす

るにとͲめ͟るをಘない。今後、同種の遺構ྫが૿Ճするなかで、周溝跡の機能・用్が૝ఆできること

を期଴したい。

̐　柵跡（ୈ 58 ਤ、ୈ 9 ද、1L9）

　柵跡は、弥生時代中期 2 基を調査した。ԼҐ段丘の東ԑで、ೆ北方޲に 2 基ฒͿように検出された。2

基の間ִは約 6.3m ある。

ＳＡ０１（ୈ 58 ਤ、1L9）

Ґஔɿᶗ X12・17 άリοド　　ن໛ɿ北側 132Dm ʷೆ側 132Dm　　ฏ໘ܗɿ「く」の字形

௕࣠ํҐɿ/13°8

ग़ɿᶙݕ b 層掘࡟後、ᶚ a 層中にͯ、円形で同ن໛の黒色の落ͪࠐΈを 4 か所検出する。ن則తに౳間

ִでೆ北方޲にฒͿとこΖから、柵跡 4A01 1iU1 ～ 4 とූ号しͯ調査する。調査のなかで、࠷も北側にҐ

ஔする 1iU1 を埋土、柱間のҧいから 4A01 からআ外し 4,472 にมߋした。

ॏෳؔ܎ɿなし。

଄ɿ3ߏ 基の柱穴が東側に޲かっͯ、「く」の字ঢ়に 148°։いͯ഑ྻする。それͧれの柱穴の平面形ঢ়は

円形をఄし、長࣠で 1iU2 が 32Dm、1iU3 が 28Dm、1iU4 が 20Dm をଌり、1iU4 が小さい。அ面は 1iU3 が円

౵ঢ়で 34Dm と࠷もਂく、残り 2 つはタラΠঢ়でਂさ 6Dm と 8Dm をଌる。中ԝの柱穴が、壁面がਨ௚と

なり࠷もਂい。

ग़౔Ҩ෺ɿなし。
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。ɿ弥生時代中期後半栗林式期ظ࣌

ॴݟɿ本跡は、埋土および周ลの遺構のঢ়گから弥生時代中期後半栗林式期の所࢈であり、本跡ೆ側約 6.3m

にҐஔする 4A02 とはೆ北方޲にฒྻすることから、4A02 との૊Έ߹わせであると考えたい。その一方

で、ややࣼ܏する東側は࡟平されたものと૝ఆすると、長࣠を東੢方޲にもつُߕ形掘立柱建物跡の੢側

柱穴 3 基が残存した遺構の可能性も考えられる。ُߕ形掘立柱建物跡 4T11 とൺֱすると、3 本の柱穴の

։きが広く、柱穴（中ԝ）がਂく 2 層となる఺がҟなる。このঢ়گから、建物跡とする൑அまではできない。

ＳＡ０２（ୈ 58 ਤ、1L9）

Ґஔɿᶗ X07 άリοド　　ن໛ɿ北側 144Dm ʷೆ側 152Dm　　ฏ໘ܗɿ「く」の字形

௕࣠ํҐɿ/9°8

ग़ɿᶙݕ b 層掘࡟後、ᶚ a 層中にͯ、円形で同ن໛の黒色の落ͪࠐΈを 3 か所検出する。ن則తに౳間

ִでೆ北方޲にฒͿとこΖから、柵跡 4A021iU1 ～ 3 とූ号しͯ調査する。

ॏෳؔ܎ɿなし。

଄ɿ3ߏ 基の柱穴が東側に޲かっͯ、「く」の字ঢ়に 164°։いͯ഑ྻする。柱穴の平面形ঢ়は 1iU2 が円形、

1iU1、3 はପ円形をఄし、長࣠で 1iU1 が 40Dm、1iU2 が 28Dm、1iU3 が 32Dm をଌる。அ面は、1iU1 が円౵

ঢ়で 28Dm と࠷もਂく、壁面੢側に段差を࣋つ。残り 2 つはお࿶ঢ়でਂさ 14Dm と 20Dm をଌる。

ग़౔Ҩ෺ɿなし。1iU1 の 2 層上面から検出された୸化物（)24 分析 /o.14）を AM4 ๏による $14 年代ଌఆし、

縄文時代中期に૬౰する古い஋ 4,540 ʶ 30Zr#1 がࢉ出された。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期ظ࣌

ॴݟɿ本跡は、埋土および周ลの遺構のঢ়گから 4A01 と૊Έ߹せで弥生時代中期後半栗林式期の遺構と

考える。4A01 と同様に 4T11 とൺֱすると、柱穴の構造はྨࣅするが、3 本の柱穴の広さはさらに広くなる。

̑　遺物集中（ୈ 58 ਤ、ୈ 10 ද、1L9）

　ೆ側調査区で栗林式土器片が円形ঢ়にまとまり出土したՕ所が確認され、それを遺物集中としͯ調査し

た。同様に遺物の集中するൣғは、֤段丘上、ೆ区੢側のᶘ +14・15・19・20 άリοド（ୈ 33 ਤ　弥生土

器集中Ҭ）、東側ᶙ L01・02・06 άリοド（ୈ 36 ਤ　弥生土器集中Ҭ）でも確認したが、掘ࠐΈなͲの認め

られる遺構としͯはଊえられなかった。なお、東区上Ґ段丘には、栗林式のᆵ（ୈ 83 ਤ 71）がほ΅一ݸ

ମ分まとまっͯ出土したՕ所があり、単ಠ土器としׂͯ෇ਤᶔ（ୈ 29 ਤ）に記録した。

ＳＱ０１（ୈ 58 ਤ、1L9）

Ґஔɿᶙ F18・23 ά リ ο ド　　ن໛ɿ長 ࣠ 328Dm ʷ ୹ ࣠ 288Dm ʷ ਂ さ 36Dm　　ฏ໘ܗɿ円 形              �

໘ੵɿ7.3㎡

ܘ中にᶛ層上面にͯ、௚࡟ग़ɿᶙ層掘ݕ 3m 前後の黒色の広がりを確認するとともにଟくの弥生土器片を

検出した。周ลの地区からಠ立した形で遺物が集中しͯ出土したため、遺物集中 4201 とූ号しͯ調査し

た。遺物のऔ上͛に関しͯは、1m άリοドを設ఆし࣮ͯ施した（ୈ 2、58 ਤ）。

ॏෳؔ܎ɿ4,573、575、583、586 が本跡のఈ面から検出される。4,573 は本跡より古く、ほかの 3 基は

本跡より古いか同時期の遺構と考えられるが、関܎性についͯは不明。

。んだ場所に、弥生時代中期後半の遺物がほ΅水平にଯ積しͯ出土したۼ଄ɿ円形ঢ়にややߏ

ग़౔Ҩ෺ɿ栗林 1 式土器のഁ片が上層を中৺に 145 片、࠭ߗ岩製の᛽器がԼ層で 1 ఺出土。遺構としͯの

遺物集中の性֨௥ڀとは別に、本跡から出土した栗林式土器ഁ片（ୈ 58 ਤ 62）に෇ணした୸化物の成分
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分析を行なった。୸素・஠素安ఆ同Ґମൺおよび૯୸素ྔ・૯஠素ྔ分析の結果、୸素安ఆ同ҐମൺМ
13$ が－ 26.5̄、஠素安ఆ同ҐମൺМ 15/ が 9.01̄、୸素・஠素に基ͮく $�/ Ϟルൺは 52.4 で、σンプン

を主成分とする $3 植物（ம 5）に近い஋が出ͯいる。

。ɿ弥生時代中期後半栗林式期をਪఆظ࣌

ॴݟɿ本跡は、掘ࠐΈも明確ではなく住居తな遺構とするよりも、Կらかのཧ༝により、土器なͲがഇغ

あるいは遺غされた遺構ではないか。出土土器は、栗林 1 式土器のൣᙝにೖるࢿྉである。外面に෇ணし

た୸化物の AM4 ๏による $14 年代ଌఆの結果、2,190 ʶ 20Zr#1 であった。

̒　土坑（ୈ 59 ～ 62 ਤ、ୈ 13 ද、1L9 ～ 11）

　土坑は、576 基を検出した。遺構の時期ܾఆはۃめͯ೉しく、出土した土器より、縄文時代～平安時代、

さらには、それ以降の土坑もؚまれる可能性が考えられる。遺構ਤには、શ土坑のうͪから、時期がわか

る土器が出土したか、または 1m 以上のن໛で特௃のある形౳をした土坑をબ別しͯࡌܝした。さらに、

そのなかから、主とし֤ͯ時代の遺存ঢ়ଶがྑ޷な土坑、または、近઀するଞの遺構と関わりがあると考

えられるものについͯ記ड़した。記ड़しない土坑についͯは、ୈ13දにまとめる。また、遺構ਤについͯは、

ୈ 12 ～ 36 ਤのׂ෇ਤᶃ～ᾩに、すべͯの土坑をࡌܝする。

　なお、土坑には認ఆできなかったが、土坑ঢ়に埋土が落ͪࠐんだ穴を「४土坑（穴）」としͯѻい、ׂ

෇ਤ中には໢ֻ͚ද記でਤࣔしͯいる。

ＳＫ１９１（ୈ 61 ਤ、1L10）

Ґஔɿᶗ 311・12 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 290.0Dm ʷ୹࣠ 100.0Dm ʷਂさ 56.0Dm

ฏ໘ܗɿ۱ؙ長方形　　　௕࣠ํҐɿ/59°E　　　໘ੵɿ2.0㎡

ग़ɿᶙݕ b 層掘࡟後、ᶚ a 層上面で۱ؙ長方形に広がる黒色の落ͪࠐΈを検出。東側は市道ԼにೖりࠐΈ、

平成 24 年౓に調査した。結果తに、2 年間で遺構の東੢半分ͣつを調査する形となった。

଄ɿஅ面形ঢ়はശ形に近いタラΠঢ়をఄし、壁面がほ΅ਨ௚にߏ 56Dm 立ͪ上がる。ଯ積土は、2 種ྨの

シルトが 50ˋͣつൗঢ়にࠞೖするਓҝ埋຅土తな層であった。

ग़౔Ҩ෺ɿ遺構ఈ面からුいたঢ়ଶで埋土中Ґに、古墳時代中期の高ᆀ（1 ～ 5）、ᆁ形ᆵ（6、7）がഁࡅ

しͯ出土した。1 か所にまとまるだ͚でなく཭れた場所同࢜で઀߹する。器種は高ᆀ、ᆁ形ᆵのΈで、ほ

かの器種は出土しͯいない。ᆀ中ԝ部にタςϋέをڧく残す高ᆀᆀ部（3）をؚΉ。さらに、高ᆀはᆀ部

と裾部のΈで、౵部は小片が 1 片出土しͯいるのΈである。ഁࡅした高ᆀの٭柱部のΈがআかれͯഁغさ

れたと考えられる。また、土器出土層のԼ層に「ロクロガンナ」（1）が出土。ਕઌを土坑の外側（ೆ東方޲）

に͚ͯ޲いる。֘期のࢿྉとしͯは長野県初出であり、ྨྫは近ـ地方にٻめられるがرগである（村上

ほか 2003）。そのほか、弥生時代中期後半栗林式の土器片 39 片、ਕ器（1L16 －（1069））、ೋ࣍Ճ޻のある

Ṟ片、磨石、ଧ製石᭲なͲが出土しͯいる。ྨۄ౳の抽出を໨తにԼ層埋土のᝲによる水ચબ別も行なっ

たが、୸化物と土器片、石器Ṟ片・ࡅ片を検出したのΈである。

ॴݟɿୠ馬・୮後の弥生時代の墓でΈられる特௃తなّྱに「墓ᆮ内ഁࡅ土器ݙڙ」がある（ං後 1994a、

1994b）。「ݙڙ土器には、૴ૹّྱ時に࢖用された土器なͲの͚がれを෷うためにఈ部ઠࡅഁ、޸行ҝを

ड͚ͯ౤غされたもの」がある（٢田 1990ɿ21）。本跡は墓坑の໦׹ないしは土੝り上に、ഁࡅされた土

器と᛽が౤غされたঢ়گと考えられる。本跡の性֨を考える上で、前ड़ྫはࢀ考となΖう。同時期の古墳

周溝内にお͚る「ݙڙ土器」は東日本でもΈられるが、単ಠの土坑（内）でのྫݙڙはݟ؅にない。さらに、

同時期のଞ遺構は本遺跡内では発ݟされͯおらͣ、単ಠ遺構である఺も஫໨しͯおくඞ要がある。

ôçÿûçô

ୈ̏ষ　琵琶島遺跡の調査



ＳＫ２０５（ୈ 62 ਤ、1L11）

Ґஔɿᶗ M24 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 62.0Dm ʷ୹࣠ 48.0Dm ʷਂさ 14.0Dm　　ฏ໘ܗɿପ円形

後、ᶚ࡟ग़ɿද土層掘ݕ b 層上面でପ円形の黒色の落ͪࠐΈを検出。　　　　　

ঢ়をఄしਂさはࡼ଄ɿஅ面形ঢ়はߏ 14Dm とઙい。

ग़౔Ҩ෺ɿ1 層上部より、外面に「΢」ףঢ়の๽書がある平安時代後期土師器ᆀ片（1）が出土し、近く

に別ݸମの土師器ᆀޱԑ部ഁ片がもう 1 ఺出土。なお埋土から出土した୸化物（)24 分析 /o.15）を AM4

๏による $14 年代ଌఆしたが、2,150 ʶ 30Zr#1 の஋をࣔしͯいる。

ॴݟɿ性֨は明確ではないが、୸化物とともに土器がഇغされた遺構であΖう。

ＳＫ２８５（ୈ 59 ਤ、1L9）

Ґஔɿᶗ X17 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 34.0Dm ʷ୹࣠ 32.0Dm ʷਂさ 25.0Dm　　ฏ໘ܗɿ円形

ग़ɿᶚݕ a 層掘࡟後、ᶛ層上面にͯ҉׊色の円形の落ͪࠐΈを検出。　　　

。଄ɿஅ面形ঢ়はਂさのあるタラΠঢ়をఄするߏ

ग़౔Ҩ෺ɿ埋土Լ層より、縄文時代前期前半期のਂു಑部ഁ片 2 ఺が出土した。

ＳＫ２８９（ୈ 60 ਤ、1L10）

Ґஔɿᶗ X07 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 34.0Dm ʷ୹࣠ 29.0Dm ʷਂさ 23.0Dm　　ฏ໘ܗɿ不੔ପ円形

ग़ɿᶙݕ b 層掘࡟後、ᶚ a 層中にͯ不੔ପ円形の黒色の落ͪࠐΈを検出。

଄ɿஅ面形ঢ়が円౵ঢ়をఄし、П約ߏ 13Dm の柱痕ঢ়の埋土が認められる。

ग़౔Ҩ෺ɿ埋土 1 層上層より弥生時代中期後半栗林 1 式ᆵ಑部小片、ઌ୺にᏏଧ痕のある๮ঢ়のᏏ石（19）

が出土しͯいる。

ＳＫ２９１（ୈ 59 ਤ、1L9・10）

Ґஔɿᶗ X12 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 100.0Dm ʷ୹࣠ 58.0Dm ʷਂさ 55.0Dm　　ฏ໘ܗɿପ円形

௕࣠ํҐɿ/56°E

ग़ɿᶙݕ b 層掘࡟後、ᶚ a 層Լ部にͯପ円形の黒׊色の落ͪࠐΈを検出。

をࣔす。அ面形ঢ়はਂさのあるタラΠঢ়をఄし、長࣠方޲଄ɿ長࣠方Ґが౳高線に௚行する形で北東方ߏ

ໜ໦ঢ়の痕跡がΈられ、ਂさٯの北東側Լ部がややオーόーϋンάする。土坑ఈ面中ԝ部に޲ 16Dm をଌ

る。੢側ԑに段差があり、ٯໜ໦のൈきऔり痕跡であΖうか。

ग़౔Ҩ෺ɿ2 層中Ґより୸化物（)24 分析 /o.17）が出土し、AM4 ๏による $14 年代ଌఆの結果、5,220 ʶ

30Zr#1 の஋がಘられた。

ॴݟɿ本跡は、形ঢ়、ن໛、ٯໜ໦痕跡、さらに $14 年代ଌఆの結果から、縄文時代前期の落し穴の可

能性が考えられる。

ＳＫ３０５（ୈ 60 ਤ）

Ґஔɿᶗ X02・03 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 78.0Dm ʷ୹࣠ 76.0Dm ʷਂさ 11.0Dm　　ฏ໘ܗɿ円形

。Έを検出ࠐ色の落ͪ׊後、ᶛ層上面にͯ円形の҉࡟ग़ɿද土掘ݕ

ॏෳؔ܎ɿ4%02 とॏෳするが৽چ関܎は不明。

　　。のਂさとはҟなるࡍ࣮、平され࡟ঢ়をఄする。上層がࡼ଄ɿஅ面形ঢ়がઙいߏ

ॴݟɿ本跡は、4%02 の周溝内側北୺にҐஔしͯおり、4%02 の 1iU1 埋土ともྨࣅがΈられ、4%02 内の施

ôçÿüçô

ୈ̎અ　遺　構



設である可能性も考えられる。

ＳＫ３１４（ୈ 60 ਤ、1L10）

Ґஔɿᶗ X02・07 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 188.0Dm ʷ୹࣠ 40.0Dm ʷਂさ 6.0Dm　　ฏ໘ܗɿ不੔形

௕࣠ํҐɿ/3°E

。Έを検出ࠐ色の落ͪ׊後、ᶛ層上面にͯ溝ঢ়に長い黒࡟ग़ɿᶚ層掘ݕ

ঢ়をఄし、東側にྡ઀するࡼ଄ɿஅ面形ঢ়はߏ 4%02 にԊう形でೆ北に延びる。

ग़౔Ҩ෺ɿ埋土より、弥生時代中期後半栗林 1 式のᙈ಑部ۃ小ഁ片が 1 ఺出土。

ॴݟɿ本跡は 4%02 の੢側にԊう形でҐஔし、4%02 の෇ଐ施設త土坑とも考えられるが明確ではない。

ＳＫ３５８（ୈ 59 ਤ、1L10）

Ґஔɿᶗ 406 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 148.0Dm ʷ୹࣠ 76.0Dm ʷਂさ 67.0Dm　　ฏ໘ܗɿପ円形

௕࣠ํҐɿ/

。Έを検出ࠐ色の落ͪ׊後、ᶚ層中にͯପ円形の黒࡟ग़ɿᶙ層掘ݕ

。଄ɿ長࣠方Ґが౳高線にԊう形でೆ北方Ґをࣔし、அ面形ঢ়がਂさのあるタラΠঢ়をఄするߏ

ॴݟɿ本跡は、出土遺物がなく時期は明確ではないが、形ঢ়およびن໛から 4,291 と同様に縄文時代の

落し穴の可能性がある。

ＳＫ３６１（ୈ 62 ਤ、1L11）

Ґஔɿᶗ 416 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 91.0Dm ʷ୹࣠ 41.0Dm ʷਂさ 32.0Dm　　ฏ໘ܗɿ不੔ପ円形

௕࣠ํҐɿ/55°E　

するᶚࣼ܏後、東側にやや࡟ग़ɿද土層掘ݕ a 層上面で不੔ପ円形の黒色の落ͪࠐΈを検出。

するࣼ面にରしͯ長࣠方Ґを北へࣼ܏଄ɿ東側にややߏ 35°振っͯ掘࡟。ఈ面のਂさは検出面からೆ੢側

で 22Dm、北東側で 10Dm をଌり、அ面形ঢ়はఈ面がほ΅水平となるタラΠঢ়をఄする。ఈ面には、焼土

のଯ積、ඃ೤は確認できない。

ग़౔Ҩ෺ɿ1 層Լ面から 2層̀にか͚ͯ、やや大きさのある࿶形滓（1L29 － 1）をはじめ、8 ఺の鉄滓（1 ～ 8）

に番号を෇͚ͯऔ上͛た。࿶形滓 2 ఺、೪土滓 5 ఺、ۚচ石 1 ఺で、すべͯ஁໶に関わる遺物である。そ

のほか、自然᛽のഁ片が 3 ఺出土した。また、埋土のᝲによる水ચબ別により、গྔの鉄滓、࠭鉄を検出

した。土器は、大形のᆵഁ片（ୈ 83 ਤ 78）をはじめ、弥生土器片が 15 片出土しͯいる。

。ɿ平安時代前期ظ࣌

ॴݟɿ本跡からはଟくの鉄滓が出土したが、ଞ遺構をはじめ今回の調査区からの鉄滓の出土はほかに 1 ఺

も確認されͯいない。また、本跡出土土器は弥生土器のΈであるが、2 層出土୸化物（)24 分析 /o.18）の

AM4 ๏による $14 年代ଌఆの結果、1,140 ʶ 30Zr#1 の஋がಘられ、10 世ل中ࠒの平安時代前期をࣔす。

東側 8m にあるୈ 1 検出面（ᶙ b 層上面）出土の 4F03 の年代ଌఆ結果に近ࣅしͯいる。本跡は平安時代

前期の製鉄遺構のͻとつであるഉ滓土坑としͯଊえたいが、4F03 はそれに関わる遺構の可能性があるか

もしれない。

ＳＫ４２３（ୈ 60 ਤ、1L10）

Ґஔɿᶗ 317 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 72.0Dm ʷ୹࣠ 65.0Dm ʷਂさ 20.0Dm　　ฏ໘ܗɿପ円形

ग़ɿᶙݕ b 層掘࡟後、ᶚ a 層上面にͯପ円形の黒色の落ͪࠐΈを検出。

ôçÿýçô

ୈ̏ষ　琵琶島遺跡の調査



。଄ɿஅ面形ঢ়はタラΠঢ়をఄする。平面形ঢ়が明確に確認できなかった部分には૝ఆ線をೖれたߏ

ग़౔Ҩ෺ɿ埋土上層より栗林 1 式のແ文のᆵ಑Լ半部（52）ഁ片が集中しͯ出土。そのほか、埋土より 52

と別ݸମのᆵ಑部ഁ片と安山岩製のϐΤス・ΤスΩϡーϢ、ೋ࣍Ճ޻があるṞ片なͲが出土しͯいる。

ॴݟɿ本跡は、遺物の出土ঢ়گから、栗林式期の埋຅աఔで遺物がഇغされた土坑か。

̓　焼土跡（ୈ 62 ਤ、ୈ 11 ද、1L11）

　焼土跡は、東区のୈ 1 検出面で、焼土ϒロοク、焼土ཻ、୸化物が集中するՕ所を 4 か所確認した。明

確な掘ࠐΈは認められないが、焼土ཻがࠞೖするൣғを遺構とした。出土層Ґ౳により平安時代の遺構と

考える。

ＳＦ０１（ୈ 62 ਤ、1L11）

Ґஔɿᶗ X07 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 84.0Dm ʷ୹࣠ 42.0Dm ʷਂさ 12.0Dm　　　ฏ໘ܗɿ不੔形

ग़ɿᶙݕ a 層掘࡟後、ᶙ b 層上面で焼土のϒロοクをෳ਺Օ所確認。竪穴住居跡なͲの別の遺構がΈら

れないことから、単ಠの焼土跡としͯ調査を行なう。

଄ɿ焼土ϒロοクが不੔形にଯ積し、ఈ面もԜತがある。本跡のೆ੢20Dmに4F側にඃ೤痕のある֯᛽（長ߏ

さ 20Dm）がҐஔする。

ग़౔Ҩ෺ɿ上層より、弥生時代中期後半栗林式のᆵ಑部小ഁ片 2 ఺出土。

ॴݟɿ焼土ϒロοクはଯ積しͯいるが、落ͪࠐΈに明確なඃ೤痕はΈられない。本跡は、ඃ೤痕のある֯

᛽もؚめ、ଞ所で生成された焼土がഇغされた痕跡をࣔす遺構であΖう。出土遺物は弥生土器であるが、

本跡はୈ 1 検出面で検出され、平安時代の焼土跡である。

ＳＦ０２（ୈ 62 ਤ）

Ґஔɿᶗ 422 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 39.0Dm ʷ୹࣠ 30.0Dm ʷਂさ 15.0Dm　　　ฏ໘ܗɿପ円形

ग़ɿᶙݕ a 層掘࡟後、ᶙ b 層上面で焼土のϒロοクをෳ਺Օ所確認。単ಠの焼土跡としͯ調査を行なう。

Έはない。中ԝ上面にやや焼土の集中するՕࠐ଄ɿ焼土ϒロοクが不੔形にଯ積する。明確なՐচ、掘ߏ

所がある。ԑにҐஔする֯᛽にはඃ೤痕はない。

ॴݟɿ焼土ϒロοクはଯ積しͯいるが、落ͪࠐΈに明確なඃ೤痕がΈられない。本跡はୈ 1 検出面の遺構

であり、出土遺物はないが平安時代のഇغతな焼土跡であΖう。

ＳＦ０３（ୈ 62 ਤ、1L11）

Ґஔɿᶗ 422 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 144.0Dm ʷ୹࣠ 76.0Dm ʷਂさ 12.0Dm　　ฏ໘ܗɿ不੔形

ग़ɿᶙݕ a 層掘࡟後、ᶙ b 層上面で焼土のϒロοクと 2 ఺の୸化ࡐを確認。いͣれも長さ 40Dm 前後、෯

10Dm 前後の大形の୸化ࡐである。竪穴住居跡౳の遺構が確認できないことから、単ಠの焼土跡としͯ調

査した。

。ΈなͲを確認することはできなかったࠐと焼土ϒロοクの集積遺構である。明確なՐচ、掘ࡐ଄ɿ୸化ߏ

ग़౔Ҩ෺ɿ୸化ࡐと焼土に伴っͯ黒色土器 A 㡜のᆀఈ部～高୆部が出土。そのほかᙈ಑部ഁ片が出土する。

。ɿ平安時代前期をਪఆظ࣌

ॴݟɿ本跡出土の୸化ࡐ $2、$3 についͯ、AM4 ๏による $14 年代ଌఆを行ない、$2 － 1 のࢼྉ（)24 分

析 /o.10）で 1,170 ʶ 30Zr#1、$3 － 1 のࢼྉ（)24 分析 /o.11）で 1,150 ʶ 30Zr#1 の஋をಘた。9 世ل中ࠒ

の平安時代前期の年代஋である。本跡੢側 8m にҐஔする鉄滓の出土した 4,361 は、$14 年代ଌఆで 50
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年ほͲ৽しい年代஋が出ͯいる。本跡との௚઀の関࿈は明確ではないが、ほ΅同時期の遺構であΖう。本

跡の掘ࠐΈは明確ではなく、ࣼ面上部にあった遺構が࡟平され、焼土および୸化ࡐが再ଯ積した可能性も

考えられる。本跡が製鉄に関わる遺構であるかは൑அできないが、検出面、出土遺物から平安時代前期の

焼土跡と考える。

ＳＦ０４（ୈ 62 ਤ）

Ґஔɿᶗ 416 άリοド　　ن໛ɿ長࣠ 68.0Dm ʷ୹࣠ 44.0Dm ʷਂさ 10.0Dm　　　ฏ໘ܗɿ不੔形

ग़ɿᶙݕ a 層掘࡟後、ᶙ b 層上面で焼土ϒロοクをෳ਺Օ所確認。単ಠの焼土跡としͯ調査を行なう。

。Έはないࠐ଄ɿ焼土ϒロοクが不੔形にଯ積する。明確なՐচ、掘ߏ

。ɿ平安時代前期ظ࣌

ॴݟɿ焼土ϒロοクはଯ積しͯいるが、落ͪࠐΈに明確なඃ೤痕はΈられない。本跡はୈ 1 検出面の遺構

であり、出土遺物はないが平安時代前期のഇغతな焼土跡と考えられる。

̔　不明遺構（ୈ 63 ਤ、ୈ 12 ද、1L11）

　性֨不明遺構（4X）は、੢区、東区で 8 基を調査した。性֨、所在時期についͯは明確ではないが、層Ґ、

出土遺物౳から弥生時代中期後半以前の෩౗໦痕の可能性が高い。࡯؍記録౳は、ୈ 12 දにまとめる。

なお、4X01 ～ 08 の遺構ਤはୈ 63 ਤに、4X01、05、08 の遺構ࣸਅについͯは 1L11 にࡌܝする。

ம
1）竪穴住居跡の名শについͯは、文化ி文化財記೦物՝発行のʰ発掘調査の手Ҿきʱで、ैདྷ「竪穴住居（ᅿ、跡）」とݺ

শしͯいたものについͯ、「それらがඞͣしも居住施設とはݶらないこと、掘立柱建物やૅ石建物なͲの建ஙֶ用ޠとの
੔߹をਤるඞ要から」、「竪穴建物」とすることがࣔされͯいる。一方、県埋文センターのʰ遺跡調査の方਑と手ॱʱで
は「竪穴住居跡」の用ޠを用いͯおり、住居の機能が確認できない竪穴を「竪穴ঢ়遺構」としͯいる。また、ֶ తに「竪࢙
穴住居跡」はֶज़用ޠとしͯ用いられͯきたとཧղしͯいる。কདྷతには「竪穴建物跡」の用ޠに౷一すべきであると
考えるが、今回調査した遺構は࿍跡౳から居住施設とਪఆされることから、本書ではこれらを考ྀし、「竪穴住居（跡）」
の用ޠを用いた。

2）本跡は、北陸地方にྨྫがٻめられる弥生時代中期後半のُߕ形掘立柱建物跡との関࿈を௥ڀすべきࢿྉである。「本
དྷはいわΏる平地建物跡の周溝が存在した可能性がある。」（2012.6.28　石川県埋蔵文化財センターٱ田ਖ਼߂主װのࢦಋ）

3）「溝に立൘、໢代壁を立ͯͯ、その外側に土੝りの壁（周అ）をஙいたとࢥわれる。」（同上）

4）「周溝は、土坑を८らす土坑式と周溝式に大別される（周溝式は溝෯ 100Dm 前後の広溝式とڱ溝式に分ྨ）。」（Ԭ本 2003）

5）「ʜޫ߹成回路に基ͮいͯ৯用植物を分ྨすると、Πω、ϜΪ౳のࠄ物やクリ、クルϛ౳の໦本、ϠϚノΠϞ、ιόなͲ
そのほとんͲは $3 植物でありʜ」（੺ᖒほか 1993ɿ446,447）
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ୈ 45 ਤ　SB01　遺構ਤ

（1:�0）0 1m

土器　1ɿ8
୓本　1ɿ6

掘方׬ງ（੢より）ʲ4#01ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりかなりྑく೪性ややڧい。ۉ一な層であり、ࠞೖ物গない。土器片、Ṟ片ྨؚΉ。
2ɿ黒׊色（)ue10:32�3）೪土࣭シルト。しまりややྑく೪性ややڧいが、1 層よりྼる。П 5 ～ 10mm の地山҉׊色ϒロοク 25ˋࠞೖ。壁ࡍに่落した埋土であΖう。
3ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりかなりྑく೪性ڧい。1 層にྨࣅするが、Լ層を中৺にП 5 ～ 10mm の҉׊色シルトϒロοク 10 ～ 15ˋࠞೖ。4 層のషচ土とはϒロ

οクの大きさ、ݻさで区別される。
4ɿ黒׊色（)ue10:32�3）೪土࣭シルト。しまりかなりྑく೪性ڧい。上層より࣭࠭はڧい。П 20 ～ 30mm の҉׊色シルトϒロοク、しまったঢ়ଶで 30 ～ 40ˋࠞೖ。షচ土。

1iU1
1ɿ҉׊色（)ue10:33�3）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧい。中野市ࢼ掘で上層掘࡟。
1iU2（࿍跡）
1ɿ黒色（)ue10:32�1）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧい。 5 ～ 10mm の୸化ࡐ、୸化ཻ༹͚ࠐΉように 20 ～ 30ˋࠞೖ。П 10 ～ 20mm のԫ׊色シルトԼ層中৺に 10　　　
    ～ 20ˋࠞೖ。
2ɿ黒׊色（)ue10:33�1）೪土࣭シルト。しまり 1 層よりྑく、࣭࠭ڧく೪性ややऑい。П 10mm のԫ׊色シルト 20ˋࠞೖ。
3ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。しまり 2 層と同じく、೪性ややऑく࣭࠭シルトに近い。П 20 ～ 50mm のԫ׊色シルト 30 ～ 40ˋࠞೖ。
4 － 1・2ɿ黒׊色（)ue10:33�2）࣭࠭シルト。しまりѱく೪性ややڧい。1 より 2 が明るい色調。П 5 ～ 10mm の୸化物 1ˋࠞೖ。
1iU3
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧい。中ԝ 10Dm ෯で柱痕跡ঢ়に黒ͣΉ。2 層とのڥにԫ׊色シルトࠞೖ。
2ɿ҉׊色（)ue10:33�3）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧい。П 20 ～ 30mm のԫ׊色シルトϒロοク 30ˋࠞೖ。Լ層、೪性ڧくなり、ԫ色ຯ૿す。
1iU4
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。ԫ׊色シルト、しΈࠐΉように 10ˋࠞೖ。
1iU5
1ɿ҉׊色（)ue10:33�3）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧいが、シルト࣭ڧい。地山土（にͿいԫ׊色シルト）Լ層中৺に 30 ～ 40ˋࠞೖ。
1iU6
1ɿ҉׊色（)ue10:33�3）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧいが、シルト࣭ڧい。地山土（にͿいԫ׊色シルト）Լ層中৺に 15 ～ 20ˋࠞೖ。
1iU7
1ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧいが、シルト࣭ڧい。地山土（にͿいԫ׊色シルト）20ˋࠞೖ。1iU5 より黒ຯをଳびる。
1iU8
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧい。ఈ面近く、にͿいԫ׊色シルトϒロοク 5� ࠞೖ。
1iU9
1ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧい。にͿいԫ׊色シルトϒロοク 10 ～ 15ˋࠞೖ。
2ɿ҉׊色（)ue10:33�3）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧい。にͿいԫ׊色シルトϒロοク 30ˋࠞೖ。
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ୈ 46 ਤ　SB01　遺構ਤ・出土遺物（H22 中野市試掘調査分）

トレンチ

遺物出土ঢ়گ

（1:�）0 10Dm

0 （1:40） 1m

0 （1:�） �0Dm

（1:�）0 10Dm

（中野市ڭҭҕһ会 2011 よりసࡌ）

遺物出土ঢ়گ（ೆより）

遺物出土ঢ়گ（੢より）

0 （1:4） 10Dm
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ୈ 47 ਤ　SB02　遺構ਤ

୸化物出土ঢ়گ 遺物出土ঢ়گ

土器
石器

（1:�0）0 1m

（1:�0）0 1m

0 （1:40） 1m

ʲ4#02ʳ
1ɿ黒色（)ue10:32�1）࣭࠭シルト。しまりྑく、ೆ側がよりྑいが೪性はऑい。П 1mm 以Լのന色ཻ࠭、ᒵ色ཻ࠭̑ˋࠞೖ。П 10 ～ 20mm の࠭᛽、ೆ側を中৺に 5ˋࠞೖ。ೆ੢

側に୸化ࡐ集中。
1 － 1ɿ焼土。ᒵ～明׊色（)ue7.5:36�6 ～ 5�6）࣭࠭シルト。
1 － 2ɿ焼土ࠞೖ土。黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルトにᒵ～明׊色（)ue7.5:36�6 ～ 5�6）࣭࠭シルトが 30 ～ 40ˋࠞೖ。
2ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりྑく೪性ややڧい。П 5 ～ 20mm のփԫ׊色シルトϒロοク 15ˋࠞೖ。П 1 ～ 5mm の୸化物ཻ 2ˋࠞೖ。周溝部。
 ˞周溝部ೆ側ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりྑく೪性ڧい。փԫ׊色シルト 30 ～ 40ˋࠞೖ。
3ɿ黒׊色（)ue10:33�2）࣭࠭シルト。しまりかなりྑく೪性ややڧい。փԫ׊色シルトϒロοク 20 ～ 25ˋࠞೖ。掘方土。
3 ̀ɿ黒׊色（)ue10:33�2）シルト。しまりかなりྑく೪性ややڧい。փԫ׊色シルトϒロοク 15 ～ 20ˋࠞೖ。షচ部の一部であΖう。

࿍跡
1ɿ黒色（)ue10:31.7�1）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ڧい。П 20mm のփԫ׊色シルトϒロοク（షচ土）20ˋࠞೖ。
1iU1
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりややྑく೪性ڧい。П 20mm のփԫ׊色シルトϒロοクԼ層中৺に 15ˋࠞೖ。
1iU2
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。П 20mm のփԫ׊色シルトϒロοク壁ࡍ中৺に 20ˋࠞೖ。ೆ側中৺にఈ面から上 50mm に鉄分集積あり。
1iU3
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。П 1mm のന色ཻ࠭ 1ˋ、փԫ׊色シルトϒロοク 10ˋࠞೖ。
2ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。փԫ׊色シルトϒロοク 30 ～ 40ˋࠞೖ。П 5mm の୸化物ཻ 1ˋࠞೖ。
1iU4
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。50mm ްの層間に 5mm ްのにͿいԫ׊色シルトを挟Έޓ層となる。ਓҝతに埋໭した層であΖう。Լ層にП 20 ～

50mm の୸化物（ࡐ）あり。上層東壁にも୸化ࡐあり。ఈ面から上部 50mm に鉄分集積あり。

��0��0m
$ %

पߔ

�

�˄࿍

1ʵ11ʵ�

�
पߔ

1JU�

1�

��0��0m$ %
$� $�

$�
$10

$�
1JU4�$�

$11 $1$�

$�
（)�4෼ੳ/P��）

$� $4
1JU4�$1

（)�4෼ੳ/P�4）

पߔ

�

�`

1�1
1��

�पߔ

1JU�

1�
��0��0m$ %

6 7
17

816
19 12

17

14

पߔ

�

�`

1�11��

�पߔ

1JU�

1

�

࿍

࿍
੻

1
1

1ʵ
�

1
1

$
�

��
0�
�0
m

"
#

1
1JU1

��0�40m( )

1

1JU�

��0�40m+*

1

�

1JU�

��0�40m, -

1$� $1
（)�4෼ੳ/P�4）

1JU4

��0�40m. /

1

��0�40m0 1ᶗ̨01�0�

࿍੻

0 1

ᶗ
̨
01�0�

4#0�

͔
ཚ͘

"
B

(

*
+

)

C

$

-
,

%

1
0 ࿍੻

1JU4

1JU1

1JU�

1JU�

#
.

/

4,���
4,���

4,�4�

4,�4�

೪౔1

$10
$�

$11

$1

$�

$�

$� $4

$�
1JU4�$�

$�

1JU4�$1
$14೥୅ଌఆ

（)�4෼ੳ/P�4）

$�

�����$���ɿ୸Խ෺

$14೥୅ଌఆ
（)�4෼ੳ/P��）

ɿ୸Խ෺ूதൣғ

ᶗ
̨
01�0�

4#0�

$ %

ᶗ
̨
01�0�

4#0�
$ %

土器・石器　1ɿ8
୓本　1ɿ6
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1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。50mm ްの層間に 5mm ްのにͿいԫ׊色シルトを挟Έޓ層となる。ਓҝతに埋໭した層であΖう。Լ層にП 20 ～
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ୈ 48 ਤ　ST01 〜 03　遺構ਤ

0 （1:�0） �m

୓本　1ɿ6

4T03 掘（੢より）׬

ʲ4T01ʳ
1iU1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࠭ ࣭シルト。しまりややྑい。ԫ色・ന色スコリΞはগない。
1iU2ɿ 黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、黒色

ཻঢ়物、長石をؚΉ。
1iU4、5、8 ～ 12ɿ 黒色（)ue10:32�1）シルト。しまりややྑく೪性ややڧい。П

1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、黒色ཻঢ়物をؚΉ。
1iU7ɿ 黒色（)ue10:32�1）シルト。しまりѱく೪性ऑい。スコリΞ、᛽౳はほとんͲ

ؚまない。

ʲ4T03ʳ
1iU1、9、20ɿ 黒色（)ue10:32�1）೪土࣭シルト。しまり

ややྑく೪性ڧい。П3～4mmのϚンガンをগྔؚΉ。
П 5mm の小᛽をগྔࠞೖ。

1iU2 ～ 4、6、11、14 ～ 16ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ
しまりѱく೪性ऑいŇ スコリΞ、᛽౳はほとんͲؚま
ない。

1iU7、10ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりややྑく೪
性ややڧいŇ П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞŊ 黒
色ཻঢ়物をؚΉŇ

ʲ4T02ʳ
1iU1、2、3、6、9、15、17ɿ黒色（)ue10:32�1）シルト。しまりѱく೪性ऑいŇ スコリΞ、

᛽౳はほとんͲؚまないŇ
1iU4、5、8ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりややྑく೪性ややڧいŇ П 1mm 以Լの

ԫ色・ന色スコリΞŊ 黒色ཻঢ়物をؚΉŇ
1iU7、10、11、16、18、19ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりややྑい。П

1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、黒色ཻঢ়物、長石をؚΉ。

1J
U�

1J
U1
4

1J
U1
�

1J
U1
1

4

"
#

��
��
00
m

1J
U1

1J
U�

1J
U�

1J
U4

1J
U�
0

4
4

4
4

4
4

$
%

��
��
00
m

1JU11 1JU1

& '����00m

1JU� 1JU4

4 4

( )����00m

ᶗ
̫
�4�01

# %

"

$

'

4

&

( )

450�

4

4

4

4

4

4

4

4 4
4

1JU1

1JU1�

1JU11

1JU�

1JU141JU1�

1JU�
1JU1�

1JU10

1JU�

1JU4

1JU�

1JU�

1JU�

1JU�
1JU1�

1JU�0

1JU1�

1JU1�

（"Ҋ）（#Ҋ）

��
��
�0
̼

1J
U�

1J
U�

1J
U�

1J
U�

"
#

4

��
��
�0
̼

1J
U�

1J
U�

1J
U1

1J
U1
�

$
%

�����0̼

1JU1�
1JU1�1JU�

& '

4

�����0̼

1JU�1JU41JU�

( )

ᶗ
7���01

4

4

4

4

4

4

& '

# %

4

4

4

4
( )

"

$

1JU�

450�

1JU�

1JU�

1JU�

1JU4 1JU�

1JU�

1JU1�

1JU1�

1JU1�

1JU11

1JU10

1JU�

1JU1

1JU1�1JU1�

（"Ҋ） （#Ҋ）

��
��
�0
m

1J
U1

1J
U1
�
4

4
4

4
4

1J
U1
1

1J
U1
0

1J
U�

1J
U�

4,
01

#
"

��
��
�0
m

1J
U4

1J
U�

$
%

（
45
04
�1
JU�
）

�����0m

1JU1
1JU�

& '

（4504�1JU�）

�����0m

1JU�
1JU�

( )

20

ᶗ7���0�

(
4,01

1JU�

1JU� 1JU�

1JU1�

1JU4

1JU�

1JU�

1JU�

1JU14

1JU�

1JU1

1JU11

1JU1�

1JU10

)

4

4

"

& '

#

%
$

4501

ௐ
ࠪ
۠
ڥ

4

（4504�1JU�）

（4504�1JU�）

（4504�1JU�）

20

ST01 ST02

ST03

̎　掘立柱建物跡

ôçĀúçô

ୈ̎અ　遺　構



ୈ 49 ਤ　ST04 〜 06　遺構ਤ

0 （1:�0） �m

4T04 柱穴׬掘（東より）

ʲ4T05ʳ
1iU1、2、3、4、8ɿ 黒 ׊ 色（)ue10:32�2） ࠭ ࣭ シ ル ト。

しまりややྑい。П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、
黒色ཻঢ়物、長石をؚΉ。

1iU5、6ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりѱく೪性ऑ
いŇ スコリΞ、᛽౳はほとんͲؚまない。

1iU9ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりややྑく೪性
ややڧいŇ П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞŊ 黒色
ཻঢ়物をؚΉ。

ʲ4T04ʳ
1iU1、3、4、5、8、10ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。し

まりややྑい。П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、黒色ཻ
ঢ়物、長石をؚΉ。

1iU2ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりѱく೪性ऑいŇ スコリΞ、
᛽౳はほとんͲؚまない。

1iU7、11ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりややྑく೪性や
やڧいŇ П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞŊ 黒色ཻঢ়物を
ؚΉ。

1iU9ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりややྑい。黒
色土がൗঢ়にೖる。ԫ色・ന色スコリΞはগない。

ʲ4T06ʳ
1iU1、2、3、8ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりѱく

೪性ऑいŇ スコリΞ、᛽౳はほとんͲؚまない。
1iU4、6、12、13ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。し

まりややྑい。П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、黒
色ཻঢ়物、長石をؚΉ。

1iU5、7ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりややྑく೪
性ややڧいŇ П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞŊ 黒色
ཻঢ়物をؚΉ。

1iU9、10、11ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまり
ややྑい。ԫ色・ന色スコリΞはগない。
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ୈ 50 ਤ　ST07、09 〜 11　遺構ਤ

0 （1:�0） �m

ʲ4T09ʳ
1iU1ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりѱく೪性ऑいŇ スコリΞ、᛽౳はほとん

Ͳؚまない。
1iU2、3、5、6、9ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりややྑい。П 1mm

以Լのԫ色・ന色スコリΞ、黒色ཻঢ়物、長石をؚΉ。
1iU4、8ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりややྑい。ԫ色・ന色スコリ

Ξはগない。
1iU7ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりややྑく೪性ややڧいŇ П 1mm 以Լのԫ色・

ന色スコリΞŊ 黒色ཻঢ়物をؚΉ。

ʲ4T10ʳ
1iU1ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりѱく೪性ऑいŇ スコリΞŊ᛽౳をؚまない。
1iU2、4ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりややྑい。П 1mm 以Լのԫ

色・ന色スコリΞ、黒色ཻঢ়物、長石をؚΉ。
1iU3ɿ黒色（)ue10:32�1）シルトŇ しまりややྑく೪性ややڧいŇ П 1mm 以Լ

のԫ色・ന色スコリΞŊ 黒色ཻঢ়物をؚΉ。

ʲ4T11ʳ
1iU1 ～ 3、8 ～ 10、14、15ɿ黒色（)ue10:32�1）シルト。しまりѱく೪性ऑい。スコ

リΞ、᛽౳はほとんͲؚまない。
1iU11ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、黒

色ཻঢ়物、長石をؚΉ。
1iU16ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト、しまりややྑい。ԫ色・ന色スコリΞは

গない。

ʲ4T07ʳ
1iU1、3、4 、4,175、177 ～ 180ɿ

黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭
シルト。しまりややྑい。ԫ
色・ന色スコリΞはগない。

1iU2ɿ黒色（)ue10:32�1）シル
トŇ しまりѱく೪性ऑいŇ ス
コリΞ、᛽౳はほとんͲؚま
ない。
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ୈ 51 ਤ　ST08　遺構ਤ

0 （1:�0） �m

柱穴܈શܠ（ೆより）

柱穴܈શܠ（東より）

ʲ4T08ʳ
1iU9、10、12、17、18、40ɿ黒色（)ue10:32�1）シルト。しまりѱく೪性ऑい。スコリ

Ξ、᛽౳はほとんͲؚまない。
1iU11、13、15ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、

黒色ཻঢ়物、長石をؚΉ。
1iU14、26 ～ 30、34、42ɿ黒色（)ue10:32�1）シルト。しまり・೪性ややྑい。П

1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、黒色ཻঢ়物をؚΉ。
1iU16、19ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりややྑい。ԫ色・ന色スコリΞ

はগない。
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ୈ 52 ਤ　ST12 〜 15　遺構ਤ

0 （1:�0） �m
4T15 掘（ೆより）׬

ʲ4T12ʳ
1iU1 ～ 4ɿ黒色（)ue10:31.7�1）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。

П 2mm のԫ׊色（)ue10:37�6）ඍཻ子をඍྔࠞೖ。小᛽のࠞೖほ
とんͲなし。

ʲ4T14ʳ
1iU1、3、6ɿ黒色（)ue10:31.7�1）シルトŇ しまりѱく೪性ऑいŇ

スコリΞ、᛽౳はほとんͲؚまない。
1iU2、4ɿ 黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりややྑい。

П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、黒色ཻঢ়物、長石をؚΉ。
1iU5ɿ黒色（)ue10:31.7�1）シルトŇ しまり・೪性ややྑいŇ П

1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞŊ 黒色ཻঢ়物をؚΉ。

ʲ4T15ʳ
1iU1、2ɿ黒色（)ue10:31.7�1）シルトŇ しまりѱく

೪性ऑいŇ スコリΞ、᛽౳はほとんͲؚまない。
1iU3ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりや

やྑい。П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞŊ 黒
色ཻঢ়物をؚΉ。

穴 72、76ɿ土層஫記なし。

ʲ4T13ʳ
1iU1 ～ 3、5、6（)eu10:32�1）シルトŇ しまりѱく೪性ऑいŇ スコリΞ、᛽౳はほとんͲؚ

まない。
1iU4ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࠭ ࣭シルト。しまりややྑい。П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、

黒色ཻঢ়物、長石をؚΉ。
1iU7ɿ土層஫記なし。
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ୈ 53 ਤ　ST16 〜 19、22　遺構ਤ

0 （1:�0） �m

ʲ4T16ʳ
1iU1ɿ黒色（)ue10:31.7�1） ೪土࣭シルト。ᶙ

a 層と同じ。
1iU2ɿ黒色（)ue2.5:2�1）࣭࠭シルト。࠭᛽ؚ

Ή。1iU3、4 と同じものがάラΠ化。
1iU3、4ɿ黒色（)ue10:32�1）೪土࣭シルト。

࠭᛽ؚΉ。ᶙ b 層上部と同じ。

ʲ4T18ʳ
1iU1
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。

しまりྑく೪性ややڧい。П 1mm
のにͿいԫ׊色シルト 2ˋࠞೖ。柱
痕跡。

2ɿ黒׊色（)ue10:32�3） ೪土࣭シルト。
࣭࠭シルトに近い。1 層より࣭࠭ڧ
く、೪性なくなる。Լ層ににͿいԫ
。色シルトࠞೖ׊

1iU2
1ɿ1iU1 と同じだがࠞೖ物ݮり೪性ڧく

なる。1iU1 より៛ີな層。柱痕跡。
2ɿ1iU1 よりࠞೖ物ݮる（20ˋ）。

ʲ4T19ʳ
1iU1
1ɿ黒׊色（)ue10:32�3）࣭࠭シルト。しまりྑく೪性ऑい。П 5mm のにͿいԫ׊色シルト 3ˋ。

ややԫ色ຯをଳびる。柱痕跡。
2ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。1 層より೪性ڧい。にͿいԫ׊色シルトਁΈࠐΉように 20

ˋࠞೖ。
1iU2
1ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。1iU1 よりしまりѱく೪性ڧい。柱痕跡。
2ɿ1iU1 より೪性ڧくなる。੢・東壁ࡍ、にͿいԫ׊色シルトϒロοクのࠞೖଟい（30ˋ）。
1iU3
1ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。しまりී௨で࣭࠭ڧいが೪性ڧい。П 5mm のにͿいԫ׊

色シルト 7ˋࠞೖ。柱痕跡。
2ɿにͿいԫ׊色に近い。࣭࠭ڧいが೪性ڧい。にͿいԫ׊色シルトਁΈࠐΉように 3ˋࠞೖ。
1iU4
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりややྑく೪性ڧい。П 5mm の୸化物ཻ 1ˋࠞೖ。

ࣼめのஅ面のため明確ではないが、中ԝが 13Dm ෯で黒ຯがڧく柱痕跡となΖう。周ลは黒׊色
（)ue10:33�2）となりᶚ・ᶛ層がࠞೖした掘方土となる。

1iU5、6
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ややڧい。柱痕跡。
2ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。やや࣭࠭ڧく、1 層よりしまりྑい。にͿいԫ׊色シルト

ਁΈࠐΉように 15ˋࠞೖ。ఈ部に鉄分の集積あり。

ʲ4T17ʳ
1iU1 ～ 6
1ɿ黒色（)ue10:31.7�1）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ややڧい。1iU3、4 はや

やԫ色ຯがかり 1iU2 よりしまりややྑい。1iU1 はしまりྑく೪性ऑい。柱痕跡。
1ɿ̀黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。1 層より࣭࠭ڧく、にͿいԫ׊色シルト 3

ˋࠞೖ。1iU6 の 1層̀はにͿいԫ׊色シルト 5ˋࠞೖ。
2ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。シルト࣭࠭に近い。掘ࠐΈ面のにͿいԫ׊

色（)ue10:34�3）シルト～࠭ࡉ、壁ࡍを中৺に 20 ～ 30ˋࠞೖ。1iU6 はにͿい
ԫ׊色シルトのࠞೖ 30 ～ 40ˋに૿Ճ。Լ部にᒵ色の鉄分の集積あり。

ʲ4T22ʳ
1iU1、5ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。ᶚ a 層と同じ。
1iU2ɿ黒׊色（)ue10:33�2）シルト。色調明るい。
1iU3
1ɿ1iU1 と同じ。
2ɿ黒色（)ue10:32�1）࣭࠭シルト。ᶙ b 層に近い。
1iU4ɿ1iU1 と同じ。एׯ೪性ڧい。
1iU6ɿ1iU1 と同じ。掘ࠐΈઙく不明ྎ。
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ୈ̏ষ　琵琶島遺跡の調査



ୈ 54 ਤ　ST23 〜 25　遺構ਤ

0 （1:�0） �m

୓本　1ɿ6

୓本　1ɿ6

ʲ4T23ʳ
1iU1 ～ 6
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりややྑい。П 1mm 以Լのԫ色・

ന色スコリΞŊ 黒色ཻঢ়物をؚΉ。1iU3、6 はൗঢ়。

ʲ4T25ʳ
1iU1 ～ 1iU8
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）シルト。しまりྑい。П 0.5mm 以Լの長石様のൗথ物 20ˋࠞ

ೖ。П 5 ～ 1mm の黒色ཻঢ়物 5ˋࠞೖ。ᶙ b とᶚ a 層の中間層を主ମにᶛ a 層（地山）
土がϒロοクঢ়にࠞೖ。

ʲ4T24ʳ
1iU1
1ɿ黒色（)ue10:32�1）೪土࣭シルト。ᶙ b 層と同じ。
2ɿ黒׊色（)ue10:32�2 ～ 2�3）シルト。地山（ᶛ a 層）との઴Ҡ層。
1iU2
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。ᶙ b 層主ମにᶛ a 層（ԫ׊色シルト）ࠞೖ。1iU1

より明るい色調。
2ɿ̍層主ମにᶛ a 層ϒロοクঢ়にࠞೖ。しまりѱい。
3ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。ᶛ D 層ϒロοクঢ়にࠞೖ（2 層のᶛ a 層ϒロοクよ

り小さい）。2 層よりしまりྑい。
4ɿ׊色（)ue10:34�6）シルト࣭࠭。ᶛ D 層主ମに̍層（ᶙ b 層）20ˋࠞೖ。઴Ҡ層。
1iU3
1ɿ1iU1 1 層と同じ。
2ɿ1iU1 2 層と同じ。
1iU4
1ɿ1iU2 1 層と同じ。
2ɿ1iU2 2 層と同じ。
1iU5、6、8ɿ1iU2 1 層と同じ。
1iU7ɿ1iU1 1 層と同じ。
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ୈ 55 ਤ　ST26、27　遺構ਤ

0 （1:�0） �m

1iU6 掘（北より）׬

4T26 掘׬

4T27 掘（ೆ東より）׬

（1iU6・7 আく、ೆ より）

ʲ4T27ʳ
1iU1ɿ黒׊色（)ue10:33�1）シルト࣭࠭。しまりややѱい。ϘιϘιしͯいる。
1iU2ɿ黒׊色（)ue10:33�1）シルト。しまりѱく೪性ऑい。ϘιϘιしͯいる。
1iU3ɿ黒色（)ue10:32�1）シルト。しまりී௨で೪性ऑい。П 30mm の᛽

গྔࠞೖ。
1iU4ɿ黒色（)ue10:32�1）࣭࠭シルト。しまりややѱい。小᛽গྔؚΉ。

ϘιϘιしͯいる。
1iU5ɿ黒׊色（)ue10:33�1）࣭࠭シルト。しまりී௨で೪性ऑい。
1iU6ɿ黒色（)ue10:33�1）シルト࣭࠭。しまりѱい。ϘιϘιしͯいる。
1iU7ɿփԫ׊色（)ue10:34�2）シルト࣭࠭。しまりී௨で೪性ऑい。
1iU8ɿ黒׊色（)ue10:33�1）シルト࣭࠭。しまりややѱく೪性ऑい。

ʲ4T26ʳ
1iU1、10ɿ黒色（)ue10:31.7�1）シルト。しまりややѱく೪性ऑい。ඍཻ࠭গ

ྔࠞೖ。෩化᛽・ന色ཻ子গྔࠞೖ。
1iU2ɿ地山の᛽層。
1iU3ɿ᛽層。
1iU4ɿ黒׊色（)ue10:32�3）シルト。ࡉ᛽（ѥ円᛽）ଟくࠞೖ。Լ部にП

50mm 前後の҉׊色（)ue10:33�4）シルト、ࡉ᛽ 20ˋఔ౓（地山層ϒロοク）
ࠞೖ。

1iU5ɿ黒色（)ue10:31.7�1）シルト。しまりややѱく೪性ऑい。ૈཻ࠭（ന色）、
᛽গྔࠞೖ。中᛽ࡉ 10ˋఔ౓ࠞೖ。

1iU6ɿ黒色（)ue10:32�1）೪土࣭シルト。しまりී௨で೪性ややڧい。
　　П 30mm ～ 70mm ᛽ 10ˋࠞೖ。
1iU7ɿ黒色（)ue7.5:32�1）೪土࣭シルト。しまりややѱく೪性ややڧい。
　　П 20 ～ 50mm ᛽ 5ˋࠞೖ。
1iU8ɿ1iU1 と同じ。П 2 ～ 50mm の円᛽ 5ˋఔ౓ࠞೖ。
1iU9ɿ1iU1 と同じ。П 3 ～ 50mm の円᛽ 10ˋఔ౓ࠞೖ。
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ୈ̏ষ　琵琶島遺跡の調査



ୈ 56 ਤ　SD01、02　遺構ਤ

石器　1ɿ8

୓本　1ɿ6

0 （1:�0） �m

0 （1:�0） �m

ʲ4%01ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりྑくݻい。ཻঢ়物（࠭᛽）・長石様のൗথ物（П 1mm）5ˋࠞೖ。
1ɿ̀1 ～ 2 層の઴Ҡ層。
2ɿ҉׊色（)ue10:33�3）シルト࣭࠭。しまりྑいがݻくない。1 層と同様のཻঢ়物（П 0.5mm、黒色・ന色のものؚΉ） 20ˋ、ൗথ物（П 0.5mm）3ˋࠞೖ（ؚ༗物はᶛ b 層に近い）。
3ɿ黒׊色（)ue10:32�2 ～ 2�3 の中間（1 層より明るい））シルト࣭࠭。しまりྑいがݻくない。2 層と同様のཻঢ়物（ന色のものଟい）・ൗথ物ࠞೖ。ᶝ層と地山（ᶛ b 層）の઴Ҡ層。

ʲ4%02ʳ
1ɿ黒色（)ue10:32�1）࣭࠭シルト。しまりྑい。長石様のൗথ物（П 0.5mm 以Լ（1iU1・

2 にࠞೖするものより小さい））をଟくࠞೖ。
2ɿ黒׊色（)ue10:32�3）シルト࣭࠭。しまりѱい。ൗথ物（1 層と同じ）ଟくࠞೖ。
3ɿ黒色（)ue10:32�1）࣭࠭シルト。ൗথ物（1 層と同じ）ଟくࠞೖ（1・2 層よりগない）。

ཻঢ়物（ന・փന）গしࠞೖ。
4ɿ黒׊色（)ue10:33�2）࣭࠭シルト。しまりѱくೈらかい。3 層と同じൗথ物・ཻ ঢ়物ࠞೖ。

化鉄分ࢎ  （明׊色 )ue7.5:35�6）ϒロοクঢ়にࠞೖ。
5ɿ׊色（)ue10:34�4）シルト࣭࠭。地山（ᶛ a 層）との઴Ҡ層。 

1iU1
1ɿ҉׊色（)ue10:33�3）シルト࣭࠭。長石様のൗথ物（П 1mm 以Լ）ࠞೖ。ཻঢ়物（黒・

ന）ࠞೖ。
1iU2
1ɿにͿいԫ׊色（)ue10:34�3）シルト࣭࠭。しまりྑい。ൗথ物・ཻঢ়物（1iU1 と同じ）

わͣかにࠞೖ。
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ୈ 57 ਤ　SD03、05　遺構ਤ

0 （1:�0） �m

୓本　1ɿ6

4%03　検出ঢ়گ（੢より）

ʲ4%03ʳ
1ɿ黒色（)ue10:32�1）೪土࣭シルト。しまりඇৗにѱくϘロϘロと่れる。長石のようなൗথ物（П 1mm 以Լ）10ˋ、ཻ ঢ়物（黒色・П 1mm 以Լのૈ࠭）ࠞ ೖ。ᶙ b 層とほ΅同じだが、

П 1.2 ～ 10Dm のѥ֯᛽がࠞೖ（3ˋະຬ）。
1ɿ̀1 層土主ମに、҉׊色（)ue10:33�4）川࠭がൗঢ়にࠞೖ。
2ɿ黒׊色～黒色（)ue10:32�2 ～ )ue7.5:31.7�1）೪土࣭シルト。しまりྑい。長石様ൗথ物（П 1mm 以Լ）15ˋ、ཻঢ়物（黒色・П 1mm 以Լのૈ࠭）15ˋࠞೖ。
3ɿ҉׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。しまりѱい。2 層と同様のൗথ物・ཻঢ়物をࠞೖ。埋土と地山層ᶛ a、ᶛ b 層（上層はᶚ b 層ࠞೖ）の઴Ҡ層。
3ɿ̀҉׊色（)ue10:33�3）࠭。઴Ҡ層（ᶛ D 層主ମに 1・ᶙ層ࠞೖ）。

ʲ4,249ʳ
1ɿ黒色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりྑくݻい。ཻঢ়物（黒色・П 1mm 以Լの࠭᛽）5ˋ、（ന色・П 1mm 以Լの࠭᛽）3ˋࠞೖ。

ʲ4%05ʳ
1ɿ 黒 ׊ 色（)ue10:3 2�3）

೪土࣭シルト。しまり
ྑ く ೪ 性 ڧ い。 П 5 ～
20mm の ᛽ 10 ˋ、 П 2
～ 3mm のന色ཻ࠭ 5 ～
10 ˋ、 П 5 ～ 10mm の
にͿいԫ׊色シルト 10
ˋࠞೖ。
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ୈ̏ষ　琵琶島遺跡の調査



ୈ 58 ਤ　SD04、SA01・02、SQ01　遺構ਤ

土器
石器

0 （1:�0） �m

土器　1ɿ8
୓本　1ɿ6

0 （1:�0） �m

0 （1:�0） �m

ʲ4%04ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:33�2）࣭࠭シルト。
2ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。1 層

と地山（ᶛ b 層）の઴Ҡ層。
3ɿ2 層にᶚ b 層がࠞೖした層。
4ɿ黒色（)ue10:32�1）࣭࠭シルト。しまり

ѱくもΖい。長石様のൗথ物ؚΉ。

ʲ4A01ʳ
1iU2
1ɿ黒色（)ue10:32�1）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。П 2mm のന色スコリ

Ξ 5ˋࠞೖ。П 2 ～ 10mm の୸化物ཻ 1ˋࠞೖ。
2ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。にͿいԫ׊色シル

トП 20 ～ 30mm で 30ˋࠞೖ。
1iU3
1ɿ黒׊色（)ue10:33�1）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。П 1mm 以Լのᒵ・

ന色のスコリΞ 7ˋࠞೖ。柱痕跡。
2ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。փԫ׊色シルトϒ

ロοク 20 ～ 30ˋࠞೖ。掘方土。
1iU4
1ɿ黒׊色（)ue10:33�1）೪土࣭シルト。しまりྑいが೪性ややऑい。П 1 ～ 5mm

のന色のスコリΞ 7ˋ、にͿいԫ׊色シルトϒロοク 10ˋࠞೖ。

ʲ4A02ʳ
1iU1
1ɿ黒׊色（)ue10:33�1）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性ڧい。Լ部にП 1 ～ 2mm

の୸化物ཻ 1ˋ、壁ࡍにП 2 ～ 5mm のփԫ׊色（)ue10:34�2）シルトϒロοク
10ˋࠞೖ。

2ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。しまりྑく೪性 1 層よりऑくなる。փԫ׊
色シルトϒロοク 20 ～ 30ˋࠞೖ。検出面に୸化物あり。

1iU2
1ɿ1iU1－ 1 に同じ。П 1 ～ 2mm のന色・ᒵ色スコリΞ 2 ～ 3ˋࠞೖ。
2ɿ1iU1 － 2 に同じ。
1iU3
1ɿ1iU1 － 1 に同じ。П 1 ～ 2mm のന色・ᒵ色スコリΞ 2ˋ、П 2 ～ 5mm の୸化物ཻ

1ˋࠞೖ。
2ɿ1iU1 － 2 に同じ。

ʲ4201ʳ
1ɿ黒色（10:31.7�1）࠭ ࣭シルト。೪性ややڧい。

П 1 ～ 2mm のന色・ᒵ色スコリΞ 2 ～ 3ˋ
ࠞೖ。П 5 ～ 6mm の᛽ 2ˋࠞೖ。

2（4,573）ɿ黒色（10:32�1）࣭࠭シルト。し
まりී௨で೪性ややڧい。П 1 ～ 2mm の
ന色・ᒵ色スコリΞ 1ˋほͲࠞೖ。

3（地山土）ɿ黒׊色（10:32�3）࣭࠭シルト。
しまりややྑく೪性ややڧい。П 2 ～ 3mm
のന色スコリΞ 3 ～ 5ˋࠞೖ。ᶛ層との઴
Ҡ層。
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ୈ 59 ਤ　SK　遺構ਤ（1）

0 （1:40） 1m

୓本　1ɿ6

୓本　1ɿ6

ʲ4,187ʳ
1ɿ黒色（)ue10:31.7�1）シルト。しまりྑく೪性ڧい。

П 2mm のԫ׊色（)ue10:35�6）ཻ子গྔࠞೖ。小
石はࠞೖしない。

ʲ4,293ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:33�2）

೪土࣭シルト。しま
りかなりྑく೪性ڧ
い。փԫ׊シルトൗ
ঢ়に 20 ～ 30ˋࠞೖ。

ʲ4,285ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。

しまりྑく೪性ややڧい。࣭࠭やや
い。Пڧ 2 ～ 3mm 以Լのന色スコ
リΞ 10ˋࠞೖ。

ʲ4,196ʳ
1ɿ黒色（)ue10:31.7�1）೪土࣭シルト。しまりྑく

೪性ڧい。П 1 ～ 5mm のന色・ᒵ色スコリΞ 7
～ 25ˋࠞೖ、П 50mm の᛽ 1ˋࠞೖ。

2ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シルト。しまりྑく
೪性ڧい。П 1 ～ 5mm のന色・ᒵ色スコリΞ 10ˋ、
П20 ～30mmの᛽30ˋࠞೖ。地山と1層の઴Ҡ層。

ʲ4,574ʳ
1ɿ黒色（)ue10:31.7�1）シルト。しまりややྑく೪性やや

い。Пڧ 3mm のന色ཻ子、П 5 ～ 8mm の෩化᛽গྔ、
П 15 ～ 20Dm の᛽গ਺ࠞೖ。

2ɿ黒׊色（)ue10:32�2）シルトと中ཻ࠭のࠞ在層。しま
りѱく೪性ऑい。地山ݯىのࡉ～中᛽土が壁ࡍに流ೖし
たもの。

ʲ4,291ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭

シルト。しまりྑく೪性ڧい。
П 2 ～ 3mm のന色スコリΞ 3
～ 10ˋࠞೖ。

2ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭
シルト。しまりややѱく೪性
。い。ന色スコリΞないڧ

3ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭
シルト。しまりྑく೪性ڧい。
փԫ׊色シルト、ϒロοクঢ়
に 20ˋࠞೖ。

3ɿ̀黒׊色（)ue10:33�2）࣭࠭シ
ルト。3 層にൺべしまりѱく
೪性ऑい。シルト࣭ڧくなる。

ʲ4,358ʳ
1ɿ黒׊色（)ue7.5:33�1）シルト࣭࠭。

しまりྑくඇৗにݻい。黒Ӣ฼・ന色
ཻ子 30ˋࠞೖ（ന色ཻ子গない）。

2ɿ黒色（)ue7.5:32�1）೪土࣭シルト。
しまりྑくݻい。黒Ӣ฼・ന色ཻ子
20 ～ 30ˋࠞೖ。北側ఈ面近くに、П
50mm の地山᛽ 7ˋࠞೖ。
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ୈ̏ষ　琵琶島遺跡の調査



ୈ 60 ਤ　SK　遺構ਤ（2）

0 （1:40） 1m
土器　1ɿ12

୓本　1ɿ6

୓本　1ɿ6

土器　1ɿ8

ʲ4,69ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）

࣭࠭シルト。П 1mm
以Լのԫ色・ന色ス
コリΞ、黒色ཻঢ়物、
長石ࠞೖ。

ʲ4,107ʳ
1ɿ 黒 ׊ 色（)ue10:32�2）

࣭࠭シルト。しまりや
やྑい。ԫ色・ന色ス
コリΞࠞೖ。

ʲ4,347ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪

土࣭シルト。しまりྑく
೪性ややڧい。

ʲ4,314ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:33�2）೪土࣭シルト。しまりかなりྑ

く೪性ڧい。փԫ׊色シルト、ൗঢ়に 20 ～ 30ˋࠞೖ。
ににͿいԫࡍຯでྠֲ不明ྎ。ఈ面近く、壁ؾ色׊҉
。色シルト10ˋ、П2～10mmの୸化物ཻ1～2ˋࠞೖ׊

ʲ4,305ʳ
1ɿ ҉ ׊ 色（)ue10:33�3） シ

ルト࣭࠭。П 1mm 以Լの
長石様のൗথ物とཻঢ়物

（黒・ന）をࠞೖ。

ʲ4,373ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）೪土࣭シル

ト。しまりྑく೪性ڧい。П 5 ～
20mm の᛽ 10ˋ、П 2 ～ 3mm の
ന色ཻ࠭ 5 ～ 10ˋ、にͿいԫ׊色
シルト 5 ～ 10ˋࠞೖ。

ʲ4,396ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）

シルト。しまりྑく
ݻ い。 П 1mm 以 Լ
の黒色ૈ࠭（ന色ૈ
࠭もؚΉ）10ˋ、П
1mm 以Լの長石様の
ൗথ物 10ˋ、ᶚ b ～
ᶛ層土（地山）がൗ
ঢ়にࠞೖ。

ʲ4,423ʳ
1ɿ黒色（)ue10:32�1）

೪ 土 ࣭ シ ル ト。
しまりྑく೪性
ڧ い。 П 20mm
の᛽ 5ˋࠞೖ。

ʲ4,360ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）

シルト。しまりྑく
೪性ऑい。黒色ཻঢ়
物、長石をൗঢ়に 10
ˋࠞೖ。

ʲ4,176ʳ
1ɿ黒色（)ue10:32�1）

シルト。೪性・し
まりѱい。スコリ
Ξ、᛽౳はほとん
Ͳࠞೖしない。

ʲ4,180ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）

࣭࠭シルト。しまり
ややྑい。ԫ色・ന
色スコリΞࠞೖ。

ʲ4,465ʳ
1ɿ黒色（)ue10:32�1）

シルト。しまりѱ
く ೪ 性 ऑ い。 П
1mm 以Լの࠭᛽ 3
ˋ、П 10 ～ 20mm
ѥ円᛽ 5ˋࠞೖ。

ʲ4,528ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:33�1）

シルト࣭࠭。しまり
ී௨で೪性ऑい。П
30mm の᛽ 3ˋࠞೖ。

ʲ4,529ʳ
1ɿ҉׊色（)ue10:33�3）

シルト。しまりྑく
೪ 性 ऑ い。 П 20 ～
50mm の᛽ 10ˋࠞೖ。

ʲ4,560ʳ
1ɿ黒色（)ue10:32�1）シルト。

ૈཻ࠭ଟྔ、ࡉ᛽গྔࠞ
ೖ。Լ半にП 50mm の地
山ݯىのԫ׊色ૈཻ࠭ϒ
ロοク、中᛽গྔࠞೖ。

ʲ4,256ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）シルト࣭࠭。П

1mm の長石様のൗথ物・࠭᛽֤ 15ˋ
ఔ౓、ᒵ色・ന色スコリΞ 10ˋࠞೖ。

2ɿ黒׊色（)ue10:32�3）シルト࣭࠭。ൗ
থ物、ཻঢ়物、スコリΞ౳ 1 層と同様
にࠞೖ。1 層と地山（ᶚ b －ᶛ a 層）と
の઴Ҡ層。

3ɿ黒׊色（)ue10:32�2、2�1 に近い）シ
ルト࣭࠭。1、2、4 層にΈられるཻঢ়
物はほとんͲࠞೖしない。柱痕跡とࢥ
われる。

4ɿ黒׊色（)ue10:32�2）シルト࣭࠭。ൗ
থ物、ཻঢ়物は 1 層と同様にࠞೖ。ス
コリΞ（ᒵ色・ന色）5ˋࠞೖ。

ʲ4,289ʳ
1ɿ 黒 色（)ue10:32�1） ೪

土࣭シルト。やや黒ຯڧ
い。しまりややྑく೪性
い。1mmڧ 以Լのന色
スコリΞ 3ˋࠞೖ。

2ɿ 黒 色（)ue10:32�2） ೪
土࣭シルト。しまりྑく
೪性かなりڧい。փԫ׊
色シルト、ϒロοクঢ়に
ࠞೖ。掘方土。
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ୈ 61 ਤ　SK　遺構ਤ（3）

0 （1:40） 1m

ロクロガンナ出土ঢ়گ（ೆ੢より）

᛽

᛽

ʲ4,572ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）シルト。しまり

ී௨で೪性ऑい。ૈཻ࠭、ࡉ᛽গྔࠞೖ。
大᛽ଟくࠞೖ。 ʲ4,573ʳ

1ɿ黒色（)ue10:32�1）࣭࠭シルト。しまりී௨
で೪性ややڧい。П 1 ～ 2mm のന色・ᒵ色ス
コリΞ 1ˋほͲࠞೖ。

ʲ4,578ʳ
1ɿ փ ׊ 色（)ue7.5:34�2） シ

ルト。しまりྑく೪性ऑい。
П 10Dm の᛽ 20ˋࠞೖ。

ʲ4,584ʳ
1ɿ黒׊色（10:32�3）シルト。しまりややྑく೪性ऑい。

ന色ཻ࠭、П 5mm の小円᛽、୸化物গྔࠞೖ。
2ɿ黒׊色（10:32�2）シルト。しまりややྑく೪性ऑい。

ന色ཻ࠭、П 5mm の小円᛽、୸化物গྔࠞೖ。

ʲ4,581ʳ
1ɿ 黒 色（)ue10:32�1） ࠭ ࣭ シ

ルト。しまりྑく೪性ऑい。

ʲ4,191ʳ
　1ɿ黒色（)ue10:32�1）シルト（しまりѱく೪性ऑい。スコリΞ、᛽౳はほとんͲࠞೖしない）。黒׊色（)ue10:32�2）

࣭࠭シルト（П 1mm 以Լのԫ色・ന色スコリΞ、黒色ཻঢ়物、長石ࠞೖ）。50ˋͣつൗঢ়にࠞೖ（ਓҝ埋຅）。ਓ
಄大の᛽が中Ґを中৺にଟ਺ࠞೖ。

#
"
��
��
�0
m

1

"
#

#"

4

4

�����0m

1

4
� �1 4

4

4

#" �����0m

#" �����0m

1

#

4

44

4 4

4

" �����0m

1

୆ੴʁ

" #

" #
͔ ཚ͘

（݀1��）

4

4

4

4
4

4
4" #

4

%
$

" #

"
�����0m

#

1 ϩΫϩΨϯφ

$

1

%
��
��
�0
m

" #

౔ثɹɹɹɹɹ1ɿ�
ϩΫϩΨϯφɹ1ɿ�

" �����0m #

1

64

2

57

3

ロクロガンナ（1）

1

" #
4

୆ੴʁ

6
4

2

7

1

5

3

1

SK572 SK573 SK578 SK581

SK584 SK191

ôçø÷ýçô

ୈ̏ষ　琵琶島遺跡の調査



ୈ 62 ਤ　SK、SF01 〜 04　遺構ਤ

0 （1:40） 1m

土器　1ɿ8

୓本　1ɿ8

（1:�0）0 1m

4,361 遺物出土ঢ়گ（ೆ東より）

4F02 அ面（੢より） 4F04 検出ঢ়گ（東より）

ʲ4,205ʳ
1ɿ黒色（)ue10:32�1）シルト。しまりやや

ྑく೪性ややڧい。П 1mm 以Լのԫ色・
ന色スコリΞ、黒色ཻঢ়物ࠞೖ。

2ɿ黒色（)ue10:32�1）シルト。しまりやや
ྑく೪性ややڧい。П 1mm 以Լのԫ色・
ന色スコリΞ、黒色ཻঢ়物ࠞೖ。地山（ᶚ
b 層）ࠞೖ（઴Ҡ層）。

ʲ4,318ʳ
1ɿ黒色（)ue10:31.7�1）೪土࣭シルト。しまりѱく೪性ڧい。

П 5mm のᒵ色・ന色スコリΞ 5ˋ、П 5 ～ 20mm の
᛽ 2� ࠞೖ。

2ɿ黒׊色（)ue10:E2�2）೪土࣭シルト。1 層よりしまり
ྑく೪性ڧい。П 5mm の᛽ 2� ࠞೖ。地山とのࠞ߹土、
઴Ҡ層。

ʲ4,361ʳ
1ɿ黒色（)ue10:3 1.7�1）೪土࣭シルト（ᶙ a 層）を主ମに、҉׊色（)ue10:3 3�3）

࣭࠭シルトがϒロοクঢ়にࠞೖ。
2ɿ҉׊色（)ue10:33�3） ࣭࠭シルト主ମに、黒色（)ue10:3 1.7�1）೪土࣭シルト（ᶘ

a 層）、地山（ᶚ b 層）が 30ˋͣつࠞೖ。
2ɿ̀2 層にൺべᶘ a 層のׂ߹ଟい。П 10mm の円᛽・鉄滓をଟくࠞೖ。

ʲ4,241ʳ
1ɿにͿいԫ׊色（)ue10:34�2）೪土࣭シルト。しまりී௨。焼

土の༹͚ࠐΈによりม色。
2ɿ黒色（)ue10:32�1）೪土࣭シルト。しまりී௨。੢側には黒

色（)ue10:31.7�1）の೪土࣭シルトࠞೖ。シϛとなる。地山
にൺべࠞೖ物౳ϒロοクঢ়となる。

ʲ4F01ʳ
1ɿ黒色（)ue10:31.7�1）೪土࣭

シルト。ᶙ a 層に、にͿい
ԫᒵ色（)ue10:37�3）焼土
ϒロοク 30ˋࠞೖ。

ʲ4F02ʳ
1ɿ黒色（)ue10:31.7�1）೪土

࣭シルト。ᶙ a 層に、にͿ
い ԫ ᒵ 色（)ue10:37�3）
焼土ϒロοク 20ˋࠞೖ。

ʲ4F03ʳ
1ɿ黒色（)ue10:31.7�1）

೪土࣭シルト。ᶙ a
層に、にͿいԫᒵ色

（)ue10:37�3）焼
土ϒロοク 5ˋࠞೖ。

ʲ4F04ʳ
1ɿ黒色（)ue10:31.7�1）

೪土࣭シルト。ᶙ a
層に、にͿいԫᒵ
色（)ue10:37�3）
焼土ϒロοク 20ˋ
ࠞೖ。
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ୈ 63 ਤ　SX01 〜 08　遺構ਤ

0 （1:�0） �m

ʲ4X01ʳ
1ɿ׊色（)ue10:34�6）シルト࣭࠭。ཻ子ૈい。しまりѱく೪性ऑい。小石ଟくࠞೖ。ന

色スコリΞඇৗにଟい。ᶚ層を主ମに、4 層（再ଯ積したᶚ層）と 2 層がࠞೖ。
1ɿ̀1 層とᶚ層の中間層。
2ɿ黒色（)ue10:31.7�1）࣭࠭シルト。ཻ子ࡉかい。しまりྑく೪性ڧい。ԫ色スコリΞ

ଟくؚΉ。ᶙ層とほ΅同じ。
3ɿ҉׊色（)ue10:33�4）シルト࣭࠭。ཻ子ૈい。しまりѱく೪性かなりऑい。ന色スコ

リΞগྔࠞೖ。小石のࠞೖଟい。2 層と 4 層の઴Ҡ層。
4ɿԫ׊色（)ue10:35�6）シルト࣭࠭。ཻ子ࡉかい。しまりѱく೪性ややऑい。スコリΞ

はほとんͲࠞೖしない。ᶚ層土の再ଯ積。

ʲ4X02ʳ
1ɿ ׊ 色（)ue10:34�4） シ

ルト࣭࠭。ཻঢ়物（࠭᛽）
20ˋࠞೖ。

1ɿ̀3 層主ମに 1 層ࠞೖ。П
10 ～ 20mm 円・ ѥ 円 ᛽
40ˋࠞೖ。

2ɿ 黒 ׊ 色（)ue10:32�2）。
1 層主ମに 3 層ࠞೖ。

3ɿ 黒 色（)ue10:32�1） ೪
土࣭シルト。しまりѱく
もΖい。ཻঢ়物（࠭᛽）
7ˋ、スコリΞ（ԫ、ന、
ᒵ）10ˋࠞೖ。

3ɿ̀1 層 主 ମ に、 П 10 ～
20mm の 円・ ѥ 円 ᛽ 40
ˋࠞೖ。

4ɿ3 層主ମに̍層土ࠞೖ （᛽
なし）。

ʲ4X03ʳ
1ɿ埋土は、4X01 と同様。

ʲ4X04ʳ
1ɿ埋土は、4X01 と同様。

ʲ4X05ʳ
1ɿ埋土は、4X01 と同様。

ʲ4X06ʳ
1ɿ埋土は、ほかの 4X と同様、黒色೪土࣭シル

トを基調とする。᛽のࠞೖݦ著。

ʲ4X07ʳ
1ɿ埋土は、4X01 と同様。

ʲ4X08ʳ
1ɿ黒׊色（)ue10:32�2）࣭࠭シルト。しまりྑくݻい。ԫ・ന色スコリΞ（П 10 ～

20mm）ଟくࠞೖ。П 10 ～ 50mm のѥ֯᛽ଟくࠞೖ。
2ɿ黒׊色（)ue10:32�3）೪土࣭シルト。1 層よりしまりѱく೪性ऑい。1 層と同じス

コリΞ・᛽をわͣかにࠞೖ。
3ɿ ҉׊色（)ue10:33�4）࣭࠭シルト。地山（ᶚ b 層）の 2 ଯ積土を主ମに、2࣍ 層、

4 層がࠞೖ（ᶚ b 層よりए҉ׯく、೪性ڧい）。
4ɿ҉׊色（)ue10:33�3）࣭࠭シルト。2 層、5 層と同様のؚ༗物わͣかにࠞೖする。
5ɿ ҉׊色（)ue10:33�4）シルト࣭࠭。しまりྑく೪性ऑい。長石様のൗথ物（П

1mm 以Լ）ࠞೖ。
6ɿ҉׊色（)ue10:33�4）࣭࠭シルト。地山（ᶚ b 層）の 2 。ଯ積土࣍
7ɿ黒׊色（)ue10:32�3）೪土࣭シルト。2 層に近いが、6、8 層のࠞೖଟい。ϘロϘロ

と่れる。
8ɿ6 層主ମに 9 層ࠞೖ。
9ɿ࠭利（川࠭）（ᶛ D 層）。
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遺構名 位置 形状
長軸 短軸 深さ 埋土

の
堆積

面積
㎡

主軸
方位

Pitの規模
長軸×短軸×深さ

㎝

炉の規模
長軸×短軸×深さ 時期 重複関係 出土遺物 備考

第15・45
       ・46図

ⅠS01・
02・06・07

円形 ＜360＞ 3層

 Pit1：28×26×42
 Pit2：86×78×20
 Pit3：24×24×45
 Pit4：20×（14）×10
 Pit5：25×24×12
 Pit6：18×16×8
 Pit7：17×14×14
 Pit8：20×（20）×6
 Pit9：24×23×66

Pit2＝炉
86×78×20

弥生中期
後半

重複
（SK319古）

弥生土器、
土製円板、
石器、
炭化材、
炭化種子、
粘土塊

C14(H24分析№1、2）

第13・47図
ⅠN21、
ⅠS01

長方形 2層 N79°E

 Pit1：31×30×14
 Pit2：20×18×42
 Pit3：55×36×10
 Pit4：22×22×48

35×33×5
弥生中期

後半
なし

弥生土器、
石器、
炭化物、
炭化材、
炭化種子

C14(H24分析№3、4）

ୈ 6 ද　竪穴住居跡Ұཡ

ୈ 7 ද　掘立柱建物跡Ұཡ

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第30・48図
䊠㼂20・25 不明 5間（5.48）×2間（2.96） 0.8～1.6 1.4～1.7 長方形 N8°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

楕円形
隅丸方形
楕円形
不整形
隅丸方形 弥生土器
不整形
不整形
楕円形
楕円形
隅丸方形
楕円形
不整円形
不整円形
不整円形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第28・48図
䊠㼂24・25 不明

㻭䠖3間（4.2）×2間（2.2）
㻮䠖4間（5.5）×3間（3.3）

㻭䠖1.12～2.0
㻮䠖0.92～2.0

㻭䠖1.0～1.4
㻮䠖1.0～1.4

㻭䠖9.2
㻮䠖18.2

㻭䠖長方形
㻮䠖長方形

N76°㻱

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

楕円形
隅丸方形
円形
不整形

䒾 隅丸方形 䒾
不整楕円形
楕円形
不整形
楕円形
円形
不整形
不整形
楕円形
楕円形
不整楕円形

䒾 䒾 䒾 不明 䒾

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第28・48図
䊠㼂18・19・23・

不明
㻭䠖3間（5.12）×1間（2.4）
㻮䠖3間（5.12）×2間（3.9）

㻭䠖1.4～2.4
㻮䠖1.6～2.4

㻭䠖2.32～2.5
㻮䠖1.6～2.5

㻭䠖12.3
㻮䠖20.0

㻭䠖長方形
㻮䠖長方形

N82°㻱

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

楕円形
楕円形
隅丸方形
隅丸長方形
隅丸方形
隅丸方形
楕円形

備考

備考

㔜」（SK01᪂）

S㼀01䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀01䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀01䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀01䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

備考

ôçø÷Āçô

ୈ̎અ　遺　構



番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

円形
楕円形
不整形
円形
不整形 弥生土器
隅丸長方形
楕円形
隅丸長方形
隅丸長方形
楕円形
不整形
楕円形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第30・49図
䊠㼂20・25 不明 3間（5.26）×2間（4.46） 1.1～2.4 2.0～2.4 長方形 N78°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

隅丸方形
楕円形
円形
楕円形
楕円形
円形
不整形

Pit7（S㼀01Pit4） 楕円形
隅丸方形

Pit9（S㼀01Pit1） 楕円形
Pit6（S㼀01Pit3） 楕円形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第28・49図
䊠㼂14・19

弥生୰ᮇ
ᚋ༙䠛

2間（3.52）×2間（3.28） 1.36～2.3 1.0～2.6 長方形 N14°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

隅丸長方形
隅丸方形
楕円形
楕円形
楕円形
楕円形
円形
楕円形 弥生土器

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第28・49図
䊠㼂13・14・18・

不明 3間（5.08）×2間（3.76） 1.5～1.9 1.28～2.4 長方形 N84°㻱

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

楕円形
隅丸方形
円形
隅丸方形
楕円形
不整楕円形
楕円形
隅丸方形
隅丸長方形
楕円形
円形
楕円形
円形

S㼀03䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀03䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀03䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀03䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

備考

㔜」（SK33ྂ）
㔜」（SK32ྂ）

S㼀03䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀03䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

備考

S㼀03䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀04䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

備考

㔜」（SK53ྂ）

備考

ôçøø÷çô
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遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第21・50図
䊠㻾01・06

弥生୰ᮇ
ᚋ༙䠛

㻭䠖1間（2.88）×1間（1.52）
㻮䠖3間（6.72）×1間（1.52）

㻭䠖2.8～2.96
㻮䠖1.2～2.8

㻭䠖1.8
㻮䠖1.6～1.8

㻭䠖4.4
㻮䠖10.2

㻭䠖長方形
㻮䠖長方形

N20°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

不整形
隅丸方形 弥生土器
不整隅丸方形 弥生土器
楕円形
楕円形
不整形 弥生土器
隅丸長方形
楕円形
隅丸方形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第29・51図
䊠㼂15 不明 3間（3.68）×2間（2.28） 1.0～1.32 0.8～1.48 長方形 N1°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

円形 弥生土器
楕円形
円形 弥生土器
円形
隅丸方形 ๝∦
隅丸方形
楕円形
楕円形
楕円形
円形
円形
不整円形
不整形
不整円形
楕円形
円形
円形
不整形
不整円形
不整円形
隅丸方形
円形
円形
楕円形
円形
楕円形 弥生土器
円形
楕円形
不整形

楕円形

楕円形
不整円形
楕円形
不整円形
円形
楕円形
円形
円形 弥生土器
円形 弥生土器
円形

不整円形

楕円形
楕円形

備考

備考

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
㔜」（SK73᪂）

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
㔜」（SK477ྂ）

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔
S㼀08䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

ôçøøøçô
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遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第29・50図
䊠㼂15 不明 2間（1.6）×2間（1.3） 0.6～0.8 0.5～0.9 長方形 N77°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

楕円形
円形
楕円形
隅丸長方形
隅丸長方形
隅丸長方形
楕円形
不整形
円形
隅丸長方形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第28・50図
䊠㼂14 不明 1間（2.64）×1間（1.32） 2.56～2.68 1.28～1.32 長方形 N3°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

不整隅丸方形
不整隅丸長方形
楕円形
不整隅丸方形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第32・50図
䊠㼂24・Ⅲ㻮04

弥生୰ᮇ
ᚋ༙䠛

2間（2.36）×1間（2.8） 1.08～1.32 ட⏥形 N69°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

楕円形 弥生土器
円形
円形
隅丸方形
円形
円形
円形
楕円形
円形
不整隅丸長方形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第22・52図
䊠㻾06・11 不明 2間（4.6）×1間（2.28） （2.16）～2.4 2.28～2.4 長方形 N7°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

不整隅丸方形
円形
不整形 弥生土器
楕円形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第32・52図
Ⅲ㻮04・05

弥生୰ᮇ
ᚋ༙䠛

2間（3.72）×1間（2.32） 1.1～2.5 2.2～2.48 長方形 N63°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

Pit6（S㼀11Pit7） 隅丸方形 弥生土器
Pit1（S㼀11Pit4） 楕円形
Pit2（S㼀11Pit5） 楕円形
Pit3（SK142） 不整円形
Pit4（SK143） 隅丸方形
Pit5（S㼀11Pit6） 隅丸長方形
Pit7（S㼀11Pit12） 円形

楕円形

備考

S㼀09䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

備考

㔜」（S㼄05ྂ）
㔜」（S㼄05ྂ）

備考

備考

備考

S㼀13䛾䝢ッ䝖䛸䛧䛺䛔

ôçøøùçô
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遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第32・52図
Ⅲ㻮04 不明 2間（3.28）×1間（2.42） 1.48～1.96 2.4～2.42 長方形 N40°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

Pit1（SK152） 円形
Pit2（SK154） 楕円形
Pit3（SK148） 隅丸長方形
Pit4（SK147） 隅丸方形
Pit5（SK189） 䒾 䒾 䒾 円形䠛 䒾
Pit6（SK149） 楕円形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第21・52図
䊠L20・25、
䊠㻹16・21

不明 1間（1.60）×1間（4.56） 1.04௨ୖ～1.6 7.3௨ୖ 長方形 N8°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

Pit1（SK172） 楕円形
Pit2（SK170） 楕円形
Pit3（SK174） 隅丸方形 ▼器

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第12・53図
䊠㻹14・19 不明 1間（2.96）×1間（1.56） 長方形 N17°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

円形
円形
円形 弥生土器
円形 弥生土器

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第13・53図
䊠N16・21

弥生୰ᮇ
ᚋ༙䠛

2間（4.1）×1間（3.4） 2.0～2.08 長方形 N15°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

円形
円形 弥生土器
円形
円形 弥生土器
円形 弥生土器
不整隅丸方形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第13・53図
䊠N16

弥生୰ᮇ
ᚋ༙䠛

1間（2.44）௨ୖ×䒾 1.1～1.16 䒾 䒾 䒾 N3°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

円形
円形 弥生土器

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第13・53図
䊠N21・22

弥生୰ᮇ
ᚋ༙䠛

2間（2.24）×1間（2.7） 1.1～1.28 2.4～2.86 長方形 N3°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

円形

楕円形
弥生土器
Ⅳ໬ᮦ

円形
楕円形
円形
円形 Ⅳ໬物

（䠛）

備考

備考

備考

備考

備考

㻯14（㻴24ศᯒ䉰5）

備考

㻯14（㻴24ศᯒ䉰6）

ôçøøúçô
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遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第12・53図
䊠㻹13・14 不明 2間（3.64）×1間（2.0） 1.7～2.0 1.8～2.0 長方形 N5°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

円形
楕円形
楕円形 Ⅳ໬物
円形
楕円形
円形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第12・54図
䊠㻹19・24 不明 2間（4.76）×1間（1.72） 2.04～2.7 1.56～1.8 長方形 N1°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

Pit1（SK232） 円形 Ⅳ໬物
Pit2（SK214） 円形
Pit3（SK215） 不整円形
Pit4（SK245） 不整円形
Pit5（SK212） 円形
Pit6（SK213） 円形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第16・54図
䊠S16・17

弥生୰ᮇ
ᚋ༙䠛

3間（3.74）×1間（2.6） 1.0～1.4 長方形 N90°㻱

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

円形
円形 弥生土器

円形
弥生土器
๝∦

円形 弥生土器
円形 弥生土器

円形
弥生土器
๝∦

円形 弥生土器
円形

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第16・54図
䊠S17

弥生୰ᮇ
ᚋ༙䠛

3間（4.02）×1間（2.64） 1.3～1.4 2.6～2.64 長方形 N88°㻱

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

円形
弥生土器
๝∦

円形 弥生土器
円形 弥生土器

円形
弥生土器
Ⅳ໬物

円形
弥生土器
Ⅳ໬物

円形 弥生土器
円形 弥生土器
円形 弥生土器

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第26・55図
Ⅲ㻯04 不明 4間（6.64）×1間（2.28） 1.2～1.92 2.28～2.4 長方形 N1°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

楕円形 弥生土器
円形
楕円形
隅丸長方形 Ⅳ໬物、♟

隅丸長方形
弥生土器、
♟

Pit6（SK580） 楕円形 弥生土器
Pit7（SK536） 不整円形 弥生土器

不整隅丸方形 弥生土器
不整隅丸方形 弥生土器
楕円形

備考

備考

㻯14㻔㻴24ศᯒ䉰7）

備考

㻯14㻔㻴24ศᯒ䉰9）

㻯14㻔㻴24ศᯒ䉰8）

㻯14㻔㻴25ศᯒ䉰3）

備考

備考

ôçøøûçô
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ୈ 8 ද　周溝跡・溝跡Ұཡ

ୈ 9 ද　柵跡Ұཡ

ୈ 10 ද　遺物集中Ұཡ

ୈ 11 ද　ম土跡Ұཡ

ୈ 12 ද　ෆ໌遺構Ұཡ

遺構名
地区

（グリッド）
時代

柱配置
長軸（m）×短軸（m）

長軸柱間寸法ｍ 短軸柱間寸法ｍ 面積㎡
遺構
平面形

長軸方位

第36・55図
ⅢF25、ⅢG21、
ⅢL01

不明 3間（5.68）×1間（2.56） 1.26～3.08 長方形 N55°W

番号 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 平面形 底面標高m
出土遺物

Pit1（SK597） 隅丸方形
Pit2（SK599） 円形
Pit3（SK577） 不整円形
Pit4（SK596） 楕円形 弥生土器
Pit5（SK576） 楕円形
Pit6（SK595） 楕円形 弥生土器
Pit7（SK600） 隅丸方形
Pit8（SK601） 隅丸長方形

備考

掲載図
№

遺構名 位置 形状 長軸m 短軸m 幅㎝ 深さ㎝
埋土の
堆積

面積
㎡

長軸
方位

時期 重複関係 出土遺物 備考

第17・56図
ⅠS23
ⅠX03

円形 ＜5.84＞ 4層 N74°W
弥生中期

後半

重複
（SK228新、SK231
新古不明）

縄文土器、弥
生土器、石
器、鍛冶滓

第17・56図
ⅠX02・03・

馬蹄形 ＜5.12＞ ＜4.0＞ 5層 N22°E
弥生中期

後半
重複
（SK305新古不明）

弥生土器
石器

第17・57図 ⅠS17・22 馬蹄形 ＜6.96＞ ＜6.96＞ 5層 N26°E
弥生中期

後半

重複
（SK453新、
SK249・SK362・
SK455新古不明）

縄文土器、
弥生土器、
石器、炭化物

C14（H24分析№12）
珪藻・花粉（H24分析
№2、3）

第13・57図
ⅠR10・
 14・15

馬蹄形 1層 ― N6°W 不明
重複（SK426新、
SK373新古不明）

なし

竪穴住居跡の周溝の
可能性が大きい。
弥生中期後半の可能
性

* 長軸、短軸は内径値。＜ ＞は推定値　（  ）は残存値

掲載図
№

遺構名 位置
柱間寸法

北側×南側㎝
Pitの規模

長軸×短軸×深さ㎝
長軸
方位

時期 重複関係 出土遺物 備考

第19・58図 ⅠX12・17  132×132
  Pit2：32×30×6
  Pit3：28×26×34
  Pit4：20×18×8

N13°W 弥生中期後半 なし  なし

第19・58図 ⅠX07  144×152
  Pit1：40×28×28
  Pit2：28×24×14
  Pit3：32×26×20

N9°W 弥生中期後半 なし  炭化物 C14（H24分析№14）

掲載図
№

遺構名 位置 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 面積㎡ 時期 重複関係 出土遺物 備考

第35・58図  ⅢF18･23 弥生中期後半 重複（SK573・575・583・586古） 弥生土器、石器 C14（H26分析№1）

掲載図
№

遺構名 位置 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 時期 重複関係 出土遺物 備考

第19・62図 ⅠX07 平安 なし 弥生土器
第16・62図 ⅠS22 平安 なし なし

第16・62図 ⅠS22 平安 なし
平安時代土器、
炭化物

C14（H24分析№10、11）

第16・62図 ⅠS16 平安 なし なし

掲載図
№

遺構名 位置 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 時期 重複関係 出土遺物 備考

第30・63図  ⅠV20 不明

第30・63図
 ⅠV20、
ⅠW11･16

不明
重複
（SK31・SK40・SK41新）

弥生土器

第30・63図  ⅠV25 不明
第32・63図  ⅠV25 不明
第32・63図  ⅢB04 不明 重複（ST11新）
第27・63図  ⅠV12 － 不明
第31・63図  ⅠV23 不明

第12・63図  ⅠM13 不明
重複
（SK193・SK194・195・230・197新）

平安時代土器

掲載図
№

遺構名 位置
長さ 幅

㎝
深さ
㎝

埋土の
堆積

流路の
方向

時期 重複関係 出土遺物 備考

第18・58図 ⅠS20・25、ⅠX05 4層 南北 近世以降 なし
弥生土器
平安時代土器

ôçøøüçô
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ୈ 13 ද　土޵Ұཡ
図版№ 遺構 時期 グリッド 平面形状 断面形状 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 底面標高m 出土遺物 備考欄

第30図 不明 Ⅰ㼂25 不整形 皿状 重複（ST01Pit9古）
第28図 不明 Ⅰ㼂25 不整形 すり鉢状
第30図 不明 Ⅰ㼂24 不整形 皿状

第28図 不明 Ⅰ㼂13 不明 すり鉢状 42.0௨ୖ 26.0௨ୖ
本跡䛿ิ状に୪䜆土ᆙ⩌のᘏ
長ୖに䛒る䛯䜑遺構とし䛯䡝

第28図 不明 Ⅰ㼂20 楕円形 皿状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第28図 不明 Ⅰ㼂24 隅丸長方形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂24 不整隅丸長方形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂24 不整楕円形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整楕円形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂20 楕円形？ すり鉢状 23.0௨ୖ

第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整形 皿状？ 䒾 䒾 ᰕ穴状
第28図 不明 Ⅰ㼂24 不整形 タライ状 穴状
第28図 不明 Ⅰ㼂24 不整形 皿状？ 穴状
第28図 不明 Ⅰ㼂18 不整楕円形 すり鉢状 ᰕ穴状
第28図 不明 Ⅰ㼂18 楕円形 皿状
第27図 不明 Ⅰ㼂18 円形 お椀状
第27図 不明 Ⅰ㼂18 不整隅丸方形 不整形
第28図 不明 Ⅰ㼂20 楕円形 皿状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第28図 不明 Ⅰ㼂20 円形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂20 不整形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 不整形 お椀状 18.0௨ୖ

第28図 不明 Ⅰ㼂20 不明 皿状 28.0௨ୖ 18.0௨ୖ 重複（SK24新）（穴16新）
第28図 不明 Ⅰ㼂20 楕円形 皿状 重複（SK23古）（穴16新古不明）
第28図 不明 Ⅰ㼂20 不整隅丸方形 すり鉢状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第28図 不明 Ⅰ㼂20 不整楕円形 皿状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第28図 不明 Ⅰ㼂20 楕円形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂09 隅丸方形 皿状
第29図 不明 Ⅰ㼂20 円形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 楕円形 皿状
第30図 不明 Ⅰ㼂20 楕円形？ タライ状 22.0௨ୖ 重複（S㼄02古）
第30図 不明 Ⅰ㼂20 円形 皿状？ 重複（ST04Pit5新）
第30図 不明 Ⅰ㼂20 不明 タライ状？ 30.0௨ୖ 重複（ST04Pit4新）
第28図 不明 Ⅰ㼂20 楕円形 不整形
第27図 不明 Ⅰ㼂16 不明 お椀状 46.0௨ୖ 16.0௨ୖ

第27図 不明 Ⅰ㼂17 楕円形？ 皿状？ 32.0௨ୖ

第27図 不明 Ⅰ㼂17 不整楕円形 皿状
第27図 不明 Ⅰ㼂17 不整形 不整形 （62.0） 重複（SK39古）

第27図 不明 Ⅰ㼂17 不整形 不整形 65.0௨ୖ 重複（SK38新）

第30図 不明 ⅠW16 円形 タライ状 重複（S㼄02古）

第30図 不明 ⅠW16 隅丸方形？ 円筒状？ 20௨ୖ 重複（S㼄02古）

第30図 不明 Ⅰ㼂20 楕円形 皿状
第29図 不明 Ⅰ㼂20 楕円形？ 皿状 22.0௨ୖ

第29図 不明 Ⅰ㼂20 円形 円筒状
第28図 不明 Ⅰ㼂20 不整形 円筒状
第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整形 皿状？
第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整形 すり鉢状
第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整楕円形 タライ状？
第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整楕円形 タライ状？
第27図 不明 Ⅰ㼂18 楕円形 不整形
第28図 不明 Ⅰ㼂19 円形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂13 不整形 不整形 重複（ST06Pit1新）
第28図 不明 Ⅰ㼂13 不明 タライ状？ 44.0௨ୖ

第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整楕円形 不整形
第28図 不明 Ⅰ㼂19 楕円形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 隅丸方形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 不整形 タライ状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 楕円形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 不整隅丸長方形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂19 不明 お椀状？ 32.0௨ୖ

第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整楕円形 皿状
第29図 不明 ⅠW06 楕円形 すり鉢状
第29図 不明 Ⅰ㼂10 不整形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第29図 不明 Ⅰ㼂10 不整形 不明 䒾 䒾 弥生土器
重複（SK067新古不明）
弥生中期後半の可能性

第29図 不明
Ⅰ㼂10･
ⅠW06

不整形 不明 䒾 䒾 弥生土器
重複（SK066新古不明）
弥生中期後半の可能性

第28図 不明 Ⅰ㼂10 不整円形 タライ状？ （20.0）

第29・60図 不明 Ⅰ㼂10 不整形 すり鉢状
弥生土器、
縄文土器、
剝片

弥生中期後半の可能性

第28図 不明 Ⅰ㼂15 楕円形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 楕円形 皿状
第12図 不明 Ⅰ㻹08 楕円形 すり鉢状
第29図 不明 ⅠW11 不整円形 不明 重複（ST08Pit27古）
第28図 不明 Ⅰ㼂14 不整楕円形 すり鉢状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 円形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 楕円形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 楕円形？ お椀状 20.0௨ୖ

第28図 不明
Ⅰ㼂14･
Ⅰ㼂15

楕円形 すり鉢状

第28図 不明 Ⅰ㼂14 楕円形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 隅丸方形 すり鉢状
第29図 不明 Ⅰ㼂10 不整形 不整形

ôçøøýçô
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図版№ 遺構 時期 グリッド 平面形状 断面形状 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 底面標高m 出土遺物 備考欄
第28図 不明 Ⅰ㼂15 円形 すり鉢状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 円形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 不整楕円形 不整形
第28図 不明 Ⅰ㼂15 円形？ 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 円形 皿状
第29図 不明 Ⅰ㼂10 楕円形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 円形 皿状？
第28図 不明 Ⅰ㼂14 楕円形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂10 不整楕円形 不整形
第28図 不明 Ⅰ㼂13 不整隅丸方形 タライ状
第28図 不明 Ⅰ㼂13 円形？ 皿状
第27図 不明 Ⅰ㼂13 不整形 不整形
第27図 不明 Ⅰ㼂13 不整円形 皿状
第27図 不明 Ⅰ㼂12 不明 すり鉢状 62.0௨ୖ 58.0௨ୖ 重複（SK164古）

第27図 不明
Ⅰ㼂07･
Ⅰ㼂12

楕円形 タライ状

第28図 不明 Ⅰ㼂15 楕円形 すり鉢状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 不整楕円形 皿状

第28図 不明
Ⅰ㼂14･
Ⅰ㼂15

円形？ 不明 22.0௨ୖ

第28図 不明 Ⅰ㼂14 隅丸方形？ すり鉢状 28.0௨ୖ
本跡䛿䡠地山の┤ᚄ1m前後の♟
の㛫に䛒り䡠♟䛜ືい䛯時の❑䜏
の可能性䛜䛒る䡝

第28図 不明
Ⅰ㼂09･
Ⅰ㼂10

隅丸方形 すり鉢状？

第28図 不明 Ⅰ㼂15 不整形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 楕円形 すり鉢状
第27図 不明 Ⅰ㼂07 楕円形 不明
第28図 不明 Ⅰ㼂20 不整円形 皿状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 隅丸長方形 お椀状
第28・60図 不明 Ⅰ㼂19 不整形 不整形 弥生中期後半の可能性
第28図 不明 Ⅰ㼂10 円形 円筒状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 円形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 楕円形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 楕円形 すり鉢状
第28図 不明 Ⅰ㼂20 楕円形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂19 楕円形 不整形
第28図 不明 Ⅰ㼂19 不整隅丸長方形 タライ状
第28図 不明 Ⅰ㼂20 不整形 お椀状？ 16.0௨ୖ 重複（SK116古）（穴45新）
第28図 不明 Ⅰ㼂20 円形？ すり鉢状 14.0௨ୖ 重複（SK115新）
第28図 不明 Ⅰ㼂15 楕円形 すり鉢状
第28図 不明 Ⅰ㼂09 隅丸方形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 隅丸方形 皿状
第29図 不明 ⅠW06 不整円形 お椀状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 隅丸方形 すり鉢状

第28図 不明
Ⅰ㼂14･
Ⅰ㼂15

不整隅丸方形 すり鉢状

第28図 不明 Ⅰ㼂15 不整形 すり鉢状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 楕円形 不整形
第29図 不明 ⅠW06 不整楕円形？ 不整形
第29図 不明 ⅠW06 楕円形 不整形
第29図 不明 ⅠW06 不整楕円形 すり鉢状
第29図 不明 Ⅰ㼂10 円形？ 不整形
第28図 不明 Ⅰ㼂15 円形 すり鉢状
第28図 不明 Ⅰ㼂15 楕円形 皿状
第29図 不明 ⅠW06 不整隅丸長方形 不整形
第29図 不明 ⅠW06 不整隅丸長方形 皿状
第29図 不明 ⅠW06 不整隅丸方形 すり鉢状
第29図 不明 ⅠW06 不整隅丸方形 タライ状
第29図 不明 ⅠW06 不整隅丸長方形 お椀状
第29図 不明 Ⅰ㼂10 不整楕円形 すり鉢状
第29図 不明 Ⅰ㼂05 楕円形 タライ状

第28図 不明
Ⅰ㼂13･
Ⅰ㼂14

隅丸長方形 皿状 弥生中期後半の可能性

第32図 不明 Ⅲ㻮05 楕円形 円筒状？ 弥生土器
重複（SK140古）
弥生中期後半の可能性

第32図 不明 Ⅲ㻮05 不整楕円形 不明 重複（SK139新）
第32図 不明 Ⅲ㻮05 楕円形 皿状
第32図 不明 Ⅲ㻮05 不整円形 お椀状 ST13Pit3とする
第32図 不明 Ⅲ㻮05 隅丸方形 お椀状 ST13Pit4とする
第32図 不明 Ⅲ㻮05 不整楕円形 不整形
第32図 不明 Ⅲ㻮05 楕円形 皿状
第32図 不明 Ⅲ㻮04 円形 すり鉢状 重複（SK151新）
第32図 不明 Ⅲ㻮04 隅丸方形 皿状 ST14Pit4とする
第32図 不明 Ⅲ㻮04 隅丸長方形 タライ状 ST14Pit3とする
第32図 不明 Ⅲ㻮04 楕円形 円筒状 ST14Pit6とする
第31図 不明 Ⅲ㻮04 円形 お椀状
第32図 不明 Ⅲ㻮04 円形 すり鉢状？ 重複（SK146古）
第31図 不明 Ⅲ㻮04 楕円形 円筒状 ST14Pit1とする
第32図 不明 Ⅲ㻮04 不整楕円形 不整形
第32図 不明 Ⅲ㻮04 楕円形 お椀状 ST14Pit2とする
第31図 不明 Ⅲ㻮04 不整円形 すり鉢状
第31図 不明 Ⅲ㻮03 不整形 お椀状
第31図 不明 Ⅲ㻮03 楕円形 不整形
第31図 不明 Ⅲ㻮03 楕円形 タライ状
第31図 不明 Ⅲ㻮03 不整形 皿状
第31図 不明 Ⅲ㻮03 楕円形 円筒状
第31図 不明 Ⅰ㼂23 楕円形 不整形
第31図 不明 Ⅰ㼂23 楕円形 不整形

ôçøøþçô

ୈ̎અ　遺　構



図版№ 遺構 時期 グリッド 平面形状 断面形状 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 底面標高m 出土遺物 備考欄
第31図 不明 Ⅰ㼂23 円形 タライ状

第27図 不明
Ⅰ㼂07･
Ⅰ㼂08･
Ⅰ㼂12･

不整形 不整形 676.0௨ୖ
⮬↛のⴠ䛱㎸䜏の可能性䛜高い
重複（SK095新）

第28図 不明 Ⅰ㼂14 隅丸長方形 タライ状
第28図 不明 Ⅰ㼂14 楕円形 すり鉢状
第29図 不明 Ⅰ㼂10 不整隅丸方形 お椀状？ ᰕ穴状
第29図 不明 ⅠW06 円形 すり鉢状？ ᰕ穴状
第29図 不明 ⅠW06 円形 タライ状？
第21図 不明 Ⅰ㻹16 楕円形 お椀状 ST15Pit2とする
第21図 不明 Ⅰ㻹21 隅丸方形 皿状？
第21図 不明 Ⅰ㻹16 隅丸方形 皿状 ST15Pit1とする
第21図 不明 Ⅰ㻾01 楕円形 皿状

第21図 不明 ⅠL25 不整隅丸方形 皿状 ᩙ石
ST15Pit3とする
古ቡ時௦の可能性

第21図 不明 Ⅰ㻾06 隅丸長方形 不整形 ST07のᰕ穴の可能性
第21・60図 不明 Ⅰ㻾01 不整楕円形 すり鉢状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第21図 不明 Ⅰ㻾01 楕円形 不整形 ST07のᰕ穴の可能性
第21図 不明 Ⅰ㻾06 不整円形 皿状 ST07のᰕ穴の可能性
第21図 不明 Ⅰ㻾06 楕円形？ 不整形 28.0௨ୖ

第21・60図 不明 Ⅰ㻾06 不整形 不整形 弥生土器
ST07のᰕ穴の可能性
弥生中期後半の可能性

第22図 不明 Ⅰ㻾06 不整形 皿状 ᰕ穴状･ST12とする
第22図 不明 Ⅰ㻾06 円形 皿状 ᰕ穴状･ST12とする
第22図 不明 Ⅰ㻾11 楕円形 すり鉢状 ᰕ穴状･ST12とする

第22図 不明 Ⅰ㻾11 不整形 すり鉢状 弥生土器
ᰕ穴状･ST12とする
弥生中期後半の可能性

第28図 不明 Ⅰ㼂14 長楕円形 タライ状 254.0௨ୖ 重複(ST10古㻕
第28図 不明 Ⅰ㼂24 不整形 不整形 210௨ୖ

第22・59図 不明 Ⅰ㻾16 不整形 タライ状 縄文土器
明☜な土ᆙ䡝重複（SK422新）
縄文中期前半の可能性

第29図 不明 ⅠW11 円形 皿状？
第32図 不明 Ⅲ㻮04 円形？ 䒾 䒾 䒾 䒾 䒾 ST14Pit5とする
第12図 不明 Ⅰ㻹13 円形 円筒状

第22・61図 不明
Ⅰ㻾11･
Ⅰ㻾12

隅丸長方形 タライ状

弥生土器、
古ቡ時௦
土器、䝻䜽
䝻䜺䞁䝘、
☻石？、ล
器、ᡴ〇石
㙨、2ḟຍ
ᕤの䛒る剝
片、剝片

H23･24ㄪᰝ古ቡ時௦中期の可
能性

第12図 不明 Ⅰ㻹13 円形 お椀状
第12図 不明 Ⅰ㻹13 円形 お椀状 重複（S㼄08古）
第12図 不明 Ⅰ㻹13 不整円形 皿状 重複（S㼄08古）
第12図 不明 Ⅰ㻹13 隅丸方形？ すり鉢状？ 32.0௨ୖ 重複（SK230、S㼄08古）

第29・59図 不明
ⅠW06･
ⅠW11･
ⅠW12

不整形 不整形 縄文土器 縄文後期前半の可能性

第12図 不明 Ⅰ㻹13 楕円形 お椀状 重複（S㼄08古）
第12図 不明 Ⅰ㻹14 円形 円筒状
第12図 不明 Ⅰ㻹13 楕円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第12図 不明 Ⅰ㻹14 不整楕円形 すり鉢状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第12図 不明 Ⅰ㻹14 楕円形 皿状
第12図 不明 Ⅰ㻹13 不整楕円形 すり鉢状
第12図 不明 Ⅰ㻹18 不整楕円形 円筒状？
第12図 不明 Ⅰ㻹23 不整楕円形 すり鉢状

第12・62図 不明 Ⅰ㻹24 楕円形 皿状
平Ᏻ時௦土
器、炭化物

C14(H24分析№15）
平Ᏻ時௦の可能性

第12図 不明 Ⅰ㻹19 楕円形 不整形
第12図 不明 Ⅰ㻹19 不整円形 お椀状
第12図 不明 Ⅰ㻹14 不整円形 タライ状
第12図 不明 Ⅰ㻹18 楕円形 お椀状
第12図 不明 Ⅰ㻹14 円形 お椀状
第12図 不明 Ⅰ㻹13 楕円形 すり鉢状
第12図 不明 Ⅰ㻹24 円形 お椀状 ST23Pit5とする
第12図 不明 Ⅰ㻹24 円形 お椀状 ST23Pit6とする
第12図 不明 Ⅰ㻹19 円形 お椀状 ST23Pit2とする
第12図 不明 Ⅰ㻹24 不整円形 円筒状 ST23Pit3とする
第12図 不明 Ⅰ㻹19 不整隅丸方形 お椀状
第13図 不明 Ⅰ㻺16 円形 お椀状
第13図 不明 Ⅰ㻺16 不整円形 皿状
第13図 不明 Ⅰ㻺16 円形 お椀状
第13図 不明 Ⅰ㻺16 不整楕円形 すり鉢状
第13図 不明 Ⅰ㻺16 円形 皿状
第13図 不明 Ⅰ㻺16 不整円形 すり鉢状
第13図 不明 Ⅰ㻺16 不整円形 円筒状
第13図 不明 Ⅰ㻺16 楕円形 皿状
第13図 不明 Ⅰ㻺22 楕円形 皿状
第13図 不明 Ⅰ㻺22 円形？ お椀状
第13図 不明 Ⅰ㻺22 隅丸方形 皿状
第17図 不明 Ⅰ㼄03 楕円形 皿状 重複（S㻰01古）
第13図 不明 Ⅰ㻺16 楕円形 すり鉢状
第12図 不明 Ⅰ㻹13 楕円形？ 不整形 30.0௨ୖ 重複（SK195古）
第17図 不明 Ⅰ㼄03 円形 円筒状 重複（S㻰01新古不明）
第12図 不明 Ⅰ㻹19 円形 タライ状 炭化物 ST23Pit1とする䚹弥生中期後半
第13図 不明 Ⅰ㻺16 不整円形 円筒状
第13図 不明 Ⅰ㻺16 不整楕円形 円筒状 土器
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図版№ 遺構 時期 グリッド 平面形状 断面形状 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 底面標高m 出土遺物 備考欄
第13図 不明 Ⅰ㻺16 楕円形 円筒状 縄文土器 縄文前期前半の可能性
第13図 不明 Ⅰ㻺16 不整円形 円筒状

第16・17図 不明 Ⅰ㼄02 円形 皿状
弥生土器、
炭化物、
㕲⁦

C14(H24分析№16）
平Ᏻ時௦௨㝆の可能性

第16・17図 不明 ⅠS22 不整円形 不整形 弥生土器 平Ᏻ時௦௨㝆の可能性

第16・17図 不明 Ⅰ㼄02 円形 お椀状
縄文土器、
平Ᏻ土器

平Ᏻ時௦の可能性

第16・17図 不明 Ⅰ㼄02 円形 お椀状
縄文土器、
弥生土器

平Ᏻ時௦௨㝆の可能性

第16・17
・62図

不明 Ⅰ㼄02 不整隅丸長方形 皿状 （190.0）
縄文土器、
弥生土器

平Ᏻ時௦の可能性

第19図 不明 Ⅰ㼄07 楕円形 お椀状 平Ᏻ時௦௨㝆の可能性
第19図 不明 Ⅰ㼄07 楕円形 タライ状 平Ᏻ時௦௨㝆の可能性
第19図 不明 Ⅰ㼄07 楕円形 お椀状 平Ᏻ時௦௨㝆の可能性
第12図 不明 Ⅰ㻹24 不整円形 お椀状 ST23Pit4とする
第12図 不明 Ⅰ㻹24 円形 お椀状
第12図 不明 Ⅰ㻹14 不整楕円形 お椀状
第12図 不明 Ⅰ㻹14 円形 お椀状

第16・17図 不明 ⅠS22 楕円形 お椀状 剝片
重複（S㻰03新古不明）
弥生中期後半の可能性
⌛⸴・ⰼ⢊（H24分析№1）

第13図 不明 Ⅰ㻺21 不整形 すり鉢状
第19図 不明 Ⅰ㼄06 不整円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第20図 不明 Ⅰ㼄16 円形 お椀状
第20図 不明 Ⅰ㼄16 不整隅丸方形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第20図 不明 Ⅰ㼄16 円形 円筒状
第20図 不明 Ⅰ㼄16 円形 お椀状

第20図 不明 Ⅰ㼄16 不整隅丸長方形 円筒状
縄文土器、
弥生土器

弥生中期後半の可能性

第19図 不明 Ⅰ㼄16 楕円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第19図 不明 Ⅰ㼄16 円形 円筒状
第19図 不明 Ⅰ㼄16 楕円形 すり鉢状
第19図 不明 Ⅰ㼄11 円形 すり鉢状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第19図 不明 Ⅰ㼄11 円形 お椀状

第19図 不明
Ⅰ㼄06･
Ⅰ㼄11

楕円形 円筒状

第19図 不明 Ⅰ㼄06 不整楕円形 お椀状
第19図 不明 Ⅰ㼄06 円形 お椀状
第19図 不明 Ⅰ㼄06 円形 不整形
第19図 不明 Ⅰ㼄06 円形 円筒状
第19図 不明 Ⅰ㼄06 楕円形 円筒状
第19図 不明 Ⅰ㼄06 円形 お椀状
第19図 不明 Ⅰ㼄06 円形 お椀状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第19図 不明 Ⅰ㼄06 不整円形 すり鉢状
第19図 不明 Ⅰ㼄06 円形 不整形
第19図 不明 Ⅰ㼄17 円形 お椀状

第19図 不明
Ⅰ㼄16･
Ⅰ㼄17

楕円形 タライ状

第19図 不明 Ⅰ㼄11 円形 円筒状
第19図 不明 Ⅰ㼄11 不整円形 お椀状
第19図 不明 Ⅰ㼄11 楕円形 タライ状
第19図 不明 Ⅰ㼄11 円形 すり鉢状
第19図 不明 Ⅰ㼄11 円形 お椀状

第19図 不明
Ⅰ㼄06･
Ⅰ㼄11

円形 円筒状

第19図 不明 Ⅰ㼄06 楕円形 すり鉢状
第19図 不明 Ⅰ㼄11 円形 お椀状
第12図 不明 Ⅰ㼄17 不整隅丸長方形 お椀状
第19図 不明 Ⅰ㼄17 楕円形 お椀状
第19図 不明 Ⅰ㼄17 楕円形 すり鉢状
第19・59図 不明 Ⅰ㼄17 円形 深さの䛒るタライ状 縄文土器 縄文前期前半の可能性
第19図 不明 Ⅰ㼄12 円形 円筒状
第19図 不明 Ⅰ㼄12 円形 不整形
第19図 不明 Ⅰ㼄12 不整円形 円筒状

第19・60図 不明 Ⅰ㼄07 不整楕円形 円筒状
弥生土器、
ᩙ石、♟◚
片

弥生中期後半の可能性

第19図 不明 Ⅰ㼄07 楕円形 お椀状

第19・59図 不明 Ⅰ㼄12 楕円形 深さの䛒るタライ状 ㏫ⱱᮌ
䠖329.02

炭化物
C14(H24分析№17）
ⴠし穴䚹縄文前期前半の可能性

第16図 不明 Ⅰ㼄06 楕円 円筒状
第19・59図 不明 Ⅰ㼄12 不整円形 皿状 縄文土器 縄文᪩期前半の可能性
第16図 不明 Ⅰ㼄01 円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第19図 不明 Ⅰ㼄07 円形 すり鉢状
第16図 不明 Ⅰ㼄01 円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第19図 不明 Ⅰ㼄08 円形 お椀状
第19図 不明 Ⅰ㼄08 円形 皿状
第20図 不明 Ⅰ㼄17 円形 円筒状
第19図 不明 Ⅰ㼄17 円形 タライ状
第16図 不明 Ⅰ㼄01 楕円形 不整形
第16図 不明 ⅠS16 不整楕円形 不整形 平Ᏻ時௦௨㝆の可能性
第16図 不明 ⅠS16 円形 円筒状 平Ᏻ時௦௨㝆の可能性
第15・16図 不明 ⅠS16 不整円形 円筒状 平Ᏻ時௦௨㝆の可能性

第17・60図 不明
Ⅰ㼄02･
Ⅰ㼄03

円形 皿状
重複（S㻰02新古不明）
弥生中期後半の可能性

第17図 不明 Ⅰ㼄03 楕円形？ 皿状？ 30.0௨ୖ

第16・17図 不明 Ⅰ㼄02 円形 円筒状
第17図 不明 ⅠS18 楕円形 円筒状
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図版№ 遺構 時期 グリッド 平面形状 断面形状 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 底面標高m 出土遺物 備考欄
第17図 不明 ⅠS18 楕円形 すり鉢状
第17図 不明 ⅠS23 不整円形 不整形
第17図 不明 ⅠS18 円形 不整形 炭化物
第17図 不明 ⅠS18 円形 タライ状
第18図 不明 ⅠS24 不整円形 円筒状

第17・60図 不明
Ⅰ㼄02･
Ⅰ㼄07

不整形 皿状 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第14図 不明 Ⅰ㻾04 円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第14図 不明 Ⅰ㻾04 楕円形 お椀状 平Ᏻ時௦௨㝆の可能性
第14図 不明 Ⅰ㻾04 不整形 不整形 弥生土器 平Ᏻ時௦௨㝆の可能性

第14・62図 不明 Ⅰ㻾04 楕円形 タライ状

縄文土器、
弥生土器、
平Ᏻ時௦
土器

平Ᏻ時௦の可能性

第15図 不明 ⅠS02 円形 すり鉢状 弥生土器
重複（S㻮01新）
弥生中期後半の可能性

第15図 不明 ⅠS02 楕円形 円筒状
第13図 不明 ⅠS02 不整形 すり鉢状 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第13図 不明
Ⅰ㻺22･
ⅠS02

不整楕円形 皿状

第13図 不明 Ⅰ㻺22 楕円形 すり鉢状
第13図 不明 Ⅰ㻺22 円形 不整形

第13図 不明 Ⅰ㻺22 楕円形 不整形
縄文土器、
弥生土器

弥生中期後半の可能性

第13図 不明
Ⅰ㻺21･
Ⅰ㻺22

不整円形 円筒状

第13図 不明 Ⅰ㻺21 不整円形 円筒状
第13図 不明 Ⅰ㻺21 円形 円筒状
第13図 不明 Ⅰ㻺21 不整円形 不整形
第13図 不明 Ⅰ㻺21 円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第13図 不明 Ⅰ㻺21 隅丸方形 タライ状
第13図 不明 Ⅰ㻺21 円形 円筒状
第13図 不明 Ⅰ㻺21 円形 円筒状
第13図 不明 Ⅰ㻺21 円形 タライ状 弥生中期後半の可能性
第13図 不明 Ⅰ㻺21 円形 お椀状 弥生中期後半の可能性
第13図 不明 Ⅰ㻺21 不整円形 すり鉢状
第13図 不明 ⅠS01 円形 円筒状
第13図 不明 ⅠS01 円形 円筒状

第13図 不明
Ⅰ㻺21･
Ⅰ㻺22

楕円形 タライ状

第13図 不明
ⅠS01･Ⅰ

円形 円筒状

第13図 不明
ⅠS01･Ⅰ

楕円形 すり鉢状 重複（SK446新ᪧ不明）

第13図 不明 ⅠS01 円形 お椀状
第13図 不明 ⅠS01 円形 円筒状
第13図 不明 ⅠS01 円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第13図 不明 ⅠS01 円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第13図 不明
ⅠS01･Ⅰ

円形 円筒状

第13・60図 不明 ⅠS02 楕円形 タライ状 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第13図 不明 ⅠS02 不整形 円筒状 弥生土器
重複（SK349新古不明）
弥生中期後半の可能性

第13図 不明 ⅠS02 不整形 円筒状 （35） 重複（SK348新古不明）
第15図 不明 ⅠS11 円形 円筒状
第15図 不明 ⅠS11 楕円形 タライ状 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第15図 不明 ⅠS16 円形 不整形
平Ᏻ時௦
土器

平Ᏻ時௦の可能性

第15・16図 不明 ⅠS16 楕円形 タライ状
第16図 不明 ⅠS16 不整円形 タライ状
第13図 不明 ⅠS02 円形 すり鉢状

第13図 不明 ⅠS02 楕円形 タライ状
弥生土器、
炭化材

弥生中期後半の可能性

第13図 不明 ⅠS01 楕円形 タライ状
第15・59図 不明 ⅠS06 楕円形 深さの䛒るタライ状 ⴠし穴䚹縄文時௦の可能性

第15・16図 不明 ⅠS16 円形 円筒状
弥生土器、
平Ᏻ時௦
土器

平Ᏻ時௦の可能性

第16・60図 不明 ⅠS21 円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第16・62図 平Ᏻ ⅠS16 不整楕円形 タライ状
弥生土器、
♟◚片、㕲
⁦、炭化物

C14(H24分析№18）

第16・17図 不明 ⅠS22 円形 タライ状 重複（S㻰03新古不明）
第29図 不明 ⅠW11 円形 皿状
第29図 不明 ⅠW11 不整楕円形 すり鉢状
第15図 不明 ⅠS06 隅丸方形 皿状
第15図 不明 ⅠS06 楕円形 皿状
第15図 不明 Ⅰ㻾10 不整円形 円筒状
第14図 不明 Ⅰ㻾15 円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第14図 不明 Ⅰ㻾14 不整隅丸方形 タライ状
第14図 不明 Ⅰ㻾14 楕円形 すり鉢状
第14図 不明 Ⅰ㻾14 不整楕円形 円筒状
第14図 不明 Ⅰ㻾14 不整円形 円筒状

第14・60図 不明 Ⅰ㻾15 不整円形 円筒状 弥生土器
重複（S㻰05新古不明）
弥生中期後半の可能性

第14図 不明 Ⅰ㻾15 楕円形 お椀状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第14図 不明 Ⅰ㻾10 楕円形 お椀状
第14図 不明 Ⅰ㻾10 楕円形 深さの䛒るタライ状

ôçøù÷çô
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図版№ 遺構 時期 グリッド 平面形状 断面形状 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 底面標高m 出土遺物 備考欄

第14図 不明
Ⅰ㻾09･
Ⅰ㻾14

不整形 不整形

第14図 不明
Ⅰ㻾09･
Ⅰ㻾14

円形 不整形

第14図 不明 Ⅰ㻾09 円形 不整形
第14図 不明 Ⅰ㻾10 楕円形 円筒状
第14図 不明 Ⅰ㻾09 楕円形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第14図 不明 Ⅰ㻾09 楕円形 すり鉢状
第14図 不明 Ⅰ㻾09 円形 円筒状
第14図 不明 Ⅰ㻾09 楕円形 お椀状
第14図 不明 Ⅰ㻾09 円形 タライ状

第14図 不明 Ⅰ㻾09 楕円形 皿状
平Ᏻ時௦
土器

平Ᏻ時௦の可能性

第14図 不明 Ⅰ㻾10 楕円形 円筒状
第14図 不明 Ⅰ㻾10 楕円形 タライ状
第14図 不明 Ⅰ㻾04 隅丸方形 円筒状
第14図 不明 Ⅰ㻾04 楕円形 円筒状
第14図 不明 Ⅰ㻾04 円形 お椀状
第14図 不明 Ⅰ㻾04 楕円形 お椀状
第14図 不明 Ⅰ㻾05 楕円形 すり鉢状
第14図 不明 Ⅰ㻾05 楕円形 タライ状
第14図 不明 Ⅰ㻾05 楕円形 タライ状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第14・60図 不明 Ⅰ㻾05 不整楕円形 タライ状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第14図 不明 Ⅰ㻹25 不整形 皿状 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第14図 不明
Ⅰ㻹25･
Ⅰ㻾05

不整楕円形 タライ状

第14図 不明 Ⅰ㻾04 楕円形 皿状
第14図 不明 Ⅰ㻾04 円形 タライ状
第14図 不明 Ⅰ㻾04 不整円形 不整形
第14図 不明 Ⅰ㻹24 円形 タライ状
第14図 不明 Ⅰ㻹25 不整楕円形 皿状
第14図 不明 Ⅰ㻹25 楕円形 タライ状
第15・16図 不明 ⅠS16 楕円形 タライ状
第15図 不明 ⅠS12 円形 すり鉢状
第15図 不明 ⅠS12 円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第15図 不明 ⅠS12 円形 円筒状
第15図 不明 ⅠS12 円形 円筒状
第15図 不明 ⅠS12 円形 タライ状
第15図 不明 ⅠS12 円形 すり鉢状
第15図 不明 ⅠS12 楕円形 すり鉢状
第15図 不明 ⅠS12 楕円形 不整形
第14図 不明 Ⅰ㻾14 円形 タライ状
第30図 不明 ⅠW16 不整形 お椀状
第15図 不明 ⅠS12 不整円形 円筒状
第15図 不明 ⅠS12 隅丸方形 タライ状
第30図 不明 ⅠW16 不整隅丸方形 お椀状

第22図 不明
Ⅰ㻾12･
Ⅰ㻾17

不整楕円形 お椀状
弥生土器、
炭化物

C14(H24分析№19）
弥生中期後半の可能性

第22図 不明 Ⅰ㻾17 不整円形 不整形
第22図 不明 Ⅰ㻾17 円形 円筒状 䡑.F㼘、剝片 弥生中期後半の可能性
第22図 不明 Ⅰ㻾16 不整円形 お椀状 重複（SK187古）

第22・60図 不明 Ⅰ㻾17 楕円形 タライ状
弥生土器、
P㻱Q、
䡎䡁.F㼘、剝片

弥生中期後半の可能性

第22図 不明 Ⅰ㻾17 不整楕円形 円筒状
第15図 不明 ⅠS12 楕円形 不整形

第14図 不明
Ⅰ㻾09･
Ⅰ㻾10･
Ⅰ㻾15

円形 円筒状 弥生土器
重複（S㻰05古）
弥生中期後半の可能性

第16図 不明 ⅠS17 円形 お椀状
第15・16図 不明 ⅠS17 円形 円筒状
第16図 不明 ⅠS17 円形 お椀状
第15・16図 不明 ⅠS17 円形 お椀状
第15・16図 不明 ⅠS17 円形 お椀状
第15・16図 不明 ⅠS17 楕円形 皿状
第15・16図 不明 ⅠS17 円形 不整形
第15・16図 不明 ⅠS17 円形 円筒状
第15・16図 不明 ⅠS17 円形 円筒状
第15・16図 不明 ⅠS17 円形 円筒状
第15図 不明 ⅠS17 楕円形 お椀状
第15図 不明 ⅠS12 楕円形 円筒状

第15図 不明
ⅠS12･Ⅰ

楕円形 円筒状

第15図 不明 ⅠS12 円形 お椀状

第15図 不明 ⅠS12 円形 お椀状
縄文土器、
弥生土器

弥生中期後半の可能性

第15図 不明 ⅠS12 円形 円筒状
第15図 不明 ⅠS12 円形 円筒状
第15図 不明 ⅠS11 円形 お椀状
第15図 不明 ⅠS12 楕円形 タライ状
第13図 不明 ⅠS01 不整円形 お椀状 重複（SK341新古不明）
第13図 不明 Ⅰ㻺22 円形 お椀状
第13図 不明 ⅠS01 不整楕円形 タライ状
第13図 不明 ⅠS01 楕円形 タライ状
第13図 不明 ⅠS01 楕円形 すり鉢状
第13図 不明 ⅠS12 円形 円筒状
第13図 不明 ⅠS11 不整円形 お椀状
第16・17図 不明 ⅠS17 円形 お椀状 重複（S㻰03古、SK514新古不明）

ôçøùøçô
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図版№ 遺構 時期 グリッド 平面形状 断面形状 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 底面標高m 出土遺物 備考欄

第29図 不明
ⅠW06･
ⅠW11

楕円形 お椀状

第17図 不明 ⅠS22 円形 お椀状 重複（S㻰03新古不明）
第21図 不明 Ⅰ㻾02 円形 お椀状
第21図 不明 Ⅰ㻾02 不整形 不整形
第21図 不明 Ⅰ㻾01 不整形 不整形
第22図 不明 Ⅰ㻾07 不整形 お椀状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第22図 不明 Ⅰ㻾07 不整形 すり鉢状
第22図 不明 Ⅰ㻾12 楕円形 お椀状
第22図 不明 Ⅰ㻾12 楕円形 タライ状

第29図 不明
ⅠW06･
ⅠW11

楕円形 すり鉢状

第22図 不明 Ⅰ㻾12 不整円形 すり鉢状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第22・60図 不明 Ⅰ㻾12 楕円形 すり鉢状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第22図 不明 Ⅰ㻾12 楕円形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第22図 不明
Ⅰ㻾17･
Ⅰ㻾22

楕円形 お椀状
弥生土器、
炭化物

C14(H24分析№20）
弥生中期後半の可能性

第22図 不明 Ⅰ㻾12 円形 お椀状
第20図 不明 Ⅰ㼄22 隅丸長方形 不整形
第20図 不明 Ⅰ㼄22 円形 すり鉢状
第20図 不明 Ⅰ㼄22 円形 お椀状

第19図 不明
Ⅰ㼄12･
Ⅰ㼄13

円形 皿状 S㻭01Pit1䊻SK472

第20図 不明 Ⅰ㼄17 円形 すり鉢状
第20図 不明 Ⅰ㼄17 円形 すり鉢状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第20図 不明 Ⅰ㼄17 不整隅丸方形 お椀状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第20図 不明 Ⅰ㼄17 不整円形 お椀状
第29図 不明 ⅠW11 不整形 不整形 重複（ST08Pit40新）
第29図 不明 ⅠW07 不整円形 不整形
第23図 不明 ⅠW02 不明 不整形 （40.0） 30.0௨ୖ 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第23図 不明 ⅠW02 不整隅丸長方形 不整形
第23図 不明 ⅠW07 円形 お椀状
第23図 不明 ⅠW02 不整隅丸長方形 お椀状
第23図 不明 ⅠW07 不整円形 不整形
第23図 不明 ⅠW02 不整楕円形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第29図 不明 ⅠW02 不整隅丸長方形 不整形
第22図 不明 Ⅰ㻾22 不整楕円形 円筒状
第22図 不明 Ⅰ㻾22 不整楕円形 不整形
第22図 不明 Ⅰ㻾22 楕円形 すり鉢状
第23図 不明 ⅠW03 不整形 お椀状
第25図 不明 ⅢC06 不整楕円形 皿状
第25図 不明 ⅢC06 不整楕円形 不整形
第25図 不明 ⅢC06 楕円形 円筒状
第25図 不明 ⅢC07 不整形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第25図 不明 ⅢC07 不整隅丸長方形 不整形

第25図 不明 ⅢC07 隅丸長方形 不整形
弥生土器、
炭化物

弥生中期後半の可能性

第25図 不明 ⅢC07 不整楕円形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第25図 不明 ⅢC07 不整円形 円筒状 剝片
第25図 不明 ⅢC07 隅丸長方形 円筒状
第25図 不明 ⅢC07 不整隅丸長方形 不整形
第25図 不明 ⅢC07 不整円形 円筒状

第23図 不明
ⅠW03･
ⅠW08

不整隅丸長方形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第23図 不明 ⅠW02 隅丸方形 円筒状

第23図 不明
ⅠW02･
ⅠW03

楕円形 タライ状 剝片

第23図 不明 ⅠW07 不整隅丸方形 不整形
第23図 不明 ⅠW08 不整隅丸方形 お椀状
第23図 不明 ⅠW08 不整隅丸方形 皿状
第23図 不明 ⅠW08 楕円形 タライ状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第23図 不明 ⅠW03 不整形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性

第23図 不明
ⅠW08･
ⅠW13

不整楕円形 すり鉢状

第23図 不明
ⅠW13･
ⅠW14

不整円形 皿状

第23図 不明 ⅠW13 楕円形 円筒状
第13図 不明 Ⅰ㻺21 円形 円筒状
第13図 不明 Ⅰ㻺21 不整形 円筒状

第16・17図 不明 ⅠS17 円形 すり鉢状 炭化物
重複(SK453新古不明㻕䚹平Ᏻ時௦の
可能性䚹C14(H24分析№13㻕

第25図 不明 ⅢC06 楕円形 不整形
第25図 不明 ⅢC07 楕円形 すり鉢状
第25図 不明 ⅢC07 不整形 皿状
第25図 不明 ⅢC07 不整形 すり鉢状
第25図 不明 ⅢC02 不整形 お椀状
第25図 不明 ⅢC03 不整円形 すり鉢状
第25図 不明 ⅢC02 不整形 すり鉢状
第25図 不明 ⅢC02 楕円形 タライ状
第25図 不明 ⅢC02･ 不整形 すり鉢状
第25図 不明 ⅢC07 不整円形 すり鉢状
第25図 不明 ⅢC07 不整形 円筒状
第26図 不明 ⅢC03 円形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第26図 不明 ⅢC03 不整隅丸長方形 タライ状

第25・60図 不明 ⅢC03 不整楕円形 円筒状
重複（SK529新古不明）
弥生中期後半の可能性

第25・60図 不明 ⅢC03 不整円形 タライ状 弥生土器
重複（SK528新古不明）
弥生中期後半の可能性

第25図 不明 ⅢC03 円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性

ôçøùùçô
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図版№ 遺構 時期 グリッド 平面形状 断面形状 長軸㎝ 短軸㎝ 深さ㎝ 底面標高m 出土遺物 備考欄
第25図 不明 ⅢC03 不整形 不整形
第26図 不明 ⅢC03 円形 すり鉢状
第26図 不明 ⅢC03 不整円形 タライ状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第25図 不明 ⅢC03 不整円形 お椀状 重複（SK535新古不明）
第25図 不明 ⅢC03 不整円形 円筒状 重複（SK534新古不明）

欠番
第25図 不明 ⅢC02 楕円形 円筒状
第25図 不明 ⅢC02 不整円形 円筒状
第25図 不明 ⅢC02 不整円形 すり鉢状
第25図 不明 ⅢC02･ 楕円形 お椀状
第25図 不明 ⅢC03 楕円形 お椀状
第26図 不明 ⅢC03 楕円形 すり鉢状
第26図 不明 ⅢC03 不整楕円形 すり鉢状
第25図 不明 ⅠW21･ 不整隅丸方形 皿状
第25図 不明 ⅠW21･ 楕円形 お椀状
第25図 不明 ⅠW22 楕円形 すり鉢状
第25図 不明 ⅠW22 不整形 皿状
第25図 不明 ⅠW22 円形 すり鉢状
第25図 不明 ⅠW23 円形 お椀状
第25図 不明 ⅠW22 不整形 すり鉢状
第25図 不明 ⅠW23 不整隅丸長方形 不整形
第26図 不明 ⅠW24 楕円形 タライ状

第26図 不明 ⅠW24 不整形 不整形
弥生土器、
剝片

弥生中期後半の可能性

第26図 不明 ⅠW24 不整円形 不整形
第26図 不明 ⅠW24 楕円形 すり鉢状 土器 弥生中期後半の可能性

第24図 不明 ⅠW18 不整形 皿状
基本土層に対応しない
かく乱の可能性

第26図 不明 ⅠW24 不整形 不整形 石の抜け跡の可能性
第26図 不明 ⅠW24 不整形 お椀状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第26図 不明 ⅠW24 楕円形 すり鉢状
第25・60図 不明 ⅠW23 不整形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第24図 不明 ⅠW18 円形 お椀状 地山のｼﾐの可能性
第24図 不明 ⅠW18 不整円形 不整形 地山のｼﾐの可能性
第24図 不明 ⅠW18 不整形 皿状 地山のｼﾐの可能性
第24図 不明 ⅠW19･ 楕円形 皿状 石の抜痕の可能性
第24図 不明 ⅠW18 楕円形 すり鉢状
第24図 不明 ⅠW18 楕円形 タライ状
第24図 不明 ⅠW18 不整楕円形 お椀状
第24図 不明 ⅠW18 楕円形 お椀状
第24図 不明 ⅠW18 不整円形 すり鉢状 重複（SK570新古不明）
第24図 不明 ⅠW18 楕円形 すり鉢状 重複（SK569新古不明）
第24図 不明 ⅠW19 円形 すり鉢状
第24・61図 不明 ⅠW17･ 楕円形 不整形 弥生中期後半の可能性

第35・61図 不明 ⅢF18 不整形 皿状
縄文土器、
台石？

重複（SQ01新）
弥生中期後半の可能性

第25・59図 不明 ⅢC01･ 不整形 不整形 縄文土器 縄文前期後半の可能性
第35図 不明 ⅢF18 楕円形 不整形 重複（SQ01新）

第36図 不明 ⅢL01 楕円形 タライ状
ST27Pit5とする
弥生中期後半の可能性

第36図 不明
ⅢF25･
ⅢG21

不整円形 不整形 （22.0）
ST27Pit3とする
弥生中期後半の可能性

第3661図 不明 ⅢL01 不整形 不整形 弥生中期後半の可能性
第36図 不明 ⅢL02 楕円形 すり鉢状

欠番
第35・61図 不明 ⅢF18 不整形 タライ状 弥生中期後半の可能性
第35図 不明 ⅢF18 隅丸長方形 すり鉢状
第35図 不明 ⅢF18 円形 タライ状 重複（SQ01新）

第35・61図 不明 ⅢF18 不整形 不整形
重複（穴188新）
弥生中期後半の可能性

第35図 不明 ⅢF17 不整形 円筒状
第35図 不明 ⅢF18 楕円形 お椀状 重複（SQ01新）
第35図 不明 ⅢF17 楕円形 お椀状
第35図 不明 ⅢF17 楕円形 すり鉢状
第33図 不明 ⅡJ14 不整形 タライ状
第33図 不明 ⅡJ14 不整形 不整形

第34図 不明 ⅢF11 円形 皿状 炭化材
C14(H25分析№4）
弥生中期後半の可能性

第34図 不明 ⅢF11 円形 タライ状
第34図 不明 ⅡJ15 円形 すり鉢状
第34図 不明 ⅢF11 楕円形 タライ状

第36図 不明 ⅢF25 楕円形 円筒状
ST27Pit6とする
弥生中期後半の可能性

第36図 不明 ⅢG21 楕円形 すり鉢状
ST27Pit4とする
弥生中期後半の可能性

第36図 不明 ⅢF25 隅丸方形 すり鉢状
ST27Pit1とする
弥生中期後半の可能性
欠番

第36図 不明 ⅢF25 円形 お椀状
ST27Pit2とする
弥生中期後半の可能性

第36図 不明 ⅢF25 隅丸方形 タライ状
ST27Pit7とする
弥生中期後半の可能性

第36図 不明 ⅢF25 隅丸長方形 皿状
ST27Pit8とする
弥生中期後半の可能性

第36図 不明 ⅢF25 楕円形 タライ状
第36図 不明 ⅢL02 楕円形 円筒状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第36図 不明 ⅢL02 不整形 すり鉢状 弥生土器 弥生中期後半の可能性
第36図 不明 ⅢL02 楕円形 不整形 弥生土器 弥生中期後半の可能性
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ୈ̏અɹҨɹ෺

　出土遺物についͯは、遺構外出土の遺物がଟくを઎める。そこで、遺物の主ମである土器についͯ、時

代・時期ごとにάリοド別分布ਤを作成し、出土ঢ়گの޲܏をଊえた。さらに、それͧれの時代ごとに項

を設͚、出土遺物の特௃を࣭ࡐ別にઆ明する（ம 1）。なお、遺物 1 ఺ 1 ఺のৄࡉについͯはୈ 7 ষのあと

にࡌܝした「遺物࡯؍ද」をࢀরされたい。

̍　縄文時代
ʢ̍ʣ౔ث（ୈ 65 ਤ 1 ～ୈ 67 ਤ 106、1L12 ～ 14）

　出土土器のすべͯがഁ片ࢿྉではあるが、草創期の௺形文土器から後期前半のງ೭内式土器まで、్中

間ִのۭく時期もあるが、গྔͣつそれͧれの時期の土器が出土しͯいる。また、形式はਂു形土器（以

Լ「ਂു」という。）がすべͯを઎めると考えられる。

その出土土器の時期は、以Լのようである。

草 創 期ɿ௺形文系土器

ૣ期前半ɿ೨ࢳ文系土器、ԡ型文系土器

前期前半ɿӋঢ়縄文系土器

前期後半ɿॾү式土器

中期前半ɿྖޒϲ୆式土器、Ѩۄ୆式土器

中期後半ɿՃી利̚式土器

後期前半ɿ  শ名ࣉ式土器、ेࡾҴ場式土器、 

ງ೭内式土器

　土器分布ਤを 3 時期にまとめͯදࣔした（ୈ 64

ਤ）。それͧれの時期ごとに遺物の出土ྔには差が

あるが、Ͳの時期も、千曲川に近いԼҐ段丘から

/

20d100H

100d500H

500d2500H

2500d5000H

5000H Ҏ上

20H 未ຬ

ୈ 64 ਤ　縄文時代άリッυผ土器分෍ਤ（遺構出土土器আ͘）

લظ தظɾظޙ

૲૑ظɾૣظ

（1:�000）0 100m
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の出土がଟい޲܏はڞ௨する。また、ೆ区からも前期以降の土器が出土する。

　つ͗に、それͧれの時期の土器についͯ֓؍する。

ᶃ૲૑ظͷ౔ث（ୈ 65 ਤ 9・10、1L12）

　௺形文系土器ਂു಑部ഁ片 2 ఺が、੢区中ԝの東区ڥք近くで検出された。ബ手で焼成もྑく、9 はਓ

௺により右から左へԣҐに࿈ଓࢗಥし、10 はࡉいฟঢ়޻۩により左から右へԡҾき施文しͯいる。૒方

とも、「ࣼҐԣྻଟ段構成」の土器である。

ᶄૣظલ൒ͷ౔ث（ୈ 65 ਤ 11 ～ 23、1L12）

　೨ࢳ文系土器は 2 ఺出土し 1 ఺をਤࣔ（11）、ਂുޱԑ部෇近に外面ॎҐ・内面ԣҐ施文のදཪ೨ࢳ文

が施される。ૣ期初めの古い段֊の೨ࢳ文系土器と考えられる。Lr ԣ縄文の 12・13 は同一ݸମで、それ

と時期を同じくするࢿྉの可能性がある。

　ԡ型文系土器は、ପ円文 16 ఺、山形文 2 ఺、ପ円文ʴ山形文 6 ఺のܭ 24 ఺が出土。ີ઀施文のପ円文
（16・18）、山形文ʴପ円文（21 ～ 23）は、それͧれ同一ݸମの可能性がある。山形文がઌ行するとも考え

られるが、ࢿྉはすべͯԡ型文系土器様式中段֊のٱࡉ保式にҐஔͮくであΖう。なお、19 にはややૈ

大なପ円ԡ型文がΈられ、後ଓする高山ࣉ式の様૬が現れͯいる可能性がある。ણҡがࠞೖした土器は 4

఺（内 1 ఺はඇࡌܝ遺物）で、ԡ型文系土器の 6 分の 1 のׂ߹となる。

ᶅલظલ൒ͷ౔ث（ୈ 65 ਤ 1・2・24 ～ 29、1L12）

　Ӌঢ়縄文を施文し、ણҡがࠞೖした土器܈を分ྨした。9 ఺のうͪ 8 ఺をਤࣔした。໼Ӌঢ়（1・29）、

ඛ形ঢ়（2）をఄする文様をؚΉ。25 ～ 27 は同一ݸମで、25 ～ 28 は「縄のด୺の؀」の文様（ループ文）

をもつ。また、1 はӋঢ়縄文の文様のม׵఺で原ମをҾきͣった痕跡がΈえる。௩田式・஥道式（花積Լ

層式ฒ行）のൣᙝにೖる段֊の土器܈であΖう。

ᶆલޙظ൒ͷ౔ث（ୈ 65 ਤ 3・30 ～ 42、ୈ 66 ਤ 43 ～ 65・76、1L12・13）

　Ӌঢ়縄文ないしは単અ縄文を施文し、ણҡがࠞೖしない土器܈を分ྨした。ޱԑ部に半ፊ஛؅による

֨子໨文を施文した土器（3）、前期຤༿の半ፊ஛؅よる௜線文を施した土器（65）をؚΉ。16 ମをਤݸ

ࣔしたが、ほかに 15 ఺の同時期とも考えられる単અ縄文の土器がある。33・34・36 ～ 42・43 ～ 47・49

～ 51・52 ～ 58・60・61・62 ～ 64 はそれͧれ同一ݸମの可能性が高く、そのうͪ 36 ～ 47 はӋঢ়縄文で、

特に 36 ～ 42 は施文方޲をมえͯඛ形のϞチーϑをඳ出する。そのほか、ޱԑ部ഁ片の 32 はॎのӋঢ়縄

文、48 はԣのӋঢ়縄文で、それ以外のഁ片には単અの縄文が施される（L3 ଟい）。76 はそのఈ部ഁ片で

ある。65 以外のݸମはॾү b 式にฒ行する土器܈と考えられ、そのなかでも、3 は৽ׁ県地方で໋名さ

れたמӋ式の֨子໨文土器で、平行௜線のΈで文様が構成される（ࣉ㟒 1991、2011）。さらに、半ፊ஛؅

で಑部にԣҐ区ը・ࣼ行௜線文を施した 65 は、ॾү D 式の所࢈であΖう。

ᶇதظલ൒ͷ౔ث（ୈ 65 ਤ 4、ୈ 66 ਤ 66 ～ 70、1L12・13）

　66 は半ፊ஛؅による文様構成をもつਂുの೾ঢ়ޱԑ部分であり、初಄のྖޒϲ୆式にҐஔ͚ͮられる。

ೆ区中ԝから出土した 67 ～ 70 はࢦ಄ѹ痕文がある同一ݸମで、Ѩۄ୆式初಄の所࢈であΖう。また、

4,187 埋土出土の 4 は、L3 縄文に半ፊ஛؅のݒਨ文が施された小形ਂുの಑部ഁ片であり、౰֘期のࢿ

ྉである可能性がある。

ᶈதޙظ൒ͷ౔ث（ୈ 66 ਤ 71・72、1L13）

　71 はਂു಑部をॎҐに௜線区ըしॎの縄ר縄文をॆరした土器で、Ճી利 E3 式の時期の所࢈であΖう。

72 は内面੺΢ルシ・外面黒΢ルシృりのു形土器の小ഁ片であるが、଻土౳のঢ়گから縄文中期としͯ

。ྉఏࣔするࢿ
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ᶉظޙલ൒ͷ౔ث（ୈ 65 ਤ 5 ～ 8、ୈ 66 ਤ 73 ～ 75、ୈ 67 ਤ 77 ～ 106、1L12 ～ 14）

　縄文土器のなかで後期前半の土器が 59 ఺と࠷もଟく出土しͯおり、初಄のশ名ࣉ式（6・7）は遺構内、

Ҵ場式（77ेࡾ ～ 83）は東区ೆ側ԼҐ段丘上からほとんͲが出土。ງ೭内式は 1 式の時期にൺఆされ、

遺構内および東区中ԝԼҐ段丘上、特にೆ区北੢側からの出土が໨立つ。73・74・85 ～ 87・90・91・95

～ 97 は、それͧれ同一ݸମの可能性が高い。

　শ名ࣉ式は 3 ఺で、2 ఺は೾ঢ়のޱԑ部ഁ片（6・89）、1 ఺は಑部ഁ片（7）であり、「̟」字ঢ়Ϟチーϑ

のஅ片が残る。শ名ࣉ式前半期の所࢈であΖう。

Ҵ場式は、8ेࡾ　 ఺中 4 ఺をਤࣔした。77 はష෇によるԣ૸隆ଳ文を࣋つᰍ部～಑部ഁ片、79 ～ 82 は

同一ݸମで、79・80 は಑部上半、81・82 は಑部Լ半である。಑部Լ半の 83 もؚめ、๮ঢ়޻۩による࿈ଓ

。Ҵ場式古段֊にҐஔ͚ͮられるेࡾ、ମはݸಥ文を施したࢗ

　ງ೭内式土器は、1 式でも前半期にೖり、「の」字ঢ়（࿵手文）および円形のϞチーϑをもつ 90 ～ 98・101 は、

೾ঢ়ޱԑのਂുとなる。௜線による大ฑのϞチーϑ（5・73 ～ 75・84 ～ 88）、ॎの条線文（8・98・99）、ฟ

ঢ়޻۩によるࡉい円ހঢ়の௜線文およびࠁΈをもつ಑部ഁ片（100）、ແ文のਂുޱԑ部（102）、ఈ部（103

～ 106）も౰֘期のࢿྉと考えられる。

ʢ̎ʣੴث（ୈ 68 ～ 71 ਤ、1L14 ～ 16）（ம 2）

　石器は、形式తに草創期に所ଐするとࢥわれる༗ܪઑ಄器、ૣ期の特घ磨石、前期の石࡬なͲ、出土土

器の時期に૬Ԡする特௃తな石器が出土した。そのほか、石᭲、石᭲ະ成品なͲのṞ片石器、᛽器、Ꮟ石、

磨石なͲの᛽石器がΈつかっͯいる。大半が縄文時代の石器と൑அしたが、遺構の所ଐ時期を考えると、

弥生時代にଐする可能性が高いと考えるべきかもしれない（ம 3）。

　以Լ、石器を器種別に֓؍するが、ݸ別のܭଌ஋౳の࡯؍結果は、ୈ 7 ষのあとにࡌܝした「遺物࡯؍

ද」にࣔし、そのほかのඇࡌܝ石器、Ṟ片࡯؍දはఴ෇ %7% に収録した。

ᶃ༗ܪઑ಄ث（ୈ 68 ਤ 1、1L14・15）

　ೆ区東୺のάリοドから 1 ఺出土。࣭ܔท岩製でઌ୺側半分を中৺にஸೡなަޓԡѹṞ཭がΈられる。

ઌ୺・基部ともܽଛ。出土しͯいる௺形文系土器の時期に伴うものであΖう。

ᶄੴ᭲（ୈ 68 ਤ 2、ୈ 71 ਤ 26 ～ 28、1L14 ～ 16）

　ଧ製石᭲が 4 ఺出土。石ࡐは黒༵石 1 ఺（2）、流໲岩̍఺（26）、ແൗথ࣭安山岩 2 ఺（27・28）の 3 種

ྨである。すべͯ༗ܪ石᭲で、縄文時代の石器の可能性は高いが、出土遺構は 4#01 と遺構外（4,191）

で弥生時代中期後半以降の時期である。

ᶅੴ᭲ະ੒඼（ୈ 68 ਤ 3・4、ୈ 71 ਤ 29、1L14 ～ 16、14・16 －（1091））

　6 ఺出土。2 ఺は 4#01、4 ఺は東区遺構外からΈつかり、石ࡐは鉄石ӳ 1 ఺のほか、ແൗথ࣭安山岩お

よび安山岩である。長さが෯より長いະ成品と෯が長さを上回るະ成品が同਺ある。

ᶆੴ࡬（ୈ 68 ਤ 5、1L14・15）

　ೆ区中ԝの縄文時代遺物แؚ層から 1 ఺出土。安山岩製で、縄文時代前期の石器の可能性がある。࢖用

ऴ段֊のものか、෯が࠷ 3.3Dm と小さい。

ᶇඍࡉͳṞ཭͕ࠟ͋ΔṞย（遺物࡯؍දでは u.Fl とදࣔ）（ୈ 68 ਤ 6、ୈ 71 ਤ 30、1L14 ～ 16）

　20 ఺確認、4#01 から 15 ఺出土しͯいる。石ࡐは、ແൗথ࣭安山岩および安山岩が 14 ఺、チϟート 3 ఺、

ท岩࣭ܔ 1 ఺、ً྘岩 1 ఺、࠭岩 1 ఺である。ਤࣔしたものは 2 ఺で、ೆ区中ԝ出土のॎ長Ṟ片の 6 は྆

側ԑおよびઌ୺の一部にṞ཭痕がある。4#01 出土の 30 もॎ長でઑったઌ୺部にඍࡉなṞ཭痕がある。
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ᶈೋ࣍Ճ͕͋޻ΔṞย（遺物࡯؍දでは re.Fl とදࣔ）（1L15 －（1045））

　12 ఺確認、4#01 をはじめ東区からほとんͲが出土。石ࡐは、ແൗথ࣭安山岩および安山岩が 9 ఺、ท

岩 2 ఺、鉄石ӳ 1 ఺である。ࣸਅをࡌܝした（1045）は、දཪ面にṞ཭痕が࡯؍され不੔な半月形をఄする。

ᶉੴ֩（ୈ 68 ਤ 7・8、ୈ 69 ਤ 9・10、1L15）

　9 ఺のうͪ 6 ఺が東区から出土。石ࡐは、安山岩およびແൗথ࣭安山岩 4 ఺、チϟート 2 ఺、石ӳ 1 ఺、

鉄石ӳ 1 ఺、不明 1 ఺である。7・9 は同࣭の安山岩で、7 は様ʑな֯౓から素ࡐをṞがし、9 はԣ長の素

を残しͯいる。10ࡐ もԣ長の安山岩の素ࡐ。ҟなる方޲からのଧ఺がある。チϟートの 8 は小形の石器

の素ࡐであΖう。

ᶊଧ੡ੴි（ୈ 69 ਤ 11、1L15）

　東区ೆ୺より 1 ఺出土。ท岩製で、基部がܽଛし、ද面左側ਕ部ઌ୺およびそのཪ面がॎҐにຎ໣しͯ

いる。࢖用痕の可能性あり。

ᶋຏ੡ੴි（ୈ 69 ਤ 13、1L15）

　東区北側より安山岩製の 1 ఺が出土。Ꮟଧにより成形しݚ磨しͯいるが、෩化が著しい。基部がܽଛし、

ද面ਕ部ઌ୺がṞ཭し右側がॎҐにຎ໣しͯいる。࢖用痕の可能性あり。

ᶌ᛽ث（ୈ 69 ਤ 15、1L14・16）

　2 ఺出土。東区中ԝ出土の 15 は࠭ߗ岩製で、ପ円形᛽の一側ԑがṞ཭されਕ部を作りだしͯいる。෯

9.5Dm、長さ 8Dm と、手ͪ࣋にஸ౓よいαΠズである。

ᶍԜੴ（ୈ 70 ਤ 18、1L14・16、14・16 －（1021））

　3 ఺出土。ڽփ岩製の 18、ً石安山岩製の（1021）は、දཪ面にᏏଧによるわͣかなԜ部が形成される。

ᶎᏏੴ（ୈ 70 ਤ 20、1L14・16）

　13 ఺出土。20 は࠭ߗ岩製でॏྔは 229g。平坦な片面側にΞόタঢ়のᏏଧ痕がΈられる。

ᶏຏੴ（ୈ 70 ਤ 22・23、1L14・16）

　6 ఺出土。22・23 ともにً石安山岩製で、දཪ面より྆側面を主に࢖用しͯいる。22 の྆側面は特に

ຎ໣がݦ著で、ؙいԑลが࡟れͯ平らになっͯいる。部分తにඃ೤し੺化する。23 は一側面のຎ໣౓が

高く、本དྷの石の形ঢ়がม形する。ද面にはΞόタঢ়のᏏଧ痕もΈられるが、その形ঢ়は 2 本のےঢ়をఄ

する。

ᶐಛघຏੴ（ୈ 70 ਤ 24、1L14・16）

　東区ೆ୺より 1 ఺出土。࠭ߗ岩製。᛽の長࣠方޲の 1 側面を、形ঢ়がม形するほͲ平らに࢖用しͯいる

ことから、特घ磨石と考えられる。

ᶑ୆ੴ（ୈ 70 ਤ 25、1L16、1L16 －（1026）・（1027））

　11 ఺出土（石ࡼとࢥわれる 2 ఺ؚΉ）。25 はً石安山岩製でॏྔ 4.8Lg。ፏ平な川原石を用い、主に片面

を࢖用する。࢖用面はશମతにຎ໣しͯいる。（1026）・（1027）は安山岩製で、6.3Lg・23.1Lg とさらに大

形である。
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ୈ 65 ਤ　縄文時代 SK、遺構外出土土器
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ୈ 66 ਤ　縄文時代遺構外出土土器（1）
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ୈ 67 ਤ　縄文時代遺構外出土土器（2）
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ୈ 68 ਤ　縄文時代石器
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ୈ 69 ਤ　縄文時代、弥生時代石器（1）
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ୈ 71 ਤ　中野市試掘資料（SB01 出土石器）

ୈ 70 ਤ　縄文時代、弥生時代石器（2）
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̎　弥生時代
ʢ̍ʣ౔81）ث ～ 92 ਤ、1L17 ～ 26）

ᶃ֓ཁ

　出土した弥生時代の土器は、すべͯ中期後半の栗林式土器である。ୈ 2 અでも報告したように遺構出土

土器はগྔであり、遺構外出土土器が大半を઎める。時期తには、栗林式土器成立期（栗林 1 式）（ம 4）

のൣᙝにೖると考えられる。ഁ片ࢿྉがほとんͲであり、શମがわかるࢿྉはগྔである。土器分布ਤ（ୈ

72 ਤ）をΈると、ほかの時代と同じように千曲川に近いԼҐ段丘上からの出土がଟく、遺構の分布と一க

20d100H

100d500H

500d2500H

2500d5000H

5000H Ҏ上

20H 未ຬ
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ୈ 72 ਤ　弥生時代άリッυผ土器分෍ਤ（遺構出土土器আ͘）
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するঢ়گもある。また、近年の水田造成による࡟平で、面తにۭനとなっͯいるՕ所もある。さらに、ೆ

区にも遺構の所在とは別に 2 か所の遺物集中が存在する。また、東区上Ґ段丘上で、ୈ 83 ਤ 71 のᆵ形土

器のഁ片が 1 か所からまとまっͯ出土し、単ಠ土器（ୈ 29 ਤ）としͯ記録した。

　土器ਤ൛は、基本తに調査時に認ఆした遺構ごとにఏࣔした（ୈ 81・82・92 ਤ）。そのなかで৽しい時

期の遺構にࠞೖしたと考えられる土器についͯは「遺構外」（ୈ 82 ～ 91 ਤ）としͯ報告した。

結果は、ୈ࡯؍土器のࡌܝ　 7 ষのあとにࡌܝした「遺物࡯؍ද」に記ࡌした。本文および遺物࡯؍දの

記ࡌは、以Լの器種分ྨと文様のݺশを用いた。

ᶄث�छ෼ྨͱจ༷

ʢΞʣثछ෼ྨ

　栗林式土器の器種は、ᆵ形土器、ᙈ形土器、ു形土器が基本構成となり、本遺跡ではࠋ形土器、֖形土

器がそれにՃわる（以Լ、本文中では「形土器」をলུしͯݺশする）。器種分ྨができた栗林式土器は 3469 ఺、

うͪᆵ 2257 ఺、ᙈ 1115 ఺、ു 88 ఺（片ുޱ 6 ఺ؚΉ）、ࠋ 7 ఺、֖ 2 ఺の内༁となり、ᆵのൺ཰が高い（ம

5）。また、器種の部Ґのݺশについͯは長野市দ原遺跡の報告（長野県埋蔵文化財センター 2000）に用いら

れた弥生土器の記ड़にैった。さらに、ുについͯは、ޱԑ部形ଶおよび文様構造のҧいにより、̖～̘

にࡉ分した（ம 6）。

ʢΠʣจ༷ͱث໘ௐ੔ͷ෼ྨ

　文様のݺশと施文方๏についͯは、দ原遺跡の弥生土器分ྨに४ڌした（ୈ 73 ਤ）。栗林式土器にද現

される文様は௜線文、۳ඳ文、縄文なͲによっͯ構成される。

B�௜ઢจɿ施文原ମはП 3 ～ 5mm ほͲの 1 本の๮ঢ়޻۩で、ԣ方޲に̍本ͣつඳくことを基本とする。

П 1mm ほͲの๮ঢ়޻۩が࢖用されることもあり、施文された形・Ϟチーϑ、施文原ମの差ҟによっͯࡉ

分される（ம 7）。琵琶島遺跡では、コの字ॏね文はなく、ݒਨ文（本ߘの遺物࡯؍දでは「ਨԼ文 a」とද現）

が 4201（ୈ 82 ਤ 56）をはじめ਺఺ΈられるのΈである。

C�۳ඳจɿ施文原ମはࡉい๮ঢ়のώΰをଋねたものが૝ఆされ、ಙӬ఩लが「྿ঢ়޻۩」と໋名した（ಙ

Ӭ 1995）。྿ঢ়޻۩はП 1 ～ 2mm の๮がԣҐに編Έࠐまれͯ結ଋしたもので、۳ඳ文はその୺部を器面

にあͯҠಈさせることによっͯ文様をඳく（ம 8）。দ原遺跡ではఆٛされͯいないが、本遺跡にはᙈ಑部

に施文された֨子໨文の一܈がある（ୈ 88 ਤ 197 ～ 199、ୈ 90 ਤ 249 ～ 252）。

D�ೄจɿ本遺跡では、約 7ɿ1 のׂ߹で「L3 ԣ縄文」が「3L ԣ縄文」の਺を上回る（ம 9）。ᆵ಑部に 1 ఺のΈ、

3L3 ԣ縄文が確認された（ୈ 84 ਤ 89）。オオόコのึの回సによると考えられるٖ縄文が施文されたഁ片

も 1 ఺のΈ出土しͯいる（ୈ 90 ਤ 237）。

E�ʮࠁΈʯʢࢗಥจʣ（ம 10）ɿฟঢ়・൘ঢ়の໦ޱ面または植物౳を、器面にରしͯ௚ަする形ないしはやや

ࣼҐにしͯ、௚線తに࿈ଓしͯࠁΉ（ԡし෇͚る）文様。๮ঢ়޻۩をࣼҐにあͯԡしҾきする「ԡҾྻ఺文」

とはҟなる。本遺跡では、ᙈのޱ৶部、ᙈ・ᆵのᰍ部・಑部、ുのޱ৶部・಑部文様に用いられる。「ࠁΈ」

は施文۩のҧいによっͯ 6 ྨに分ྨした（ம 11）。

1 ྨɿฟঢ়޻۩によるࠁΈ　

2 ྨɿϋンノΩଐ༤花序のౙժによるࠁΈ

3 ྨɿ࣠にඥを右回సでרきつ͚た޻۩によるࠁΈ

4 ྨɿ࣠にඥを左回సでרきつ͚た޻۩によるࠁΈ

5 ྨɿ൘ঢ়޻۩（ઌ୺を平らにՃ޻した໦ޱ）によるࠁΈ

6 ྨɿ྿ঢ়޻۩によるࠁΈ

　੺࠼についͯはຎ໣౳によっͯṞがれ器面の一部に残存しͯいるྫがଟく、࣮ଌਤでは面తな੺࠼が૝

ôçøúüçô
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ఆされる場߹には、੺࠼のṞがれた部分もਪఆしͯ໢ֻ͚でදࣔした。

　文様の施文ॱ序౳のৄࡉについͯ࡯؍できたものは、「遺物࡯؍ද」に記ࡌした。

　器面調੔にともなう痕跡は、ナσ、Ϥコナσ、ϋέ、ϛガΩ、ϤコϛガΩ、έズリ、オαΤ、ϢϏオ

αΤがある。দ原遺跡の記ड़では、オαΤ、ϢϏオαΤは、ᙈޱԑ୺部文様ଳとしͯ分ྨされͯいるが、

本報告書では「器形のิਖ਼行ҝから器面のඍ調੔、施文のための基ૅ作業」（長野県埋蔵文化財センター

2000ɿ11）としͯଊえ、器面調੔にؚめͯ考えた。なお「オαΤ」についͯは、今回、ᙈ、ᆵ౳の内面調

੔のࡍ、ナσ調੔の一؀としͯࢦ౳で器面の内側をԡす行ҝも同じද現をしͯいる。基本తに、前ड़の

দ原遺跡の記ड़（前出ɿ11・12）に४ڌするが、ϛガΩについͯはࡉ分をせͣ、ਤࣔするとともにৄࡉが

がわか޲した。さらに、それͧれの調੔についͯ方ࡌදにఔ౓を記࡯؍できるものについͯは遺物࡯؍

るものはできるか͗りද記した。

ᶅ۠ظ࣌�෼

　本報告書で記ड़する栗林式土器の時期区分に関しͯは、石川日出ࢤ（石川 2002）のݟղに४ڌし、型式

のݺশ、૷০ଳ（文様ଳ）

のݺশについͯは石川の

区分（ம 12）を用いた。

ᶆ�Ҩߏग़౔౔ث（ୈ 81・

82・92 ਤ、1L17・18・26）

4#��（ୈ 81・92 ਤ、1L17・26）

　県埋文センターが発掘

しਤ化したࢿྉは、ほとん

Ͳが 4# ೆ੢地区からの出

土で、۳ඳ௚線文 a・୹ࣼ

線文の構成による 2 ʴ 4 の

૷০ଳを࣋つᆵ（1）、ᆵఈ

部（2）、ଠめの۳ඳԣӋঢ়

文のᙈ（3 ～ 5）がある。

　 さ ら に、 ୈ 92 ਤ に ࣔ

し た 平 成 22 年 中 野 市 ࢼ

掘調査分に主要な遺物が

ある。۳ඳ௚線文 a・L3

ԣ縄文・࿈ހ文 a の構成

による 2 ʴ 4 の૷০ଳを

࣋ つ ᆵ（311）、 ֤ 種 ۳ ඳ

文（313・326 は۳ඳԣӋঢ়

文、314・329 は۳ඳॎӋঢ়

文にࠁΈ 1 ྨ、315 は۳ඳ௚

線文 a に۳ඳਨԼ文 a とࠁ

Έ 1 ྨ、327 は۳ඳԣӋঢ়文

のԼ部にԡҾྻ఺文を施文

した文様）をもつᙈである。

（h দݪ遺跡　弥生中期ʵ土器本文ʱ2000：13 よりసࡌ）　　

ୈ 73 ਤ　ࣜྛ܀土器文様ݺশ๏
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そのほか、319 は一ରのॎ長౾ཻঢ়ష෇文をもつᆵޱԑ部で、内外面が੺࠼されͯおりു A である可能性

もある。320・325 はޱ৶部に L3 ԣ縄文があるᆵ、321 はԣ૸௜線文 a にԡҾྻ఺文をもつᆵ、322 はや

や೾ঢ়をఄする۳ඳ௚線文 a をもつᆵであり、323 はԣ૸௜線文 a に L3 ԣ縄文のᆵ、324 は࿈ހ文 a のᆵ、

328 はࠁΈ 1 ྨが施文されたᙈである。312・317 はແ文のᆵఈ部、316 はᙈఈ部、318 はࠋఈ部である。

4#��（ୈ 81 ਤ、1L17）

　1iU3 埋土を中৺に出土した、ଠい௜線によるॏ山形文のᆵ（6）、ଠい۳ඳॎӋঢ়文にࠁΈ 1 ྨを施文し

たᙈの大形ഁ片（7）、内外面੺࠼のܘޱ約 25.8Dm をଌる大形の片（8）ുޱである。そのほか、ޱ৶部に

L3 ԣ縄文があるᆵ（9）、ᰍ部にࠁΈ 1 ྨがあるᆵ（10）、3 条のଠいԣ૸௜線文 a が施文されたᆵ（11）、

۳ඳ௚線文̰のᆵ（12・13）、۳ඳԣӋঢ়文のᙈ（14・16 ～ 18）が出土しͯいる。8 のޱԑ部ഁ片 1 片の内

側には、ԣ方޲の磨痕が残り、磨痕をもつ土器片（ୈ 93 ਤ 330 ～ 332、1L27）౳と同様に、土器片再利用

の痕跡の可能性が高い。15 はᙈ಑部ഁ片で、ࠁΈ 4 ྨが施文される。また、16・17 は同一ݸମである。

ແ文のᙈఈ部（19）も出土しͯいる。

45��（ୈ 81 ਤ、1L17）

　1iU7埋土出土のᙈ಑部小ഁ片（20）。಑上部からの۳ඳԣӋঢ়文にՃえ、಑部࠷大ܘにはࠁΈ1ྨがめ͙る。

内面はஸೡにϛガΩ調੔し、外面は明確にϤコϋέを残す。

45��（ୈ 81 ਤ、1L17）

　੢側の 1iU36 出土の 21 は、ԣ૸௜線文の区ըにԡҾྻ఺文 2 行と۳ඳ௚線文̰をॆరするᆵ಑部ഁ片。

1iU16 出土のᆵޱԑ部ഁ片 22 は、大きく外൓しޱ৶部に֯ࡾ形の小ಥىをష෇し L3 ԣ縄文を施文。

45��（ୈ 81 ਤ、1L17）

　23 は、1iU4 の検出面より出土の 2 ʴ 4 ૷০ଳで、ԣ૸௜線文̰の区ը内に۳ඳ௚線文̰と L3 ԣ縄文が

施文されたᆵ಑部ഁ片。24 は、1iU5 出土で、ԣ૸௜線文̰、ԡҾྻ఺文にࠁΈ 6 ྨが施文されたᆵᰍ部

小片である。1iU6 出土の 25 は಑部のԣ૸௜線文̰区ըに۳ඳ௚線文̰、そのԼ部にԡҾྻ఺文が施文さ

れたᆵ小片、26 はޱ৶部に L3 ԣ縄文、಑部に۳ඳԣӋঢ়文が施文されたᙈ小片である。1iU1 出土の 27 は、

۳ඳԣӋঢ়文が施文されたᙈ಑部小片となる。

45��（ୈ 81 ਤ、1L17）

　1iU7 出土の 28 は、ॏ֯ࡾ文にԡҾྻ఺文と L3 ԣ縄文をॆరしたᆵ಑部ഁ片。29・30 は、1iU4・2 出

土のᆵఈ部ഁ片であり、29 には L3 ԣ縄文が施文されͯいる。

45��（ୈ 81 ਤ、1L17）

　1iU7 埋土出土の 31 は、ଠい۳ඳԣӋঢ়文が施文されたᙈ಑部ഁ片である。内面が磨かれ、外面には୸

化物が෇ணしͯいる。

4%��（ୈ 81 ਤ、1L17）

　32・33は同一ݸମで、埋土1層より出土した、ޱ৶部に3Lԣ縄文、಑部に۳ඳ೾ঢ়文̰を施文したᙈ小片。

34 は۳ඳԣӋঢ়文のᙈ಑部小片、35 は内外面が੺࠼されたࡉ分は不明なുఈ部小片である。

4%��（ୈ 81 ਤ、1L17）

　周溝ೆ側 3 層出土の 36 は、ԣ૸௜線文 a の上Լに L3 ԣ縄文とԡҾྻ఺文を施したᆵ಑部ഁ片。同じ

く周溝ೆ側埋土出土の 37 は、ԣ૸௜線文̰のԼ部に L3 ԣ縄文をॆరしたᆵ಑部小片である。さらに、

38 は土層அ面 Tp$% 1 層出土のฟঢ়޻۩によるࠁΈを࣋つ۳ඳԣӋঢ়文のᙈ಑部ഁ片である。

4%��（ୈ 81 ਤ、1L17）

　埋土 2 層出土の 39 は、ԣ૸௜線文 a に L3 ԣ縄文とԡҾྻ఺文が施文されたᆵ಑部ഁ片、同じく 40 は

࿈ހ文 a に L3 ԣ縄文をॆరしたᆵ಑部ഁ片である。૒方ともද面がϛガΩ調੔される。北側・ೆ側周溝

ôçøúþçô
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埋土 1 層出土のᙈ಑部ഁ片、北側のものは۳ඳ೾ঢ়文 a（41）、ೆ側のものは۳ඳॎӋঢ়文（42）の文様を

つ。43࣋ は੢側周溝 1 層出土の、L3 ԣ縄文に௚線తな࿈ހ文 a を 7 条施したു̖のޱԑ～ମ部ഁ片。同

一ݸମとࢥわれるഁ片が、同じάリοドの上層の遺物แؚ層から出土し、ฒべͯਤࣔした。ᆵのޱԑ部と

のݟ方もあり、৽ׁ方面からൖೖされた土器の可能性が考えられる。

4,���（ୈ 82 ਤ、1L17）

　44 は検出面出土、ԣ૸௜線文 a（2 条）に L3 ԣ縄文（2 種）とԡҾྻ఺文を施文したᆵ಑部小片。

4,���（ୈ 82 ਤ、1L17）

　45 は埋土出土、ԣ૸௜線文 a の区ըに۳ඳ௜線文 a とԡҾྻ఺文（2 行）をॆరしたᆵ಑部ഁ片。

4,���（ୈ 82 ਤ、1L17）

　46 は埋土中ԝ上層出土、内外面がϛガΩ調੔されたແ文の片ുޱと考えられるޱԑ部～ମ部ഁ片。

4,���（ୈ 82 ਤ、1L17）

　47 は埋土出土、L3 ԣ縄文にࠁΈ 4 ྨ、そのԼ部にม形޻字文を施文したᆵ小ഁ片。

4,���（ୈ 82 ਤ、1L17）

　51 は埋土上層出土、内外面がϛガΩ調੔されたᙈ಑部Լ半～ఈ部ഁ片。

4,���（ୈ 82 ਤ、1L17）

　48 は埋土出土、ԣ૸௜線文 a（3 条）にॏ山形文とԡҾྻ఺文、୹ࣼ線文 b（2 行）のᆵ಑部ഁ片。

4,���（ୈ 82 ਤ、1L18）

　52 は外面がஸೡにϤコϛガΩされたແ文のᆵであり、಑部Լ半のΈが残存する。内面にϤコϋέを残し、

外面には੺࠼がわͣかに残る。

4,���（ୈ 82 ਤ、1L17）

　49 は埋土出土、ԣ૸௜線文 a（3 条）の間に L3 ԣ縄文（3 段）と୹ԣ線文をॆరしたᆵ಑部ഁ片。

4,���（ୈ 82 ਤ、1L17）

　50 は埋土出土、ޱ৶部にࠁΈ 3 ྨ、಑部上Ґに۳ඳਨԼ文 a（4 ྻ）と۳ඳ௚線文 a が施文されたᙈޱ

ԑ部～಑部ഁ片。

42��（ୈ 82 ਤ、1L18）

　ෳ߹ࣃڒ文をड͚ޱのޱԑ部にଳঢ়に施したᆵ（54）、ແ文ଳがあるԣ૸௜線文 a に࿈ހ文 a が෇くᆵ

಑部ഁ片（53）、そのほかਨԼ文 a に๮ঢ়޻۩による࿈ଓࢗಥ文（56）、۳ඳ௚線文 a に୹ࣼ線文 b（57）、

ॏ֯ࡾ文を۳ඳ௚線文 a ౳でॆరする（58）ᆵ಑部ഁ片をਤࣔした。ᙈは、ޱ৶部に L3 ԣ縄文を施し಑

部上半に۳ඳԣӋঢ়文、಑部࠷大ܘ部分にࠁΈ 3 ྨを࣋つݸମ（55）、۳ඳԣӋঢ়文（59・60）、۳ඳॎӋ

ঢ়文（61・62）のഁ片がある。62 は、಑部上半にଟྔの୸化物が෇ணしͯおり、୸素・஠素安ఆ同Ґମൺ

および૯୸素ྔ・૯஠素ྔ分析を行なった。

ᶇ�Ҩߏ֎ग़౔౔ث（ୈ 82 ～ 91、1L18 ～ 25）（ம 14）

ɹᆵ（ୈ 82 ਤ 63 ～ 66、ୈ 83 ਤ 67 ～ 78、ୈ 84 ਤ 79 ～ 90、ୈ 85 ਤ 91 ～ 94・96 ～ 133、ୈ 86 ਤ 134 ～ 169、

ୈ 87 ਤ 170 ～ 184、1L18 ～ 22）

　1619 ఺出土。࢖用されͯいる施文۩が確認できたものは、௜線文系と۳ඳ文系をൺべると、௜線文系

がଟ਺を઎める。

　以Լ、಑部にΈられる文様を中৺に主要Ϟチーϑによる分ྨを行ない、ᆵの様૬をࣔす。なお、ແᰍᆵ、

長ᰍᆵとݺばれる小形土器についͯもซせͯ記ड़する。

　ᆵには、ฟঢ়および๮ঢ়޻۩による௜線文で主要Ϟチーϑをඳく土器と、࿄ঢ়޻۩を用いͯ۳ඳ文をඳ

く土器がある（ୈ 75 ਤ）。௜線文でม形޻字文をඳくྫとしͯ 63・67・68・118 ～ 121・123 ～ 125・127 ～
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129・133・136・179 があり、同じく௜線文で࿈ހ文をඳくྫとしͯは 71・81・126・130・131・137・150・

154 ～ 156・164・165・177 がある。ॏ֯ࡾ文のϞチーϑをもつྫとしͯ 130・131・134・172 ～ 176、ॏ山

形文のϞチーϑをもつྫとしͯ 122・167・178 がある。ॏඛ形文のϞチーϑをもつྫは 87 のΈである。

　2 ʴ 4 の૷০ଳに施文された、௜線によるॏ৞区ըで構成する文様ଳϞチーϑを特௃とする土器をΈ

ると、ۉ一性のある区ըのものが 73 ～ 75・89 ～ 92、෯広のۉ౳区ըとなったものが 79・84・88・135・

139 ～ 145・170 ～ 172・180・181、ແ文ଳの؏ೖはあるが༗文部とほ΅同じ෯のԣଳがଟいものが 80・

112 である。さらに、ແ文部（ଳ）を広くもつྫとしͯ、76・78 がある。

　特௃తな文様としͯ、ᰍ部のష෇ತଳにࠁΈを施すྫとしͯ 63・64・74・110・115・116 があり、縄文

のΈを施すྫは 65・66・71 である。また、ᰍ部のԡ出ತଳにࠁΈを施すྫとしͯ 73・111・117 がある。

さらに、ತଳがなくࠁΈのΈが施される 70・96・98 がある。99 は、ԡҾྻ఺文のΈがᰍ部に施文されͯいる。

ෳ߹ࣃڒ文をडޱの広ޱᆵのޱԑ部にଳঢ়に施文されたྫとしͯ 90 がある。

　さらに、ᰍ部から延びるॎҐ区ը（ݒਨઉঢ়文）が෇Ճされるものとしͯ 138・162・170・182 がある。

そのほか、小ഁ片でશମの文様構成が不明なものに、ᰍ部に೾ঢ়௜線文 a をもつがԼ部文様は不明な 86、

۳ඳ文による೾ঢ়の半円文が施文された をもͪ縄文のΈが施文されるىԑ部にష෇ಥޱ、151 108、ԣ૸

௜線文にॎҐの୹い௜線ࠁΈが施される 132 がある。また、148 はԣ૸௜線文に۳ඳ೾ঢ়文 a、152・153

はԡҾྻ఺文、158 はࠁΈ 1 ྨ、166 は୹ԣ線文が施文される。۳ඳ೾ঢ়文 D をϞチーϑとしͯもつもの

に 138・146・147・149 がある。184 は、ॎҐష෇文がΈられる以外は不明である。

ԑ部がແ文でԼ部の文様が不明なものとしͯޱ　 69・94、ԣ૸௜線文のΈがΈられશମの様૬が不明な

ものは 97・157・159・160・161・163・168・169 である。

　ແ文の土器としͯ 72・77・85・103・106・183 があり、183 の外面には໮ѹ痕が෇く。

　文様の൑அできないఈ部ഁ片が、82・83・100 ～ 102・104・105 である。105 はఈ部に໮ѹ痕がΈられる。

　以上の土器のなかで、133・140・151 は文様、଻土がҟなり北陸地方なͲのଞ地Ҭからൖೖされた土器

の可能性がある。

　ᆵのなかには、ແᰍᆵ（113・114）もΈられ、113 はޱԑ部に֖ड͚のແ文ଳがあり、そのԼ部に L3

ԣ縄文を施したತଳを഑する。114 は小形で៛ີな L3 ԣ縄文を಑部に施し、ޱԑ部にബいฟঢ়޻۩によ

る௜線とࠁΈをもつತଳがある。また、長ᰍᆵとԾশした土器（93・107）も出土し、93 はޱԑ部に 4 単

Ґのॎ長ష෇ತଳに振෯の小さい࿈ހ文 a が施文される。107 は L3 ԣ縄文と۳ඳ௜線文 a が施文される。

　ᙈ（ୈ 88 ਤ 185 ～ 199、ୈ 89 ਤ 200 ～ 234、ୈ 90 ਤ 235 ～ 272、1L22 ～ 25）

　718 ఺出土。಑部文様をΈると、۳ඳԣӋঢ়文 260 ఺、۳ඳॎӋঢ়文 46 ఺で、۳ඳԣӋঢ়文が 6 ഒ以

上の਺となる。また、۳ඳ೾ঢ়文 28 ఺、۳ඳ֨子໨文 7 ఺であった。

　以Լ、಑部上半にΈられる文様の主要Ϟチーϑによる分ྨを行ない、ᙈの様૬の֓要をࣔす。

　࿄ঢ়޻۩による۳ඳԣӋঢ়文をもつྫは 186・191 ～ 195・209 ～ 212・215 ～ 219・222 ～ 227・231 ～

233・235 ～ 248・259 であり、۳ඳॎӋঢ়文は 185・196・255 ～ 258・260・263 ～ 265 である。前ड़したが、

237 はオオόコのึの回సによると考えられるٖ縄文が施文されたྫである。さらに、245・246 は文様構成

がややҟなり、265 は៛ີな施文۩・଻土౳のҧいから、北陸地方なͲからൖೖされた土器の可能性もある。

　また、۳ඳ೾ঢ়文を主要Ϟチーϑとしͯ施文する土器は 187・200・202・203・213・262・268 ～ 272 で

あり、202 がਨԼ文 b との૊Έ߹わせ、270 ～ 272 が単ಠの೾ঢ়文となる以外は、すべͯਨԼ文 a との૊

Έ߹わせとなる。さらに、۳ඳ௚線文とਨԼ文 a の૊Έ߹わせ文様をもつ土器は 253・266・267 である。

۳ඳ֨子໨文が施文された土器は 197 ～ 199・249 ～ 252 であり、197 ～ 199 は಑部࠷大ܘ部にࠁΈ 1 ྨ

をもつ。縄文を主文様とするྫとしͯ 190・214・234 がある。254 はແ文となる。
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　土器のなかには、器面に段をもつྫがあり、193 はޱԑ部௚Լ、185・219・222・268 は಑部中Ґに段

をつくる。そのうͪ、185・219・222 は಑部の段にさらにࠁΈをՃえͯいる。また、ޱ৶部への縄文・ࠁ

Έの施文、ϢϏオαΤ（ࢦ಄ԡೀ）は、ほとんͲの土器で࡯؍される。さらに、220・221・228 ～ 230 は、

಑部のࠁΈだ͚が確認された。228 ～ 230 は、同一ݸମである。

　201 はडޱのᙈで、内外面ஸೡにϛガΩ調੔・੺࠼され、特घᙈとしͯ報告した。

　188・189・204 ～ 208 は、ແ文のఈ部ഁ片となる。

　ു（ୈ 85 ਤ 95、ୈ 91 ਤ 273 ～ 275・282 ～ 310、1L20・25）

　70 ఺出土。ു̖ 10 ఺、ു ̗ 5 ఺、ു ̘ 13 ఺の器種ࡉ分の内༁となる（なお、૯਺はඇࢿࡌܝྉもؚΉ）。

ॎ長౾ཻঢ়ష෇文をもつ 95 は、ਤ൛上ではᆵの分ྨにؚまれͯいるが、ܘޱ౳を考ྀしു̖にมߋした。

　以Լ、಑部上半にΈられる文様の主要Ϟチーϑによる分ྨを行ない、ുのࡉ分別に様૬の֓要をࣔす。

　ു （̖275・288 ～ 293・295）は、L3 ԣ縄文がޱ৶～ޱԑ部に施文されたྫとしͯ、288 ～ 290・293 がある。

　291 は、L3 ԣ縄文にෳ߹ࣃڒ文を施文しͯいる。292 は、࿈ހ文を主文様とし、内面上半の一部に੺色　　

ྉ෇ண。295إ  　 は、ޱԑ部に 3 条のԣ૸௜線文 a がめ͙りઠ޸がある。そのほか、ແ文の小形ു 275 がある。

　ു̗（296・307・308）は、内外面をஸೡにϤコϛガΩし੺࠼を施した一܈である。296 は、外面から

の 2 。あり޸のઠ޸

ു̘（273・274・282 ～ 286・294・297 ～ 306・310）は、ॏ山形文を主文様とした一܈としͯ 273・同一

ମであるݸ 299 ～ 304 がある。274 は、4 ～ 5 単Ґのม形޻字文が施され、282・285・297・298・310 は

࿈ހ文が主文様となった土器である。297 と 298 は同一ݸମとした。また、283・284 は、ԣ૸௜線文に

よる区ըにฟঢ়޻۩のࠁΈをॆరした文様をもつྫである。さらに、ޱԑ部にઠ޸がある 286、ંฦし

ԑをもつޱ Έをもつࠁの۩޻いฟঢ়ࡉ、305・294 306 がある。

　そのほか、ԣ૸・ॎ૸の௜線文を施した 287、ఈ部のΈのഁ片 309 がある。

　ยുޱ

　4 ఺出土。遺構出土の 2 ఺以外は、ਤࣔできる遺物はない。

ୈ）ࠋ　 91 ਤ 278 ～ 281、1L25）

　6 ఺出土。278 ～ 281 は東区から出土し、4#01 出土の 318 以外は遺構外遺物である。すべͯ焼成前ઠ޸

で、279 をআいͯ྆面からのઠ޸である。

　֖（ୈ 91 ਤ 276・277、1L25）

　2 ఺出土。์ࣹঢ়の௜線区ըにԡҾྻ఺文をॆరした૷০తな 276、つまΈをͪ࣋ແ文の 277 の 2 種が

ある。੢区、東区からそれͧれ 1 ఺ͣつ出土しͯいる。૒方とも਎部ԑࡍ近くに、1 ないしは 2 ޸のઠ޸

がΈられແᰍᆵにରԠするためのものであΖう。

ᶈ�ʮࠁΈʯจ༷ͷಛ௃（ୈ 74・75 ਤ）

　栗林 1 式土器に特௃తにΈられる「ࠁΈ」文様についͯ、ਤ化したશࢿྉのৄࡉな࡯؍を行なった。以

Լ、֤ྨの代දྫをऔ上͛۩ମతにઆ明する。ୈ 74 ਤの土器番号は、遺物ਤ൛のࡌܝਤ番号と同一であ

る。ซせͯ、業務ҕୗの分析番号も記した。さらに、本文にऔり上͛なかった主なࢿྉについͯは、ࣸਅ

を %7% に収録した。

� ྨɿฟঢ়޻۩による文様。195 はᙈ಑部にઌ୺円形の޻۩を右から左方޲に施文。198 はᙈ಑部にઌ

୺のࡉい޻۩を右から左方޲に施文。266 はᙈ಑部にϋέ調੔に࢖用した޻۩と同一の޻۩を右から左方

する（分析ࣅにもྨ۩޻へ施文。൘ঢ়޲ /o.2）。268 はᙈ಑部にઌ୺がࡉくӶい޻۩を右から左方޲へ施文。

224 はᙈ಑部にઌ୺がࡉい޻۩をԼから上へԡҾしたものを左から右方޲へ施文（分析 /o.9）。115 はᆵᰍ

部にԣ૸௜線文をҾき、その上に左から右方޲へ施文。
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ୈ 74 ਤ　ྛ܀ 1 ࣜ土器にみらΕΔʮ刻みʯ文様のछྨ

195

198

227

268

115

224
( 分析 No.9）

96

219

225

266
( 分析 No.2）

223
( 分析 No.4）

218
( 分析 No.6）

163
( 分析 No.3）

221
( 分析 No.5）

226
( 分析 No.8）

111
( 分析 No.7）

1 類

2 類

3類

4類

5類

6類
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� ྨɿϋンノΩଐ༤花序のౙժによる文様。218 はᙈޱԑ部に右から左方޲に施文（分析 /o.6）。223 は

ᙈ಑部に左から右方޲へ施文（分析 /o.4）。219・225 はᙈ಑部に右から左方޲へ施文。163 はᆵ಑部に右

から左方޲へ施文（分析 /o.3）。

� ྨɿ࣠にඥを右回సでרきつ͚た޻۩による文様。221 はᙈ಑部に左から右方޲へ施文（分析 /o.5）。

227 はᙈ಑部に右から左方޲へ施文（分析 /o.1）。

� ྨɿ࣠にඥを左回సでרきつ͚た޻۩による文様。226 はᙈ಑部に左から右方޲へ施文（分析 /o.8）。

� ྨɿ൘ঢ়޻۩（ઌ୺を平らにՃ޻した໦ޱ）による文様。96 はᆵᰍ部に右から左方޲へ施文。ฟঢ়޻۩

にྨࣅするが、より௚線తな文様となる。

� ྨɿ྿ঢ়޻۩による文様。111 はᆵᰍ部に右から左方޲へ施文（分析 /o.7）。分析では、࣠にඥを右回

సでרきつ͚た޻۩による文様とされたが、೑؟で再確認した結果、ؙඥঢ়の๲らΈはなく࿄ঢ়の痕跡が

。による文様に再分ྨした۩޻されたことから࿄ঢ়࡯؍

౳としͯ報告さ「ಥ文ࢗによる۩޻ฟঢ়」においͯ、一様にڀݚ文様は、いままでの弥生土器「Έࠁ」　

れることがଟかった。本報告での࡯؍によっͯ、その文様も਺種にࡉ分される可能性がࢦఠできた。その

うͪ、ैདྷからฟঢ়޻۩とはҟなる施文۩による文様としͯ考えられ、「平৫のѹ痕」（இ原 1988）、「໢ঢ়

のѹ痕」（鶴田 2012）としͯ報告されͯいた文様が、本報告で 2 ྨに分ྨした「ϋンノΩଐ༤花序のౙժ」

という遺跡周ลにൟໜしͯいたと考えられる植物（ம 15）のѹ痕である可能性が高いことが൑明した。ϋ

ンノΩଐには様ʑな樹種があり、また同種でも成長段֊でѹ痕の形、大きさがมわっͯくることから、Ͳ

の種の花序を࢖用したのかを特ఆすることは೉しい（ம 16）。　　

　本遺跡では、栗林 2 式以降にݟࢄされるオオόコが施文されたと考えられる文様は̍఺のΈ（ୈ 90 ਤ

237）であり、ϋンノΩଐを用いたとࢥわれる文様 5 ఺にൺべるとগ਺となる。この出土ස౓の差は、栗

林式土器のなかでも時期によっͯ施文に࢖用する植物のબ୒がなされͯいた可能性をࣔࠦしͯいるのかも

しれない（ம 17）。しかし、わͣかな出土ྔであり、今後の同種ࢿྉの૿Ճに期଴するとこΖが大きい。

　ୈ 75 ਤは、౷ܭతに「ࠁΈ」文様についͯまとめたσータである。やはり、ैདྷの弥生土器ڀݚのと

おり「ฟঢ়޻۩」を施文۩とする文様が࠷もଟい。今回、「ࠁΈ」文様としͯࡉ分を行なっͯΈたが、3・

4 ྨに分ྨした「࣠にඥをרき෇͚た޻۩」による文様౳、今後再考しͯいͯいくඞ要性があると考える。

ʢ̎ʣ౔੡඼（ୈ 81・92・93 ਤ、1L17・26・27）

　弥生時代中期後半の土製品には、土器片を再利用した製品と不明な製品がある。今回、土器片を再利用

した土製品のなかに、土製円൘とともに、「磨痕をもつ土器片」4 ఺を抽出した。

ᶃ�ʮຏࠟΛ΋ͭ౔ثยʯ（ୈ 81 ਤ 8・ୈ 93 ਤ 330 ～ 332、1L17・27）

　栗林式のᆵ಑部および片ޱുޱԑ部ഁ片の一側面に磨痕が残るࢿྉである。330・331 は本དྷのᆵ಑部

分類 点数 割合

1類

2類

3類

4類

5類

6類

合計　71点

「刻み」の分類別土器総点数

1 

2 

3 

4 

5 

6 

1 
2 

3 

4 

5 
6 

ୈ 75 ਤ　ʮ刻みʯ文様のछྨ集ܭ
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ഁ片の上Լからすると左側面にԣ方޲の磨痕が残り、332 は上部にԣ方޲の磨痕が残る。前者 2 ఺はᆵの

内面、後者は外面に磨痕がݦ著に残存する。331・332 は൓ର面にも磨痕がΈられる。さらに、332 につい

ͯはᆵ಑部ഁ片の上部に磨痕があることから、ٖޱԑの可能性もある。もう 1 つの 8 は、ほかのࢿྉとҟ

なり、片ޱുޱԑ部の内面にԣ方޲の磨痕がΈられ、左・右・Լのഁ片と઀߹し大ഁ片となる。

の弥܈するྫとしͯ、長野市篠ノ井遺跡ࣅする出土ྫはないが、ଞ時期のྨࣅり、同時期にྨݶのݟ؅　

生時代後期ശਗ਼水式期の「土器片製半円൘」がある（੢山 1997）。ശਗ਼水式土器の土器片を࢖用し、半円

൘形に੔形される。அ面にࡲ痕を残し、௚線部分がހঢ়になる場߹もある。大きさతには本遺跡ྫより大

きなものもあり、452 ఺と出土఺਺がଟい。さらに、ほとんͲのࢿྉが土器本དྷの上Լに߹わせͯ௚線部

分を作り出しͯいる。また、篠ノ井遺跡܈と同時期で竪穴住居跡からまとまっͯ出土したྫとしͯ、大町

市आ馬遺跡 45 号住居ᅿがある（ߥ井 1981）。

　本ࢿྉ 4 ఺は、ࢦでఠまΉのにద౰な大きさであること、ԣ方޲の磨痕が残存すること、磨痕面がやや࿷曲

しͯ土器の器面の࿷曲に߹うというڞ௨の特௃が確認できる。ഁ片を޻۩としͯԾఆした場߹、土器の器面を

ૈく磨き、平׈にする౳の調੔に࢖われた可能性を૝ఆすることができる（ࣸਅ）。本ࢿྉྫは、ଞ遺跡にྨ

ྫがなくൺֱ検討ができなかった。今後、֤地で土器片の

。ྉが૿Ճすることを期଴したいࢿ、がਐΈ࡯؍なࡉৄ

ᶄ౔੡ԁ൘（ୈ 93 ਤ 333 ～ 335、ୈ 92 ਤ 337・338、 1L26・27）

　土製円൘としͯ確認した遺物は、中野市ࢼ掘ࢿྉ分

も߹わせͯ 5 ఺である。333 のΈが、ᙈ಑部ഁ片を۱ؙ

方形に੔形し、中ԝに྆面からઠ޸する。๰਴ंとしͯ

の用్が૝ఆされる。そのほかの 4 ఺（334・335・337・

338）は、ᆵ಑部ഁ片の再利用品である。周ลに磨痕が

あり、不੔円形をఄする。335 は 333 に形ঢ়がྨࣅし、

上Լ部が平坦となる。

ᶅෆ໌౔੡඼（ୈ 93 ਤ 336、1L27）

　土器のޱԑ部にྨࣅするが、中ԝが隆ىしڸ؟ঢ়のପ円形ష෇が左右ରশతに 2 か所に෇く。ਓ面をද

現した可能性もある。

ʢ̏ʣੴثɺੴ੡඼ɺΨϥε੡඼（ୈ 69・70・93 ਤ、1L14 ～ 16・27）

　石器ྨは、ଠ型ൎਕ石ිなͲの磨製石器のほか、スリΩリ۩、ਕ器、Ꮟ石なͲのՃ޻۩ྨが出土したが、

出土ྔはগない。ਤ൛についͯは縄文時代の項にまとめͯࡌܝしたが、縄文時代の石器としͯ記ड़したࢿ

ྉのなかにも、౰֘期のࢿྉがؚまれる可能性が高い。なお、出土遺構が明確なものについͯは、遺構名

を࣮ଌਤの右Լに記した。そのほか、弥生時代の遺物แؚ層より、ปۄ製のۄ؅、コόルトϒルーのガラ

ス小ۄのྨۄも出土しͯおり、あわせͯ記ड़する。

　以Լ、弥生時代にଐすると考えられる石器、石製品、ガラス製品についͯ、器種ごとに֓؍する。ݸ別

のܭଌ஋౳の࡯؍結果は、ୈ 7 ষのあとにࡌܝした「遺物࡯؍ද」にࣔし、そのほかのඇࡌܝ石器、Ṟ片

。したࡌܝදはఴ෇̙̫̙に࡯؍

ᶃଠܕൎਕੴි（1L15 －（1054）・（1084））

　2 ఺とも、東区のද面࠾集ࢿྉである。（1054）はਕ部ഁ片で、ਕはۃめͯӶ利である。（1084）は基部

にᏏଧ痕が残りਕ部の一部がܽଛする׬形品であり、Ꮟ石としͯの࢖用の可能性もある。2 ఺ともً྘岩

製の小形品である。なお、（1084）の࣮ଌਤは %7% に収録した。

Ծশʮ土器器面調੔具（330）ʯ࢖༻方๏૝ఆࣸਅ
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ᶄਕث（ୈ 69 ਤ 14、1L16、1L16 －（1069）・（1112））

　5 ఺出土。すべًͯ石安山岩製。14 は 4#02 より出土した、ፏ平な大形᛽ද面のഁ片。ද面はπルπル

にຎ໣しͯおり、原形は౐石または୆石であったと考えられる。ഁଛしたഁ片をਕ器としͯ再利用したも

のとࢥわれる。ਕ部はۃめͯӶ利で、わͣかにຎ໣したようにΈえる。（1069）は൘ঢ়のṞ片素ࡐを利用

したもので、ਕ部とΈられる部分を一部に残しഁଛしͯいる。ਕ部࢖用痕はݦඍ࡯؍ڸではないが、わͣ

かにຎ໣しͯいる。ඃ೤しม色する。（1112）は（1069）と同様なਕ器の小ഁ片。

ᶅεϦΩϦ۩（ୈ 69 ਤ 12、1L16）

　2 ఺が、東区上Ґ段丘ೆ୺の弥生時代の遺構検出面より出土。12 はԣ長Ṟ片を素ࡐとし、ਕ部と൓ର側

をஸೡなਕつͿしՃ޻でހঢ়に࢓上͛ͯいる。அ面̫字ঢ়のਕ部は、やや内࿷するほͲຎ໣したスリΩリ

痕を明ྎに残す。ほ΅׬形品。なお、ਕ部のΈ残存する片岩製の（1067）は、࣮ଌਤを %7% に収録した。

ᶆᏏੴ（ୈ 69 ਤ 16・17、ୈ 70 ਤ 19・21、1L14・16）

　13 ఺出土。4T151iU3 出土の 16 は࠭岩製のፏ平で円形の川原石を素ࡐとし、ԑล部を࢖用しͯいる。ॏ

ྔは 90g とܰྔだが、ՃܸによるഁଛがΈられる。17 は 4#02 出土、こͿし大の川原石（ம 18）を利用し、

୺部をՃܸし࢖用しͯいる。19 は石ӳર྘岩製（ம 19）で、ॏྔは 241g をྔる。長࣠のઌ୺片側部にՃ

ܸによるṞ཭痕がΈられる。4%01出土の21は、ً 石安山岩製でॏྔは856g。長࣠の྆୺部にՃܸ痕がある。

ことにԼ方の୺部はՃܸにՃえຎ໣の痕跡がΈられる。

ᶇۄ؅（ୈ 93 ਤ 1、1L27）

　東区中ԝԼҐ段丘のᶙ a 層から、1 ఺出土。྘色ڽփ岩製（ம 20）で、長さ 19.5mm、෯ 6.7mm、྆面

ઠ޸でП 2 ～ 3mm をଌる。

ᶈΨϥεখۄ（ୈ 93 ਤ 2、1L27）

　東区ೆ側ԼҐ段丘のᶙ a 層から 1 ఺出土。コόルトϒルーで長さ 5.8mm、෯ 4.5mm、ઠ޸П 1 ～ 2mm

をଌる。౵形をしͯおり、その中ԝ部分に੾りࠐΈঢ়の溝がある。2 つに分ׂし、Ϗーズۄঢ়の製品 2 ݸ

に࢓上͛る༧ఆのものなのか、ৄࡉは不明。

̏　古墳時代
ʢ̍ʣ౔ث（ୈ 94 ਤ 1 ～ 7、ୈ 95 ਤ 8 ～ 12、1L27・28）

　ᆵ、高ᆀ、ᆁ形ᆵなͲがΈつかっͯいるが、その大部分は古墳時代中期 4,191 の出土であり、すべͯ

઀߹部で੾り཭された（ഁࡅされた）ঢ়ଶのഁ片であった。

ᶃᆵ（ୈ 95 ਤ 10・11、1L28）

 　すべͯが遺構外からの出土である。10 はೆ区東୺出土のંฦしޱԑのᆵで、ޱԑ部ഁ片のΈが出土しͯい

る。ંฦし部はややࡶな作りであるが、内面はྑ޷にナσ、部分తにϛガΩ੔形される。11 は東区ԼҐ段丘ೆ

側出土のඍ小なഁ片。ޱԑ部のഁ片とΈられ、形ঢ়からත形のᆵޱԑ部ഁ片をਪఆした。内面はྑ޷にナσ

੔形され、外面は一本௜線がめ͙りϛガΩ੔形される。弥生時代ऴ຤から古墳時代前期初಄ࠒの所࢈であΖう。

ᶄᆁܗᆵ（ୈ 94 ਤ 6・7、1L27）

　2 ఺とも 4,191 から出土しͯいる。6 はޱԑ部が௚ޱし、಑部はٿ಑ঢ়であるが、Լ半部がやや۶曲を

Έせる。外面はϋέ調੔の後、ஸೡにϛガΩ調੔される。7 は 6 と同形のޱԑ部ഁ片、ᰍ部の઀߹部で੾

り཭されたものと考えられる。

ᶅᙈ（ୈ 95 ਤ 12、1L28）

　12 は東区ԼҐ段丘中ԝ෇近出土のᙈで、同一ݸମと考えられるഁ片 17 ఺がある。઀߹できる大形ഁ片

を෮࣮ݩଌした。ޱԑは؇やかに外൓し、಑部はٿ಑ঢ়となる。内外面ともࡉかなϋέঢ়޻۩で調੔される。
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ᶆߴᆀ（ୈ 94 ਤ 1 ～ 5、ୈ 95 ਤ 8・9、1L27・28）

　ୈ 95 ਤ 8・9 の 2 ఺は、いͣれも東区ԼҐ段丘中ԝ෇近で出土し、弥生時代ऴ຤から古墳時代前期初಄に

Ґஔ͚ͮられるか。8 は内外面とも੺࠼され、ஸೡにϛガΩ調੔されͯいる。ޱԑ部はラοパঢ়に։き、ޱ

৶୺部はやや外͗࡟ঢ়に作られͯいる。٭の大半はࣦܽし、円形のઠ޸が 2 か所（3 か所の可能性もあり）に

確認される。9 はޱ৶୺部外面をԣ方޲にڧくナσ成形し、ബく積Έ上͛ঢ়に࢓上͛られͯいる。ുのޱԑ

部ഁ片の可能性もあるか。

　ୈ 94 ਤ 1 ～ 5 は、4,191 から出土した古墳時代中期初಄の高ᆀ。4 ఺のᆀ部ഁ片と 2 ఺の裾部ഁ片が

ある。特චすべきは土坑内上層からの出土で、すべͯᆀ部・裾部と౵部との઀߹部෇近から੾り཭され（ഁ

され）、౵部のΈがൈ͚ͯいる。4ࡅ の上Լや 2 と 5 がそれͧれ同一ݸମの可能性が高い。いͣれも内外面

ともにྑ޷にϛガΩ調੔される。

ʢ̎ʣమ੡඼（ୈ 94 ਤ 1、1L28）

　4,191 から、「ロクロガンナ」（ம 21）と考えられる鉄製品が、1 ఺出土しͯいる。શ長 285mm をଌる

Өでもやや不઱明である（ୈࡱはレントήンگ化がܹしく、ઌ୺部の残存ঢ়ࡺ。存品とΈられる׬ 94 ਤ）。

೑࡯؍؟のݶり、ઌ୺部はややؙΈのある࢛֯形ঢ়、ਕ部はԣஅ面がತレンズঢ়をした྆ਕで、14mm を

ଌる。基部のԣஅ面はፏ平な࢛֯形ঢ়をఄする。4,191 は形ঢ়から、古墳時代中期の墓坑とଊえͯおり、

この「ロクロガンナ」は坑ఈ面近くから出土したことから、副૴品と考えたい。

　弥生時代中期後半のௗऔ県੨୩上ࣉ地遺跡、古墳時代前期（4 世ل）のژ౎෎長Ԭژ市長๏ࣉೆ原古墳

౳から、ྨࣅする遺物が出土し、ݺশతには「๮ঢ়品」「特घな๮ঢ়鉄器」としͯ報告されͯいる（村上

ほか 2003ɿ217,342）。౰֘時期のࢿྉとしͯは、県内初出である。

10d50H

50d100H

100d200H

200d500H

500H Ҏ上

10H 未ຬ

/
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̐　平安時代
ʢ̍ʣ౔ث（ୈ 96 ਤ、1L29）

　土坑、焼土跡の遺構が集中する東区のԼҐ段丘中ԝに遺物も集中する。特に、4F02 ～ 04、鉄滓が出土

した 4,361 が所在する周ลにଟく出土した。

ᶃᆀ（ୈ 96 ਤ 1・6 ～ 10・14、1L29）

　1 は「΢」ףঢ়の๽書、14 は「 」ঢ়の๽書のある土師器ᆀ片で、1 は 4,205 から出土しͯいる。7 は

౮明痕とఈ部ࢳ੾りのࣦഊ痕跡を残すྫで、ઙく小Ϳりである。10 世ل຤～ 11 世لの平安時代後期の所

。であΖうか࢈

ᶄࠇ৭౔̖ث（ம 22）（ୈ 96 ਤ 5・11 ～ 13、1L29）

　11 はᆀで、5 びٴ 12 は内面に์ࣹঢ়の҉文がある㡜である。13 のϛガΩは明確ではない。いͣれも

4F03 周ลから出土しͯいる。9 世ل代の年代をਪఆする。

ᶅ൫（ୈ 96 ਤ 2、1L29）

　ᆀよりもܘޱが大きくਂい器形であることから൫（ു）とした。10 世ل代にҐஔ͚ͮられるか。

ᶆᙈ（ୈ 96 ਤ 3・4・15・16・18・19、1L29）

　4 はタタΩ໨を残す಑部ഁ片であり、3 はޱԑ部のഁ片。ともに 4,318 から出土しͯいる。10 世ل代

と考えられる。また遺構外から出土した 4 ఺は、その器形から 11 世ل代にೖる可能性が高い。

ᶇӋז（ୈ 96 ਤ 17・20 ～ 22、1L29）

　17 は回సナσ調੔で、ϋέ໨がڧく残るޱԑ部ഁ片、同一ݸମと考えられる಑部～ఈ部ഁ片 3 ఺（20

～ 22）が出土しͯいる。11 世ل代の可能性が高いか。
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ʢ̎ʣమᕥʢۚচੴখยΛؚΉʣ（1L29 － 1 ～ 8）

　遺物の大半が、4,361 から出土した。さらにᝲによる水ચબ別で、গྔではあるがཻঢ়滓をؚΉ஁໶滓、

࠭鉄を抽出した。子Ͳものݓ大ほͲの࿶形滓 2 ఺（1L29 － 1・2）以外は小片である。೪土が෇ணした஁

໶滓片 5 ఺（1L29 － 3 ～ 6・8）、஁໶滓が෇ணしたۚচ石小片 1 ఺（7）も出土した。すべͯの遺物が、஁

໶に関࿈する一ׅഇغ遺物である可能性が高い。

ம

1）土器についͯ、ෳ਺のഁ片が઀߹したࢿྉで器形෮ݩがࠔ೉なものは、すべͯの୓本をࣔさͣ、その土器の特௃をࣔす

ഁ片をબび、1 ～਺片のΈを土器ਤ൛でఏࣔしたものもある。

2）ࣸਅਤ൛（1L14 ～ 16）中の（　）෇きでද記した਺字は石器の؅ཧ番号をࣔし、遺物ਤ൛に࣮ଌਤをࡌܝしͯいないも

のであることをࣔす。なお、（　）がない਺字は遺物ਤ൛のࡌܝਤ番号をࣔす。

3）弥生時代以降の遺構および遺物แؚ層には、縄文土器がࠞೖしͯおり౰֘期の石器もଟくࠞ在しͯいる可能性がある。

すべͯの石器についͯ明確に時期を区分することはできないが、形ଶతに縄文時代の石器がଟくを઎める可能性がある

ことから、石器ਤ൛は縄文時代の項にまとめͯࡌܝすることとした。また、石器の֓要記ࡌについͯは基本తに縄文時

代の項で行なうが、遺構出土遺物や弥生時代にのΈྨྫがΈられる器種は、弥生時代の項で記ड़した。なお、Ꮟ石につ

いͯは、弥生時代の遺構からの出土遺物は弥生時代の項で記ड़したが、出土਺は縄文時代と弥生時代の૯਺となっͯいる。

4）栗林式土器のมભաఔ౳をཧղするために、文様ଳ֓೦（山内 1964）を弥生土器にԠ用した分ྨ基४（石川 2002）を基

本としͯ、時期区分をした。

5）਺ྔの単Ґとしͯ「఺」を࢖用したが、すべͯのഁ片についͯ઀߹関܎、同一ݸମである確認ができたわ͚ではなく、

あくまでも֓਺であり໨安とする஋である。

6）栗林式土器についͯ、器種

の部Ґのݺশ（ୈ 78 ਤ）、ു

形土器のࡉ分（ୈ 79 ਤ）につ

いͯは、࣍ਤのとおり、দ原

遺跡の報告（長野県埋蔵文化

財センター 2000）にैう。

7）দ原遺跡の௜線文系には、ԣ

૸௜線文 a・b・D（b は̎本セο

トでඳかれ、D は࿈ଓした్੾

れ部をもつ）、　೾ঢ়௜線文 a・

b・D（b は̎本セοトでඳかれ、

D は೾ঢ়の振෯が大きい）、山形

௜線文 a・b（b は山形の振෯が

大きい）、ࣃڒ௜線文 a・̱（b

は施文原ମがࡉく山形がڧ調されない）、ԡҾྻ఺文、࿈ހ文 a、b、D（b は೾໲ঢ়の文様がԣ方޲にॏなる、D は a 文様が上Լに൓స

した形）、ॏ山形文、ॏ֯ࡾ文（֯ࡾ形のఈลが内࿷するものと௚線తな 2 種がある）、ෳ߹ࣃڒ文、ॏඛ形文、コの字ॏね文、ม

形޻字文（޻字ঢ়をఄしดޱ・։ޱするもの、（۱ؙ）長方形、ପ円形のϞチーϑなͲόラΤςΟに෋Ή）なͲがある。

8）দ原遺跡の۳ඳ文系には、۳ඳ௚線文 a・b（b はώΰが 3 本前後とগ਺のもの）、۳ඳ྿ঢ়文、۳ඳ೾ঢ়文 a・b・D（b はώ

ΰが 3 本前後とগ਺のもの、D は೾ঢ়の振෯が大きい）、山形文 a・b（b は山形の振෯が大きい）、୹ԣ線文、୹ࣼ線文 a・b（b

はࢗಥঢ়に施文）、ॎӋঢ়文、ԣӋঢ়文、ࣼ線文、ਨԼ文 a・b・D（a は௚線文、b は೾ঢ়文、D はઌ୺がހঢ়となる）、なͲがある。
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ମ෦

鉢

ୈ 78 ਤ　器छの部位ݺশ๏

（௕野ݝຒଂ文Խࡒηンλʔ
　　　　　　　2000：10 よりൈਮ）
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9）本ߘでは、L3 の単અ縄文をԣҐ方޲に施文した文

様を「L3 ԣ縄文」、ॎҐ方޲に施文した文様を「L3

ॎ縄文」とݺশする。なお、L3、3L、3L3 ౳の縄

文に関する೨りのݺশは、山内ਗ਼உの縄文土器のݚ

成果による（山内ڀ 1979）。千曲川上流のೆ大原遺

跡では、栗林 2 式৽段֊が主ମだが、やはり L3 ԣ

縄文が大半を઎めると報告されͯいる（鶴田 2016）。

10）本ߘでは、土器器面のڥք（区੾り）部分に࿈ଓ

しͯ印をつ͚るҙຯ߹いをॏࢹしͯ、「ࠁΈ」とい

う用ޠを用いた。๮ঢ়޻۩により、単ಠおよび区

ը文様内をॆరする໨తでಥいた文様についͯは、

ैདྷの「ࢗಥ文」を用いたが、఺਺は਺఺のΈだった。

11）（株）パレオ・ラϘの「レプリΧ๏による土器の施

文۩ѹ痕のਪఆ」で、૝ఆされた施文۩（現生ඪ本ؚΉ）を೪土൘にԡし౰ͯる施文の再現࣮ݧ・ൺֱ検討を行なった分析

結果での分ྨ基४に४ڌし、Ճචした。

12）山内ਗ਼உの文様ଳ֓೦（山内 1964）をԠ用し

たদ原遺跡出土土器の分析（上田 1995、長野県

埋蔵文化財センター 2000）、石川日出ࢤの࿦考（石

川 2002）に基ͮく。૷০ଳのݺশについͯは

右ਤ（ୈ 80 ਤ）のとおりである。

13）0 ～ 5 のΞラϏΞ਺字は、ୈ 80 ਤの૷০ଳ

をࣔし、文様がある૷০ଳをʦ　　ʧ内にද

ࣔした。ʦ2 ʴ 4ʧは、2 ～ 4 ૷০ଳの࿈ଓし

た文様（ԣଳがॏ৞）、ʦ3ʧはݒਨઉঢ়文を主

とする単Ґ文様、ʦ0ʧはແ文をද現する（石川 2002ɿ55,56）。

14）ୈ 86 ਤ 145 についͯは、ࣸਅࡱӨ後に同一ݸମであることが൑明したため、ࣸਅਤ൛にはࡌܝしͯいない。

15）ୈ 6 ষՊֶ分析にࡌܝした、平成 25（2013）年の（株）古ڀݚڥ؀所による花ค分析で、ᶘ層（弥生～古代ʁ）よりϋ

ンノΩଐの花คが検出されͯいる。

16）（馬場 2009）によると、ϋンノΩଐには、ώϝϠシϟϒシ、ϋンノΩ、ϛϠϚϋンノΩ、έϠϚϋンノΩ、Χϫラϋン

ノΩ౳がある。さらに、ྨࣅする花序を࣋つ植物に、ΧόノΩଐのシラΧンό、ϛズϝ、ϋシόϛଐのϋシόϛ、Ξα

μ౳もある。また、東北大ֶ植物Ԃླ໦ࡾஉઌ生から「ϋンノΩ、ΧόノΩ、ϋシόϛのʰࣁ花ึʱということはઈର

になく、༤花ึがいͣれもީิになる。ϋシόϛはໟがいっͺい生えͯいるのでѹ痕には޲かない。ということで、Χ

όノΩଐかϋンノΩଐの༤花序、果ึという事になる。」（2015.12.20）というࢦಋをड͚た。

ҭڭによると、ϋンノΩଐ༤花序のౙժを施文した文様は、本遺跡以外で千曲川Լ流Ҭの൧山市小ઘ遺跡（൧山市ݟ؅（17

ҕһ会 1995ɿ156）中野市栗林遺跡（இ原 1988ɿ24Ȃ42）、ೆ大原遺跡（長野県埋蔵文化財センター 2016 報告書ץ行༧ఆ）、長

野市ೆી็遺跡（鶴田 2012ɿ110Ȃ125）、千曲川中流Ҭの長野市Ԙ࡚遺跡܈（現在発掘調査中）で抽出できた。それにରし

ͯオオόコ文は、千曲川Լ流Ҭの中野市ೆ大原遺跡、ࣣ੉遺跡（後期）（長野県埋蔵文化財センター 1994ɿ489）、中流Ҭの

長野市দ原遺跡（長野県埋蔵文化財センター 2000ɿ111 － 150）、上流Ҭのٱࠤ市北੢のٱ保遺跡（小山 1987ɿ99）、৿平遺跡（水

ᖒ 2014ɿ171Ȃ175）、੢近津遺跡܈（後期）（長野県埋蔵文化財センター 2015ɿ341,357）、中・ೆ信地ҬのԬ୩市ڮ原遺跡（後期）

（Ԭ୩市ڭҭҕһ会 1981ɿ138）、ຳྠ町ຳྠ遺跡（長野県埋蔵文化財センター 2005ɿ217）と広ൣғでΈつかっͯいる。さらに、
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鉢形土器

ୈ 80 ਤ　૷০ଳのݺশͱ構成
（石઒ 2002：56 よりൈਮ）

ୈ 79 ਤ　鉢形土器のࡉ分
（௕野ݝຒଂ文Խࡒηンλʔ 2000：15 よりൈਮ）
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県外での出土ྫも千༿県をはじめとしͯ、関東地方一円にΈられる（大প 2008ɿ1013）。

18）「山ノ内町方面ݯىの石ӳર྘岩と考えられる。」（2015.1.16　明治大ֶ中村༝٬ࠀһڭतࢦಋ）

（2015.1.16　同上）「。と考えられるݯى川上流北Ξルプス方面ࡄ」（19

（2015.1.16　同上）「。と考えられるݯى子町ௗӋ山内村層ؙچ」（20

21）「ઌ୺の形が小さく、ฑ（਎）のつくりからもʰロクロガンナʱの可能性が高い。ฑ（਎）の部分のްΈはബいが、ਓྗで回

すロクロなのでこの͙らいでもྑい。໦のฑを૷ணした可能性もある。おそらく࢖用࠷ऴ段֊のঢ়ଶであΖう。古墳時代中期

には確࣮にロクロは存在するが、޻۩の出土ྫはほとんͲない。大ม௝しい、ྑいࢿྉである。」（2014.3.23　޻ᒜળ௨ઌ生ࢦಋ）

22）ロクロの回సྗを利用した土師器の内面をϔラϛガΩし、黒色ॲཧしたものを「黒色土器̖」とする（長野県埋蔵文化

財センター 1989ɿ115）。
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ୈ 81 ਤ　弥生時代 SB、ST、SD 出土土器
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（)26 分析 /o.1）

ୈ 82 ਤ　弥生時代 SK、SQ、遺構外出土土器

44 45

46

48

49

50

47

51

63

65

59 61

56

57 58

60 62

炭化物
拡大写真

52

55

54

53

64 66

（)26 分析 /o.1）

0 （1:4） 10Dm

（1:�）0 10Dm

SK176 SK180

SK347

SK360 SK396

SK373

SK423

SK465

SK529

SQ01

遺構外

ôçøüøçô

ୈ̏અ　遺　物



ୈ 83 ਤ　弥生時代遺構外出土土器（1）
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ୈ 84 ਤ　弥生時代遺構外出土土器（2）
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ୈ 85 ਤ　弥生時代遺構外出土土器（3）
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ୈ 86 ਤ　弥生時代遺構外出土土器（4）
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ୈ 87 ਤ　弥生時代遺構外出土土器（5）
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ୈ 88 ਤ　弥生時代遺構外出土土器（6）
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ୈ 89 ਤ　弥生時代遺構外出土土器（7）
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ୈ 90 ਤ　弥生時代遺構外出土土器（8）
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ୈ 91 ਤ　弥生時代遺構外出土土器（9）
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ୈ 92 ਤ　中野市試掘資料（SB01 出土土器、土製品）
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ୈ 93 ਤ　弥生時代土製品、石製品、ガラス製品　　　　　　　

ୈ 94 ਤ　ݹ෿時代 SK191 出土土器、鉄製品
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ୈ 96 ਤ　平҆時代 SK、SF、遺構外出土土器

ୈ 95 ਤ　ݹ෿時代遺構外出土土器
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ୈ̐ষɹนా৓੻ͷௐࠪ

ୈ̍અɹҨ੻ͷൣғͱԊֵɾ֓ཁ

̍　遺跡のൣғ
　壁田城跡は、千曲川右岸の長丘丘陵北部に立地する。「෢田信ݰग印ঢ়」（h ॾՈ古Ҋ集 ）ɦにより、川中

島߹ઓ時、෢田܉の࠷前線としͯॏ要なڌ఺であったとਪఆされͯいる。遺跡ൣғは、h 長野県中野市遺跡

分布ਤ（վగ൛）ɦ（以Լʰ分布ਤ（վగ൛）ɦࡉৄ という。）（中野市ڭҭҕһ会 2014）によると、城の主ֲがҐ

ஔする中ԝ部分（本ؙ）と、北側、ೆ側にඈび地で広がるൣғとからなる（ୈ 97 ਤ）。今回の調査区は、主

ֲからೆへ約 650 ̼཭れた長丘丘陵௖部および東側ࣼ面部～山裾部・低地部（ೆ側のඈび地）にあたる。

̎　城跡のԊֵ・֓要
　౰地を「へきだ」とݺশしたのは、ݩಙݩ年（1329）の「ਡ๚上社ޒ月会・花会・ࣹޚ山಄໾結番」（h क

໼Ո文書 ）ɦに「部໦田（へきだ）」と記ࡌされたのが࢙ྉ上の初ݟであるという。一方、長丘丘陵の࠷高

所に古代ேఊによる信ӽڥࠃの՜Ҕରࡦに関わるᖽՐ୆が設ஔされたという఻ঝから、ۚ井࣍ټは、ᖽՐ

୆に関わる「څ׭田のՐஔ田から壁田にసᨅしたというઆ」を঺հしͯいる（ۚ井 1981）。

　壁田城についͯは、Ӭ࿣ 9 年（1561）の「෢田信ݰग印ঢ়」によると、෢田信ݰがࠃਓ山田ඈଭकらに

ରしͯѼ行っͯいることから、このࠒまでに「高ས時代の城を෢田方が֦ு・म෮した」（౬本 1981）と

いうݟ方や、Ӭ࿣ 11 年（1568）の信ݰによる長প城再建に伴っͯ੔උしたという考えがある（ञ井 2013）。

一方、現地に残る੊ঢ়竪ງ܈をఱ文・Ӭ࿣期のӽ後城ֲの特色とଊえ、上ਿ方によっͯங城されたという

ҙݟもあり（ҏ౻ 1987）、ங城もしくはम෮、ഇ城に関わるఆઆはない。

　壁田城は、中野ઔঢ়地と千曲川によっͯ࡟られた֑ٸに挟まれた長丘丘陵上にあり、࠷高所にପ円形の

主ֲをஙいͯいる。北・ೆ・੢方のඌࠜは、ງ੾や土ྥで区੾った平坦部を造り出し、主ֲと࠷低所の平

坦部とのൺ高は 150m あるという。主ֲの東側に 3 本、北側平坦面の東側にも 7 本の竪ງがあり、また、

ೆ東の࿜஑ลりにも小ن໛な平坦面が認められる。こうした遺構の特௃から、ҏ౻ࢯは前ड़のとおり上ਿ

方のங城とΈるが、์ࣹঢ়ງ੾܈とのྨࣅ性から෢田方のங城とするݟ方もある（馬場 1996）。いͣれに

せよ、遺構にରする所ݟは今後のৄࡉな調査と分析がඞ要である。

　なお、ೆ東࿢には「ֲਗ਼水（くるわしΈͣ）」や「ࠜ小԰（ねごや）」の地名が残り、大ᙈや焼ถ、古મ

౳が出土しͯいるという。「ࠜ小԰」は居ؗのあった所とਪఆされ、市ڭҕが 2006 年にొ録した「ねごや

遺跡」（中野市ڭҭҕһ会 2006）にؚまれる場所である。

ୈ̎અɹௐࠪͷํ๏ͱௐࠪ੒Ռ

̍　調査の方๏
　確認調査は、はじめに千曲川に޲かっͯஅ֑を形成する੢側丘陵௖部から東側山裾部（低地部をؚΉ）

を౿査し、地ද面࡯؍を行なった。その結果、平場（平坦面）౳の地形を考ྀしܾͯఆした 19 本のトレ
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ンチをೖれͯ、遺構・遺物確認、土層࡯؍を࣮施した（ୈ 99 ਤ）。࣍年౓に༧ఆされる本֨調査の遺構౳

内容ཧղのため、調査可能なࣼ面・平坦面にトレンチをೖれた。一部、ਖ਼確な遺構確認のためトレンチを

面తに֦͛たՕ所もある（T11、T18、a 地఺）。

̎　調査の成果
　壁田城跡の調査成果は、大きく 4 か所に分͚ͯઆ明できる。長丘丘陵の丘陵௖部（北側ඌࠜ部をؚΉ）、

ࣼ面部、山裾部、低地部である。調査区શମの土層を大別すると、ᶗ層܈ɿද土層（ߞ作土層、੝土層）、

ᶘ層܈ɿ自然่落土層（掘࡟土のଯ積層をؚΉ）、ᶙ層܈・ᶚ層܈ɿ地山層となる。また、トレンチ（T）、

ςストϐοト（1）は、ڞ௨する地形ごとに区分した 6 地区にまとめた（ୈ 100 ਤ）。

ʢ̍ʣٰྕ௖෦ɺ๺ଆඌࠜ෦（T3、11 ～ 3、T12）（ୈ 101 ਤ、1L30）

　丘陵௖部をほ΅ೆ北に૸る T3 では、ݻいᶙ層܈の上にᶗ層܈がଯ積する。同様に、北側ඌࠜ部に設ఆ

された 11 ～ 3 は、ᶘ層܈を挟Ή部分もあるが、基本తに水性ଯ積のݻいᶙ層܈とᶗ層܈のΈで構成され

る（ϐοト（1）の土層はڞ௨することから、12 அ面のΈをࡌܝ）。さらに、11 ～ 3 が設ఆされた北側ඌࠜ部

の T12 からは、自然᛽の集積も確認されͯいる。丘陵௖部から北側ඌࠜ部にか͚ͯは、ਓ޻తな掘࡟౳

の痕跡は認められͣ、中世城ֲに関わる施設もない。

ʢ̎ʣࣼ໘෦தԝ（T1・2・4・6・8・9、a 地఺）（ୈ 101 ～ 103 ਤ、1L30・31）

　丘陵௖部から丘陵東側ࣼ面部にか͚ͯ設ఆされた T1 は、ᶙ層܈を掘࡟した面にଯ積したᶘ層܈を平ら

にしͯ、෯ 2 ̼前後の平坦面を 6 ～ 7 段造り出しͯいる。出土遺物はなく平坦面造成の時期は明確ではな

いが、現在のࣼ面の利用ঢ়گを考えると、おそらく近・現代に桑畑౳の造成が行なわれた痕跡であΖう。

　T2 は、ࣼ面上部で 5 段の平坦面、Լ部に広い平坦面を࣋つ。上部では、ᶘ層܈を࡟り平坦面を造り出

しͯいる。Լ部では、࠷上Ґに 1 段のڱい平坦面を残すものの、ԼҐは౰初の平坦面を再౓掘࡟し平坦面

を֦͛ͯいる可能性がある。出土遺物はなく平坦面造成の時期は明確ではないが、現地形の֊段ঢ়の平坦

面は果樹౳の畑に利用されͯいる場所が残存するため、畑地とするための造成であると考えられる。なお、

現地形造成が中世までさかの΅る痕跡は土層࡯؍では認められない。近・現代以降の畑地造成と考えると、

丘陵௖部に中世城ֲに関わる施設が確認できなかったことと੔߹する。ࣼ面中ԝでは、中世城ֲに関わる

ୈ 98 ਤ　壁ా৓跡֓ཁਤ（ञҪ 2013：33 よりసࡌ）
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施設は認められない。

　T4 は、ᶘ層（ᶘ層܈）（੢୺はᶙ層܈）を掘࡟した面にᶗ層܈がଯ積する。遺構・遺物はなく、෩౗໦

痕が 1 か所確認されたのΈである。造成の時期は不明であるが、T1 ～ T3 のঢ়گから൑அしͯ、近・現

代以降の掘࡟とਪఆする。なお、T2 とのほ΅中間ある調査区 a 地఺も同様のঢ়گをࣔす（ਤলུ）。

　T6 の土層࡯؍から、ᶙ a・b 層（ᶙ層܈）ないしはᶘ層（ᶘ層܈）が࡟平され෯約 8 ̼の平坦面を形成し、

上層にはᶗ層܈がଯ積しͯいることが確認された。࡟平（造成）の時期は不明であるが、ೆ側の T5 上段

と一࿈の平坦面であり、遺物・遺構は認められないことから、近・現代以降の畑地造成のための平坦面と

考える。

　T8 のՕ所は、現在樹ྸ 10 年前後のࡶ໦林となる。明確な掘࡟面は認められないが、ᶗ D 層（ᶗ層܈）

上部にはᶗ E 層（ᶗ層܈）にࣅる黒色土がࠞじる部分が認められ、ࣼ面上方のᶗ D・ᶗ E 層を࡟りࣼ面Լ

方に੝土し平坦面を造成したと考えられる。ただし、ᶗ D 層の上Լで明確な分層はできない。出土遺物は

なく、ଞ地఺の平坦面造成のঢ়گから、近・現代以降に造成された平坦面と൑அした。

　T9 のᶘ層（ᶘ層܈）とᶙ層（ᶙ層܈）との層քは明確で、ᶘ層がᶙ層のࣼ܏面にଯ積した後、掘࡟され

ͯ平坦面が形成されたと考えられる。遺物もなく、ᶗ層܈にしまりがないことから、近・現代以降の平坦

面と൑அした。

ʢ̏ʣࣼ໘෦ೆଆ（T5・7）（ୈ 104 ਤ、1L31）

　T5 の上段・中段は、ᶗ D1 層（ᶗ層܈）からϏχールが出土しͯいることから、近・現代以降の造成（畑地）

である可能性が高い。Լ段の造成土ᶗD3層（ᶗ層܈）もᶗD1層（ᶗ層܈）と一࿈の੝土と࡯؍されることから、

近・現代以降の掘࡟面（平坦面）と考えられる。上段の平坦面は、ࣼ面部中ԝ T6 の平坦面につながる一

࿈のものであΖう。出土遺物はない。

　T7 の平坦面は、造成が 2 回行われͯいる。੢୺で上方約 1.7 ̼のࣼ面があり、ଞ地఺の平坦面の段差

にൺべ高低差が大きい。ᶗ a 層（ᶗ層܈）とᶗ b 層（ᶗ層܈）は、土色およびᶗ b 層の落ͪࠐΈからҟな

る時期の੝土と൑அした。時期は不明だが、ଞ地区のঢ়گから൑அしͯ、1 回໨の造成も近・現代以降と

ਪఆした。

ʢ̐ʣࣼ໘෦๺ଆ（T10・11・13 上段・14 上段・14 中段）（ୈ 104 ～ 106 ਤ、1L31）

　T10 は、もともと؇ࣼ面であったとこΖを造成し、3 段の平坦面を造り畑地としたものとਪఆされる。上・

中段はᶙ層܈上に、Լ段の平坦面はᶙ b 層（ᶙ層܈）を掘࡟した面にᶗ a・ᶗ b 層（ᶗ層܈）がଯ積しͯいる。

ᶗ a・ᶗ b 層はྨࣅし、しまりがѱく、城ֲに関わる造成面とは૝ఆできない。近・現代以降の畑地のた

めの平坦面造成とਪఆされる。

　T11 の平坦面は、上段がᶘ層（ᶘ層܈）を掘࡟し、Լ段がᶙ層܈を掘࡟しͯ造られͯいる。上面にはᶗ

層܈がଯ積する。Լ段の平坦面はᶗ a 層（ᶗ層܈）のްさが 10Dm 以ԼのՕ所もあり、ࣼ面地形平坦面で

の土৕のଯ積ްを考ྀすると࡟平後਺ඦ年を経աしたとは考えられない。上・Լ段の平坦面は、地ݖ者か

らのฉきऔりにより、現代の果樹౳の栽培のために畑地造成が行なわれたࡍの平坦面であることが൑明し

た。さらに、平坦面の性֨の確࣮な೺Ѳのため、Լ段部分の平坦面を面తに調査したが、出土遺物もなく、

中世山城に関わる施設は確認されなかった。

　T13 上段は、岩石化したᶚ層（ᶚ層܈）上にᶘ層܈とᶗ層܈がଯ積しͯ、෯ 2 ̼ほͲの平坦面を形成し

ͯいる。現在もリンΰ౳の果樹栽培が行なわれͯおり、近・現代に畑地造成された平坦面であΖう。

　T14 上段・中段は、࠭層が岩石化したᶚ層܈を掘࡟しͯ、෯約 2 ̼の平坦面を造り出しͯいる。ଯ積土

はᶗ層܈がほとんͲを઎め、現在もプラϜ౳の果樹が栽培されͯいること、ଞ地区のঢ়گも考え߹わせる

と、近・現代以降の造成と൑அする。出土遺物はなく、中世城ֲに関わる施設౳は確認されない。
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ʢ̑ʣࢁ੄෦（T13 Լ段・14 Լ段、14）（ୈ 107 ਤ、1L31）

　土層をݟると、ᶗ層܈はࣼ面部とڞ௨するがᶘ層܈はҟなる。14 は近઀するࣼ面中ԝ T8 とはڞ௨す

る部分をもつ。北側の T13 Լ段ᶗ E 層（ᶗ層܈）より、平安時代の須恵器および土師器片が出土し、Լ層

のᶘ層܈からは縄文時代ૣ期ԡ型文土器のޱԑ部ഁ片が 1 片出土した。ೆ側の 14 は、黒׊色土のᶘ a 層
（ᶘ層܈）中に平安時代の土師器ᙈのޱԑ部ഁ片がแؚしͯいた。なお、T14 Լ段は T13 Լ段とほ΅同様

のঢ়گをࣔす（ਤলུ）。

ʢ̒ʣ௿஍෦（T15・15:1・15:2・16・17・18・19）（ୈ 107 ਤ、1L32・33）

　調査区東ԑは平坦な低地部となり、ࣼ面部とは様૬がҟなる。土層తには山裾部にྨࣅする部分もある

が、トレンチごとに様૬がҟなる。ೆ側の山裾部とのڥք෇近（T16）には、溝ঢ়の落ͪࠐΈ（4%01）があり、

弥生時代後期の੺࠼高ᆀഁ片が出土した。北側の T18 の北୺部分には、平安時代の土師器、須恵器のഁ

片が 13 片出土し、遺物集中 4201 としͯ確認した。遺物แؚ層は、黒色土のᶙ a ᶄ層であり、同層のঢ়

ଶから水田の可能性が考えられプラント・オパール分析を行なった。Πωの植物ࢎܔମ（機ಈࡉ๔༝དྷの

化石）は、安ఆした水田ߞ作の可能性があるࢼྉ 1 ̶౰り 5,000 以上まではୡせͣ（1,700ݸ ݸ � ̶）、明確

な結果はಘられなかった。ただ、古代の遺物分布の広がりは北側方޲にଓくとਪఆされた。なお、土層お

よびトレンチのৄࡉなঢ়گについͯはୈ 5 ষをࢀরのこと。

ୈ̏અɹখɹ݁

める໨తで、また壁田城跡の遺跡の広がりを確ۃݟ年౓に༧ఆされͯいた壁田城跡の発掘調査方๏を࣍　

認するためにトレンチ調査（一部面త調査）を行なったが、中世および近世の山城に関わる遺構・遺物は

検出されなかった。౰初、中世山城の平場・段差と考えた平坦面は、近・現代（明治以降）に桑や果樹を

栽培するために造成された畑地の平坦面であることが確認された。

　壁田城跡の遺跡ൣғは、主ֲのある場所（本ؙ）からඈび地ঢ়に北側とೆ側に延びͯおり、今回の調査

でೆ側の一部分を調査したが、中世城ֲに関わる施設は確認されなかった。調査結果から、壁田城跡にお

いͯ、本ؙೆ側のඈび地でΈられる平坦地には中世城ֲに関する施設は存在しない可能性が高くなった。

壁田城の城Ҭは、本ؙのある中৺部から北側にݶられることがわかっͯきた。

　一方、山裾部、低地部からは、ଞ時期の遺構・遺物が出土し、壁田城跡とは別の遺跡となることが県ڭ

ҕと市ڭҕとの間でٞڠ、確認された。山裾部と低地部の一部は、壁田城跡東ೆ࿢にある「ねごや遺跡」

に編ೖされることとなった。ねごや遺跡の調査内容は、࣍ষのୈ 5 ষで঺հする。
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（1）丘陵頂部、北側尾根部（T3、P1 ～ 3、T12）

0 （1:40） 1m北西より

T1 北壁

T3 西壁

P2 南壁

（2）斜面部中央（T1）
T12 自然礫の集積　

ʲT1、T3 ʳ
　ᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿ෗植土層。
ᶗ bɿ҉׊色土（)ue10:33�4）。しまりѱく೪性ऑい。᛽をؚΉ。
　ᶘ૚܈ɿ自然่落土層（࡟平土のଯ積層をؚΉ）。
ᶘ bɿ  ׊色土（)ue10:34�4）。自然่落土層（ᶙ a 層の่落土）。しまり

ѱく೪性ऑい。
　ᶙ૚܈ɿ水成の地山層。
ᶙ aɿ׊色土（)ue10:34�4）。しまりྑく೪性ऑい。かなりݻい層。
ᶙ bɿ̀  ᶙ b 層（T2 ஫記ࢀর）にྨࣅするが、П 5 ～ 10Dm のೈらかい᛽を

ؚΉ。ᶙ b 層とᶙ b` 層はҟなる層の可能性あり。
ᶙ D2ɿ明׊色土（)ue7.5:35�6）。しまりྑく೪性ڧい。かなりݻい層。
ᶙ Eɿ  ׊色土（)ue10:34�6）。փന色೪土をϒロοクঢ়にؚΉ。しまりྑ

く೪性ڧい。
ᶙ Eɿ̀  にͿいԫ׊色土（)ue10:35�4）。しまりྑく೪性ڧい。ᶙ e 層のփ

ന色೪土がࠞೖ。
ᶙ eɿ  փന色～にͿいԫᒵ色（)ue10:37�1 ～ 7�2）೪土。（סくとΧチΧ

チになり、ೞれると׈る）

˞ᶙ e 層のԼにփന色（)ue10:38�2）シルト層がある。

ʲ12ʳ
　ᶗ૚܈ɿද土層。
1ɿにͿいԫ׊色土（)ue10:34�3）。ද土。ࠜ でೈらかくなっͯいる。
　ᶙ૚܈ɿ水成の地山層。
2ɿ҉փԫ色࠭ࡉ土（)ue2.5:5�2）。ΧチΧチにݻくしまる。סくと

փന色（)ue2.5:7�1）になる。
3ɿ҉փԫ色࠭ࡉ土（)ue2.5:5�2）。ΧチΧチにݻくしまる。2 層よ

りཻ࠭が大きくラϛナがΈられる。
4ɿԫփ色࣭࠭土（)ue2.5:5�1）。סくとփന色（)ue2.5:7�1）になる。

˞1層は2層がࠜによりࡉかくなり෗植土とࠞじっͯできた層（T1
のᶗ層܈にରԠ）。2 ～ 4 層は水成層の地山（T1、ᶙ層܈に
ରԠ）。ਓҝత࡟平は確認できない。   

ୈ 101 ਤ　丘ྕ௖部、北側ඌࠜ部、ࣼ面部中央 1 土層ਤ
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è`
ɿ

׊
色

೪
土

（
)

ue
10

:
34

�4
）。

ᶙ
Iɿ̀

シ
ル

ト
層

中
に

෩
化

岩
石

ཻ
が

ࠞ
ೖ

。
྆

ਕ
ח

で
࡟

れ
、

上
部

は
೪

性
を

࣋
つ

シ
ル

ト
࣭

と
な

る
。

Լ
部

は
岩

石
ཻ

が
ݻ

く
形

ঢ়
を

保
つ

。
ᶙ

Lɿ
ԫ

׊
色

೪
࣭

土
（

)
ue

10
:

35
�6

）。
෩

化
岩

石
ཻ

П
1

～
2D

m
を

ଟ
く

ࠞ
ೖ

。
し

ま
り

ྑ
く

೪
性

ڧ
い

。

˞
ᶙ

I`
層

と
ᶙ

L
層

の
上

Լ
関

܎
は

明
確

に
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
ᶙ

I`
層

が
ݻ

く
岩

石
化

し
ͯ

い
る

の
に

ର
し

、
ᶙ

L
層

は
土

৕
化

し
ͯ

い
る

。
上

Լ
ٯ

స
し

ᶙ
L

層
が

่
落

土
層

の
可

能
性

も
あ

り
。

ୈ 102 ਤ　ࣼ面部中央 2 土層ਤ

ôçøþúçô

ୈ̏અ　小　結



A

B

��4�00m

����00m

ᶗB

ᶘ
ᶗC

ᶗC

ᶗEᶙB

ᶗCͱᶙͷࠞ౔૚

ᶙC

����00m

ᶘ

ᶗC

ᶗB

A

B
��0�00m

��1�00m

ᶗB

ᶘD

ᶗE

ᶗD

ᶘE

ᶗB

ᶗE

ᶘC

ᶘE

ᶘD

ᶗC

ᶘB 4
�����0m

ᶗB

ᶗD
ᶗC

ᶙ` ᶘ

ᶙ

（ᶙ）

ɿ໌֬ͳ۷࡟໘
1���ɿ౔ث

0 （1:40） 1m

T6 北壁

T9 北壁

T8 北壁

（2）斜面部中央（T4・6・8・9）

T4 北壁

ʲT8ʳ
ɹᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。ද土（ߞ

作土）。しまりѱく೪性ऑい。
ᶗ bɿ҉׊色土、ԫ׊色೪土、᛽なͲが

ࠞじった੝土。コンクリート道路を
造った時の੝土。

ᶗ Dɿ黒׊色土（)ue10:32�2）。しまり
ѱく೪性ऑい。ᶗ b 層との層քは઴
Ҡత。ᶗ D 層中Ґ（఺線部）がچද
土（ʹ造成前のද土）。

ᶗ Eɿ黒色土（)ue10:31.7�1）。しまり
ѱく೪性ऑい。ᶗ a 層との層քは明
ྎ（ᶗ D、ᶗ E 層を߹わせた層が、
山ମ部のほかのトレンチでچද土と
した層にରԠ）。

　ᶘ૚܈ɿ自然่落土層（࡟平土のଯ積
層をؚΉ）。

ᶘ aɿ黒׊色土（)ue10:32�2）。しまり
ྑく೪性ऑい。П 10mm 前後の岩石
ཻをࠞೖ（྆ਕחで࡟れる。山ମ෩
化岩石の่れたもの）。П 5 ～ 10Dm
の᛽をগྔࠞೖ。

ᶘ bɿ҉׊色土（)ue10:32�3）。しまり
ྑく೪性ऑい。П 1Dm 前後の岩石ཻ
をଟྔにࠞೖ。П 5 ～ 10Dm の᛽を
গྔࠞೖ。

ᶘ DɿにͿいԫ׊色土（)ue10:34�3）。
しまりྑく೪性ऑい。П 1Dm 前後の
岩石ཻをࠞೖ。ᶘ E 層とᶗ E・ᶘ b
層との઴Ҡ層。

ᶘ Eɿԫ׊色土（)ue10:35�6）。しまり
ྑく೪性ڧい。П 1Dm 以Լの岩石ཻ
をࠞೖ。᛽をগྔࠞೖ。

ʲT9ʳ
ɹᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿ҉׊色土（)ue10:33�4）。しまりѱく೪性ऑい。
ᶗ bɿ҉׊色土（)ue10:33�4）。しまりѱく೪性ऑい。ᶙ層が

П 5Dm ఔ౓のϒロοクঢ়でଟくࠞೖ。
ᶗ Dɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりѱく೪性ऑい。
ɹᶘ૚܈ɿ自然่落土層（࡟平土のଯ積層をؚΉ）。
ᶘɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりྑく೪性ऑい。Լ部（ᶙ

層とのڥք෇近）にП 1Dm 前後（2Dm 以Լ）のᶙ層がগ
ྔࠞೖ。

ɹᶙ૚܈ɿ水成の地山層。
ᶙɿにͿいԫ׊色シルト（)ue10:35�3）。П 1 ～ 5mm の岩石

ཻをଟくࠞೖ。ΧチΧチにݻい層（྆ਕחで࡟れるఔ౓）。
П 50Dm のѥ֯᛽をࠞೖ。

ᶙɿ̀ᶙ層と同じだが、࡟平のࡍ؇んだか、ࠜによりかくཚされ
ᶗ D 層がগྔࠞೖしͯいる。

ʲT4ʳ
ɹᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿにͿいԫ׊色土（)ue10:34�3）。ߞ作土。しまりѱい。
ᶗ bɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。੝土。چද土、ᶘ層の೪土ϒ

ロοクや石をࠞೖ。
ɹᶘ૚܈ɿ自然่落土層（࡟平土のଯ積層をؚΉ）。
ᶘɿ׊色土（)ue10:34�4）。փന色೪土ϒロοク、᛽をଟくࠞೖ。

自然่落土層。

˞֤土層ࡉ分名は T1 ～ T3 とはରԠしない。

ʲT6ʳ
ɹᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿᶗ E とᶘ層のࠞ土層。
ᶗ bɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりѱく೪性ऑい。
ᶗ Eɿ黒׊色土（)ue10:32�2）。چද土。
　ᶘ૚܈ɿ自然่落土層（࡟平土のଯ積層をؚΉ）。
ᶘɿ׊色土（)ue10:33�4）。しまりྑくԼ半部はかなり

しまっͯいる。上半部は自然่落土層ʁ（地山層）。
П 5Dm の᛽をগྔؚΉ。

ɹᶙ૚܈ɿ水成の地山層。
ᶙ aɿにͿいԫ׊色土（)ue10:35�4）。しまりྑくΧチΧ

チにしまっͯいる。೪性ڧく೪土࣭である。
ᶙ bɿにͿいԫ׊色土（)ue10:35�4）。しまりྑくΧチΧ

チにしまっͯいる。೪性ڧく೪土࣭である。αンクラ
οク（ס૩によるͻびׂれ）が認められる。

ୈ 103 ਤ　ࣼ面部中央 3 土層ਤ
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0 （1:40） 1m

（3）斜面部南側（T5・7）

T5 北壁 T7 北壁

（4）斜面部北側（T13 上段）

T13 上段北壁

ʲT5ʳ
　ᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。ߞ作土。しまりѱく೪性ऑい。
ᶗ a`ɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。ᶗ a 層よりやや҉く、しま

りྑい。
ᶗ D1ɿ҉׊色土（ᶗ層܈）と׊色土（ᶙ層܈）のࠞ土層。一

時期の੝土層。
ᶗ D3ɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりѱく೪性ऑい。ᶙ b

層をϒロοクঢ়にࠞೖ。
　ᶙ૚܈ɿ水成の地山層。
ᶙ aɿ҉׊色土（)ue7.5:33�4）。しまりྑく೪性ڧい。೪土࣭で、

᛽ؚまない。
ᶙ bɿ׊色土（)ue10:34�4）。しまりྑく೪性ڧい。փന色೪

土をϒロοクঢ়にࠞೖし、᛽はؚまない。

ʲT7ʳ
　ᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿ҉׊色土（)ue10:33�4）。

しまりྑく（上部 10Dm ఔは
しまりѱい）೪性ऑい。ᶙ a
層をϒロοクঢ়にࠞೖ。

ᶗ bɿ黒׊色土（)ue10:32�3）。
しまりྑく೪性ऑい。

　ᶙ૚܈ɿ水成の地山層。
ᶙ bɿփԫ׊色シルト層（࣭࠭）

（)ue10:37�2）。ΧチΧチに
。い。ਓ಄大の֯᛽をࠞೖݻ

ʲT13 上段ʳ
ɹᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりѱく೪性ऑい。

上部はߞ作土だがԼ部と分層不能。
ɹᶘ૚܈ɿ自然่落土層（࡟平土のଯ積層をؚΉ）。
ᶘ aɿ黒׊色土（)ue10:32�2）。山ମの自然่落土層。

ᶙ層をϒロοクঢ়にࠞೖ。しまりѱく೪性ऑい。
T10 ᶗ E 層にରԠする可能性あり。

ᶘ a`ɿᶘ a 層とᶙ層่落土層のࠞ土層。
ɹᶚ૚܈ɿ山ମの地山層。
ᶚɿ  上部－փന色土（)ue10:38�1）、Լ部－փԫ׊色土

（)ue10:36�2 ～ 6�1）、࠭とシルトがޓ層にଯ積し
岩石化したもの。山ମ地山層。ΧチΧチにݻい。

ୈ 104 ਤ　ࣼ面部南側・北側 1 土層ਤ

ôçøþüçô

ୈ̏અ　小　結



A
����00m

ᶗB�

ᶗC1

ᶗC�

ᶚB1

ᶚB�

͔ ཚ͘

����00m

ᶗB�

ᶘB

ᶚD

B

����00m

����00m

����00m

ᶗB

ᶗC

ᶗE

ᶘ

ᶙB

ᶗB

ᶗC
ᶙC

ᶗB

ᶗE

ᶗC

ᶘ

ᶙB

A（上段）

B（中段）

C（下段）

ɿ໌֬ͳ۷࡟໘
1���ɿ౔ث

0 （1:40） 1m

T10 北壁 T14 上段北壁

T14 中段北壁

（4）斜面部北側（T10・14 上段・14 中段）

ʲT10ʳ
　ᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。ߞ作土層。しまりѱく೪性ऑい。
ᶗ bɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。ᶗ a 層よりややしまりྑい。

ᶗ E 層をࠞೖする。ઙԫᒵ色の෩化岩೪土をࠞೖ。ᶗ a 層
よりやや明るいが、ᶗ a 層と明確に区分できないとこΖも
ある。

ᶗ Eɿ黒׊色土（)ue10:32�2）。چද土層。しまりややѱく೪
性ऑい。

　ᶘ૚܈ɿ自然่落土層（࡟平土のଯ積層をؚΉ）。
ᶘɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりややѱく೪性ऑい。ᶗ a

層よりやや明るく、ᶙ a 層がП 1 ～ 2Dm のϒロοクঢ়にࠞ
ೖし、П 1 ～ 2Dm の᛽ࠞೖ。ᶙ層の઴Ҡ層。

　ᶙ૚܈ɿ水成の山層。
ᶙ aɿ׊色土（)ue10:34�4）。かなりݻくしまった層（ΧチΧ

チにしまる）で、೪性ऑい。П 1Dm 大（10ݓ～ ～ 15Dm）
の᛽をࠞೖ。

ᶙ bɿ׊色土（)ue10:34�6）。かなりݻくしまった層（ΧチΧ
チにしまる）で、೪性ややڧい。П 1Dm ～ਓ಄大（20Dm）
の᛽をࠞೖ。小さな᛽は෩化しͯ྆ਕחで࡟れる。փന色
～ઙԫᒵ色の೪土ϒロοクをࠞೖ。

˞ᶗ層܈とᶙ層܈は T1 ～ T3 のࡉ分層名とはରԠしない。

ʲT14 上段ʳ
　ᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ a2ɿ ҉ ׊ 色 土（)ue10:33�3）。

しまりѱく೪性ऑい。
ᶗ b1ɿᶗ a2 層とᶚ a1 層のࠞ土層。
ᶗ b2ɿ  ᶗ a2 層とᶚ a1 層のࠞ土層。

ᶚ a1 層がଟくࠞೖ。
　ᶚ૚܈ɿ山ମの地山層。
ᶚ a1ɿ  ԫ׊色 （࠭)ue10:35�4）（シ

ルト）。しまる࠭層。
ᶚ a2ɿ  ׊ 色 ࠭ 層（)ue7.5:34�6）。

。くしまる࠭層ݻ

ʲT14 中段ʳ
　ᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ a2ɿ ҉ ׊ 色 土（)ue10:33�3）。

しまりѱく೪性ऑい。
　ᶘ૚܈ɿ自然่落土層（࡟平土

のଯ積層をؚΉ）。
ᶘ aɿ  ׊ 色 土（)ue10:34�4）。 し

まりྑく೪性ややऑい。ന色
岩ཻをࠞೖ。

　ᶚ૚܈ɿ山ମの地山層。
ᶚ Dɿ  փԫ׊色࠭（)ue10:35�2）。

࠭が岩石化しͯΧチΧチにな
った層。྆ਕחで࡟れる。
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T13 下段北壁 P4 北壁

0 （1:40） 1m

（5）山裾部（T13・P4）

T18 北壁

（6）低地部（T15・18）

T15 下段北壁

ʲT13 Լ段ʳ
ɹᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿ上段のᶗ a 層と同じ。
ᶗ Eɿ黒色土（)ue10:32�2）。山ମのچද土としたᶗ E 層にରԠ。
ɹᶘ૚܈ɿ自然่落土層。
ᶘ b ᶃɿ黒色土（)ue10:32�1）。ᶘ b2 層との層քは不明ྎ。ᶗ b 層より黒くП 1 ～ 5Dm の᛽

をগྔࠞೖ。
ᶘ b ᶄɿ黒׊色土（)ue10:32�2）。しまりྑく೪性ऑい。ᶙ層܈の่れた岩ཻП 5Dm 前後の᛽（ପ

円）をࠞೖ。ᶃ（上層）とᶄ（Լ層）に分層されるが、ᶄの方がやや明るい。
ᶘ D1ɿ׊҉ۃ色土（)ue7.5:32�3）。しまりྑく೪性ڧい。やや࣭࠭。ପ円᛽（П 5Dm 以Լ）と、

岩石ཻをগྔࠞೖ。
ᶘ D2ɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりྑく೪性ڧい。やや࣭࠭。ପ円᛽（П 5Dm 以Լ）と、

岩石ཻをগྔࠞೖ。

˞ᶘ D 層はやや੺Έとփ色をおびた層。（水成層の山側の຤୺部かʁ）
　ᶘ Eɿ黒׊色土（)ue10:32�2）。しまりྑく೪性ڧい。東側のԼ部の方が೪性がڧく೪土࣭。

ʲ14ʳ
ɹᶗ૚܈ɿද土層。
ᶗ aɿ黒׊色土（)ue10:33�4）。しまりѱく೪性ऑい。
ᶗ bɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。ᶘ a 層をϒロοクঢ়にগྔؚΉ。しまりはᶗ a

層よりྑく೪性ऑい。
ɹᶘ૚܈ɿ自然่落土層（࡟平土のଯ積層をؚΉ）。
ᶘ aɿ黒׊色土（)ue10:32�2）。しまりྑい（ॏ機で掘るのにもݻい層）。П

1Dm 前後のԫᒵ色～ന色෩化᛽（྆ਕחで࡟れる）をࠞೖ。೪性ऑい。Լ
部の方が᛽がଟい。遺物（土器）แؚ層かʁ

ᶘ bɿ׊色土（)ue10:34�4）。ᶘ a 層と同じくしまりྑい。П 10Dm 前後の෩化
᛽をଟྔにࠞೖ。ਓ಄大以上の大型᛽（྆ਕחでは؆単には࡟れない）も
ࠞೖ。

˞ᶗ層܈はਓҝతな埋໭し土。ᶘ層܈は自然่落によるଯ積土。

ʲT18 ʳ
ᶗ a ᶃɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりѱく೪性ऑい。ߞ作土。
ᶗ a ᶄɿփԫ׊色೪土（)ue10:34�2）。׊色のϚンガンの௜

ணあり。水田ߞ作土。
ᶗ b ᶃɿᶗ b ᶄ層に黒色೪土をࠞじる。山ମからの岩ཻや่落

᛽（П 3Dm 前後）をࠞೖ。Ϛンガンの௜ணあり。
ᶙ a ᶃɿ黒色೪土（)ue10:32�1）。山ମからの岩石ཻや᛽（П

1 ～ 10Dm）をগྔࠞೖ。
ᶙ a ᶄɿ黒色೪土（)ue10:31.7�1）。᛽をؚまない。

˞ 4201 はᶙ a ᶃ層Լ部からᶙ a ᶄ上部にかؚ͚ͯまれͯいる
とࢥわれる。竪穴住居の可能性もあり。

ʲT15 ʳ
ɹ˞ T15、T15:1、T15:2
ɹᶗ૚܈ɿද土層。　　　　　
ᶗ a1ɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。
ᶗ a2ɿ׊色土（)ue10:34�4）。にͿいԫ׊色

೪土౳をϒロοクঢ়にࠞじる。
ᶗa3ᶅɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりあり。

೪性ऑい。
ᶗ a4ɿᶗ a3 層とᶗ a5 層のࠞ土層。
ᶗ a5ɿԫ׊色೪土（)ue10:35�6）。փԫ׊色

（)ue10:36�2）೪土とൗঢ়になる。
ɹᶘ૚܈ɿ自然่落土層。
ᶘ a2 ᶃɿ黒׊色～黒色土（)ue10:32�2 ～

2�1）。Լ部ほͲ黒い。
ᶘ a2 ᶄɿ黒׊色～҉׊色土（)ue10:32�2

～ 2�3）。しまりあり。೪性あり。П 5 ～
10Dm 大の᛽をଟくؚΉ。

ᶘ a2 ᶆɿ黒色土（)ue10:32�1）。ᶘ a ᶃ層
とྨࣅ。ᶘ a ᶅとの層քは不明ྎ。

ᶙ aɿ᛽層。П 3 ～ 10Dm ఔの円᛽がଟい。փ
色の೪土がࠞじった中に᛽が׊色とԫ׊
ଟྔにؚまれる᛽層。

ᶙ Dɿ黒色೪土（)ue10:31.7�1）。
ᶙ Eɿ׊փ色೪土（)ue10:36�1）。ણҡঢ়の

෗植をؚΉ。　
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̍　調査の経緯と֓要
　平成 26・27 年౓の 2 か年にわたり発掘調査を࣮施した。平成 26 年౓の調査では、壁田城跡としͯ確認

調査を࣮施し、山裾部と低地部から縄文時代、弥生時代、平安時代の土器が出土した。県ڭҕと市ڭҕと

のٞڠにより、山裾部と低地部をねごや遺跡とし、ैདྷのねごや遺跡のൣғを֦ுすることとなった（ୈ

108 ਤ）。調査地఺は、ねごや遺跡のೆ୺部にあたり、৽田とݺばれͯいる地区である。近世以降に分村さ

れた地区であるとの地ݩ住ຽの方からࣔڭޚいただいた。平成 27 年౓はର৅ൣғを 1 ～ 4 区に分͚ͯ調

査を࣮施した（ୈ 108 ਤ）。その結果、平安時代の土坑 2 基と遺物集中 1 か所を検出した。

　調査はまͣ、トレンチで遺構・遺物の確認調査を行ない、遺構・遺物が確認されたՕ所を面తに広͛る

こととした。なお、トレンチ番号は、平成 26 年౓の壁田城跡からの௨し番号とした。T13 ～ 19 、14 が

平成 26 年౓、T20 ～ 26 が平成 27 年౓に調査したトレンチである。T15 はਓྗで掘りԼ͛、ଞはॏ機に

より掘࡟しͯ遺構・遺物の༗ແを確認した。

　̍区は山裾の平坦部で、T13 の調査で縄文時代ૣ期ԡ型文土器 1 ఺と土師器ഁ片が出土した。遺構の存

在が༧૝されたため、平成 27 年౓に T13 に௚ަする T20 の調査を行ない、土師器ഁ片 2 ఺と内耳ುとࢥ

われる小ഁ片 1 ఺が出土したが、遺構は確認されなかった。平坦部に竪穴住居跡や、掘立柱建物跡なͲの

遺構はないと൑அし、1 区の調査をऴྃした。

　2 区は低地部で、T21・23 ～ 25 の 5 回に分͚ͯトレンチ調査を行なった。ද土から須恵器֖の小ഁ片

が̍఺出土したのΈで、遺構は確認できなかったため、調査をऴྃした。なお、現在は平坦であるが、地

山は北側が高く、ೆに޲かっͯ低くなる。ଟྔの自然໦をؚんだ೪土࣭の土で埋め立ͯられͯおり、໦ࡐ

がほとんͲ෗植しͯいないことから、2 区の低地部は近代以降に埋め立ͯられたと൑அした。平成 26 年

౓調査の T15 では、ຎ໣した土師器ഁ片が出土した。

　3 区は山裾部から低地部にかかる地区で、T18 の北୺部から須恵器と土師器のഁ片がまとまっͯ出土し

たため、このՕ所の約 65㎡についͯ面త調査を࣮施した。土坑 2 基（4,01・02）と遺物集中が 1 か所（4201）

を調査したほか、自然流路 1 条（4%02）、҉ڎとࢥわれる溝 5 条（4%03 ～ 07）を確認した。4%03 ～ 07 か

らの出土遺物は、4%03 から土師器ᙈ 3 ఺、近世の࣓器 1 ఺、4%06 から須恵器ᆵ 1 ఺で、ৄࡉな時期は

不明である。調査区が地ݩ住ຽのޱ఻のとおり近世以降に։かれた水田であるならば、それに関わる҉ڎ

であると൑அできる。いͣれの溝跡もද土であるᶗ層が埋土であることから時期తに੔߹する。3 区の地

山は、ೆ東側が段差をもっͯ低くなっͯおり、T18 のೆ୺部と T19 では自然流路跡である࠭᛽層がଯ積

しͯおり、かつͯは丘陵ࡍに河川が流れͯいたことが確認できる。4 区では丘陵ࡍに流路跡が確認できな

いことから、河川はऄ行しͯいたことが૝ఆされる。ऄ行した河川が 3 区で丘陵に઀し、東に流路をมえ

丘陵から཭れる様子が૝ఆできる。࠭᛽層からಸྑ・平安時代の須恵器が 1 ఺出土しͯいる。なお、T18

の北壁の土৕をαンプルし、プラント・オパール分析を行なった。平安時代の遺物が出土したᶙ層からΠ

ωの植物ࢎܔମは検出されたが、安ఆした水田ߞ作をࣔすほͲの਺ではなく、水田が存在することを࣮ূ

ôçøþĀçô
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ୈ 109 ਤ　Ͷ͝΍遺跡土層断面ਤ

0 （1:40） 1m

P4

T13 T25T21

T23

T22 T15
1 区 2 区 3区

4区
T16

T19西壁

ʲT15 　r　
ᶗ a1ɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。
ᶗ a2ɿ׊色土（)ue10:34�4）。にͿいԫ׊色೪土౳をϒロοクঢ়にࠞじる。
ᶗ a3 ᶅɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりྑく೪性ऑい。
ᶗ a4ɿᶗ a3 層とᶗ a5 層のࠞ土層。
ᶗ a5ɿԫ׊色೪土（)ue10:35�6）。փԫ׊色（)ue10:36�2）೪土とൗঢ়になる。
ᶘ a2 ᶃɿ黒׊色～黒色土（)ue10:32�2 ～ 2�1）。Լ部ほͲ黒い。
ᶘ a2 ᶄɿ黒׊色～҉׊色土（)ue10:32�2 ～ 2�3）。しまりྑく೪性ڧい。П 5 ～ 10Dm 大

の᛽をଟくؚΉ。
ᶘ a2 ᶆɿ黒色土（)ue10:32�1）。ᶘ a ᶃ層とྨࣅ。ᶘ a ᶅ層との層քは不明ྎ。
ᶙ aɿ᛽層。П 3 ～ 10Dm ఔの円᛽がଟい。փ׊色とԫ׊色の೪土がࠞじった中に᛽がଟྔ

にؚまれる᛽層。
ᶙ Dɿ黒色೪土（)ue10:31.7�1）。
ᶙ Eɿ׊փ色೪土（)ue10:36�1）。ણҡঢ়の෗植をؚΉ。　

ʲT22ʳ
ᶗɿ黒׊色～҉׊色土（)ue10:33�3 ～ 3�2）。ද土。
ᶘɿ黒׊色土（)ue10:32�2）。しまりྑく೪性ऑい。ԫ׊色岩ཻをଟくؚΉ。П 5 ～ 10Dm

大の円᛽をগྔؚΉ。
ᶙ b ～ Eɿ黒色土（)ue10:31.7�1）。T13 のᶘ܈層（ᶘ b ～ᶘ E 層）にରԠ。
ᶙ eɿ黒׊色土（)ue10:33�1 ～ 3�2）にԫ׊色シルトϒロοクП 5Dm 大の円᛽をؚΉ。し

まりྑくԼ部は೪性ڧい。˞ T21 の *7 層と同じ。
ᶛɿԫփ色೪土（)ue2.5:4�1）。水成層。˞ T21 のᶚ層にରൺされる可能性あり。

ʲT21ʳ
ᶗɿփ׊色土（)ue7.5:34�2）。ߞ作土。
ᶘɿ黒׊色土（)ue7.5:33�1）。しまりྑく೪性ややڧい。ཻࡉかい。須恵器出土。
ᶚɿ׊փ色೪土層（)ue7.5:34�1）。࠭～ 2Dm 大の᛽をؚΉ೪土層。所ʑ大きな᛽。ᶘ層よ

りനっΆい。ԫ׊色シルト・黒色೪土をϒロοクঢ়にଟྔにؚΉࠞ土層で่落土かʁ
ᶛɿ黒色೪土（)ue5:2�2）。円᛽（П 3Dm 大）をগྔؚΉ。փ色、ԫ׊色೪土ཻ（П 1Dm）

をগྔؚΉ（上部のΈ）。Լ層は੨փ色೪土ཻ（П 1Dm）をؚΉ。水成層。

ʲT23ʳ
ᶗɿփ׊色土（)ue7.5:34�2）。ߞ作土。
ᶘ aɿ黒׊色シルト（)ue10:33�1）。ԫ׊色・ന色岩ཻ（П 5mm 以Լ）をؚΉ。し

まりྑく೪性ڧい。
ᶘ bɿ黒色シルト（)ue10:32�1）。ԫ׊色・ന色岩 （ཻП 5mm 以Լ）をؚΉ。しまりྑい。
ᶘ DɿにͿいԫ׊色࣭࠭シルト（)ue10:35�3）。೪性ڧい。
ᶘ D`ɿ黒色࣭࠭シルト（)ue10:32�2）。土࣭はᶘ D 層とᶙ層がࠞじったঢ়ଶであるが

色は黒色。ᶘ D 層との前後関܎が不明確。
ᶙɿ黒色೪土（)ue10:31.7�1）。
ᶚ aɿT21 のᶚ層と同じが T21 のೆ部から T23 にか͚ͯ೪性がڧくなる。
ᶚ bɿ黒׊色土（)ue10:33�1）。ᶚ a 層とྨࣅするがややփ色～黒色がڧく、೪性ڧい。

ʲT25ʳ
ᶗɿփ׊色土（)ue7.5:34�2）。ߞ作土。
ᶘ aɿ黒׊色シルト（)ue10:33�1）。ԫ׊色・ന色岩ཻ（П 5mm 以Լ）をؚΉ。し

まりྑく೪性ڧい。
ᶘ D``ɿ҉փԫ色࣭࠭シルト。П 1Dm 大の岩ཻ（׊色とփ色）をࠞじる。
ᶙɿ 上部 10Dm ఔは、黒色೪土層（)ue10:31.7�1）。Լ部は࠭᛽をؚΉ。

ʲT13ʳ
ᶗ aɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりѱく೪性ऑい。ߞ作土。
ᶗ Eɿ黒色土（)ue10:32�2）。しまりѱく೪性ऑい。
ᶘ b ᶃɿ黒色土（)ue10:32�1）。ᶗ E 層より黒く、П 1 ～ 5Dm の᛽をগྔؚΉ。ᶘ b ᶄ層

との層ڥは不明ྎ。
ᶘ b ᶄɿ黒׊色土（)ue10:32�2）。地山の่れた岩ཻ、П 5Dm 前後のପ円᛽をؚΉ。しま

りྑく೪性ऑい。ᶃ層にൺべᶄ層の方がやや明るい。
ᶘ D1ɿ׊҉ۃ色土（)ue7.5:32�3）しまりྑく೪性ڧい。やや࣭࠭。П 5Dm 以Լのପ円᛽

と岩石ཻগྔؚΉ。
ᶘ D2ɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりྑく೪性ڧい。やや࣭࠭。П 5Dm 以Լのପ円᛽と

岩石ཻগྔؚΉ。ᶘ D 層はやや੺ຯとփ色をおびた水成層の山側の୺部かʁ。
ᶘ Eɿ黒׊色土（)ue10:32�2）しまりྑく೪性ڧい。東側のԼ部の方が೪性ڧく೪土࣭。

ʲT16ʳ
ᶗɿ黒׊色土（)ue10:33�3）。
ᶚ ɿ̀փԫ色࠭ࡉ（)ue2.5:6�2）に᛽や明׊色土ϒロοクがࠞじった山ମの自然่落層。

ʲT19ʳ
ᶗɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりѱく೪性ややڧい。ߞ作土。
ᶗ b ᶃɿ׊փ色シルト（)ue10:34�1）。
ᶗ b ᶄɿփԫ׊色シルト（)ue10:34�2）。Ϛンガンの௜ணが著しい。
ᶘ Dɿ҉׊色࣭࠭土（)ue10:33�3）とਓ಄大の᛽がࠞじる層。᛽層・࠭層がϒロοク

ঢ়にࠞじる。
ᶙ Eɿ׊色の᛽層。

ʲ3 区੢壁ʳ
ᶗɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりѱく೪性ऑい。ߞ作土。
ᶙ a ᶃΞɿ黒色೪土（)ue10:32�1）。П 1ᶲ大以Լの᛽・岩ཻ・シルトཻ౳をؚΉ。
ᶙ a ᶃΠɿ黒׊色೪土（)ue10:33�1）。ᶚ a 層ྨࣅの೪土～シルトཻをࠞじる。部分

తに大きなᶚ a 層ϒロοクをࠞじる。
ᶙ a ᶄɿ黒׊色೪土（)ue2.5:3�1）。ᶚ a 層とᶙ a ᶄ ` 層（黒色೪土）がࠞじる層。
ᶙaᶄɿ̀黒色೪土（)ue10:32�1）。Լఈ面がᶙaᶄ層とᶚa層がࠞじる。Ϛトリοクスは、

ᶙ a ᶄ層より黒い。
ᶚ aɿԫփ色೪土～シルト（)ue2.5:5�1）。

ôçøÿøçô
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できなかった。

　4 区は T16 の੢壁に平行しͯ溝跡（4%01）を 1 条

検出した。T16 の東側現地形が段をなしͯԼがっ

ͯおり、用地ڥの東側は、水成層がଯ積する低地と

なっͯいることが૝ఆされる（ୈ 108 ਤ）。

̎　基本土層（ୈ 108・109 ਤ）

　1 ～ 4 区の土層はҟなっͯおり、地区ごとに基本

層序をఆめ、調査を行なった。ただし、શ地区の層

ҐをରԠさせるために、ศٓతに以Լのᶗ層～ᶛ層

に区分した。ৄࡉはୈ 108・109 ਤࢀর。

　ᶗ層ɿߞ作土。ද土。

　ᶘ層ɿ中世から近代のଯ積層。2 区では水成ଯ積層。

　ᶙ層ɿ縄文時代～平安時代のଯ積層。2・3 区では水成ଯ積層。

　ᶚ層ɿ縄文時代より古いଯ積層。ແ遺物層。2 ～ 4 区では水成ଯ積層。

　ᶛ層ɿ丘陵部、山裾部の地山。または、低地部の೪土、シルト層のԼの᛽層。

ୈ̎અɹҨߏͱҨ෺

̍　遺構（ୈ 110・111 ਤ、1L32・33）

　溝 1 条（4%01）、土坑 2 基（4,01・02）、遺物集中 1 か所（4201）が検出された。このほか、自然流路 1

条（4%02）と҉ڎとࢥわれる溝 5 条を確認した（4%03 ～ 4%07）。

4%��（ୈ 111 ਤ、1L32）

　4 区山裾部（T16）で、౳高線に平行しͯ確認された長さ 8 ̼、෯ 30 ～ 80Dm、ਂさ 1 ～ 21Dm の溝跡

で、ᶛ層上面で検出した。ೆ側は調査区外に伸びͯおり、北側はঃʑにઙくなり్੾れるが、さらに北側

に伸びͯいたものと૝ఆする。埋土から弥生時代後期のᆵのޱԑ（ୈ 112 ਤ؅ཧ番号 17）が 2 片出土した。

2 片は઀߹したが、小ഁ片で器形෮ݩはできない。遺構の時期は不明である。

4%��（ୈ 110 ਤ）

　4201 の調査ऴྃ後、3 区北୺部のᶚ層上面で検出した。౳高線に௚ަする方޲に延び、෯ 130 ～

160Dm、ਂさ 3 ～ 14Dm ఔ౓で、丘陵側がڱく、低地側が広い不੔形な形ঢ়であることから自然流路と൑

அした。出土遺物はなく、自然໦が出土した。基本土層ᶙ a 層が埋土となる。

4%�� ʙ 4%��（ୈ 110 ਤ）

　3 区のᶙ層上面で確認した。4%03 の埋土は҉׊色土（ᶗ層）で、ಃ࣓器が 2 ఺出土しͯいる。ଞの溝跡

もྨࣅした埋土であることから近世以降の溝跡であると൑அした。4%04 はፏ平なପ円᛽を溝の྆側ԑに

഑しͯいる。ଞの溝跡には特別な構造物はない。

42��（ୈ 111 ਤ、1L33）

　3 区のᶙ a 層中で検出した遺物集中である。土師器と須恵器のഁ片 325 ఺（૯ॏྔ約 3.1Lg）が出土した（ୈ

112 ਤ 1 ～ 5、7 ～ 9）。఺਺はଟいが、1 ～ 2Dm ֯ఔ౓の小ഁ片も 100 ఺前後ؚまれͯいる。12 ̼ʷ 3m の

ൣғに遺物が分布し、ີ౓が高いとこΖが 2 か所にΈられるため、北側を 4201a、ೆ側を 4201 ̱とし

調査ର৅区遠景（南東より）

ôçøÿùçô
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た。4201a は須恵器ᆀ・ᆵ、土師器ᆀ、ᙈ、小形ᙈなͲとともに、弥生後期土器の小ഁ片が 1 ఺出土した。

4201b は土師器ᙈが主ମで、地形が落ͪこΉࣼ面にそっͯ高低差をもっͯ出土した。4201a と 4201b の

間での઀߹関܎は確認できなかった。

　遺物はᶙ a ᶃ層上面からᶙ b ᶄ層Լ部にか͚ͯ出土した。ൺֱత残存཰の高い黒色土器 A ᆀ（ୈ 112 ਤ

1）がᶙ a ᶄ層Լ部で出土しͯおり、本དྷ、遺物はᶙ b ᶄ層にแؚされͯいたものがרき上͛られͯ、高

低差をもっͯ出土したと૝ఆできる。1 ఺の弥生時代後期の土器片をআき、そのほかはいͣれも平安時代

前半の 9 世ل代のものと考えられ、4201a と 4201b は同時期のものと൑அした。

　ᶙ a ᶄ層は೪土層でԼ面は部分తにߞ作痕のようなཚれが確認されͯいる（ୈ 110 ਤஅ面ࣸਅ）。Πωଐ

のプラント・オパールが検出されͯいるが検出ྔがগなく、水田であることを立ূするにはࢸらなかった

が、調査区の東側の低地部に平安時代の水田跡が存在する可能性がある。プラント・オパールの分析結果

のৄࡉはఴ෇ %7% に分析報告書を収録したのでࢀরされたい。

4,��ɾ��（ୈ 111 ਤ）

　3 区のᶚ層上面で検出した。4,01 は 40Dm ʷ 50Dm、ਂさ 40Dm の円形の土坑である。ఈ面にݓ大の᛽

が 4 ఺出土しͯおり、柱穴の可能性がある。4,02 は 70Dm ʷ 50Dm、ਂさ 40Dm のପ円形の土坑である。

土器は出土しなかったが、埋土中に 10Dm 大の᛽が 1 ఺あった。4,01 と 4,02 は一࿈の掘立柱建物跡の

可能性もあるが、4,02 のೆ側に土坑は確認されͣ、調査区内の土坑のΈでは掘立柱建物跡であるかͲう

か൑அできなかった。

　4,01 から 4201 と同ྨの土師器ᙈのഁ片̍఺が出土した。4201 のԼ層で確認された遺構で、埋土はい

ͣれもᶙ a ᶄ層にྨࣅする。4201 と同時期もしくは近い時期と൑அした。

̏区完掘状況（南より）

ôçøÿúçô
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ୈ 110 ਤ　3 区遺構഑ஔਤ

0 （1:�0） �m

ʲஅ面 %ôA・Aô#・$ô%・EôFʳ
ᶗɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりѱく೪性ऑい。ߞ作土。
ᶙ a ᶃɿ黒色೪土（)ue10:32�1）。山ମからの岩石ཻや᛽（1 ～ 10ᶲ）をগྔؚΉ。ᶙ a ᶃŗの方がᶙ a ᶃŘ

より҉い。部分తに分層できるのΈ。ᶙ a ᶃřは੢壁には認められͣ、ᶙ a ᶃŗにྨࣅ。
ᶙ a ᶃ `ɿ᛽・岩ཻをؚまない。ᶙ a ᶃ層にྨࣅ。
˞ᶙ a ᶃ層は部分తにŗ ŋ Ř層に分層される。低地部ではᶙ a ᶄ層を੾る層がଯ積しͯおり、ᶙ a ᶃř ŋ ᶙ a

ᶃŚ層とした。
ᶙ a ᶃŗɿ黒色೪土（)ue10:32�1）。ᶙ̰ᶃŘ層よりやや҉い。
ᶙ a ᶃŘɿ黒色೪土（)ue10:32�1）。
ᶙ a ᶃřɿ黒色೪土（)ue10:32�1）。П 1ᶲ大以Լの᛽・岩ཻ・シルトཻ౳をؚΉ。ᶙ a ᶃŗ層にྨࣅ。
ᶙ a ᶃŚɿ黒׊色೪土（)ue10:33�1）。ᶚ a 層ྨࣅの೪土～シルトཻをࠞじる。部分తに大きなᶚ a 層ϒロ

οクがࠞじる。
ᶙ a ᶄɿ黒色೪土（)ue10:31.7�1）。遺物ؚแ層（4201）。

ᶙ a ᶄ `ɿ黒色೪土（)ue10:32�1）。Լఈ面がᶙ a ᶄ層とᶚ層がࠞじる。Ϛトリοクス（主ମ）はᶙ a ᶄ層、ຢはᶙ a ᶄ層
より黒い。

ᶙ a ᶄ ``ɿ黒׊色೪土（)ue2.5:3�1）。ᶚ a 層とᶙ a ᶄ ` 層（黒色೪土）がࠞじる層。ᶙ a ᶄ層ଯ積の初期にᶚ a 層までߞ作
౳のਓҝతな土のҠಈがあった痕跡の可能性がある。

ᶚ aɿԫփ色೪土～シルト（)ue2.5:5�1）。
ᶚ bɿ黒׊色೪土～シルト（)ue10:33�1）。
ᶚ b`ɿᶚ b 層とᶚ a 層がࠞじる。
Aɿ෗植がଟくؚまれ、しまりѱい。ࠜによるかくཚか。色調はᶙ a ᶄ層と同じ。
#ɿᶙ a ᶄ ` 層にྨࣅ。ᶙ a ᶄ ` 層との層ڥは不明ྎ。
ᶃ層　黒׊色೪土（)ue10:33�1）。փԫ׊色೪土～シルト（)ue10:35�2）をラϛナঢ়にଯ積する。
ᶄ層　黒׊色೪土（)ue10:33�1）。փԫ׊色೪土（)ue10:35�2）をϒロοクঢ়にࠞじる。ᶙ a ᶄ `` 層をϒロοクঢ়にࠞじる。
˞ᶃ・ᶄ層は平面తな分布ൣғは確認しͯいないので、遺構が൱か൑அできないが、Լ層のᶚ層が溝ঢ়に࡟られおり、後世

まで溝もしくはೖߐঢ়のԜ地であった可能性がある。

ôçøÿûçô

ୈ̑ষ　ねごや遺跡の調査
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ୈ 111 ਤ　遺構ਤ

0 （1:�0） �m

0 （1:40） 1m

0 （1:40） 1m
0 （1:�0） �m

0 （1:40） 1m

SQ01

SK01 SK02

ʲ4,01ʳ
1ɿ黒色೪土（)ue10:31.7�1）。

ᶙ a ᶄ層૬౰。
1`ɿ黒色೪土。1 層とྨࣅ。

ʲ4,02ʳ
1ɿ黒色೪土（)ue10:31.7�1）。փ色シ

ルト（)ue5:5�1）をϒロοクঢ়に
ؚΉ。

ʲ4%01ʳ
1ɿ 黒色シルト（࣭࠭）（)ue10:32�1）。೪性ྑい。փ׊色・׊色の岩石ཻをଟくؚΉ。

弥生後期土器をแؚ。
2ɿ׊փ色～黒׊色࠭層（)ue10:34�1 ～ 3�1）。᛽をؚΉ。
3ɿ黒׊色೪土～シルト（)ue10:32�1）。1 層にྨࣅ。

ʲஅ面 (ô) （rஅ面 %ôA はୈ 110 ਤࢀর）
ᶗ a ᶃɿ҉׊色土（)ue10:33�3）。しまりѱく೪性ऑい。ߞ作土。
ᶗ a ᶄɿփԫ׊色೪土（)ue10:34�2）。׊色のϚンガンの௜ணあり。

水田ߞ作土。
ᶗ b ᶃɿ׊փ色೪土（)ue10:34�1）に黒色೪土をࠞじる。山ମか

らの岩ཻや่落᛽（П 3Dm 前後）をؚΉ。Ϛンガンの௜ணあり。
ᶙ a ᶃɿ黒色೪土（)ue10:32�1）。山ମからの岩石ཻや᛽（П 1 ～

10Dm）をগྔؚΉ。
ᶙ a ᶄɿ黒色೪土（)ue10:32、1.7�1）。᛽をؚまない。

ôçøÿüçô

ୈ̎અ　遺構と遺物
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1
12 （管理番号 17）

̎　遺物（ୈ 112 ਤ、ୈ 14 ද）

　֤トレンチの出土遺物はୈ 14 දにࣔした。

　1 は黒色土器 A のᆀで、ఈ部は回సࢳ੾り。׬形に近い

ঢ়ଶで出土した。2 は須恵器ᆀで、ఈ部は回సࢳ੾りであ

る。3 は須恵器ᆀ֖のπϚϛ部～਎部ഁ片で、ఱ井部回స

ϔラέズリがݟられる。4 は土師器小形ᙈޱԑである。ޱ

ԑ内面୺部にං大部がある。内外面とも回సϤコナσ。5・ 

6 は土師器ᙈޱԑである。7 は須恵器ᙈఈ部である。外面

にタタΩ໨があり、内面にϋέ調੔が認められ、須恵器ᆀ

֖のഁ片が෇ணする。8・10・11 は外面タタΩ໨の須恵器

ᙈである。10・11 は内面に౰ͯ۩痕が認められる。9 はタ

タΩ໨とέズリが認められる土師器ᙈの಑部ഁ片である。

12 は縄文時代ૣ期のີ઀施文のପ円ԡ型文のਂുである。

　6 は 1 区 T20 、10 は 4 区 14、12 は 1 区 T13 で出土し、

そのଞは 3 区 4201 の遺物である。

地区名 トレンチ名 出土土器

̍区

T13 4 ఺（土師器・須恵器）
T14 なし
T20 5 ఺（黒色土器 A・内耳土器）
T22 なし

2 区

T15 1 ఺（࣓器）
T15:1 1 ఺（土師器）
T15:2 1 ఺（土師器）
T21 1 ఺（須恵器）
T23 3 ఺（弥生土器・土師器）
T24 なし
T25 なし

3 区
T18 23 ఺（須恵器・土師器・黒色土器 A）
T19 1 ఺（須恵器）
T26 なし

4 区
14 2 ఺（土師器・須恵器）
T16 3 ఺（弥生土器・土師器・須恵器）
T17 なし

ୈ 112 ਤ　出土遺物

ୈ 14 ද　τϨンν出土土器਺

（1:�）0 10Dm

0 （1:4） 10Dm

ôçøÿýçô

ୈ̑ষ　ねごや遺跡の調査



ୈ̏અɹখɹ݁

　遺跡の中৺は遺跡ൣғมߋ前のൣғ、すなわͪ現在の集落の部分であると૝ఆされる。「ねごや」は、

山城に関わる地名としͯ東日本の֤地に残されͯいる。h 大ࣙ典࢙ࠃ （ɦ٢川߂文ؗ）によると、「ઓࠃ時代

に山城の࿢にஔかれた城ฌの居住区Ҭないし集落をいう。」とある。ྡ઀する壁田城跡に関わる遺跡であ

ることは૝૾に೉くない。

　今回の調査はねごや遺跡のೆ୺部で、発掘では中世の遺物は内耳ುとࢥわれる小ഁ片が 3 ఺出土したの

Έで、「ねごや」の地名から૝ఆされる中世の遺構は確認されなかった。遺物はগないが、その大半は平

安時代前半期のもので、̏区のシルト・೪土層なͲの水成層から出土しͯいる。プラント・オパール分析

では水田土৕の存在は確認できなかったが、調査区の東側には低地が広がっͯおり、平安時代の水田跡が

存在する可能性がある。

　今回の発掘調査の成果から、ねごや遺跡には平安時代の集落跡が残されͯいる可能性を考ྀするඞ要が

ある。

　また、縄文時代ૣ期ԡ型文土器片が出土した。中野市内ではԡ型文土器がまとまっͯ出土する遺跡は、

今のとこΖ確認されͯいない。1 ఺ではあるがوॏなࢿྉである。

Ҿ用・ࢀ考文ݙ
大ࣙ典編集ҕһ会࢙ࠃ 1990ʰ࢙ࠃ大ࣙ典 11ʱ٢川߂文ؗ
中野市ڭҭҕһ会 2014 h 長野県中野市遺跡ৄࡉ分布ਤ（վగ൛）ɦ

̏区調査෩景（南より）

ôçøÿþçô

ୈ̏અ　小　結



分析内容

分析年度

分析機関

炭化物 炭化物 入口付
近 （※）

分析試料№

分析内容

分析年度 H26年度

分析機関

（※） （※）
穴182

北壁
トレンチ

ⅢL02
土器集

中
北壁 北壁

北壁
沢状地

形

東壁
（ⅡJ区）

北東‐
南西

トレンチ
（ⅡJ区）

東壁 ⅢF18-

分析試料№

分析内容 分析内容

分析年度 分析年度

分析機関 分析機関

(※)

ⅢC 区
南壁

ⅢC 区
南壁

北壁2 北壁4

北東-
南西

トレンチ１
(ⅡJ 区)

東壁
(ⅢL 区)

分析試料№ 2、3 1、2、3 5～15 17～23 24～28 分析試料№ 1～4 5～7 8～10

C14年代測定

H24年度

㈱加速器分析研究所

H24年度 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 H25年度

C14年代測定

試料
採取地点

パリノ・サーヴェイ㈱

珪藻・花粉分析

H25年度

㈱ 古環境研究所

㈱加速器分析研究所

プラント・オパール分析

H26年度

パリノ・サーヴェイ㈱

H24年度

（※）分析後、SD03Pit1はSK249、Pit3はSK514として報告。SB03は近世以降の掘込みに変更。 ＊ プラント・オパール分析はねごや遺跡分。

試料
採取地

点

試料
採取地点

試料
採取地点

ୈ̒ষɹՊֶ෼ੳ

ୈ̍અɹՊֶ෼ੳͷ֓ཁ

　琵琶島遺跡では、$14 年代ଌఆ、ܔ૶・花ค分析、୸素・஠素安ఆ同Ґମൺおよび૯୸素ྔ・૯஠素ྔ

分析、レプリΧ๏による土器の施文۩ѹ痕のਪఆを業務ҕୗで࣮施した。

　また、ねごや遺跡では低地部の水田の存൱または可能性を୳ることを໨తとしたプラント・オパール分

析を行なった。

　本ষでは主にࢼྉ࠾औ地఺ /o. を用いͯ記ड़しͯいる。ୈ 15 දにซ記されたҕୗ業者が分析報告書で

用いͯいるࢼྉ名（分析番号）は、֘౰する遺構ਤ・遺物ਤ、遺構࡯؍ද・遺物࡯؍දにࣔした。分析報

告のৄࡉは、ఴ෇̙̫̙に記録した。なお、鉄製品のԠٸత保存ॲཧ業務ҕୗについͯもఴ෇̙̫̙に報

告書を収録した。

ୈ̎અɹ$�� ೥୅ଌఆ

औ地఺（ୈ࠾ྉࢼ　̍ 113 ਤ、ୈ 15 ද）

　遺構内 26 ఺、遺構外 8 ఺のܭ 34 ఺のࢼྉをର৅とした。

　竪穴住居跡 4#01 のࢼྉ࠾औ地఺ /o.（以Լ同じ）（1）は࿍跡の東側、1iU5 北東側のচ面よりやや上から

は࿍跡内の小（2）、ࡐऔした୸化࠾ 1iU2 － 2 埋土内のものである。本跡は市ڭҕの確認調査によっͯ掘࡟
ୈ 15 ද　科学分析試料採取地点Ұཡ

ôçøÿÿçô

ୈ̒ষ　Պֶ分析
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（5ŋ6）

（3ŋ4）

（7）

（15）

（1ŋ2）

（8ŋ9）

（10ŋ11）

（12）

（13）

（14）

（16）

（17）

（18）（19） （20）

（21ŋ22）

（23）

（25）
（24）

（26ŋ28ŋ29ŋ30）

（39）
（40）

（32）

（41）

（31） （34）

（27ŋ33）
（42）

（35）

（36）

（37）

（38）

0 （1:1000） ��m

/

されͯおり、埋土が׬શに残存しͯいたのは北壁ࡍと 1iU8 ෇近のۇかな部分であった。一方、࿍跡はೆ

側が掘࡟されͯいたものの小 1iU2 － 2 にまではٴんでいなかった。したがっͯ、（1）は本跡に伴うとはݴ

い೉いが、（2）は本跡に伴うと考えられる。

　竪穴住居跡 4#02 の（3）は࿍跡の周ลに広がる୸化物の集中Օ所から࠾औし、（4）は棟࣋柱の穴と૝ఆ

ୈ 113 ਤ　琵琶島遺跡　科学分析試料採取地点

औ地఺࠾ྉࢼ
（$14 年代ଌఆ）

औ地఺࠾ྉࢼ
（૶・花ค分析ܔ）

調査ൣғ

˒

< ੢۠ɺ౦۠ >

<ೆ۠>

ôçøÿĀçô

ୈ̎અ　$14 年代ଌఆ



遺跡ൣғ
用地ൣғ
調査ൣғ

˗ औ地఺࠾ྉࢼ
（プラント・オパール分析）

ねごや遺跡ねごや遺跡

壁田城跡壁田城跡

༻஍ൣғ༻஍ൣғ

/

a地点a地点

（43）

（44）
（45）

0 （1:�000） �0m

˗

˗
˗

˗

した 1iU4 の埋土中部から出土したものである。1iU4 内の୸化物は、本跡ഇઈ以降にࠞ在したものであΖう。

　掘立柱建物跡 4T19 の（5）は 1iU2 の埋土Լ部から、（6）は柱痕跡埋土の上部から࠾औした。（5）が柱

痕跡Լ部の掘方埋土にあったならば本跡に伴う可能性は高くなるが、柱痕跡の埋土か掘方かは不明である。

また、（6）は 1iU6 柱痕跡上部のため本跡ഇઈ後に流れࠐんだ୸化物と考えられる。

　掘立柱建物跡 4T22 の（7）は、1iU3 埋土 1 層から࠾औしͯいる。埋土 2 層がཷまった後、ଯ積した 1

層とともに流れࠐんだ୸化物であΖう。

　掘立柱建物跡 4T25 の（8）・（9）はいͣれも柱穴埋土中から࠾औしͯいるが、本跡はすべͯの柱穴で柱

痕跡と掘方の分層はࠔ೉だった。それは柱のআ٫に伴い柱穴内の土がಈかされたことにى因すると考えら

れる。よっͯ、（8）、（9）は本跡ഇઈ以降にࠞ在したものであΖう。

　掘立柱建物跡 4T26 の（23）は 1iU4 のఈ面近くにあったૅ൘ঢ়の平石上部の埋土中から࠾औした。埋土

内を柱痕跡と掘方で分層することはできなかったため、4T25 のࢼྉと同じཧ༝で、本跡ഇઈ以降にࠞ在

した可能性がある。

　周溝跡 4%03 の（12）は周溝埋土 2 層から࠾औした。周溝の埋土は周ล土৕が流ೖしͯ自然ଯ積したと

Έられるଯ積ঢ়گをࣔしͯいる。2 層と 1・3 層との間に明らかな層ཧ面や土࣭のҧいを認めることはで

きなかった。したがっͯ、本ࢼྉは周溝掘࡟後から埋຅までの間に流ೖしたと考えられる。

　柵跡 4A02 の（14）は 1iU1 の 2 層上面から࠾औした。2 層は柱穴の掘方埋土であるが、上面がそれにؚ

まれるか൱かはඍົである。

　遺物集中 4201 の（34）は同遺構から出土したᙈ಑部ഁ片のද面෇ண୸化物から࠾集した。಑部に۳ඳ

ॎӋঢ়文が施されͯいる౳から栗林 1 式にൺఆできる。同遺構では土器が 1 層上部にまとまるが遺غされ

ୈ 114 ਤ　Ͷ͝΍遺跡　プランτ・Φύʔル分析試料採取地点

ôçøĀ÷çô
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1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ
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1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

分析年度
試料採取
地点№

測定番号

2180 ± 30

2210 ± 30

3980 ± 30

SK205　埋土

SK237　埋土上層　北ഃ
平安

炭化物

平安

1170 ± 30

5220 ± 30

炭化物

弥生中期

炭化材

炭化物

炭化物

炭化物

弥生中期

炭化物

縄文

炭化材

平安

SA02 pit1　2層

炭化物

弥生中期

S㻰03 pit3　埋土ᗏ部
（分析ᚋSK514䛸䛧䛶ሗ࿌）

炭化物
S㻰03 㼐（ධཱྀ付近）　埋土2層

SK291　2層中層

SF03　炭化物2-1
平安炭化材

弥生中期

SF03　炭化物3-1
炭化材 平安

SB02　埋土

弥生中期

ST25 pit4　埋土

ST25 pit3　埋土

弥生中期

ST22 pit3　埋土1層
弥生中期

弥生中期

弥生中期炭化材

ST19 pit6　中ኸ上面（ᰕ⑞㊧）

ST19 pit2　下部

炭化物

炭化物

遺構の時期

SB02 pit4　中層

SB01 㼏　埋土

相対比歴年較正年代（ｃａｌ）
試料名
採取場所

SB01 pit2-2　埋土上面

弥生中期

試料形態

炭化材

炭化材 弥生中期

2210 ± 30

2290 ± 30

2250 ± 30

2250 ± 30

2230 ± 30

2180 ± 30

1170 ± 30

1150 ± 30

2250 ± 30

1170 ± 30

4540 ± 30

2150 ± 30

σ C補正あり

ୈ 16 ද　$14 年代ଌఆ݁ՌҰཡ
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分析年度
試料採取
地点№

測定番号遺構の時期相対比歴年較正年代（ｃａｌ）
試料名
採取場所

試料形態
σ C補正あり

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

1σ

2σ

東壁　Ⅲ層
炭化材 弥生中期

1σ

2σ

北東－南西トレンチ（ⅡJ区）　10-1
層

炭化物

弥生中期
1（ABJ No.402）
SQ01　埋土　ⅢF18-16b

土器外面付
着炭化物

縄文

東壁（ⅡJ区）　ⅢC層上部
炭化物 縄文

北壁　Ⅱ-1層上部
炭化物 近世

北壁、沢状地形　10層
炭化材 縄文

ⅢL02　土器集中埋土
炭化材 弥生中期

北壁　ⅢC層上部
炭化物 縄文

3620 ± 30

北壁トレンチ　Ⅲb-1層
炭化材 弥生中期9140 ± 30

SK591　埋土上面
炭化材 弥生中期

穴182　埋土
炭化物 縄文

ST26 pit4　埋土
炭化材 弥生中期

SB03　床下
炭化材 近世

SB03　ベルト内　埋土
炭化材 近世

SK467　埋土上面
炭化物

1140 ± 30 平安

弥生中期

弥生中期

SK361　2層

SK419　埋土床直
炭化物

炭化物

140 ± 30

140 ± 30

3730 ± 30

3730 ± 30

2,190 ± 20

2210 ± 30

3960 ± 30

200 ± 30

9240 ± 30

3880 ± 30

9180 ± 30

2250 ± 30

2300 ± 30

ôçøĀùçô
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たかഇغしたものか、後者の場߹の回਺についͯ൑அは೉しい。

　土坑（4,）のࢼྉはすべͯ埋土から࠾औしͯおり、いͣれも土坑に௚઀伴うものではない。

　焼土跡 4F03 の（10）・（11）は明確な掘ࠐΈがない焼土ϒロοクの集積から出土した、長さ 40Dm 前後、

෯ 10Dm 前後の୸化ࡐから࠾औした 2 ఺である。

　そのଞ遺構外のࢼྉの࠾औ地఺はୈ 113 ਤをࢀরされたい。

̎　分析結果と所ݟ（ୈ 16 ද）

　栗林 1 式のᙈද面෇ண୸化物から年代ଌఆを行なった（34）の 1 Ўྐྵ年ֱਖ਼年代は 354Dal#$ô291Dal#$
（47.2ˋ）、232Dal#$ô202Dal#$（21.0ˋ）という஋をಘた。また、竪穴住居跡に伴う可能性が高い（2）は

398Dal#$ô364Dal#$（68.2ˋ）、（3）が 285Dal#$ô234Dal#$（38.4ˋ）、387Dal#$ô357Dal#$（29.8ˋ）で、2 軒

の竪穴住居跡からは栗林 1 式土器が出土しͯいる。

　この結果と栗林 2 式土器を中৺とするೆ大原遺跡にお͚る $14 年代ଌఆ஋とをൺֱすると、およそل

前ݩ 200 年で明確に分かれる（ୈ 115 ਤ）。したがっͯ、石川編年（石川 2002）にお͚る栗林 1 式土器の

ୈ 115 ਤ　琵琶島・南大ݪ遺跡の弥生時代中期後半のྐྵ年ֱਖ਼年代

（௕野ݝຒଂ文Խࡒηンλʔ 2016：ୈ 6 ষよりసࡌ、Ұ部վม）

1 H23 SB04　炭化物2　（炭範囲）

2 H23 SB06　炭化物1

3 H23 SB07　床面　炭化物2

4 H23 SB07　炉内　炭化物3

5 H24 SB07　床面

6 H24 SB07　Pit1

1 H25 SB08　Pit4　2層　炭化物3

2 H25 SB09　1層

3 H25 SB12　2層　炭化物1

4 H25 SB13　2層　（炭範囲）

5 H25 SB14　炉1　1層

6 H25 SB15　2層

7 H23 SD02　Ⅲ層　炭化物1

8 H23 SD02　Ⅲ層　炭化物3

3 H24 SD02　ⅣA15　炭1　Ⅲa’層

4 H24 SD02　ⅣB11　炭4　Ⅲa’層

7 H25 SD03　2層

5 H23 SK58（ST07）　炭化物1

6 H23 SK64（ST08）　炭化物1

1 H24 SK72（SA01)　底部

2 H24 SK76（SA01)　底部

8 H25 SK112　1層

9 H25 SK123

10 H25 ⅡW06　Ⅲa層

11 H25 ⅡW06　Ⅲa層

1 H26 ⅡW11　Ⅲ層

  （1）  1 H24 SB01

  （2） ② H24 SB01

  （3） ③ H24 SB02

  （4）  4 H24 SB02

  （5）  5 H24 ST19

  （6）  6 H24 ST19

  （8）  8 H24 ST25

  （9）  9 H24 ST25

（12）12 H24 SD03

（15）15 H24 SK205

（19）19 H24 SK419

（27）  7 H25 ⅢL02土器集中

 （34） ① H26 SQ01（土器付着物）

試料No.2 H21 SB46

試料No.5 H21 SQ05

試料No.4 H21 SQ33

試料No.1 H21 3号溝跡

0

暦年較正年代（BC)

400 100200300

琵
琶
島
遺
跡

柳
沢
遺
跡

出土地点
遺
跡
名

南
大
原
遺
跡

報告書
分析No.

分析
年度

ใࠂॻ分析 /P� ཝ

（ç）：試料採取地点 /P�

ʓ：ൺֱ資料
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年代は、ྐྵ年ֱਖ਼年代で֓ね 400Dal#$ ～ 200Dal#$ にあたる（ம 1）。ୈ 115 ਤは、1 ඪ४ภ差（1 Ўʹ

68.2ˋ）の஋をάラϑでࣔした。ೱい部分がより確཰の高い年代஋で、ബい部分が確཰の低い年代஋である。

確཰が 10ˋະຬのものはදࣔしͯいない。

　なお、焼土跡 4F03 は検出ঢ়گからͯݟ、ࣼ面上部にあった遺構が࡟平され焼土ٴび୸化ࡐが再ଯ積し

た可能性があるため、（10）、（11）のࣔす年代が焼土ϒロοクおよび出土土器をࣔすかͲうかは৻ॏにな

ら͟るをಘない。

　また、これ以外の遺構࠾औࢼྉ（5）～（9）および（12）～（20）は、遺構の埋຅աఔで流ೖした୸化物

である。遺構の年代をࢼྉがࣔす年代以前と考えたいが、遺跡内に଺ཹしͯいた୸化物が流れࠐんだ可能

性もあるため、これらの埋土ࢼྉをもっͯ遺構年代を൑அするわ͚にはいかない。

　今回の年代ଌఆは、弥生時代中期後半と平安時代の遺構・遺物の年代を஌るために行なったが、ࢼྉに

બఆした୸化ࡐ・物の出土ঢ়ଶにରする഑ྀや記録をܽいͯいたため、໨తのଟくをୡすることができな

かった。今後の調査にお͚る൓ল఺としたい。

ୈ̏અɹ୸ૉɾ஠ૉ҆ఆಉҐମ෼ੳ

　遺物集中 4201 から出土したᙈ಑部ഁ片のද面に෇ணした୸化物̍఺（34）をର৅にした。その結果は

ୈ 17 දおよびୈ 116 ਤのとおりで、「୸素・஠素安ఆ同Ґମൺと $�/ ൺに基ͮく検討により、ࢼྉがෳ

਺の৯物のࠞ߹物であることがࣔࠦされた」との報告をड͚た。

　̍఺のࢼྉで৯に関する生ڥ؀׆の෮ݩを行なうことは、ݥةかつࠔ೉であることをվめͯཧղするこ

とができた。

ୈ 116 ਤ　炭ૉ・஠ૉ҆ఆಉ位ମൺάラϑ（ߟࢀ）

ୈ 17 ද　炭ૉ・஠ૉ҆ఆಉ位ମൺ͓よͼؚ有ྔ

ྉ名ࢼ Ў 13$ 	̄）
（MA44）

Ў 15 / 	̄ 

（MA44） $ ؚ༗ྔ（ˋ） / ؚ༗ྔ（ˋ） $�/ ॏྔൺ $�/ Ϟルൺ

1（A#+ /o.402） -26.5 9.01 65.4 1.46 44.9 52.4

＊ୈ 17 දに結果をࣔした୸素と஠素の安ఆ同Ґମൺおよびؚ༗ྔのଌఆは、4* αΠΤンス株式会社のྗڠをಘͯ行った。

ôçøĀûçô

ୈ̒ষ　Պֶ分析

、布ਤ上にදࣔした࿮はࢄ。ྉࢼはଌఆ˗ࠉ
　 ৯ྉݯࢿの同Ґମൺの分布ൣғをࣔす。
　　:oneEa eU al. 2004 に基ͮき作成した。



ୈ̐અɹܔ૶ɾՖค෼ੳɺϓϥϯτɾΦύʔϧ෼ੳ

औ地఺と分析結果（ୈ࠾ྉࢼ　̍ 113・114 ਤ、ୈ 15・18 ද）

・ྉをର৅とした。プラントࢼ31఺のܭ૶・花ค分析は、琵琶島遺跡の遺構内2か所3఺、遺構外6か所28఺のܔ　

オパール分析はねごや遺跡（壁田城跡としͯ調査）の 3トレンチの土層அ面࠾औ土৕ 10 ఺のࢼྉをର৅とした。

　琵琶島遺跡の周溝跡 4%03 の周溝内側にある 1iU1（35）埋土、੢側周溝（36）の埋土 2・3 層ではܔ૶化石

は検出されͣ、東区土層அ面（37）ᶙ層、ೆ区土層அ面（39）ᶘ層・（42）ᶗ`・ᶘ層で陸生ܔ૶が検出された。

4%03 はܔ૶化石の࢈ঢ়による୷水ঢ়گ（ଯ積ڥ؀）のਪఆを行なうことはできないが、化石がଯ積後のଓ成作

用によっͯ׬શに分ղফࣦするような陸Ҭにお͚るؾ޷తڥ؀Լにあったと考えられ、ৗに୷水しͯいるよう

なঢ়ଶではなかったとਪఆされた。東区（37）ᶙ層では、陸生ܔ૶に流水不ఆ性種౳が伴い河川ないしপ୔に

઀する࣪ったڥ؀がࣔࠦされるとの報告をड͚た。ೆ区੢側で縄文時代以前に形成されたと考えられる୔ঢ়地

形（40）・（41）からは、ܔ૶がほとんͲ検出されͣ、౫ଡによりܔ૶がଯ積されなかったڥ؀がਪఆされͯいる。

　花ค分析についͯは、（35）からは花ค化石が 1 ମも検出されͣ、（36）から໦本花คのコナラଐコナݸ

ラѥଐ、草本花คのΠωՊ、ΞϒラナՊ、ϤϞΪଐ、ΩクѥՊ、タンϙϙѥՊが 1 ～ 5 認められるఔ౓ݸ

であった。東区（37）・（38）ᶙ層ではס૩を޷ΉϤϞΪଐが中৺で、タンϙϙѥՊ、ΩクѥՊ、ΠωՊの

草本花คが検出された。ೆ区の（39）ᶘ層では草本花คのΠωՊ、タンϙϙѥՊ、ΠラクαՊの草本花ค

とともに、スΪ、Ϛπଐෳҡ؅ଋѥଐのଟくの花คを検出した。（42）ᶙ a・b 層ではϤϞΪଐ、タンϙϙ

ѥՊ、ΠωՊの花คと஬ഔ花植物のトチノΩの花คが検出された。

　わͣかに検出された花ค化石から、縄文時代以前および縄文～弥生時代は、֓ねܔ૶の生ҭしにくいס

૩した草原のڥ؀であり、ס૩を޷ΉϤϞΪଐの草໦が主要に分布するڥ؀であった。弥生～古代もϤϞ

Ϊଐを主にΠωՊなͲの草໦が主要に分布し、ややס૩から࣪ったڥ؀であったとする。近現代ʁでは、

水田が分布し、スΪやϚπଐෳҡ؅ଋѥଐの造林ないしೋ࣍林が分布しͯいた可能性がࢦఠされた。

　ねごや遺跡のプラント・オパール分析で、栽培植物のΠωଐが、山裾部のᶗ層ࢼྉである T14 ᶗ a2� 層（43）、

低地部の T18 ᶗ b ᶃ層（45）と、低地部のᶙ層ࢼྉである T18 ᶙ a ᶃ層・ᶙ a ᶄ層（45）より検出された。

ؚ༗ྔはᶙ a ᶄ層（分析 /o.10）で࠷も高く、単ࡉ๔ࢎܔମがࢼྉ 1g あたり（以Լ同じ）1,600 ݸ �g、機ಈ

ମがࢎܔ๔ࡉ 1,700 ݸ �g であり、このほかのࢼྉは 300 ～ 500 ݸ �g とؚྔが低いとされる。また、T14（43）

および T18（45）のࢼྉでは、栽培種をؚΉコϜΪ࿈の୹ࡉ๔ࢎܔମやܔ化૊৫片が࢈出したと報告された。

̎　所ݟ
૶分析の結果から、4%03ܔ　 は։์しͯいなかったか、大ؾにさらされͯס૩したڥ؀Լにあったもの

と考える。また、東区（37）ᶙ層は上Ґ段丘上であり河川ないしはপ୔に઀する࣪ったڥ؀は૝૾しにくく、

検討を要する。୔ঢ়地形（40）・（41）についͯは、水が流れͯいたわ͚ではなく、ס૩した୩ঢ়の地形であっ

たとするਪఆはଥ౰である。

　花ค分析の結果から、琵琶島遺跡およびその周ลは、縄文時代以前から、ϤϞΪଐの草໦が主要に分布

し、弥生時代から古代にか͚ͯは、それにΠωՊなͲの草໦がՃわる、֓ねס૩した草原のڥ؀であった

ことがわかった。౰時のਓびとは、林なͲにࢹքをさえ͗られることなく、竪穴住居や掘立柱建物をԕく

からݟ౉すことのできるঢ়گにあったことが૝૾される。

　ねごや遺跡のプラント・オパール分析の結果から、一般にΠωの植物ࢎܔମ（機ಈࡉ๔༝དྷ）がࢼྉ 1g

あたり 5,000 以上のີ౓で検出された場߹に、そこでҴ作が行なわれた可能性が高いと൑அされͯいるݸ

ôçøĀüçô

ୈ 4 અ　ܔ૶・花ค分析、プラント・オパール分析



（ਿ山 2000）。これらの基४をࢀ考にすると、今回のΠωଐのؚྔはۃめͯ低く、Ҵ作が行なわれͯいた可

能性を࣋ࢧすることは೉しい。しかし、調査区の東側には低地が広がっͯおり、平安時代の水田跡が存在

する可能性もある。

ୈ̑અɹϨϓϦΧ๏ʹΑΔ౔ثͷࢪจ۩ѹࠟͷਪఆ

̍　分析ࢼྉと分析結果（ୈ 117 ～ 120 ਤ、ୈ 19 ද）

　琵琶島遺跡 9 ఺、ൺֱࢀ考ࢿྉの中野市ೆ大原遺跡 2 ఺、ٱࠤ市৿平遺跡 1 ఺の 3 遺跡ܭ 12 ఺の栗林

式土器をର৅とした。レプリΧ๏によりࣸしऔったシリコン樹ࢷの文様を、࣮ମݦඍڸと૸査型ి子ݦඍ

。し、土器施文原ମのਪఆを行なった࡯؍でڸ

の結果、琵琶島遺跡の土器࡯؍　 9 ఺は、ϋンノΩଐ༤花序のౙժ 4 ఺、樹種不明の໦ࡐ、不明（࣠にඥを右・

左回సでרきつ͚た޻۩、ઌ୺をପ円形にՃ޻した5（۩޻ ఺、と報告された。不明とされ࣠にඥをרいた޻

۩とਪఆされた4఺のうͪ、3఺はؙඥで右רき、1఺はଳঢ়のඥとΈられ左רきであるとਪఆされた。また、

それͧれ同じ施文۩を܁りฦし࢖用した可能性がࢦఠされた。ඥおよびඥがרきつ͚られた࣠の素ࡐにつ

いͯは、植物૊৫なͲの痕跡が残存しͯいなかったため、不明である。

　ೆ大原遺跡、৿平遺跡のࢼྉは、3 ఺ともオオόコ花序（1 ఺は᣾片）と報告された。

̎　所ݟ
　分析結果が不明であったࢼྉについͯは、原ཧతにはਪఆされた޻۩も૝ఆできるが、今後ྨྫを୳し

ながら、施文۩を૝ఆした࣮ݧをすることによっͯ再౓検討をՃえͯいくことがඞ要である。また、ϋン

ノΩଐ༤花序のౙժとされたࢼྉからは、いままで不明であった施文痕跡のなかに植物の花序を用いた施

ୈ 18 ද　プランτ・Φύʔル（২物ࢎܔମ）ؚྔ 	 ݸ �g

T14 T15 T18

ᶗ a2� 層
	 ᶘ a 層 
 ᶘ b1 層 ᶘ b2 層 ᶙ a1 層 ᶘ a2

ᶃ層
ᶘ a2
ᶆ層 ᶙ D 層 ᶗ b

ᶃ層
ᶙ a
ᶃ層

ᶙ a
ᶄ層

　分ྨ܈ 1 2 4 3 5 6 7 8 9 10
ΠωՊ༿部୹ࡉ๔ࢎܔମ

Πωଐ 400 - - - - - - 500 400 1,600
クϚβαଐ 200 200 200 - �100 �100 100 300 500 200
タέѥՊ 900 300 500 900 �100 200 100 800 600 100
Ϥシଐ 400 7,000 7,300 16,700 200 1,500 18,100 1,000 1,700 800
ススΩଐ 200 1,100 200 900 - �100 100 400 - �100
コϜΪ࿈ 200 300 - - - - - �100 - �100
ΠチΰπナΪѥՊ 200 - - - - - - �100 �100 100
不明 1,900 5,300 3,700 2,800 300 1,200 4,800 4,200 1,400 800

ΠωՊ༿਎機ಈࡉ๔ࢎܔମ
Πωଐ 300 - - - - - - 400 500 1,700
クϚβαଐ 300 �100 200 100 �100 200 - 300 400 300
タέѥՊ 500 300 600 1,100 200 500 100 700 300 300
Ϥシଐ 100 6,200 6,300 13,100 300 1,300 10,700 500 1,400 1,300
シόଐ - - - - - - - �100 - -
不明 1,000 5,400 4,000 4,000 500 2,000 4,200 1,600 2,200 1,900

ܭ　߹
ΠωՊ༿部୹ࡉ๔ࢎܔମ 4,400 14,200 11,800 21,400 600 3,000 23,300 7,400 4,600 3,700
ΠωՊ༿਎機ಈࡉ๔ࢎܔମ 2,200 12,000 11,100 18,200 1,000 3,900 15,000 3,500 4,600 5,500
植物ࢎܔମؚྔ 6,600 26,200 22,900 39,600 1,600 6,900 38,300 10,900 9,200 9,200

化૊৫片ܔ
Πωଐӱࢎܔମ � - - - - - - � � ��
Πωଐ୹ࡉ๔ྻ � - - - - - - � �� ��
ススΩଐ୹ࡉ๔ྻ - - - - - - - - - �
コϜΪ࿈ӱࢎܔମ � - - - - - - - - �

そのଞ
૶֪片ܔ � � � �� � � �� �� �� �

「�100」� 100 ݸ �g ະຬ　
－　ঢ়࢈化૊৫片のܔ � ະ検出　＊ � 検出　 ＊＊ � ଟい

ôçøĀýçô
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文原ମが存在することについͯ、ほ΅ݟ௨しがついた。今後、現生ඪ本のൺֱࢿྉをよりଟく集めるඞ要

があるようである。今後の՝୊である。

　オオόコ文についͯは、長野市দ原遺跡の調査で「ٖࣅ縄文」と報告され（長野県埋蔵文化財センター

2000）、৿平遺跡の報告においͯ、オオόコを回స施文した文様と૝ఆした（長野県埋蔵文化財センター

2014）。ೆ大原遺跡でも、೑࡯؍؟でྨࣅした文様が認められͯいた。ݦඍ࡯؍ڸの結果、後者 2 遺跡ྫは、

オオόコ花序を原ମとしͯ回స施文した文様とਪఆされた。ೆ大原・৿平遺跡の分析結果は、そのことを

࣮ূする大きなཪ෇͚となった。

　「これまで施文۩についͯレプリΧ๏で検討したྨྫがগなく、現生および遺物でのൺֱରরඪ本がগ

なかったため、現段֊では施文۩をৄࡉに同ఆするにはࢸらなかった。」と報告書にもあるように、レプ

リΧ๏による土器施文部࡯؍によっͯ土器の施文۩を൑ఆしͯいくことは、ڀݚの్にबいたばかりである。

ம
ຽଏത物ؗが૝ఆする弥生時代の時期区分にあͯはめると中期前半となる（౻ඌ৻一࿠࢙立ྺࠃ（1 2003、2015）。
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ୈ 117 ਤ　土器文様ͱϨプリΧによΔݦඍڸ撮影ࣸਅ（̍）

分析No.１

分析No.5

分析 No.7

分析 No.8
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ୈ 118 ਤ　土器文様ͱϨプリΧによΔݦඍڸ撮影ࣸਅ（̎）

分析No.3

分析 No.4

分析 No.6

原生ケヤマハンノキ雄花序の冬芽

原生ミズメ雄花序の冬芽
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ୈ 119 ਤ　土器文様ͱϨプリΧによΔݦඍڸ撮影ࣸਅ（̏）

分析No.10

分析No.11

分析No.12

原生オオバコ
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ୈ 120 ਤ　土器文様ͱϨプリΧによΔݦඍڸ撮影ࣸਅ（̐）

分析No.2

分析 No.9
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ୈ̍અɹඐഀౡҨ੻ௐࠪ੒Ռͷ·ͱΊ

̍　琵琶島遺跡調査成果の֓要
　琵琶島遺跡は、「ּ૔」の地名をףされͯ、千曲川上流にྡ઀する༗޸石݋が出土した「ּ૔遺跡」と

ともに঺հされることがଟかった（ീ഼ 原ۅ、1933 1968）。その内容は琵琶島遺跡શମのೆ側にあたるୌ

࿬地੶に関するもののΈであった。昭࿨ 24 年の調査では、弥生時代後期の住居跡をはじめとしͯ、中期

後半の栗林式土器がまとまっͯΈつかっͯいる（ۅ原 1968）。平成 22 年の市ڭҕのࢼ掘調査および今回の

発掘調査は、これまでの報告・調査とはҟなり遺跡શମの北側で行なわれた。

　市ڭҕのࢼ掘調査分のࢿྉは、今回の発掘調査で検出した遺構・遺物とซせͯ報告するが、それ以前の

調査ࢿྉについͯは௥跡できͣ、ࢿྉの所在は不明である。以Լ、調査成果の֓要を঺հする。

　縄文時代では、草創期の௺形文系土器～後期前半のງ೭内 1 式の土器が出土し、ૣ期～後期前半֤時期

の土器が出土する土坑も調査した。ただ、それらの土坑が所ଐする時期についͯは明確にはできなかった。

さらに、時期は不明だが形ঢ়から落し穴が૝ఆされる土坑を 2 基調査し、1 基にはٯໜ໦をࢗした痕跡を

検出した。石器は、༗ܪઑ಄器、特घ磨石、石࡬なͲ、出土土器の時期に૬Ԡする特௃తな石器が出土し

た一方、石᭲、石᭲ະ成品なͲのṞ片石器、᛽器、Ꮟ石、磨石なͲの᛽石器は、弥生時代にଐする可能性

があるものもؚまれͯおり、明確な時期区分はできない。

　弥生時代では、竪穴住居跡が 2 軒Έつかり、掘立柱建物跡はશ時代を௨しͯ 25 棟Έつかっͯいるが、弥

生時代の可能性が高いと考えられるものは、4T05・07・11・13・17 ～ 19・24・25 の 9 棟である。そのほか、

周溝跡 3 基、柵跡 2 ྻ、遺物集中 1 か所、弥生時代の可能性のある土坑 89 基なͲを発ݟした。遺物は、弥

生時代中期後半栗林 1 式土器のほ΅単純型式で遺跡が構成され、遺構外出土ࢿྉではあるが栗林式土器成立

期から前半期の土器の様૬が明らかとなった。そのなかに、ᙈを中৺とした土器の「ࠁΈ」文様としͯ、植

物の花序を࢖っͯ施文した文様をࢦఠすることができた。また、再利用土器片の土製品も抽出した。石器ྨは、

磨製石ි、ଠ型ൎਕ石ිなͲのほか、スリΩリ۩、ਕ器、୆石なͲの޻۩ྨが出土したが、出土ྔはগない。

　古墳時代には、中期初めの໦׹墓で、ロクロガンナが副૴され、上部には高ᆀとᆁ形ᆵのΈをഁࡅしͯ

した痕跡がΈられた。ロクロガンナの出土は県内初出と考える。また、平安時代以降では、土坑が上ݙڙ

層のୈ 1 検出面を中৺に検出され、๽書土器、鉄滓をഇغした事ྫも抽出した。

。項以Լでは、弥生時代中期後半栗林期を中৺に、調査成果をఏࣔする࣍　

̎　栗林 1 式土器についͯ（ୈ 121 ～ 123 ਤ）

　琵琶島遺跡の今回の調査地఺は、遺構・遺物においͯ栗林 1 式期の単純遺跡としͯもաݴではないほͲ

のまとまりがある。本遺跡出土ࢿྉを報告するにあたり、周ล遺跡でのط出ࢿྉもまじえ栗林 1 式土器に

ついͯ再੔ཧしͯおきたい。

ྛ܀ のࢤ出型式Ҋɿ石川日出ط）ࣜ� 1 式（石川 島ࣉ）典の栗林古段֊（古૬・৽૬）޹島ࣉ、（2001 ࡫、（1999

ᖒߒの栗林ᶗ式古段֊（࡫ᖒ 1996））

ôçù÷ùçô
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　౰֘期にあたる時間෯のなかに৽چ 2 時期が存在することは、千野ߒ（ம 島ࣉ）島ࣉ、（1 1999）のఏҊ

がある。1999 年に調査された長野市இ田遺跡の竪穴住居跡のॏෳ関܎から、その区分にଥ౰性のあるこ

とは、おおよそटߠされることとなった（長野市埋蔵文化財センター 2004）。その報告書では、遺構の所ଐ

時期を弥生時代中期後半としながらも、ࣉ島編年の「栗林古段֊に集落の੝期があり、栗林式の初現期に

は集落の形成」と૯ׅし（前出ɿ114ô115）、࡫ᖒは༄୔遺跡の発掘調査報告書のなかで、இ田遺跡を栗林

ᶗ式古段֊、栗林ᶗ式৽段֊～ᶘ式古段֊の集落跡と分析する（࡫ᖒ 2012ɿ231）。

　現段֊でのஇ田遺跡および長野ຍ地のଞ遺跡の調査ࢿྉをもとに、琵琶島遺跡の出土土器を検討すると、

栗林 1 式土器を古い段֊（古段֊）と৽しい段֊（৽段֊）に 2 区分することが可能であると考えられる。

栗林式土器のมભに関しͯ、ैདྷのڀݚでも「文様の؆素化」がॏࢹされͯきたが（ࣉ島 1999）、今回の

栗林 1 式土器のมભաఔのなかでも、ᆵのʦ2 ʴ 4ʧ૷০ଳのなかにۭനଳをもつようになったり、ᆵ・

ᙈについͯ作りおよび文様の施文がややࡶになるという఺をଊえることができた。縄文土器文様のม化で
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3～ 7・10・15・21・22：琵琶島（3：311，4：73，5：84，6：68，7：79，10：80，15：71，21：72，22：78）　　※琵琶島：遺物図番号
1・2：浅川（1・2：D地点 1号住）
8・9・11～ 14：檀田（8：C② SA13，9：74 ① SA1，11：C② SK109，12・14：53 ② SA11，13：C② SA20）
16～ 20・25：柳沢（2251 号土坑），23・24：榎田（SK5495）　　

ୈ 121 ਤ　栗林式土器にお͚るᆵのมભ（ແᰍᆵ・ؚ֖Ή）

0 （1:10） ��Dm
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いうとこΖの「手͵きの方޲性」と同様のม化の方޲性（小林 1994）とଊえͯ、栗林式土器のมભを考え

ることも༗ޮであΖう。

ྛ܀ ֊ஈݹࣜ�

　ᆵは、前段֊に発ୡしたٿ಑ঢ়（たまね͗ঢ়）の形ଶでޱڱ（ࡉᰍ）、ޱԑのৎは୹く、։きは小さい。

ややᰍ部のࡉ長いタΠプ（ୈ 121 ਤ 1・2）が残る。இ田遺跡 $ ᶄ 4A13 出土土器を֘期と考えると、৽た

に大形で広ޱ（ଠᰍ）タΠプ（ୈ 121 ਤ 8）の๖ժがある。

タΠプをΈると、前段֊まで಑部上半を中৺に発ୡした文様ଳは（மޱڱ　 2）、ԣ૸௜線文 a によるॏ৞

区ըのີ઀施文を基本とする。ᰍ部は಑部と一ମ化し（ʦ2 ʴ 4ʧ૷০ଳ）、その区分はະ発ୡだが、ࠁΈ 4

ྨ（ୈ 83 ਤ 70）やష෇ತଳ（ୈ 82 ਤ 65・66）は、ޱԑ部と಑部を区分するΞクセントとなり、栗林式の

特௃తな手๏としͯܧଓされる。ޱԑ部はແ文で、ޱ৶（ʦ1ʧ૷০ଳ）への縄文施文を基本とする。ʦ2 ʴ 4ʧ

૷০ଳはՃ০性のଟՉにより、それの高いものと低いものの 2 者がある。本遺跡出土ྫ（ୈ 121 ਤ 4）や

ઙ川ઔঢ়地遺跡܈ໂྱόΠパス（以Լ「ઙ川」という。）% 地఺ 1 号住出土土器（ୈ 121 ਤ 2）が前者のྫ޷

である。૷০性の低い方は、ศٓతに単純なॏ৞区ըの構成をとるものをあ͛るが、縄文のॆర（5）、ԣ

૸௜線文 a やม形޻字文Ϟチーϑ（6）、山形௜線文 a の施文（ୈ 84 ਤ 88）、۳ඳ௚線文 a・ࣼ 線文なͲ（7）

を文様要素とする。ԣ૸௜線によるॏ৞区ըに縄文をॆరし、࿈ހ文 a をՃえͯʦ2 ʴ 4ʧ૷০ଳを׬成
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28～ 32・36・40・41：琵琶島（28：193，29：213，30：200，31：315，32：197，36：187，40：199，41：198）　※琵琶島：遺物図番号
26・37：浅川（26：D地点 1号住，37：D地点 2号住）
27・33～ 35・38・45：檀田（27：52 ② SA3，33：74 ① SA1，34：C② SA20，35：32 ① SA1，38：SK3，45：10 ① SA1）
39・43：春山（39：SB37，43：SB33）
42・47：栗林（遺構外），44：川久保（SQ20）
46・48～ 50：柳沢（46：2251 号土坑，48：46 号住居跡，49・50：52 号住居跡）　　

ୈ 122 ਤ　栗林式土器にお͚るᙈのมભ

0 （1:10） ��Dm
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させる（3）は、その中間తな様૬をࣔす。

　広ޱタΠプのᆵは௨ৗ、ԣ૸௜線文 a のϞチーϑをଟ用する。۳ඳ௚線文 a と୹ࣼ線文 b をަޓに഑

ஔするタΠプ（ୈ 81 ਤ 1）は、ઙ川 % 地఺ 17 号住出土ྫとしͯ஌られ、இ田 $ ᶄ 4,109 にもྨྫࣅ（ୈ

121 ਤ 11）がある。栗林 1 式を 2 段֊に分͚るࣉ島は、それを古段֊৽૬としͯҐஔ͚ͮる。இ田遺跡 53

ᶄ 4A3 と 53 ᶄ 4A11 や 74 ᶃ 4A1 と 74 ᶃ 4A2 のような遺構のॏෳ関܎から、また༄୔遺跡 49 号住居跡

や長野市ઙ川୺遺跡 4 号住居ᅿのように伴出遺物のมભతҐஔから৽૬Ҋはߠఆされるものと考えたい。

　ᙈは、಑部上半は௚立ؾຯ、ޱԑは外൓するがᰍ部のׅれはະ発ୡである（ୈ 122 ਤ 26 ～ 32）。文様ଳ

は಑部上半に集約され、۳ඳでࣼ線文を施すྫとしͯ、ઙ川 % 地఺ 1 号住出土ྫ（26）とஇ田遺跡 52 ᶄ

4A3 出土ྫ（27）がある。本遺跡からは、۳ඳԣӋঢ়文（28）・（ୈ 88 ਤ 195）、あるいは۳ඳ೾ঢ়文 a（29・

30）、۳ඳ௚線文 a（31）を施すྫが出土しͯいる。また、۳ඳ֨子໨文（32）もこの段֊の࠷ऴ຤から࢝

まるかもしれない。ԣӋঢ়文はࠁΈ 1 ྨにより಑部Լ半部を区分（27・28・31・32）、あるいは಑部文様

ଳそのものを上Լに分͚るޮ果がΈえる（ୈ 89 ਤ 210・222）。۳ඳ೾ঢ়文 a は۳ඳਨԼ文 a でԣҐ方޲を

ॎҐに分ׂする（29・30）。ޱԑ۶曲部はແ文部を残すが、ڧいϤコナσをともなうྫ（28）や۳ඳ௚線

文 a、・೾ঢ়文 a で಑部文様ଳをҙࣝతにඳ出するྫ（30）・（ୈ 88 ਤ 194）もొ場する。ޱ৶部は平坦なも

の（ୈ 89 ਤ 203）を基本に、೾ঢ়のもの（ୈ 89 ਤ 202）がわͣかにΈられ、୺部は縄文施文のほか、ϢϏ

オαΤを施す。

　ുは、器種としͯ૊成すると考えられるが出土ྫはগない。ޱԑ部がു形に։くタΠプがஇ田遺跡 74

ᶃ 4A2（ୈ 123 ਤ 51）にある。

ྛ܀ ��ࣜ৽ஈ֊

　ᆵは、ٿ಑ঢ়の形ଶをܧঝするが、࠷大ܘはより小さくなり、಑部のுりがऑく、そのҐஔは಑Լ半に

Լがる。ޱڱにՃえ大形で広ޱのタΠプ（ୈ 121 ਤ 13・14）が૿Ճする。

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

62

63

64

65

66

67

68 69

70

72

71

73

55・59・62：琵琶島（55：275，59：273，62：201）　　※琵琶島：遺物図番号
51～ 54・57・60・67：檀田（51：74 ① SA2，52：25 ① SX1，53・67：32 ① SA1，54・57・60：53 ② SA11）
56・68・71～ 73：春山（56：SB35，68・71：SB36，72：SB01，73：SB33）
58・64～ 66：浅川（58：D地点検出面，64：D地点 17 号住，65・66：D地点 2号住）
61・63・69・70：柳沢（61・63：49 号住居跡，69：52 号住居跡，70：2251 号土坑）　　

61

ୈ 123 ਤ　栗林式土器にお͚るുのมભ（ࠋ・片ുޱ・高ᆀ・஫ޱ土器ؚΉ）

0 （1:10） ��Dm
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タΠプのʦ2ޱڱ　 ʴ 4ʧ૷০ଳは、ॏ৞区ըのີ઀施文の中にۭനଳが現われ、それまで಑部࠷大ܘよ

り上半部に集中しͯいた文様はԼ半部へと広がりをΈせる（10）。文様は縄文、۳ඳ௚線文、山形௜線文、

࿈ހ文がある。இ田遺跡 53 ᶄ 4A11 出土ྫ（12）は、ʦ2 ʴ 4ʧ૷০ଳにష෇ತଳ、ԣ૸௜線文 a、一条の

࿈ހ文が施される。Ճ০性の高い૷০ᆵは、本遺跡ྫで಑部上半に間延びしたۭനଳを形成し、そのなか

をฟඳき௜線で区ըし、۳ඳਨԼ文 a とԑのΈにԡҾྻ఺文を施したݒਨઉঢ়文（ୈ 87 ਤ 170）が出現する。

また、இ田遺跡 74 ᶃ 4A1 出土ྫ（9）があり、۳ඳਨԼ文 a をॆరしたݒਨઉঢ়文にԡҾྻ఺文をॆర

したม形޻字文がΈられる。以後、ݒਨઉঢ়文は栗林式を代දする૷০ᆵの主文様Ϟチーϑとしͯ用いら

れͯいく。

　広ޱタΠプには、இ田遺跡 $ ᶄ 4A20 出土ྫ（13）、53 ᶄ 4A11 出土ྫ（14）にΈるように、ॏ৞区ը

のີ઀施文がܧঝされる。またྨྫはଟくないが、ແᰍᆵと֖がある。૒方とも、文様はష෇ತଳ、࿈

られる。ແᰍᆵは、長野市ӿ田遺跡ݶ字文、縄文やԡҾྻ఺文によるॆర౳の૷০ྫに޻文やม形ހ

4,5495（24）やஇ田遺跡 $ ᶄ 4A20 に、֖はӿ田遺跡 4,5495（23）やઙ川 % 地఺検出面に出土ྫがΈら

れ、本遺跡にもྨྫࣅ（ୈ 91 ਤ 276）がある。

　ᙈは、֓ね古段֊の形ଶをܧঝするものの、ᰍ部のׅれがڧくなる（ୈ 122 ਤ 33 ～ 40）。಑部上半の文

様には、۳ඳԣӋঢ়文（ୈ 88 ਤ 192）、۳ඳ೾ঢ়文 a（36）、۳ඳ௚線文 a（35・37・38）、۳ඳ֨子໨文（39

～ 41）のόラΤςΟーがある。಑部文様ଳを上Լに分͚たࠁΈ手๏は、Ӌঢ়文のなかにଟく用いられる。

Ӌঢ়文以外ではਨԼ文 a と۳ඳ௚線文 a の૊߹せがஇ田遺跡ྫ（35・38）にある。Ӌঢ়文は施文ޮ果とし

ͯԣӋঢ়文（33・34）がґ然主ମだが、ඍྔながらॎӋঢ়文（ୈ 81 ਤ 7、ୈ 92 ਤ 314）の出現がある。ޱ

ԑが L 字形に۶曲するड͚ޱঢ়ޱԑは栗林 2 式の特௃と考えたいが、栗林遺跡ୈ 1 号住居ᅿ（42）に出土

ྫがある。本遺跡 4201 出土ྫ（ୈ 82 ਤ 54）についͯも伴出したᆵと同様、栗林 1 式৽段֊にҐஔ͚ͮ

るべきか。栗林 2 式期にొ場が૝ఆされるड͚ޱঢ়ޱԑのᆵよりも、ͻとつૣい段֊にᙈのޱԑに࠾用さ

れたことになる。

　ുは、器種としͯ確࣮に૊成するようになり、3 種ほͲの形式が存在する。ޱԑ部が௚ޱでു形に։く

もの（ୈ 123 ਤ 52 ～ 56）とޱԑ部は௚ޱだがやや内࿷する࿶形（63・64）をซせͯു̖、ޱԑがほ΅௚֯

に۶曲外൓するもの（57・58）・（ୈ 91 ਤ 296）をു̗、ޱԑ部が۶曲外൓するもの（59 ～ 61）をു̘とした。

本遺跡出土ྫ（62）（ம 3）を֘期の所ଐとすると、ड͚ޱঢ়ޱԑをもつタΠプも出現しͯいることになる。

　ു̖の௚ޱでു形に։くタΠプには、そばழޱ形をఄする小形ྫ（54 ～ 56）がؚまれる。ޱԑ部に縄

文ଳを設͚るもの（52・53）・（ୈ 91 ਤ 290）、それにࣃڒঢ়のϞチーϑをඳくもの（52）・（ୈ 91 ਤ 291）、

そしͯແ文がある。ു Aの࿶形のタΠプはྫ外なく੺࠼され、ޱԑ部に౾ཻঢ়ష෇文がΈられる （ྫ63）・（ୈ

85 ਤ 95）や 2 のあるྫがある。ઙ川޸一ରのઠ޸ % 地఺ 17 号住出土ྫ（64）に代දされるが、本ߘでは

17 号住出土土器をஇ田遺跡̚ᶃ 4A1 出土ྫと同様に本段֊にҐஔ͚ͮ、۶曲外൓するタΠプのొ場とと

もに栗林 1 式৽段֊の器種とする。ു̗は、本段֊にࢸっͯ出現する৽形式であり、ޱԑのڧいંりฦし

に特௃がある。੺࠼を基本とするが、それのないྫもあり、ઙ川 % 地఺検出面ྫや栗林遺跡ୈ 3 号住居

ᅿྫでは、ޱԑ部に縄文とࣃڒ௜線文 a をඳく。このタΠプは、以後、栗林式の特௃తなുとしͯܧঝさ

れ、その形ঢ়は高ᆀのᆀ部と同形ҟ種となる。ു̘は、形ঢ়มҟと大きさに大小がある。本遺跡出土ࢿྉ

に、ॏ山形文と࿈ހ文 a で০る大形のྫ（59）、࿈ހ文 a に縄文やԡҾྻ఺文をॆరする૷০性の高い小

形のྫ（ୈ 91 ਤ 282）がある。さらに小形のྫとしͯ、இ田 53 ᶄ 4A11 出土ྫ（60）、༄୔ 49 号住居跡出

土ྫ（61）がある。

　片ുޱは、ു形のޱԑ部に஫͗ޱを設͚る形ଶで、本段֊にొ場する。ઙ川 % 地఺ 2 号住出土ྫ（ୈ

123 ਤ 66）はޱ৶に縄文が施され、ുと同形ҟ種。また、本遺跡 4#02 出土ྫ（ୈ 81 ਤ 8）では内外面に
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੺࠼が施される。

も֘期でొ場する。ઙ川ࠋ　 % 地఺ 2 号住（ୈ 123 ਤ 65）にある。

��ྛ܀ 出型式Ҋɿ石川の栗林ط）ࣜ 2 式、ࣉ島の栗林中段֊、࡫ᖒの栗林ᶗ式৽段֊・ᶘ式古段֊）

　౰֘型式の࠷大の特௃は、ᆵ಑部文様ଳにΈるແ文部ʦ0ʧの形成にあり、石川をはじめࣉ島、࡫ᖒとも、

৽چ 2 時期に区分することはڞ௨のཧղとなっͯいる。石川は༄୔遺跡の発掘調査報告書中で、同遺跡の

出土土器は「2 式古段֊がଟ਺を઎める」（石川 2012ɿ184）と分析しͯいる。栗林 1 式を中৺とする琵琶

島遺跡出土ࢿྉと༄୔遺跡出土ࢿྉをൺֱ検討することで、栗林 2 式古段֊を੔ཧできる。

ྛ܀ ֊ஈݹࣜ�

　ᆵではٿ಑ঢ়の形ଶがফࣦし、ޱԑの։きがڧくなる。಑部Լ半へと広がりをΈせた文様ଳは、಑部࠷

大ܘよりԼҐにまでおよび（ʦ5ʧ૷০ଳ）、಑部上半とԼ半の文様ଳを分͚る෯広のۭനଳʦ0ʧが形成さ

れる。以後、栗林 2 式の特௃తな構ਤとしͯܧঝされる。本遺跡出土土器（ୈ 121 ਤ 15）、༄୔遺跡 2251

号土坑ྫ（17）や 46 号住居跡ྫが֘౰する。಑Լ半のʦ5ʧ૷০ଳには、ै 前からのฟඳ௜線よる文様に、

縄文や۳ඳ௚線文 a のॆర手๏はΈられるが、ฟඳ௜線による文様のΈのྫ（19）がඍ૿する。Ճ০性の

低いॏ৞区ըにもແ文のଟ段化（18）がىこり、それのݦ著なྫは༄୔遺跡 2251 号土坑ྫ（20）のよう

に಑部શମをແ文化する。ݒਨઉঢ়文をϝルクϚールとする૷০ᆵ（16）は、前段֊にも૿しͯՃ০性が

まる。長野市平ࣲ平遺跡ڧ 5 号土坑ྫはݒਨ文の施される文様ଳ෯がڱく、एׯ古い様૬をࣔすが、ᆵへ

のड͚ޱঢ়ޱԑの出現 （ࣉ島 1999ɿ68）をもっͯ֘期と考えるべきか。大形で広ޱのタΠプはݮগし、಑

部文様ଳのফࣦ化（22）がΈられる。ੇ಑でやや౵形に近いタΠプ（21）は、前段֊にはొ場しܧঝされ

る。ແᰍᆵおよび֖はґ然كগで、施文は前段֊にൺべ؆素化される。༄୔遺跡 2251 号土坑出土ྫ（25）

から൑அすると、ແ文でશ面੺࠼されるྫの出現がある。

　ᙈは、಑のுりがਐΈ、ᰍ部の۶曲が໨立つようになる。डޱঢ়ޱԑの本器種への࠾用ස౓は૿し、ޱ

ԑの۶曲はڧく௚立ঢ়で（ୈ 122 ਤ 49）、大容ྔのᙈ（50）が現れる。文様ଳはࠁΈ文様のফࣦとともに

։์され、಑部Լ半へと広がりをΈせ、۳ඳによるӋঢ়文（43・44）、೾ঢ়文（45・46）、௚線文（47）、֨

子໨文（48）なͲが前段֊からܧঝされる。

　ുは 3 種の形ଶをܧঝ。ു （̖ୈ 123 ਤ 67）は、1 式からܧଓしͯΈられる。ു （̗68）は੺࠼が中৺となり、

ᆀ部のΈでは高ᆀとの൑別が೉しい。ു̘は、੺࠼が中৺であるがແྫ࠼もあり、༄୔遺跡 52 号住居跡

出土ྫ（69）では、ᰍ部に 2 。を施し文様はฟඳ௜線のΈでඳかれる޸一ରのઠ޸

　片ുޱは、長野市य़山̗遺跡で໦製の࣫ృりࢿྉも出土し、4#36 出土ྫ（71）は、ു形というよりϏー

Χーのような形ଶをとる。また、内外面੺࠼された 4#01 出土ྫ（ୈ 123 ਤ 72）は、古い文様を残すものの、

৽段֊にೖる可能性が高い。

　高ᆀは、౰֘段֊から明確にొ場する。׬શなࢿྉはなく、༄୔遺跡 2251 号土坑ྫ（ୈ 123 ਤ 70）が

本器種と考えられ、ᆀ部内外面に੺࠼が施される。

でു形に։く形ଶでఈ部に一穴をもつ。༄୔遺跡ޱԑ部が௚ޱ、গであるがكの出土ྫはࠋ　 46 号住居

跡にఈ部ഁ片ྫがある。

　஫ޱ土器が৽たにొ場する。文様構成が૷০ᆵやଞのᆵと同一である఺に特௃がある（ୈ 123 ਤ 73）。

　以上のように、琵琶島遺跡の栗林式土器は、֓ね栗林 1 式のൣᙝにؚめることができる。ୈ 121 ਤ 15・
22 ͸、2 式の初めにೖる可能性がある。

　編年දではଞ遺跡のࢿྉのなかに琵琶島遺跡のࢿྉをҐஔ͚ͮることで、段֊を確認した。竪穴住居跡

のࢿྉ（4#01・02）をΈͯΈると、4#01 は古段֊のࢿྉがଟく、4#02 は৽段֊の要素がଟく認められた。

$14 年代ଌఆでも、4#01 が 4#02 より 50 ～ 100 年古い஋がࢉ出されͯいる。また、遺構外出土遺物につ
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いͯも、古段֊、৽段֊に分͚たが、東区、ೆ区で出土した土器には時期のภり、ҧいはΈられなかった。

今回の調査ൣғでは、地఺తな段֊差はないと考えられる。ただ残೦なのは、ഁ片ࢿྉがଟく、土器のશ

ମ૾がわからないものがଟい఺である。今後、同時期のࢿྉが出土したࡍに、ൺֱࢿྉとしͯ本遺跡ࢿྉ

がऔり上͛ͯもらえる機会に恵まれればとئう。

̏　栗林 1 式期の集落（ୈ 124、1L2）

　ୈ 3 ষׂ෇ਤᶃ～ᾩをΈると、遺構が検出されたൣғは、上Ґ段丘ではೆ区੢୺のඪ高 340m あたりが

੢ݶとなり、東区ೆ୺ 4T26 のඪ高 335m あたりが東ݶとなる。山側（੢側）に޲かっͯややࣼ܏がΈられ、

ほ΅平坦となるのはඪ高 338m あたりから東側であΖう。ԼҐ段丘では、東区北୺ 4X08 のඪ高 332m あ

たりから、東区中ԝ 4%03 が検出された面のඪ高 330m あたりとなるであΖう。上Ґ段丘とԼҐ段丘では

大࠷ 10m のൺ高があるが、࠷小では 3m ほͲである。上ҐとԼҐの段丘は、ਓが行きདྷできないほͲの

高低差ではなかったと༧૝できる。

　千曲川に近いԼҐ段丘上は、竪穴住居跡が円形と小形で長方形のものが 1 軒ͣつೆ北にฒび、その北側

で 3 棟、ೆ側で 2 棟の掘立柱建物跡がΈつかり、ೆ側の柵跡も 2 ྻでରになっͯいる。ೆ側の掘立柱建物

跡と柵跡の間には、周溝跡が 3 基Έつかり、北陸地方との系譜を検討する 1 要素がՃえられた。ԼҐ段丘

上は集落内の一つの構成単Ґとしͯ、千曲川にԊっͯೆ北方޲に同種ྨの遺構が 2 ないし 3 基ͣつ（掘立

柱建物跡はॏෳする）഑ஔされͯいたと考えられる（ୈ 124 ਤ）。

　一方、山側の上Ґ段丘では、土坑以外は 17 棟の掘立柱建物跡で、長࣠をほ΅ೆ北か、それに௚行する

東੢方޲にしͯ建ͯられͯいる。弥生時代のものがすべͯではないが、竪穴住居跡は存在せͣ、掘立柱建

物跡と土坑のΈの構成となる。

　遺構の構成をΈると、掘立柱建物跡中৺の上Ґ段丘と一ఆのن則性が認められるԼҐ段丘とでは別の構

成単Ґとなる。琵琶島遺跡は、上Ґ段丘、ԼҐ段丘 2 つのҟなる構成単Ґの遺構܈が結߹した形の集落と

なる可能性が高い。

̐　長野ຍ地北部・൧山ຍ地にお͚る栗林式期の遺跡（ୈ 7・125 ਤ）

　ここでは、琵琶島遺跡に関わる長野ຍ地北部から൧山ຍ地にか͚ͯの弥生時代中期後半（栗林式期）の

遺跡についͯ֓؍し、調査成果ཧղの一ॿとする。

　長野ຍ地北部から൧山ຍ地にか͚ͯは、弥生時代中期～後期の集落跡がଟ਺確認されͯいる（ம 4）。千

曲川の自然అ๷上やそのࢧ流が形成するઔঢ়地、ຍ地ԑล部の丘陵地ଳに広く遺跡が分布しͯいる。これ

らの遺跡は、立地、存ଓ期間、ن໛においͯいくつかのまとまりをࣔしͯおり、遺跡܈としͯଊえられͯ

いる（ୈ 125 ਤ）（࡫ᖒ 2009・2012）（ம 5）。

　琵琶島遺跡の周ลで、栗林式にઌ行する時期の弥生時代遺跡は、中野市川ٱ保遺跡（ସࠤ遺跡܈）で前

期～中期前半の条痕文土器 1 片が出土した以外は（長野県埋蔵文化財センター 2013）、確認されͯいない。

中期後半（栗林式期）になると遺跡਺は大きく૿Ճし、千曲川Լ流Ҭから主な集落遺跡を上流に޲かっͯ

あ͛ͯΈると、൧山市上野遺跡、小ઘ遺跡、北原遺跡（Ѵ町遺跡܈）、中野市༄୔遺跡、川ٱ保遺跡、ࣣ੉

遺跡、ೆ大原遺跡、栗林遺跡、安ࣉݯ遺跡、੢条・岩ધ遺跡܈なͲの集落跡があ͛られる（ம 6）。なお、

本遺跡で円形・馬蹄形の周溝をもつことから周溝跡とした遺構は、栗林遺跡では平地建物跡としͯ報告さ

れͯいる。

　᛽চ໦׹墓は、長野県を中৺とした中部高地に特௃తな墓である。本遺跡から千曲川Լ流 3Lm の༄୔

遺跡では、᛽চ໦׹墓܈のなかに県内࠷大ڃの᛽চ໦׹墓（1 号᛽চ໦׹墓）が発ݟされた（長野県埋蔵文

ôçù÷ÿçô
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化財センター 2012）。౰֘地Ҭにおいͯは、小ઘ遺跡、上野遺跡、栗林遺跡、ೆ大原遺跡なͲでも、᛽চ

໦׹墓・໦׹墓܈が確認されͯいる。

　ࣣ੉遺跡、༄୔遺跡、川ٱ保遺跡で、弥生中期後半～後期の水田跡の存在が確認され、そのうͪ本遺跡

から千曲川上流 1.5Lm の川ٱ保遺跡では、中期後半の水田の存在と、千曲川に面したඍ高地のԑล部に

焼土坑とともに׬形の栗林 2 式৽段֊の土器がฒべられた土器集中が確認された。Ҵ作に関するࡇ᛾行ҝ

とも考えられるが、性֨は明確ではない（長野県埋蔵文化財センター 2013）。

　さらに、遺物面では、ೆ大原遺跡で鉄ිが出土し（ம 7）、小ઘ遺跡に流水文がࠁまれた൘ঢ়の୸化໦製

品がΈつかっͯいる。また、石ፂ、༗޸石݋なͲの特घな石製品が本遺跡ೆ側にྡ઀するּ૔遺跡で出土

しͯいる（石川 2012）。

　長野ຍ地北部・൧山ຍ地に所在する栗林式期集落遺跡のಈଶについͯ、࡫ᖒߒは「൧山ຍ地の上野と小

ઘなͲの遺跡܈との集団関܎はڌ఺集落と周ล地Ҭの遺跡との関܎であり、栗林遺跡とその周ลにも認め

ることができる。」（࡫ᖒ 2012ɿ236）とड़べ、その周ล地Ҭの遺跡は、安ࣉݯ遺跡、川ٱ保遺跡、ೆ 大原遺跡、

ּ૔遺跡なͲの୹期居住型遺跡であるとした。栗林遺跡は、栗林 2 式৽段֊に大ن໛なڌ఺集落になり、

周ล遺跡も同時期に成立する。一方で、栗林 1 式の遺跡である長野市ೆી็遺跡は୹期居住型遺跡であり、

栗林 1 式古段֊に出現し栗林 2 式古段֊でなくなる（ம 8）。その関܎から、࡫ᖒは「栗林ᶗ式古段֊に出

現した小ن໛集団が、このྖҬ内でҠ住と集住の結果が栗林ᶘ式期のڌ఺集落化した栗林遺跡と৽たに出

現した周ล遺跡との集団関܎であΖうし、Ҡ住とఆ住はྖҬをӽえる場߹もありಘた。」（࡫ᖒɿ前出）と

した。

　本遺跡は、この地Ҭの集落遺跡のなかでは、小ઘ遺跡と時期తにॏなり、掘立柱建物跡が竪穴住居跡に

ൺべͯଟい఺もڞ௨するが、遺構਺がগなくن໛はかなり小さい。栗林遺跡では平地建物跡が出土しͯい

るが、本遺跡出土の周溝跡とはগし性֨がҟなりそうである。また、千曲川上流・Լ流でΈつかっͯいる

᛽চ໦׹墓、水田跡は、本遺跡からは検出

されͯいない。さらに、遺物に関しͯは、

ۚଐ製品、特घな໦製品・石製品の出土は

ない。出土土器は、千曲川上流のೆી็遺

跡とڞ௨する部分がଟい。

　以上の特௃から、本遺跡は栗林 1 式から

2 式古段֊の時期にݶఆしͯӦまれた୹期

居住型小型遺跡である。掘立柱建物跡の਺

が竪穴住居跡にൺべͯ୎ӽしͯいるため、

千曲川上流・Լ流に存在する集落遺跡を行

きདྷし、物ࢿの保؅に特化した機能をもた

せた集落であった可能性をײじる。そのな

かで、周溝跡はその機能に関わるۭ間で

あったのかもしれない（඿࡚ ᖒ࡫。（2014

આから考えͯΈると、琵琶島にいたਓびと

は栗林 2 式৽段֊以降、栗林遺跡やその周

ลの遺跡へҠಈ・ఆ住したことになる（ୈ

125 ਤ）（ம ᖒઆはັྗతなԾઆであ࡫。（9

り、栗林 1 式の集落が୹期居住型にݶられ   ୈ 125 ਤ　琵琶島遺跡周ลの弥生時代中期後半の遺跡
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る事࣮もݟえͯきた。今後、֤遺跡のৄࡉな時期区分౳の検討をଓ͚るなかでগしでも࡫ᖒઆに近͚ͮれ

ば、栗林社会がもうগし઱明にݟえͯくるのではないだΖうか。

ୈ̎અɹޙࠓͷ՝୊

　琵琶島遺跡をとりרく弥生時代中期後半栗林式期の遺跡を֓؍し、今回の調査成果をもう一౓ݟ௚すな

かで、ුかび上がっͯきた՝୊をఏࣔし、報告書の記ड़をऴわりたい。

ʢ̍ʣࣜྛ܀౔ثͷมભͱྛ܀จԽͷಈଶʹ͍ͭͯ

　琵琶島遺跡出土の栗林式土器は、一部栗林 2 式古段֊にはいる可能性はあるが、ほとんͲが栗林 1 式の

ൣᙝにೲまる。遺構外出土土器が大半を઎め、ഁ片ࢿྉもଟいが、前અ 2 項で器種ごとྨ型ごとに内容を

確認し、มભをたͲった。長野ຍ地のଞ遺跡出土ࢿྉとのൺֱを行ない、栗林 1 式土器の内容を確認、ै

དྷからݴわれͯいた古段֊と৽段֊の࿮૊Έを設ఆし、Ґஔ͚ͮをした。また、$14 年代ଌఆの結果によっ

ͯ栗林 2 式とのڥքもݟえͯきた。今後、さらに 1 式の内容をਫ਼査するとともに、2 式以降の土器の内容

を確認し、長野ຍ地に所在する栗林式土器および栗林式期の遺跡をݟ௚すඞ要がある。そのうえで、栗林

文化・社会のಈきがఏࣔできればと考える。

ʢ̎ʣ۷ཱபݐ෺੻͕୦݀ॅډ੻Λѹ౗͢Δूམͷҙຯ

　琵琶島遺跡では、竪穴住居跡 2 軒にରしͯ、時期が不明な遺構もあるが、掘立柱建物跡の検出਺がѹ౗

しͯいる。ԼҐ段丘では 4 ഒ、上Ґ段丘にݶっͯは竪穴住居跡が検出されͯいない。長野ຍ地北部・൧山

ຍ地の栗林式期の遺跡をΈると、竪穴住居跡に掘立柱建物跡をともなう遺跡は中野市栗林遺跡、ೆ大原遺

跡、൧山市小ઘ遺跡、上野遺跡なͲがある。このなかで、小ઘ遺跡のΈ掘立柱建物跡が竪穴住居跡・平地

建物跡をѹ౗する棟਺でΈつかっͯいる。小ઘ遺跡は、本遺跡と同じ栗林 1 式を中৺とする遺跡である。

一方、ଞ遺跡はそれより৽しい栗林 2 式を中৺とする遺跡である。掘立柱建物跡の機能に関しͯも明確に

できͯいない今、この構成の差ҟを時期差とΈるべきなのか、遺跡の性֨のҧいとしͯଊえるべきなのか

は、さらに௥ڀしͯいくඞ要がある。

ʢ̏ʣ௕໺ݝ಺ʹΈΒΕΔʮपߔ੻ʯͷੑ֨ʹ͍ͭͯͷղ໌

　弥生時代（栗林式期）にΈられる円形・馬蹄形の周溝をもつ遺構についͯ、本文のなかでは「周溝跡」

としͯ報告した。「平地建物跡」としͯ調査は行なったが、建物跡としͯの条݅が調わͣ周溝跡にཹめた。

その結果、性֨不明の遺構となり、「周溝をもつ遺構」という࣮ଶだ͚が残った。今後、円形周溝墓、竪

穴住居跡౳の遺構とのൺֱ、今まで平地建物跡としͯ報告されͯいる事ྫの再検討を行なうことによっͯ、

౰֘遺構のҐஔ͚ͮ、さらには性͚֨ͮを行なうඞ要がある。

ʢ̐ʣࣜྛ܀౔ثʹ͓͚Δ২෺ར༻ͷࢪจ۩ʹ͍ͭͯͷू੒

　栗林式土器の「ࠁΈ」文様としたなかに、ϋンノΩଐ、オオόコなͲの植物の花序を施文۩としͯ࢖用

したࢿྉを਺఺抽出した。今までも、দ原遺跡౳で「ٖࣅ縄文」としͯ報告されͯはきたが（長野県埋蔵

文化財センター 2000）、明確なఏࣔはなかった。さらに、オオόコの現生ඪ本によっͯ施文࣮ݧを行ない

施文۩のਪఆをした事ྫはあった（水ᖒ 2014）。今回、レプリΧを用いた૸査型ి子ݦඍ࡯؍ڸと૝ఆ施

文۩の施文࣮ݧによるൺֱ検討作業により、۩ମతな施文۩をਪఆすることができた。これらの施文۩に

ついͯ、千曲川流Ҭをはじめとした栗林式土器および周ล土器型式についͯも࢖用ঢ়گを調査し、ڞ時త・

௨時త分布を೺Ѳすることがඞ要である。栗林式土器のม化と施文۩のม化に因果関܎がଊえられれば、

౰時の弥生ਓの޲ࢤ（植物利用౳）のม化がཧղできるだ͚でなく、周ล地Ҭとのަ流ঢ়گにもたͲりண

ôçùøøçô
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くώントがӅされͯいるかもしれない。

ம
1） 「1990 年のୈ 2 回弥生土器をޠる会の੮上での発ද」と、石川の文ݙ（石川 2002）にある。
2） ྫえば、長野市Ԙ࡚遺跡܈দઅ地఺ 16・21 号໦׹墓出土の、಑部上半を௜線と縄文で૷০するࡉᰍ（ޱڱ）のᆵなͲの

ྫがあ͛られる（໼ޱ 1986）。
3） ୈ 3 ষでは、器形の఺から「特घᙈ」と分ྨしたが、用్としͯの分ྨはുまたはᆵにすべきかもしれない。
4） ֤遺跡の֓要は、ୈ 2 ষୈ 6・7 ਤ、ୈ 5 දをࢀর。
ᖒ࡫） （5 2012）によると、栗林期の集落遺跡は 2 ྨ型に大別でき、土器型式で 1 ないし 2 型式にわたる୹期居住型遺跡（̖型）

が大型遺跡（̖̍型）と小型遺跡（̖̎型）にまとめられ、栗林期શ期間にわたる長期居住型遺跡（̗型）が広Ҭにわた
る一ఆ地Ҭ内でҠಈにより居住Ҭをมえ結果としͯ大ن໛集落の形ଶをとる長期居住Ҡಈ型（̗̍型）と一ఆ地Ҭ内に
ଟ਺の居住Ҭを集中させͯいる長期居住ఆ住型（̗̎型）にまとめられるという。

6） 琵琶島遺跡の北にある遺跡では、༄୔遺跡で 3Lm、北原遺跡で 11Lm、小ઘ遺跡で 13.5Lm、上野遺跡で 14.5Lm のڑ཭
にある。琵琶島遺跡のೆにある遺跡では、川ٱ保遺跡で 1.5Lm、ೆ大原遺跡で 3.5Lm、栗林遺跡で 4Lm、ೆી็遺跡で
7Lm、長野ຍ地中・ೆ部の中ມ遺跡で 15Lm、ઙ川ઔঢ়地遺跡܈で 17Lm、ӿ田遺跡で 18Lm、य़山̗ 遺跡で 20Lm、川
田条ཬ遺跡で 21Lm、দ原遺跡で 25Lm のڑ཭にある。

7） ೆ大原遺跡は、2011 ～ 2013 年౓に県埋文センターが発掘調査を࣮施し、栗林 2 式৽段֊を中৺とした集落跡の調査成
果をまとめた報告書が、2016 年 3 月ץ行༧ఆである。鉄ිの出土とともに、竪穴住居跡চ面でෳ਺のՐচの検出、஁໶
関࿈石製޻۩の可能性がある୆石・Ꮟ石・౐石の出土から、長野県内では初めͯ弥生時代の஁໶関࿈遺構の可能性をࢦ
ఠした（長野県埋蔵文化財センター 2016）

ᖒ࡫） （8 2016ɿ236）では、「ᶗ式古段֊に出現し৽段֊で࢟をফす。」としͯいる。
9） ୈ 125 ਤにࣔした栗林遺跡を中৺にすえͯԾにఆめたྖҬは、半ܘ約 4Lm をଌる。このྖҬをӽえͯ、千曲川をさらに

૎った長野ຍ地中部の中ມ遺跡、ٯに千曲川をԼった൧山ຍ地の上野遺跡౳へのҠ住・ఆ住はあったのだΖうか。
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褐
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南方上空より高社山を望む（平成 4 年撮影）

写 真 図 版





琵琶島遺跡の入口

琵琶島遺跡から高社山を望む

̡̥��琵琶島遺跡　ԕܠ



下位段丘に並ぶ遺構群（竪穴住居跡、掘立柱建物跡、周溝跡、柵跡）

上位段丘の掘立柱建物跡群

̡̥�� 琵琶島遺跡　遺ߏ �



SB01 検出状況 SB01

SB02 SB02 掘方

SB01 炉 SB02 遺物出土状況

基本層序（東区中央 シ地点南壁） 基本層序（南区北側ネ地点北壁）

̡̥��琵琶島遺跡　جຊ૚ংɺ遺ߏ �



ST03 ST04

ST07 ST08

ST05 ST06

ST01 ST02

̡̥�� 琵琶島遺跡　遺ߏ �



ST09 ST10

ST11 ST12

ST15 ST16

ST13 ST14

̡̥��琵琶島遺跡　遺ߏ �



ST18

ST19

ST24

ST22

ST23

ST17

ST17 Pit1 断面 上空からの ST17 〜 19

̡̥�� 琵琶島遺跡　遺ߏ �



ST24 Pit2

ST24・25

ST25

ST26

ST27

SD01 検出状況 SD01 断面

SD01・02・03 の距離　　　　

̡̥��琵琶島遺跡　遺ߏ �



SD03 先端部断面

SD03 SD04

SD02 検出状況 SD02

SD03 検出状況

SD01SD01 縦断面

̡̥�� 琵琶島遺跡　遺ߏ �



SA01 検出状況

SA01 SA02 検出状況

SA02

SD05

SK285 遺物出土状況 SK291

SQ01

̡̥��琵琶島遺跡　遺ߏ �



SK423 遺物出土状況

SK191SK191 ロクロガンナ出土状況（断面）

SK191 遺物出土状況

SK289 断面 SK314

SK358SK291 逆茂木痕跡
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SK205 SK361 鉄滓出土状況（断面）

SF01 断面 SF03 炭出土状況

SX01 検出状況

SX08 断面

SX05

SX08 検出状況

̡̥���琵琶島遺跡　遺ߏ ��



前期後半土器　（S ≒ 1/3）

SK 出土土器　（S ≒ 1/3）

草創期〜早期土器　（S ≒ 1/3）

前期前半土器　（S ≒ 1/3）

1
3

34

2

35
33

4 7
5

9

6

8

11

14

20

18 21

16

17

2213
12

19 23

37

10 15

38

43 44

24
25

26 27 28
29

30

36

47

31 32

39

40

41

42

45
46

SK187 

SK196 
SK285 

SK574 
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後期前半土器　（S ≒ 1/3）

前期後半・中期土器　（S ≒ 1/3）

61

65

59

76

67 68

69

70

48

52
53

58
63

60

62

71

66

83
82

84 85

86

90

49

50

51

54

56

55

57
64

73

74

75

77 78

79 80

81

89

92

87

9388
94

91

72
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後期前半土器　（S ≒ 1/3）

　縄文時代・弥生時代剝片石器集合

　縄文時代・弥生時代礫石器（手持ち具）集合

95

96

97

99

100

98

101 102 106

104103 105

1

2

15

（1091）

30

26

4 295 3

2827

19

22 23

20
16

18

17 21

（1021）
24

6
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石核（S ≒ 1/2）

有茎尖頭器、石鏃、石鏃未成品、石匙、剝片石器（S ≒ 2/3）

打製石斧、磨製石斧、太型蛤刃石斧（S ≒ 1/3）

7

8

2
3

10

6

5

4

1

9

11

（1045）

13

（1054） （1084）
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スリキリ具、刃器、礫器、凹石、敲石、磨石、特殊磨石（S ≒ 1/4）

台石（S ≒ 1/6） 中野市試掘資料（SB01 出土石器）（S ≒ 2/3）

25

14
15

16

18

21

17

23

20
19

22 24

（1069）

（1021）

（1026）

（1027）

（1091）

（1112）
（S≒1/4）

30

29

26
27 28

12
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SD 出土土器　（S ≒ 1/3）

SB01 出土土器　（S ≒ 1/3）

SB02 出土土器　（S ≒ 1/4・1/3）

ST 出土土器　（S ≒ 1/3）

SK 出土土器　（S ≒ 1/3）

SB01 出土土器　（S ≒ 1/3）

1
2

24

25

23

22

21

20

5
43

6

31

16

15

3029

28

8

7 14
12

13

1110
9

19

35

1817

34
32

33

36

38

37
39 40

43

41

44

45

46 48 49
50

47
51

27

26

42

磨痕

ST01 ST08 ST24 ST25 ST26

SD01 SD02 SD03

SK176

SK360

SK180
SK347 SK396 SK373

SK465 SK529
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SK423、SQ01 出土土器（S ≒ 1/4）

SQ01 出土土器（S ≒ 1/3）

遺構外出土壺形土器（S ≒ 1/4）

59

6156
57

58

60

52

55

54

53

63 71

67

62

64

68

炭化物拡大写真

SK423 SQ01
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遺構外出土壺形土器（S ≒ 1/4）

69

72

81

80

73

77

83

79

78

70

76

74

66

75

65

82
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遺構外出土壺形土器（S ≒ 1/4）

遺構外出土壺形土器（S ≒ 1/3）

遺構外出土壺形土器（S ≒ 1/3）

87

89

88

85

84

86

100

105

92

91

95
93

94 96

99

9897

102

104

101

107

109

113 114

110

115
117

108

112

103

106

111

116

90
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遺構外出土壺形土器（S ≒ 1/3）

遺構外出土壺形土器（S ≒ 1/3）

160

154

120

148

169168

142

138

118

119

127

156

124

164

130

121
126125

123

122

133

149

134

136

161

140139

146

159

165

137

147

163

150 151

155

167

162

158

153

157

152

132131

166

141

128

129

135

143 144
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遺構外出土壺形土器（S ≒ 1/4）

遺構外出土壺形土器（S ≒ 1/3）

遺構外出土甕形土器（S ≒ 1/4）

遺構外出土壺形土器（S ≒ 1/4）

182

171

173

179172

184
183

178

175
176

180

174

181

188

185

190

177

189

187

186

170
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遺構外出土土器底部　（S ≒ 1/3）

遺構外出土甕形土器　（S ≒ 1/4）

195
192 193

191

203

206 208204 205 207

200

201 202

194

198

196

199

197
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遺構外出土甕形土器（S ≒ 1/3）

遺構外出土甕形土器（S ≒ 1/3）

遺構外出土甕形土器（刻み文様）（S ≒ 1/3）

209

213

211

212
214

210

236

233

238

240

243

234 239

253

235

250

249

237

241

215
217

218
216

232

225

245
242

226

252

220

251

231
223

219

230
229

228

247

222

227

248

244

246

254

221

224
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遺構外出土甕形土器（S ≒ 1/3）

遺構外出土鉢形土器、蓋形土器、甑形土器　（S ≒ 1/4）

遺構外出土鉢形土器（S ≒ 1/3）

遺構外出土鉢形土器、蓋形土器、甑形土器　（S ≒ 1/4）

287

274

271

259

262
261

258255

256 257

270

260 263

267

266
272

310

273

265

264

268 269

277

275

306

290

309

291

289

286

276

279 281278

283
282

284

288

308
307

297

303

305

300

304

302

299

301

298

280

285

292
293

294 295 296
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中野市試掘資料（SB01 出土土器）（S ≒ 1/4）

中野市試掘資料（SB01 出土土器）（S ≒ 1/3）

中野市試掘資料（SB01 出土土製品）（S ≒ 1/2）

313

315

316

317

314

318

319

320 321 322 325

326

323 324 327 328

329

338337

311

312
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土製品（S ≒ 1/2）

管玉、ガラス小玉（S ≒ 1/1）

SK191 出土土器（S ≒ 1/4）

331

336

332

333

330

335334

21

5

4

6

1

7

3

2
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SK191 出土金属器（ロクロガンナ）（上：S ≒ 1/2、下：先端拡大）

前期遺構外出土土器（S ≒ 1/3・1/4）

9

10

8

11

12

1
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遺構外出土土器　（S ≒ 1/3）

SK・SF・遺構外出土土器（S ≒ 1/4、14 のみ S ≒ 1/1）

SK361 出土鉄滓（S ≒ 1/3）

986 10

20

1

7

11

17

16

15 18

21
22

14
13

12

5

19

1
2

3 4 5

6 7 8

3

2
4

SK205 SK318 SF03

遺構外
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T2 下部、北壁 1 断面　畑地造成（近現代）の盛土状況T1 下部、北壁 7 断面

T3 全景（北より）T2 下部、完掘状況（西より）

T1 西端、北壁断面（南西より）調査範囲北側遠景（南東より）

調査範囲南側遠景（北東より） 調査範囲中央遠景（東より）
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P4 北壁断面

T13 全景（南東より） T14 下段東側、北壁断面

T8 東側、北壁断面（東より）

T5 の掘削作業（西より） T11 上部、北壁断面（南東より）

T11 下部、北壁断面（南西より） T8 西側、北壁断面（南東より）
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SD01 完掘（南東より）

T18 北則、西壁黒色粘土（アップ）（北東より）

T17 断面全景（北東より） T19 全景（南東より）

T18 南則、西壁断面（南より）

SD01 北壁断面

T15 北壁断面（南西より） T15 北壁、土壌サンプル採取地点
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T18 北壁断面、科学分析土壌サンプル採取状況 SQ01（H26 年度）、土器出土状況（南東より）

SQ01（H27 年度）、土器出土状況（南より） T21 北側、東壁断面

T21 北則、Ⅳ層群 木出土状況（南より） 3 区完掘状況（南より）

SQ01b 土器出土状況（南東より） 3 区完掘状況（北より）
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所 収 遺 跡 名 所在地
コ　　ー　　ド

北　　緯 東　　経 発掘期間 発掘面積 発掘原因
市 町 村 遺跡番号

琵
び わ

琶島
じま

遺
い

跡
せき 長

な が の

野県
けん

中
なか

野
の

市
し

大
おおあざ

字豊
と よ つ

津
202118 210 36°46′51″ 138°20′28″

2011.7.20 ～  
         12.12
2012.4.9 ～
         10.31
2013.4.8 ～
          7.31

11,470㎡
（17,412㎡）

＊（　）は
        延べ面積

一般県道豊
田中野線建
設に伴う記
録保存調査

壁
へきだじょうせき

田城跡
長
な が の

野県
けん

中
なか

野
の

市
し

大
おおあざ

字壁
へ き だ

田
202118 161 36°46′51″ 138°20′41″2014.6.2 ～   

          7.15
800㎡

 （内容確認
 トレンチ調査） 

一般県道豊
田中野線建
設に伴う記
録保存調査

ねごや遺
い せ き

跡
長
な が の

野県
けん

中
なか

野
の

市
し

大
おおあざ

字壁
へ き だ

田
202118 162 36°46′51″ 138°20′44″2015.9.1 ～     

         10.19 2,568㎡

一般県道豊
田中野線建
設に伴う記
録保存調査

所 収 遺 跡 名 種　　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

琵
び わ

琶島
じま

遺
い

跡
せき

集落跡

縄文時代
弥生時代
古墳時代
平安時代

竪穴住居跡 2 軒、掘立
柱建物跡 25 棟、周溝
跡 4 基、溝跡 1 条、柵
跡 2 基、遺物集中 1 か
所、土坑 576 基、焼土
跡 4 基、不明遺構 8 基

縄文土器、弥生土器、土
師器、土製品、石器、石
製品、ガラス製品、鉄製品、
鉄滓

弥生時代は中期後半栗林式
期の集落。古墳時代中期の
墓坑より長野県内初の「ロ
クロガンナ」が出土。

壁
へきだじょうせき

田城跡 城跡
中世
近世 なし なし

中世および近世山城に関わ
る遺構・遺物の検出なし。

ねごや遺
い せ き

跡 集落跡 平安時代
溝跡・自然流路 7 条、
土坑 2 基、遺物集中 1
か所

縄文土器、弥生土器、土
師器、須恵器、黒色土器、
内耳土器

要 約

本書で報告した 3 遺跡は、千曲川を挟んで、琵琶島遺跡が左岸の奥手山丘陵の裾野に広がる河岸段丘上、
壁田城跡が右岸の長丘丘陵上、ねごや遺跡がその長丘丘陵の東側山裾部～低地部に立地する。

琵琶島遺跡は、縄文時代草創期～後期前半、弥生時代中期後半、古墳時代前期～中期、平安時代の遺
物が出土し、特に弥生時代中期後半は栗林 1 式土器のほば単純型式の遺跡となる。栗林式土器のなかから、
植物の花序を施文した文様をもつ土器、再利用の磨痕をもつ土器片を抽出した。遺構では、竪穴住居跡
2 軒のほか、円形・馬蹄形の周溝跡 3 基を調査し、北陸地方との系譜を検討する 1 要素がくわえられた。

壁田城跡は、トレンチ調査を行なったが、中世および近世の山城に関わる遺構・遺物は検出されなか
った。中世山城の平場・段差と考えた平坦面は、近・現代（明治以降）に桑や果樹を栽培するために造成
された畑地の平坦面であることが確認された。
　ねごや遺跡は、平安時代前半期の土器が遺物集中の形で出土した。同時期の土層のプラント・オパール分
析の結果、水田の存在は確認できなかったが、今回の調査区外には、水田、集落が存在する可能性は残った。
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